
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　アイシアようやく発たつ









　森の深い大地がある。

　鬱うつ蒼そうとした密林が広がるその土地は、緑の海のようですらあった。深い森とは人にとって海と等しく危険を孕はらみ、その歩みも営みも、油断をすれば獣けものや大地が牙きばを剝むく。

　その森は、危険という面ではまったく枚挙に暇いとまがない。通常の危険な動植物に加えて、より人類にとって危険な魔ま獣じゆうという存在。そして、魔ま族ぞく──いわゆる人間以外の異種族の勢力。そんな森の大地は、人間の口からは〝魔ま界かい〟とすら呼ばわれた。

　そんな土地に、森の規模からすればぽつんと、しかし辺境にしては、それなりの港町がある。

　町の名前は、ウッドフェローズ。

　かつて一度は頓とん挫ざした、森の開かい拓たく地ちの橋きよう頭とう堡ほである。その町は一度は廃すたれかけ、つい最近に転機を迎むかえた。今や日に日に森を切きり拓ひらき、人にとっては辺境の地にありながらも、その賑にぎわいようは移住希望者を次々に呼び込むほどだ。

　ウッドフェローズに移り住む誰だれもが、必ず一度は耳にする噂うわさがある。噂うわさの真しん偽ぎを確かめようと町中で人に訊たずねれば、道みち端ばたの子どもですらその商会を知らない者はいない。

　町に訪おとずれた転機の象しよう徴ちようであり、天が雨を降らすかのように、町に景気をもたらした存在。

　エルフフェアー商会。

　森の奧おく、緑の海深くで、静せい謐ひつと共に暮らす長命なる賢けん者じや。森精エルフ族ぞくを冠かんした、その商会。人々はまさかと思い、目まの当あたりにしてやっと噂うわさが真実だったと受うけ容いれる。その町には、エルフの商人がいる、と。──見た目だけだとは思わずに。










「この商会で、エルフが悪党を庇かばい立だてしている。それは本当ですかな？」

　わざわざ商会を訪ねてきて、そんな風に息巻く商人たちが言う『エルフたち』の筆頭は、ボクのことである。

　ボクは、きょとんと目を丸くした。可か愛わいらしく。

「まあ。突とつ然ぜん、なにを言ってらっしゃるのでしょうか、商人様がた？」

「とぼけないでいただきたい！　アイシア殿どの！」

　アイシア。──アイシア・アイザック・ニュートン。それがボクの名前だ。

「落ち着いてください。人間は短気でいけませんよ」

　微び笑しようして、上目づかいをする。もしもボクが一七〇〇年頃ごろのイギリスで同じことをしたら、相手は余計に不ふ機き嫌げんになって、激高していただろう。

　ボクの前世は、イギリスの天才アイザック・ニュートン。悪説はびこる天体運動について、運動方程式で美しくまとめ上げた科学者だ。生しよう涯がいを終えたのは八五歳。

　そんな天才でも、できないことはあった。それは──美少女として振ふる舞まうこと。ニュートンはかっこいい男だから、仕方なかった。

　しかし、死んだあとまた目を覚まして始まった今は、それができる。なぜならボクは、今生では少女として生まれ、エルフの手で育てられたからだ。

　エルフフェアー商会。人間に分かりやすいように名づけて作った商会と、その商館。今や町で一番大きな商会だが、その商会長は小さな少女。──つまりは、ボクである。

　巷ちまたではエルフがやってる商会っていう扱あつかいだけど、ボクは人間と魔ま族ぞくの混血児で、育ての親がエルフなだけ。でも、人間も魔ま族ぞくも、エルフに育てられたらエルフっぽく感じるらしい。

　ま、そんなボクがエルフフェアー商会なんて名乗って、商会長として運営してるわけだ。身みの丈たけに合わない身分を、身みの丈たけどおりの愛らしさ付きで切り盛りする。これがさいつよ。エルフの里でそう学んだ。

「ボクの商会に悪党がいるなんて、そんなことはありえません。もしも、ここに怪あやしげな輩やからが出入りしていたら──女の子には、とっても怖こわいじゃないですか」

　その答えに、商人は笑い声を上げた。

「ははは。これは面おも白しろい。町に入った賊ぞくを討とう伐ばつしたエルフ殿どのに、怖おそろしいものがある、とは」

　ボクは口元に手を当てて、穏おだやかに笑う。

「ふふふ、怖こわいものなら、たくさん思いつきます。たとえば悪い噂うわさが立つこと、とか。エルフたちはもの覚えが良くて、悪評は一〇〇年続きますよぅ」

「一〇〇年……はぁ……」

　冗じよう談だんか本気か計りかねる。そんな顔で、商人たちの勢いが削そがれた。ボクは続ける。

「ですから、そのように妙みような噂うわさは聞きき逃のがせないものです。もしや、と思いますけれど……貴方あなたの仰おつしやる〝悪党〟とは、ディエナ夫人のことでは、ないですよね？」

「いや……まさにその御お方かたのことだ。まさか分からないとは、言わないですな？」

「まあ。まさか、そんなこととは、分かりませんでした」

　やれやれ、やっぱり。反感を持ってる人もいるか。

　胸中でため息を吐つきつつ、うちの商館にいる、妙みよう齢れいの美女を思おもい浮うかべる。

　ディエナ・スヴァーラング夫人。この土地を治めるスヴァーラング家領主の妻。領主が長期不在の今、この領地ではトップクラスの権力者である。

　この町──ウッドフェローズは、財政難でかなり危あやうい状じよう況きようだった。盗とう賊ぞくの出しゆつ没ぼつする街かい道どう、そして辺境の弱い立場につけ込む悪徳商人。そいつらとつるんでいたのが、ディエナ夫人だ。

　でも、それには事情があった。ディエナ夫人の誘ゆう導どうにより、悪徳商人はせっせと町に麦を運び、賄わい賂ろをもらう盗とう賊ぞくたちは、行商人には手を出さなかった。つまり、ディエナ夫人は奴やつらの懐ふところに入って、町や人命の被ひ害がいを抑おさえていたのだ。

　とはいえ、被ひ害がいがゼロにはならない。

　多少なりとも脅おびやかされた人たちが、全ての悪に報復を求めることもしばしばある。また、これが重要なことに、ディエナ夫人はその罪を認めている。だから、なにかしらの処しよ罰ばつを下さねばならないところだった。

　でも、ボクがそれを曲げた。

「本当に分かりません。ディエナ夫人は、エルフフェアー商会で奉ほう仕し活かつ動どうをする。そういうことで、ティンダリオス殿でん下かとは話がついています」

「殿でん下かとエルフ殿どのは、親しすぎる。公正な処断だったと、果たして言えますか？」

　ま、確かに。スヴァーラング家の次期当主、ティンダリオスが下した裁定。それは、幼おさな馴な染じみで領地運営にも深く食い込んだ、アイシアボクの願いを飲んだ形でもある。

「……悲しいことを仰おつしやらないでください。領主に公正さをお求めになるのは、正しいかもしれません。けれど、商人様。慈じ悲ひもまた、世に不可欠であると、そうは思いませんか？」

　ボクは悲しげな目で、商人を見つめる。

「ディエナ夫人は罪を認め、それを悔くい改あらためると、約束してくれました。悪党だなんて、とんでもない。あの御お方かたは、哀あわれな迷い人です。今は苦しくも険しい、正しい道に戻もどろうとしています。そんなディエナ夫人を、ボクは応おう援えんしたい。……信じては、いただけないのですか？」

「うっ……し、信じられないわけでは、ない、が……」

　商人が目を逸そらして唸うなる。

　悔くい改あらためた人がいて、それを認めて応おう援えんするエルフ（美少女）が、瞳ひとみを潤うるませて悲しげに見つめてくる。

　これを重ねて咎とがめ立たてられるほど、恨うらみが濃こいわけじゃないらしい。まあ、実行犯というか、ガチ害悪は賊ぞくだけだったし。それも、町の外で暴れるようにディエナさんが尽じん力りよくしたし。

「い、いやだが、人の心などというのは、見た目では分からないもので……口では悔くい改あらためたと言っても、実際はどうだか……」

　ボクはそれを聞いて、にっこりした。今度は、心の底から正直な気持ちで。

「ディエナ夫人がどうしているか。それを見ていただければ、きっとご納なつ得とくいただけますよ」

　鈴すずを手に取り、軽かろやかな金属音をかき鳴らす。商人たちは首を傾かしげた。

「ディエナ夫人は、この商会で奉ほう仕し活かつ動どうをしています。それは、ただの無む償しよう労ろう働どうではありません。民たみを苦しめたことを悔くい改あらため、身を粉にして働く下々の気持ちを汲くみ取とる。それでこそ、彼女の罪が浄きよめられる。そうは思いませんか？」

「それは……まあ。しかし、あのような貴人の女性が、そのようなことは……」

　商人たちは、顔を見合わせている。彼らの頭にあるのは、いつも謎なぞめいた優ゆう雅がな微笑ほほえみを湛たたえ、見る者の背筋を蕩とろけさせるような、しびれさせるような──そんな、美しく魔ま女じよめいたディエナ夫人の、あの眼まな差ざしだろう。

　眼鏡ごしでも、切れ長の目に見つめられるだけで、まるで慰い撫ぶされてるような感覚になるほどの色気。それに、遠目から見るだけでも匂におい立たつような、あの豊満な肢し体たい。

　そんな女性が、商館で優ゆう雅がに長なが椅い子すにでも寝ねそべりながら、必要な時だけ呼び出され、遠方に少し手紙を書くだけ。

　無む償しよう労ろう働どうと口では言っても、そんな姿だろうと想像してるに違ちがいない。

「では、見てください。──ディエナ夫人の、今を」

　ぱたぱたと、足取り重く扉とびらの前に来た足音を、ボクは聞きき逃のがしていない。

　じゃじゃーん！　と叫さけびたくなるのを我が慢まんしながら勢いよく扉とびらを引くと、そこには話題の妙みよう齢れいな美び魔ま女じよ、ディエナ夫人がいた。

「「「え？」」」

「ねっ？」

　ボクはにこやかに小首を傾かしげた。

　商人たちが、あんぐり口を開けていた。

　ディエナ夫人は、

「ご……御ご用ようは、なんでしょう、か……アイシア、様……？」

　顔を真っ赤にしてぶるぶる震ふるえながら、ひくついた笑えみでそう言った。

　ミニスカフリルのメイド服で。

　三つ編みのツインお下げに可か愛わいらしくセットした栗くり色いろの髪かみに、大きな眼鏡。むっちりした太ももを惜おしげもなく晒さらすミニスカートの裾すそを、必死に下に引っ張って押さえながら、隠かくしきれない羞しゆう恥ちに震ふるえるそんなディエナ夫人二八歳の魔女（笑）がいた。










　商人たちは、無言になって帰った。










「もうイヤですわーっ!!」

「あはははははっ────!!!!!!」

　崩くずれ落おちるディエナ夫人を見て、思わず大だい・爆ばく・笑しよう☆　接客用のエルフ顔は脱ぬいだ。

「し、下々の、ふひっ、気持ちを分かる為ためだよ！　ブフッ！」

「笑いながら言ってて納なつ得とくするとお思いですのアイシア様!?」

「あーやばい。笑いすぎて漏もらしかけた。くふふっ」

「少しくらい聞いていただけませんこと!?」

　涙なみだ目めで絶ぜつ叫きようするディエナさん。むっちむちの熟うれた体が、フリルたっぷりの少しよう女じよ趣しゆ味みな装そう飾しよくに彩いろどられていて、死ぬほど恥はずかしそうである。

　でもいじめすぎると泣いちゃうかもなので、ボクは良いい笑え顔がおで答えてあげた。

「反省の心を表す為ために、下々の境きよう遇ぐうに理解を示してもらうよって、言ったじゃん。だから、ミニスカフリフリメイド服を着てもらうのは、仕方ないことなんだよ☆」

「私わたくしがサフィヤファティを産んでから、何年経たっているとお思いですか、アイシア様!?」

　大きいお尻しりを恥はずかしそうに押さえながら言うディエナさん。悲鳴じみた訴うつたえだった。

「似合ってるよ？」

「人の言うこと聞いてないしこの偽にせエルフ最低ですわーっ!!」

　ボクの視線から体を隠かくすように腕うでを体に巻きつける二八歳。でも細い腕うでで豊満などこも隠かくせるわけもなく、押さえつけられたお肉が強調されるだけだ。

「目が楽しい。お茶が美お味いしい」

　あいにくボクはアイザック・ニュートンの生まれ変わり。つまり精神が一〇〇歳だ。二八歳？　まだまだ『若い子』にしか感じない。なのに死ぬほど恥はずかしがってるその姿は、なんか普ふ段だんはクールな服でキメてる女の子が、可か愛わいい服着て恥はじらってるようにしか見えない。

　でゅへへへ、いいもんですなこれは。

「可か愛わいいよ！　ひゅー！　さあ今度はお客様の応対もしよっか！　ほらボクで練習しよ？　こっちに来て！」

　長なが椅い子すに座ってばすばす横を叩たたくと、眼鏡の奥から涙なみだ目めのまま睨にらみつけてきた。

「もう堪たえられませんわ！　こんな服脱ぬいできます！」

「なんで今さら？」

「アイシア様が、来客のたびに呼びつけるからですわよっ！」

　着ることと働かされることまではともかく、お客様全員に見せびらかすのはダメらしい。

「しかしだねぇ、ボクはディエナさんを更こう生せいさせる立場にいるのだから」

「よく仰おつしやいますわね!?　私わたくしは、どうしても町の為ため人の為ために、泥どろを被かぶったわけではありませんのよっ！　私わたくしをそのように見てらっしゃるなら、大おお間ま違ちがいですわ！」

　キリッとした顔で主張しつつ、横のお下げが三つ編みで迫はく力りよく無ないディエナさんが、ダッシュで逃にげ出だした。

　ボクは追わずに、カップを傾かたむけながらその背中に声を投げるのみ。

「いいや、ちゃんと見てるよー？」

　ミニスカメイドが辿たどり着つくより早く、部屋の扉とびらが開いた。

「あっ、お母様！　アイシア様と一いつ緒しよにいたんですね！」

「さ、サフィヤファティ……」

　そこにいたのは、艶つや々つやした黒くろ髪かみを持つ、可か愛わいく小さな女の子だった。ディエナさんの実の娘むすめ、サフィヤファティちゃんである。

　とっても純じゆん真しん無む垢くで、最近はお母様がちゃんと相手してくれるからよくはしゃいでる。

「見てくださいお母様！　ミルティラお姉様が、レースの編み方を教えてくださったんです。可か愛わいいですよね！」

　ぱあっと明るい笑え顔がおを浮うかべて編んだレースを見せてくる娘むすめに、ディエナさんは母親の意地で、どうにか落ち着いた様子を取とり繕つくろった。

「え、ええ。良かったですわね、サフィ。よくできていますわ」

「えへへ、そうですか？　見てくださいお母様、このあたりがとってもうまくできたんです！」

　相好を崩くずしてレースの花びらを掲かかげる娘むすめに、ディエナさんは微び妙みようにばつが悪そうな顔で、だけどその場から動かないで見つめている。

　ボクはその後ろからひょいとサフィちゃんの手元を覗のぞき込こんだ。

「へえー、上手にできたね、さっちゃん」

「さっちゃんじゃないです！　サフィヤファティです！　ミルティラお姉様が、とってもていねいに教えてくれましたから」

　得意げに頰ほおを赤くするサフィちゃん。和なごむなー。

「あ、あの、サフィ。お母様はちょっとお着き替がえに……」

「すっごくよくできてるよサフィちゃん！　うん、シンプルだけど良いいレースだね。実はこれ、ディエナさんが今着てる服にも、付けてあるレースなんだ」

「は？」

「ええっ！」

　親子揃そろって目を見開く。

　いやこんなミニ丈たけでレースやフリルをたっぷり拵こしらえたメイド服が、この領地にあるわけない。エルフとボクで仕立てたのだ。なので、編んだレースはだいたい分かる。

「サフィちゃん、このお花を手ハン巾カチに縫ぬい付つけたらどうかな？　ディエナさんとお揃そろいだよ」

「お母様と、お揃そろい？」

　目をキラキラ輝かがやかせるサフィちゃん。可か愛わいいなー、もう。

「ああああのサフィ？　あの、あのね？」

　話に不ふ穏おんな流れを感じて焦あせるディエナちゃん。可か愛わいいなー。

「どうかなー？　この服とお揃そろいなの、ダメかな？」

「お母様もお洋服もとっても綺き麗れいですから、ダメじゃないです！」

　むんっ、とちっちゃいお鼻を膨ふくらませて主張するサフィちゃんの頭をぽんぽん撫なでて、ボクはディエナさんに微笑ほほえみかける。

「だってさ、ディエナさん。嬉うれしいよね？」

「だ、ダメ、ですか？　お母様……」

　サフィちゃんと一いつ緒しよに、母の方を振ふり返かえる。期待に輝かがやく二に対ついの眼まな差ざしに刺さし貫つらぬかれ、ミニスカメイドのディエナさんがぷるぷる震ふるえた。

　期待を裏切るのか、羞しゆう恥ちを堪こらえるのか。三つ編み眼鏡のフリフリメイドは、果たして、

「…………はい……う、嬉うれしい、です、わ……」

　娘むすめの期待を、裏切れなかった。真っ赤な顔で、笑えみを浮うかべたディエナ夫人に乾かん杯ぱい。

　ぱあっと顔を明るくして、サフィちゃんはさっそく作ってきますとレースを手に部屋を飛び出ていった。

　その小さな後ろ姿を見送ってから、ディエナさんはぺたんと座り込む。

「ああ……」

　うなだれるメイドに、ボクはそっと歩み寄って優やさしく微笑ほほえんだ。

「ね？　ボクはちゃんと見てるんだ」

「あ、あなたって、本当に、最低ですわ……！」

　もはや口答えしかしない。堕おちたな。

　ボクは優ゆう雅がに長なが椅い子すに腰こし掛かけて、余よ裕ゆうたっぷりに告げる。

「ほら、練習の続き。お茶くらい、きちんと淹いれられるようにならないとね」

　悔くやしげな顔をしながらも、ボクに従うしかないディエナさん。慣れない手つきでポットを手に取り、カップに注いでいく。高さ足りてねー。

「うーん、ぜんぜんダメで可か愛わいい??」

「罵ののしるのはともかく、寝ねそべって見上げながらはやめてくださいますこと!?」

　スカートを押さえるディエナさん。

　そんなことしてたら、部屋の扉とびらが開いた。

「おつかれデース」

　入ってきたのは、片目を隠かくした麗うるわしの美少女エルフ（本物）である。ただしボクのいた里とは違ちがう部族出身である。北の果ての谷エルフで今は通している。

「あ、ミルティラ。やっほ」

　いつも気け怠だるげなその瞳ひとみをきょとんとさせて、谷エルフは言った。

「うわキツ。なにしてるんデスか」

「んぅッ！」

　ミニスカを着せて働かせてます。ちなみに最初のひと言で、ディエナさんに大ダメージが入った様子。でもミルティラは、たぶんボクを見て言ってる。ぴえん。

　胸を押さえてよろめいたディエナさんは、しかしそこに活路を見み出いだしたようだ。

「で、ですわよね？　アナタから言えばアイシア様も、やめてくださいますわ！　私わたくしに、こんな格好させるのを止めてくださいまし！」

　大事な人を盾たてにしたボクと、同じ方法で攻せめるディエナさん。確かにボクはエルフに育てられた、エルフ大好き半人間である。

　里から離はなれたボクが、今もエルフらしさを（かろうじて）摂せつ取しゆできているのは、谷エルフたちのおかげ。ミルティラに言われたら、やめるしかない。よく分かってる。

　でも、ミルティラだってエルフである。それも生きつ粋すいの方。

「私わたくしはもう、二八ですわよ！」

　なーんだ。みたいな顔で、ミルティラはディエナさんに微笑ほほえんだ。

「まだ赤ちゃんじゃないデスか」

　ちなみに、ミルティラはおよそ一七〇歳（推定）である。

「エルフの基準が、おかしいのでしてよ!!!!」

　メイド服の美女が、力の限りに叫さけんでいた。

　そんなディエナさんをスルーして、ミルティラは手に持っていた荷物をボクの前に置いた。

「今届いた手紙デス」

「ありがと。わざわざ持ってきてくれなくてもいいのにー」

「しないと後回しにするでしょ」

「……はい」

　商会に届く手紙の仕分けは、つまり仕事である。エルフフェアー商会の業務はわりと雑多なので、その量も多い。ミルティラが置いた手紙の束も、その高さはボクの指だと五本じゃ足りないくらいある。ぶっちゃけ面倒めんでいーです。

「すぐやらないとだめぇ？」

「労働は尊みデスよ。ちゃんと、働くよーに」

　瞳ひとみを潤うるませても、エルフには効かない。当たり前だった。

　甘えても無む駄だとばかりに、ミルティラはさっさと立ち去る。相変わらず淡たん泊ぱくというか、ボクにはちょっとだけ塩い。うすしお。

「仕方ない。ディエナさん手伝って」

　手紙の束を縛しばる紐ひもを切って、上半分をどさっと分ける。

「……分かりましたわ」

　エルフの仕打ちにうなだれていたディエナさんだけど、仕事は断らなかった。テーブルの対面に座って、ボクと一いつ緒しよに手紙を仕分けてくれる。

「これと、これですわね。あとは私わたくしが読んでおきます」

　ディエナさんは封ふうを開きもしないで、ぱたたたたと束を指でめくりながらさらっと眺ながめた。そしてすぐに、ボクが見るべき手紙を抜ぬき取とって渡わたしてくる。

　手紙にも、重要なものとそうでないものがある。ディエナさんは、それを秒で見分けられる。ボクが判断すべきものを素す早ばやく渡わたして、残りを念ねんの為ために内容を検あらためてくれるのだ。

　エルフにはできない仕事だった。

　ボクはまだ手元に残した半分を、一通ずつよいしょよいしょと仕分けてる段階です。

「あ、そちらは読まなくてもいいですわ。預かります？」

「そうなの？　封ふう筒とう使ってるのは、貴人じゃなかった？」

「封ふうが雑ですもの」

「……へー」

　言われても分からなかった。読むべきと思った方に仕分けていた一通を、ディエナさんに託たくした。

　本当なら全部任せてしまいたいけど、なんでも人任せにするよりは、自分である程度できるようにするのがエルフママの教えだ。

　ナイフでさくさく手紙を開かい封ふうするディエナさんを横目に、手紙の束を仕分ける作業に戻もどる。

「おっとこれは」

　一通の封ふう筒とうに目が留まる。封ふう蠟ろうに刻まれた印章は、鉈なたのようなシルエットの巨きよ人じん剣けん。スヴァーラング家の紋もん章しようだ。宛あて名なはティンダリオス・スヴァーラング。

　どうやらダリオスに宛あてた手紙が、うちの商会宛あてに混ざってしまったらしい。なるほど。

「開けたろ」

　封ふう蠟ろうをナイフで削けずって開かい封ふう。手紙を読み進める。

「……!?　た、大変だ！」

　その手紙を読んで、ボクは思わず叫さけびながら立ち上がった。

「ダリオスめ！　そんなことはやらせないぞ！」

「？　どういたしましたの？」

　首を傾かしげるディエナさん。それに構わず、ボクは商館を飛び出した。

　まさかダリオスが、あのボクの弟分が──結けつ婚こん前から離り婚こんを企たくらむなんて！










「このバカな弟ちゃんめ！　恥はじを知るんだ！」

「……まあ、妹はいきなり脈みやく絡らくも無く罵ば倒とうしてくる生き物だよな。どうしたんだ、アイシア？」

　ボクの叫さけびに大して動どう揺ようする様子も無く、その端たん整せいな顔に疑ぎ問もん符ふを浮うかべるダリオス。

　ぱっと見ると金きん髪ぱつの優やさ男おとこ。ボクの弟おとうと弟で子しなくせに、肉にく体たい年ねん齢れいで年上だからって妹扱いマウントしようとしてくる今世の幼おさな馴な染じみである。ボクは魂たましいが一〇〇歳なので、こんな若造に兄上ぶられるのがなんかヤだ。

　傭よう兵へい上あがりのスヴァーラング家の次期当主で、ボクの金づるパトロンなわけだが、今は土に汚よごれた顔で、人の腕うでくらいある太さの縄を握にぎっている。貴族らしくないその姿の後ろでは、男たちが地面から引ひっこ抜ぬいた巨きよ木ぼくの切り株を取り囲んでいた。

　ダリオスは見た目とは裏腹に、誰だれよりもすさまじい怪かい力りきを持つ。起重機クレーンも使えない斜しや面めんに生えた巨きよ木ぼくの切り株を、力任せに引ひっこ抜ぬくとか。そういうこともできるのだ。

　スヴァーラング家は貴族であっても、税や資産が寝ねている間に富をもたらしてくれるような家計ではない。森の開かい拓たくに困る領民の話に、次期当主が出張ってくるくらいには。

　そんなダリオスの後ろから、家臣のおじいさんが声をかけてくる。

「若様、後はこちらでやっときますので」

「そうか。じゃあ頼たのむよ」

　どすっ、と落としただけで重い音を立てる縄を置いて、ダリオスは家臣が持ってきた上着を受け取る。

「待った待った。そのまま着ないで、顔を拭ふいて砂を払はらってからにしなよ」

　横から服を奪うばって、手て拭ぬぐいを押しつけた。服を広げると、汚よごれは特に無い。

「まあよし。ほら、早く」

　上着を着せる為ために広げて待つ体勢を取ると、家臣のじいさんが笑い出した。

「はっは！　気が抜ぬけませんなぁ、若様。さすが綺き麗れい好ずきのエルフが出したお目付役だ！」

　労ねぎらう感じでダリオスの肩かたを叩たたいていった。なんだあれ。

　一方、言われるだけ言われっぱなしになったダリオスが、複雑そうな表情で顔を拭ふき、ボクを見てくる。

「なに？　あ、水持ってきたけど、飲む？」

「……稀まれにそういうことするのが、アイシアはずるいな、って。俺の方が、普ふ段だんちゃんとしてない奴やつみたいに言われる」

「は？　エルフ育ちのボクが、ちゃんとしてないわけないじゃん。バカかよ？」

「それだ。そっちが本ほん性しようなんだから、ずっとそうしててくれ」

「はー？」

　たまに意味分からないな、コイツ。ずるいって、なんだ？

　まあいいや。

「ちょっと歩きながら話そ」

「ああ、なにかあったのか？」

　上着に腕うでを通したダリオスが、不思議そうな顔をしながらも、横をついてくる。

「さっき商会にダリオス宛あての手紙が届いたんだけど、お前のお父様さんからだった」

　ほいっと手紙を差し出すと、ダリオスは口に含ふくんだ水を噴ふき出だした。

「おま、アイシア、人の手紙を勝手に開けるなよ!?　だからそっちが本ほん性しようだっていうんだ！」

「その内容を見て姉あね弟で子し様さまは悲しくなったよ、ダリオス」

「同門で兄年上だから我が慢まんしてるんだぞ、俺は」

　なにかぶつくさ言ってるダリオスに、ボクはてくてく歩きつつ言う。

「ほらその手紙。差出人は『グレンディル・スヴァーラング』」

「親おや父じからか。……内容は？」

「近きん況きよう報ほう告こくっぽいいろいろ。あと、領地の騒そう動どうについて感想とか？」

　スヴァーラング家の現当主、グレンディル・スヴァーラングさん。厳いかつい顔だけど、傭よう兵へいを率いるだけあって人ひと柄がらの良いいおじさんだ。たしか今四〇くらい。この領地にはお金が無いので、長期の出で稼かせぎに出ていた。他家の食しよつ客かくとして、兵隊の教練なんかをやっているらしい。

　当主不在の間に、エルフが商会を始めて、商人を追いつめて、賊ぞくを討とう伐ばつして、あと妻が奉ほう仕し労ろう働どうさせられるようになった。というのを、ダリオスが逐ちく一いち手紙で報しらせていた。

「『返事を書く前に、次をやらかしてる』みたいな言い方ってなんだろね。良いいことなのに」

「それは、結果だけはな。ヘタすると次の手紙が『領地滅ほろびそう』になるんじゃないかって、気が気じゃなかったんじゃないか。……俺もそう思うよ、親おや父じ」

　遠くを見るようなダリオスの目。

「自分でやっといてそんなこと言う？」

「おい、危ないことはほぼ全部アイシアがやったことだろ」

「そだっけ？　ならボクのおかげで、親子が同じ気持ちになれたね！」

「自分の時だけポジティブになるな、アイシアは……」

　呆あきれた顔をしてくる。

「まあ、次期当主俺が責任持ってやったことだし、結果良ければ、っていうのが親おや父じの感想みたいだな。良かったよ」

「いや問題はその先」

「うん？　問題？」

「えーっと……手紙読んだ？」

「歩きながらだ。そんなに早く読めない」

「じゃあさっさと読みなよ」

　ボクが足を止めて言うと、ダリオスも素す直なおに歩みを止めて、近くの木にもたれかかる。

　内容はもう読んだから知ってる。




『ティンダリオスへ




　急に何通も手紙が来るようになったせいで、返事が追いつかない！　しかし、元気しているようでなによりだ。

　一番新しい手紙を読んだところ、どうやらようやく一区切りついたようだな。領内とはいえ、征せい伐ばつ隊たいを率いて討とう伐ばつ戦せんを見事に成なし遂とげたこと、これは戦功を誇ほこっていい。よくやった。




～　略　～




　お前の言うとおり、エルフの里との姻いん戚せきはもっと慎しん重ちようになるようにと、家臣団に伝えておいた。領地で直じかに接しているのはお前だ。その意向を尊重する。

　話は変わるが、お前の手紙を心待ちにしている娘むすめさんがいる。こっちで知ち己きになった、お前と同じ年とし頃ごろの娘むすめさんだ。

　気立ての良いい娘むすめさんで、魔ま界かいのエルフの智ち慧えを借りて悪徳商人を追い立て、賊ぞくを討うつお前の話に夢中だ。まだ武勇伝があるなら、ぜひ詳くわしく送ってくれ。

　このままではすぐに飛び出していって、辺地のウッドフェローズまでわざわざお前に会いに行きかねない！　まあそれもなかなか、名めい誉よな話だがな！　親としては誇ほこらしい。




　妻を救ってくれたことは、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいほど感謝している。アイシア殿どのには、そう伝えてくれ。




　グレンディル・スヴァーラング』




　まあだいたい、こんな感じの内容だった。細部はあんまり覚えてないけど。

　手紙を読み終えたダリオスが、ボクを見る。

「勝手に読まれるとは思わなかった。って書いてあるな」

「そんなこと書いてないの読んだから知ってるもんね！　そうじゃなくて、問題はここ！」

　そのダリオスの腕うでを摑つかんで、手にした手紙が読めるとこまで引き下げた。

「手紙の……ほらここ！　お前がモテるし、縁えん組ぐみしたい名家の娘むすめもいるって！　ほら！　書いてある！　──お前がこんなことを企たくらむとはな！」

「なに言ってるんだ？」

　訝いぶかしげな顔をするダリオスを、岩に駆かけ上あがって見下ろして、言ってやった。

「ダリオスは、リリステラボクのママを捨てるつもりなんだろう！」

「……はあ」

　なにも分からない。みたいな顔をする。ずいぶん演技がうまくなったもんだ。

「直ちよく截せつな表現で手紙を書かないのは、エルフだって慣れてるんだ。慎しん重ちようになれってのは、やめとけってこと。良いい娘むすめさんっていうのは、嫁よめに迎むかえるのに相応ふさわしい相手。──つまり、ダリオスはエルフの里と姻いん戚せき計けい画かくは取り下げて、新たな縁えん談だんをするつもりだ！」

「深読みしすぎだろエルフ」

　やれやれ、とか言いながら手紙を懐ふところにしまうダリオス。そしてボクを見上げる。

「第一、お前の目的はそれだっただろ。だから俺も、報告の手紙にそれとなく里との姻いん戚せきについて書かき添そえたのに」

　そのとおりである。

　ボクのママが、政せい略りやく結けつ婚こんでダリオスと婚こん姻いんすることになる。そうはさせねえ！　が、もともとの目的だった。

　しかし、

「状じよう況きようが違ちがう！　今だとボクが里から出てる状態で、エルフの里との繫つながりが薄うすまっちゃうだろ！　そうなったら、乾物エルフ長老たちが、ボクを締しめ出だそうとするに決まってる！　そしたらリリステラママに、二度と会えなくなるかもしれないじゃん!!」

「アイシアは本当に、リリステラさんのことになると必死だな」

「ママ想おもいで可か愛わいい??　だろ？」

「いやわりとキモい」

　射るぞテメエ。

「まあ、とにかく、アイシアの早とちりだ」

　呆あきれた顔をするダリオスだが、ボクは引かない。

「ダリオスがそのつもりじゃないとして、お父様さんがそのつもりじゃないとは限らない！　うかうかしていられないよ！　いずれダリオスが人間の嫁よめをもらうとしても、今はまだ早い！　領主一族とエルフの里を、両方ボクの既き得とく権けん益えきとズブズブにしてからだ！　あとダリオスが噓うそをついてる可能性もまだあるしな！」

「今すぐアイシアを送り返すのが、スヴァーラング家に一番良いいんじゃないか……？」

「新事業をするよ、ダリオス！　新しい特産品を作りに行く！　エルフの里が、ボクという仲ちゆう介かい役やくがいないといけないって焦あせらせる為ために！」

　ウッドフェローズは、エルフの里との交易があってこそ金を稼かせげる。そういう絵図をボクが描えがいた。

　しかし、逆に言えばエルフの里が強気に出ても、ウッドフェローズは絶対に断らないという、依い存ぞん関かん係けいでもある。

　依い存ぞんを断たつにはどうすればいいか？　簡単だ。別の依い存ぞん先さきを増やす。ひとつが無くなっても、もうひとつあれば。重みは減る。

　いくつもの収入源を作ることで、里との力関係を調整するのだ。そしたらエルフにとってのボクの価値が高くなる。

「アイシアはいつも、ろくでもないことを考えるよな……」

「賢かしこいからね☆　凡ぼん人じんにはろくでもないとか思われちゃう宿命だよ」

「で、実際になにをやるつもりだ？　俺に話してるってことは、また無茶をやる気なのか？」

「そんなに無茶じゃないよ。もともと、あてはあるし」

　ぶちぶち、と手近にあった蔓つるを引っ張って手た繰ぐり寄よせる。

「無茶だろ？　現状でウッドフェローズはもうフル回転してる。そう簡単には──」

「ウッドフェローズはね。だけど、まだ手つかずのとこがちょうどあるじゃん」

　枝と石を拾って、蔓つるで縛しばる。

「手つかずの……あ、お前、まさか」

「ふっ、鈍にぶいダリオスでも分かったか……。そのとおり」

　テキトーに作った斧おのっぽいものを構えて、言った。

「ドワーフの邑だよ、ダリオス。盗とう賊ぞく共どもからぶんどった拠きよ点てんを、ボクが復興させてやる！」

　スヴァーラング家は、エルフの協力で盗とう賊ぞくの拠きよ点てんを探さぐり当あてた。盗とう賊ぞくたちは、ドワーフの邑むらを占せん拠きよしていたのだという。

　半はん要よう塞さい化かしたその邑むらをティンダリオス率いる征せい伐ばつ隊たいが襲しゆう撃げきし、盗とう賊ぞく団だんを壊かい滅めつさせた。首領だけ逃とう亡ぼうを企くわだてたけど、それはウッドフェローズへ証しよう拠こ隠いん滅めつに来たのをボクが討うった。

　そしてスヴァーラング家はドワーフの邑むらという、新しい拠きよ点てんの確保に至ったわけだ。

　しかし、そこで問題が起きる。お金に貴き賤せんは無い。盗とう賊ぞくといえど、金を稼かせいで消費するというのは変わらない。盗とう賊ぞく団だんを壊かい滅めつさせたことで、ドワーフの邑むらは人口を大きく減らした。

　ということは、稼かせぐ人間と使われる物が激減したということ。その邑むらの経済が、一気に萎しぼんだわけだ。

　なので、復興計画が必要とされていた。この辺境では盗とう賊ぞく団だんの殲せん滅めつも、殺してはい終わりという気軽な話ではなかったわけだ。

　ボクがダリオスに提案してる事業というのは、まさにそれ。盗とう賊ぞくの商あきないを、エルフフェアー商会が肩かた代がわりすることである。

「いやあれ、アイシアが『やるやる』って言いながら、ずっとだんまりだったから手つかずだっただけで──」

「うるさい！　ハレーみたいに急せかすなよう！」

「誰だれだそれ？」

「前世の友達」

「だろうな。……前世でも、友達に金を出してもらってたのか？」

「あいつ裕ゆう福ふくだったし、向こうから提案してきたし。〝でも〟ってなんだ〝でも〟って！」

「エルフフェアー商会の立ち上げ費用は、スヴァーラング家持ちだっただろ」

「過去は忘れろ！」

「それお前が言うか？」





▽






　アイザック・ニュートンは生しよう涯がいかけて、なにかを書き続けた人生を送っていた。しかし、それを発表したがらない性格をしていた。

　ニュートンは一六六九年にはルーカス教授職に就ついて、年中ひたすらになにかを研究していた。しかし、なにを目標として研究しているのかは、誰だれも知らなかった。

　一六八四年に、科学者エドモンド・ハレーは「惑わく星せいが太陽に引っ張られる力が、惑わく星せいから太陽までの距きよ離りの二乗に反比例すると仮定すれば、惑わく星せいが描えがく曲線はどのようなものになると思いますか？」とニュートンに訊たずねた。ニュートンは即そく座ざに「楕だ円えんになる」と答えた。

　その証明を書いた九ページの小論を読み、ハレーはすぐさまそれを発表しようとニュートンに提案した。ニュートンは校正が済み次し第だい、すぐに発表すると約束をする。ハレーは王立協会に、ニュートンの論文を発表する、と報告した。

　それがハレーの災難の始まりだった。

　ニュートンは、ハレーに送った小論に、溜ため込こんでいた膨ぼう大だいな研究を込こめて改かい訂ていした。すでにある小論を改かい訂ていするだけ、と思っていたハレーに届く原げん稿こうは、第だい一いつ篇ぺん、第だい二に篇へんと続き、結びとなる第だい三さん篇ぺんが到とう着ちやくしたのは、三年後の一六八七年だった。

　ニュートンは三年間も没ぼつ頭とうし続け、九ページの小論は五〇〇ページ超ちようの原げん稿こうになっていた。

　ハレーは、その原げん稿こうの完成に奔ほん走そうした。

　原げん稿こうに書かれた図を印刷に再現する為ため、ハレーは二つの印刷屋と契けい約やくして、作業を監かん督とくし調整役になり、また発表に自信が無くなってきたと言い出すニュートンを、常に励はげました。

　ニュートンから順次届く原げん稿こうにかかりきりになり、ハレーは「ニュートン氏の本のおかげで、私は王立協会員の義務を忘れてしまう」と友人に言ったほどだという。しかし、ニュートンに対しては「あなたの神聖なる論文」「あなたの素す晴ばらしい研究」と褒ほめたたえ、決して愚ぐ痴ちを漏もらさなかった。泣ける。

　それだけでなく、前もって知識人たちの間でニュートンを称しよう賛さんし、その本が世に評価されるべく尽じん力りよくした。出版の直前になって、王立協会は本の出版を拒こばんだ。ハレーとニュートンを疎うとんだ王立協会の事務局長ロバート・フックによる妨ぼう害がい、と言われている。ハレーの王立協会での給金もゼロにされたほどだ。

　しかし、王立協会が反ほ故ごにした出版費用をハレーが負担し、ニュートンの本は出版された。

　それらの集大成こそが、後世に語かたり継つがれ、永遠に歴史に名を刻むアイザック・ニュートンの代表作。ニュートン力学の礎いしずえとなる一冊。──『自然哲学の数学的諸原理プリンキピア』である。

　教授職を得てから一五年の沈ちん黙もくと、三年間の執しつ筆ぴつ。それまでは無名で風変わりなケンブリッジの教授にすぎなかったニュートンが、同時代どころかそれ以後のあらゆる科学者に名を知らしめた一冊。

　その陰かげには、校正から編集、そして出版まで全てを一手に引き受けたハレーの尽じん力りよくがあった。





▽






「とにかく、あの邑むらを放っておくわけにはいかないのは、確かだ」

　喚わめくボクに肩かたをすくめて、ダリオスが話を戻もどす。

「でも、いくらエルフフェアー商会が半ばスヴァーラング家と共同経営とはいえ、新しん規き開かい拓たく事じ業ぎようで特権を得るには──」

「それなりの理由がいるって言うんだろ？　大だい丈じよう夫ぶ。エルフフェアー商会で動かせるお金を計算して、スヴァーラング家に借金して利益の分配もする形の契けい約やくを用意してきた。スヴァーラング家がこれと同じ契けい約やくができるほど〝信用〟を与あたえてる商会は、他に無いね」

　まあ、その計算は今日したんじゃなくて、もうちょっと前には用意できてたけど。

　ボクが差し出した金額と条件を書いた紙に目を通して、ダリオスは目を見開いた。

「お前、これ……こんなに!?　うちの砦とりでが城にできそうだぞ？」

　これ『緊急事態の場合プランＤ』だからね。今がその時だ。

「ダリオスは、ドワーフの邑むらに砂糖があるって言ってただろ。だったら問題無いね」

　スヴァーラング家が盗とう賊ぞく団だんを征せい伐ばつした時に、その邑むらで見つけたのはなんと、砂糖だった。

　盗とう賊ぞく団だんは、ドワーフたちに商品作物として砂糖を作らせ、密輸した代価で麦や資金を得ていたのだという。

　ボクはそれに目をつけた。その砂糖の商あきないは、そのまま乗っ取ってやるのが一番お手軽だ。

　盗とう賊ぞくとドワーフとその他の魔ま族ぞくで、三〇〇人以上を養える商品作物。それで食っていけるだけの量がすでにあるなら、話が早い。

　なにしろ、ウッドフェローズには港がある。まだ拡張工事してるとこだけど。船で輸送すれば、陸路を使ってた盗とう賊ぞく共どもより何倍も運べるし、何倍も儲もうかるはずだ。

　その為ために必要なのは、砂糖の安定した生産と、ウッドフェローズまで輸送する街かい道どうなどの整備。そこまで含ふくめた予算なので、ほぼエルフフェアー商会の全資産大放出な感じにはなっちゃったけども。でも、砂糖は儲もうかるのだ。

「俺はドワーフに砂糖を作ってると聞いただけだ。急いで帰ってきたしな。それがいくらで売れるかは分からない。あと、そんなに儲もうけてるようには見えなかった。……そう話したよな？

　この金額で目もく論ろ見みを外したら、エルフフェアー商会の負担というか操業が、すごいことにならないか？」

「ボクたちは運転資金さえ、稼かせげるようになればいいんだ。そしたら、その事業を買い取ってくれる商人が現れるよ」

「……誰だれだそれ？」

「砂糖の独どく占せんをしたい、今すでに大おお儲もうけしてる砂糖商人」

　大金持ちの商人なら、権利が付いていて実際に運用ができてたら、何十倍の値段でも買ってくれるはず。そういう資金である。エルフフェアー商会は、分配金があればいい。

　しかし安売りしない為ためには、スタートダッシュで勢いをつけないといけない。その為ための全賭けオールインだ。買かい叩たたきにさえ遭あわなければ、ボクは分配金だけでのほほんと一生寝ねていても儲もうかり続ける事業になるだろう。

「……まあ、資し金きん繰ぐりの計画はいいとして、危険は無いのか？」

　ボクの笑え顔がおにも、ダリオスは渋しぶい顔を崩くずさなかった。

「売れない心配は無いよ。砂糖は麻ま薬やくだ。誰だれもが口にしたがるし、一度味わえばそれが無いと物足りなくなる。前イギ世リスで一番儲もうかる商売は、砂糖商人の貿易だった」

「それ前世の話だろ」

「じゃあ砂糖嫌きらいな人間おりゅ!?」

「……まあ。せいぜい甘すぎるのは苦手、くらいか？」

「でしょー？」

　首を傾かしげたダリオスに、ボクは拳こぶしを握にぎって宣言した。

「ドワーフの邑むらを取り込んで、めちゃめちゃ貿易国イギリスにしてやるよ！　盗とう賊ぞくの商売をボクが乗っ取るんだ！」




「あの、それは非合法ではありませんか？」




「ちゃんと今度は合法にやるわ！」

　反射で答えて、ふと気付く。今の誰だれだ？

　声のした方にくるりと振ふり返かえる。初めて見る顔の少女が、ボクを見ていた。

「どちらさま？」

　知らない子だった。

　さらさらの髪かみをした、人間の少女。背筋の伸のびたすらっとした長身に、落ち着いた立たち居い振ふる舞まい。綺き麗れいな仕立ての神官服。凜りんとした細ほそ面おもてに乙おと女めらしいあどけなさを残したその面おも立だちは、たぶん一度でも見てたら忘れないので自信ある。初対面だ。

「ご挨あい拶さつが遅おくれました、ごめんなさい。私はエリュティリアのエルエスと申します」

　森に降る時雨しぐれのように静かな声こわ音ねで、彼女はそう名乗った。淑しとやかな動作で一礼するその所作は、確かに神職らしさがある。しかし、

「えるえす？」

「はい。エルエスとお呼びください」

「……エルエスは、どうしてこんなところに？」

「エルフフェアー商会のアイシア様と、スヴァーラング家のティンダリオス様。お二人を探していたら、こちらの方と聞いて参りました。お目にかかれて光栄です」

「？　ダリオス？」

「いや、俺も知らない」

　なんか用事あるって聞いてる？　と幼おさな馴な染じみを振ふり返かえってみたが、首を横に振ふられた。すると、女神官がダリオスを見る。

「グレンディル・スヴァーラング閣下から、お話を聞きました。遍へん歴れきの神官です。ティンダリオス様とアイシア様のなさりように、とても興味があります。これから少しの間、お二人に帯同することをお許しくださいますと、幸いです」

　そっと胸に手を当てて、そんなことを言われた。

　ダリオスが首を傾かしげる。

「親おや父じから……？」

　……そういうことか！

　ボクは幼おさな馴な染じみの腕うでを叩たたいて、顔を寄せるように指を振ふった。屈かがんで耳を向けてきたダリオスに、小声で忠告する。

『たぶん手紙に書いてあった人だ！』

『え、誰だれ？』

　分からないのか？

　ダリオスの父親が、手紙に書いてた〝娘むすめさん〟だ。ダリオスに興味があって、しかもボクらを見ていたい。とくれば、その人しかいない。

『お前の浮気相手だよ！』

『まだ本当になにもやってないんだからそういう言い方やめろ！』

　ダリオスがめちゃめちゃ嫌いやそうな顔をして反論する。細かい奴やつだな。

『まあとりあえず追い返そう』

『なんでだ？』

『ボクの地位が確立されるまで、お前に既き成せい事じ実じつは作らせねえ！　そしてリリステラママにも指一本触ふれさせない！』

『俺の縁えん談だん絶対壊こわす悪あく霊りようかよ……』

「？　あのー？」

　顔を突つき合あわせて密談するダリオスとボクを、エルエスは不思議そうに見ていた。

　ボクは急いでそちらに向き直る。

「なんでもないよ！　つまり、ボクたちを見守りたいってことでいいよね？」

「はい。お願いいたします」

「まあでも、ボクらだけで決めるのもね、アレだからね。ディエナ夫人とも相談して後日改めてご連れん絡らくするので、今日のところは……」

「あ、ディエナ様には面会させていただきました。伝え聞いていたお話と違ちがって、愛らしいお召めし物もののご婦人でしたね」

　おや？

「あれの良さが分かる？」

「はい。ご本人は、アイシア様による処しよ罰ばつの一いつ環かんとご説明されていました。けれど……お可か愛わいらしいですね。あれが処しよ罰ばつなら、とても良よいものだと存じます」

　あれが分かる人はなかなかいなかった。見どころあるじゃないか。

「まあ歓かん迎げいしてあげようじゃあないか」

「ふふふ、ありがとう存じます」

　分かち合う人がいるという喜び。ボクはエルエスの肩かたを叩たたいてうなずいた。

「おい、アイシア？」

　お前さっき言ってたことが全然できてないけど大だい丈じよう夫ぶか？　という目をするダリオス。

　……ま、まあグレンディルさんの紹しよう介かいで、ディエナさんも許してるなら、ボクたちが断れる理由って無いし？　来るのを拒こばめなくてもできることはある。ボクらがどっか行けばいい。

　ボクは咳せき払ばらいして、エルエスに向けて申し訳ないという顔を作る。

「ただまあ、悪いけどボクらこれからドワーフの邑むらに行くから。ダリオスとお話ししたかったら、そっちのゴタゴタが終わってからでよろしく」

「あら、そうなのですか？　私はこの町の神しん殿でんで、今までの記録を整理するお手伝いをする仕事があります。行いき違ちがいになってしまいますね……残念です」

「まあね、そういうこともあるよ！」

「でも、お話ができて良かったです。私は神しん殿でんにいますから、御ご用ようがありましたらいつでもお呼びつけください」

　そう言って、エルエスは美しく一礼して歩み去っていく。

「どうするんだ？　アイシア」

　女神官の背中を見送って、ダリオスが訊きいてくる。ボクは気合いを入れた。

「いや、もう仕方ないでしょ。──復興事業もやる。お前の縁えん談だんも壊こわす」

「もうちょっと穏おん便びんな言い方は無いのか？」

「まあ、壊こわさなくても先延ばしできれば今はいい。復興をすぐに終わらせる。そしたらもう、ダリオスが誰だれに鼻の下を伸のばしてもボクはどうでもいいし！」

「だから、まだそうとは決まってないからな？」

　ドワーフ共がちゃんと言うことを聞いてくれれば、復興の方はすぐ終わるはずだ。待ってろよドワーフの邑むら！

「まあほら、盗とう賊ぞくがやってたことをまともに回すだけだよう。簡単に終わるでしょ」

「……分かった。俺も覚かく悟ごしておく」

「なんの？」

「アイシアがそう言って、簡単に終わったことが無いだろ。その覚かく悟ごだ」

「なんだとう!?」

　知ったふうな口を！　見てろよ！










　ローダイゼル。そこに住むドワーフたちは、そう呼んでいるらしい。

　ウッドフェローズから北西の方角に位置するその邑むらは、もともとスヴァーラング家が把は握あくできていない、聖カル籠ルムの森に潜ひそんだ集落のひとつだ。

　ウッドフェローズと比べても小さい邑むらだけど、盗とう賊ぞくたちは本格的にここを拠きよ点てんにしていたらしく、防備だけはやたら固めている。まあ、今は見張り台とか所々ぶち壊こわされてるけど。それを見なければ、だいたい木と土で作られた家ばかりが並ぶ、素そ朴ぼくな邑むらだ。

　もともとは山やま裾すそに住み着いたドワーフたちだけの邑むらだったが、北にある山を根こん性じようで越こえてきた盗とう賊ぞくたちが、拠きよ点てんとして使うようになってしまったのだという。もといたドワーフたちは、盗とう賊ぞくに従わされる形で暮らしていたらしい。

　その盗とう賊ぞくは、スヴァーラング家が討とう伐ばつした。

　なので、人間たちに統治を認められて、しかも武力で盗とう賊ぞくを討とう伐ばつするだけの力を持つ、スヴァーラング家が領主権を主張して邑むらを従わせる。それが普ふ通つうの流れではある。

　ただし、

「帰りなエルフ！　アタシらは、耳長なんかの支配は受けねーんだよ！」

　ドワーフの代表が、ダリオスと一いつ緒しよに来たボクを見てそんなことを言い出したので、ちょっと荒あれそう。

「…………」

「言いたいことがあれば言いなよ、ダリオス。『やっぱり』以外なら聞いてやる」

「────な？」

　やっぱり、が頭に付いてないだけだろそれ。











第二章　白い荷物









　北の大国、オルスレーン王国。肥ひ沃よくな大地と降り注ぐ陽光で、世界市場へ食しよく糧りようを供給する一大穀倉地帯を有する国だ。

　スヴァーラング家が有するウッドフェローズも、元はオルスレーンの貴族が魔ま界かいの豊富な森林に目をつけて、材木の策源地にしようと砦とりでを立てたところから始まっている。その事業は失敗し、貴族は破産したのだが。

　それはともかく、オルスレーン王国との国くに境ざかいには山脈がそびえ立ち、森と王国を隔へだてている。その山脈の端はしあたりに、件くだんの邑むらがあった。

　ドワーフの邑むら、ローダイゼル。

　ボクにとっては森の奥おく地ちに暮らすエルフ族の名代（文句は認めない）として、初めての邂かい逅こうだった。ここは誠意を尽つくして、地ドワ精ーフ族ぞくをボクの配下に取り込んでやらねばならない。

「いやいや、ボクは半人間半はん魔ま族ぞくですよー」

　なので、受うけ容いれやすい形で種族をアピールした。懐ふところに潜もぐり込こめばこっちのもんよぉ。

「あ？　噓うそつけ！　態度がエルフくせェんだよ！」

　邑むらの中心にある広場に居並ぶドワーフたち。二、三〇人ほどの彼らの陣じん頭とうに立つドワーフが、ボクを指差して怒いかりを露あらわに叫さけび返かえしてきた。

　ボクがエルフ臭くさいだって？

「ま、まあ、それほどでも」

「褒ほめてねーんだよコラァ！」

　じゃあ本心ってことか。なんだ良いい奴やつじゃないか。口調は荒あらいけど。

　ローダイゼルに着くなりボクに食ってかかってきたのは、そんなドワーフの女だった。

　ボクより頭の位置が低い短たん軀くだが、子どもだからではない。ドワーフは種族的に短たん軀くで、頑がん健けんな身体的特とく徴ちようを持つ。年ねん齢れいは分からない。異種族の年ねん齢れいとかいまいち分からないし。でも成熟にはまだあと一歩、という感じはある。

　短いざんばら髪がみに、角の付いた鉄てつ兜かぶと。裾すそがだぼついた作業ズボンに、じゃらりと吊つるした工具が光るベルト。そんな服装でどうして少女と分かったかと言えば、がっつりはだけた上半身で、胸だけ布で隠かくしていたからだ。あと声。

　まあそれはともかく、隣となりにいるダリオスを見上げる。

「仕方ない。やれ、ダリオス！」

「手前で来いやこのクソ耳長ァ！」

　ドワーフは歯を剝むいて絶ぜつ叫きようし、硬かたそうな拳こぶしを振ふり上あげた。

　そしてボクの頭に衝しよう撃げき。

「──ぁ痛った！　なんだよう!?」

　ダリオスに叩たたかれた。武力にもの言わせるなら、地ドワ精ーフ族ぞくに向けろよ！　ボクの抗こう議ぎの視線に、ダリオスは『黙だまってろ』みたいな目をしてから、一歩前に出た。

「盗とう賊ぞく団だん征せい伐ばつ以来ですね。ドワーフの族長、ローダイゼルのエドゥリカさん。またお目にかかれて良かった」

　穏おだやかに挨あい拶さつしたダリオスだが、ドワーフの方は拳こぶしを振ふり上あげたところで止められた形だ。不ふ機き嫌げんそうに舌打ちして、拳こぶしを所在なげに下ろす。

「お、オウ。いや、どもっす……」

　いやさっきの威い勢せいどこやった。

　いきなり勢い無くして返したエドゥリカに、後ろにいた二人の女ドワーフが両りよう脇わきに並んだ。

「姐あねさん、こっちもなんか言わなくていいんすか！」

「うるせえ！　人間流の挨あい拶さつなんて知るかヨ！」

「ちっす～」

　なんか落ち着かないのとマイペースなのが、エドゥリカの子分らしい。大だい丈じよう夫ぶかこいつら。

「このエルフはスヴァーラング家の大事な客人であり、智ち慧えを借りています。我々は支配をしに来たわけではない。俺が保証します」

　そう言い切ったダリオスに目を向けて、ドワーフが言う。

「……アタシだって、族ゾクの頭アタマァ張ってる身だ。こっちの返事ができねえうちにいきなり来たから、困ってるだけ。……っす」

　おや、最後につけ加えたのは、ひょっとして敬語のつもりかな？

「盗とう賊ぞくが好き放題してた邑むらだろ。面めん子つならとっくにぺこ潰つぶれてるのに、めんどい子だな」

「なんだとコラァ！」「アイシア！」

　口を挟はさんだら怒おこられたので、ボクは舌を出して後ろに下がった。一いつ緒しよに来ていた谷エルフさんたちが、すぐそばにいる位置である。

　ローダイゼル復興の為ためにウッドフェローズからやってきたのは、当然だけど、ダリオスとボクだけではない。それぞれ、動かしやすい人材を引き連れている。

　ダリオスの方は家臣団のお供と兵士とお手伝いさんたち。ボクは谷エルフさん四名と、メイドのディエナさん。それにディエナさんの手勢というか、犬と本物の使用人さん。サフィちゃんは残念だけどお留守番だ。道が悪いので。

　ともあれ、こっちだって戦人力数はそれなりにいる。それがボクの余よ裕ゆうの正体だ。

「…………チッ、確かに、面めん子つなんて立ってないかもしれないサ。けど、森精エルフ族ぞくに好き放題させちゃ、アタシらがどうなるか分かったモンじゃない」

「そうなのか？」「俺はしらね」「他の魔ま族ぞくとかぁ、あんま見たことないー」「でも姐あねさんが頭アタマっすから！」

　集まったドワーフたち全部が、森精エルフ族ぞくを警けい戒かいしてたわけでもなさそう。でもそれで、エドゥリカについてくる子分が減るわけでもないらしい。

　まあ、リーダーらしい勢いは確かにある。

「この邑むらの運営に不安が無いなら、この地で一番大きいエルフフェアー商会を追い返す理由は無いでしょ。不安があるなら、なおさら追い返しちゃダメだし」

「……追い返そうってわけじゃねーヨ。だけど、この邑むらはアタシらの邑むらだ。盗とう賊ぞくを追い返すのに、ドワーフの血も流した。だってのに、盗とう賊ぞくと同じ商あきないをしてーだと？

　まさかアタシらドワーフが、盗とう賊ぞく共どもにやらされてたことを、喜んでやるとでも思ってねーだろなァ？」

「……そんなまさか。まだこの邑むらの詳くわしい状じよう況きようも、なにひとつ分かってない段階だし」

「その言葉、忘れんじゃねーぞ。アタシらはアタシらで、いろいろとやることがある」

「分かった分かった。要するに、エルフボクの商売をほいほい受うけ容いれるわけじゃない。そう言いたいわけだ」

「そーだ。分かりゃいい。よく覚えとけやコラ」

　そしてエドゥリカがボクに向かって歩いてきて、鼻先がくっつきそうなくらい近くに顔を寄せて睨にらんできた。
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「アタシは、エルフなんぞ認めねーぞ。偽にせ物ものは特にナ」

　ぎらりとした眼光に、ボクはふっと微笑ほほえみを浮うかべた。この間合い──そして、この大きさならこっちが怯ひるむ理由にならない。

「おォ？」

　ずいっと胸を張ると、ボクのおっぱいがエドゥリカを押おし返かえしていた。ボクの方が大きいのだ。質量で勝つ！

「なら、これから認めさせれば、ボクの実力ってことぉ？」

「チッ……なるほど、口の方はエルフ本物みてーだな」

「智ち慧えの方は、本物以上だよ？」

　威おつ嚇ぱいと歓ユー談モアで分かり合えたところで、舌打ち混じりにしながらもエドゥリカが怯ひるむ。

　その様子に好機が見えて追つい撃げきした。

「じゃあ、人間の盗とう賊ぞくごときとは違ちがうってとこ、見せていこうね？　お互いに」

「アタシはいいゼ？　吠ほえ面づらかけや」

　にっこり笑って言うと、エドゥリカは歯を剝むいて睨にらみ返かえしてきたのだった。
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　ふん、ドワーフなんかが無い知ち恵え絞しぼって初しよっ端ぱなに威い嚇かくしてくるとはね。

「どうしよう～!?　地ドワ精ーフ族ぞくがもう新しい商売やる気になってるなんて思ってなかった！　大誤算だようなんでだよう!?」

「その醜しゆう態たいでよくあんな啖たん呵か切れたな、アイシア」

「あうぅ……だって上流階級ジエントリが挨あい拶さつで負けるわけにはいかないしぃ……」

「挨あい拶さつに勝ち負けを求めるなよ」

　ダリオスが正論を言う。なんでそんなこと言うの？

　盗とう賊ぞくの首領が使っていたという家で、ボクたちは椅い子すに腰こしを下ろしていた。一番大きい建物がここなので、役所としてスヴァーラング家が召めし上あげた。邑むらにドワーフがまだ住んでいるので盗とう賊ぞくの物だけを接収したという形なんだけど、逆に強ごう欲よくみたいになってるのは不ふ可か抗こう力りよく。

　そんな邑むらなので、盗とう賊ぞくたちがここでやっていたらしい商売は、労働力としてドワーフをこき使っていた。ドワーフにも少しは恩おん恵けいがあったはずだけど、まさか盗とう賊ぞくがいなくなってすぐに、別の手段で邑むらを運営する方ほう針しん転てん換かんをするとは思わなかった。

　だって砂糖を商あきないするとか、絶対儲もうかるはずなのに。儲もうかるならそれで良くない？

　とはいえ、この早さは盗とう賊ぞくがいなくなる前から計画されていたに違ちがいない。いったいその辺どうなってるんだ。

「エドゥリカが族長っていうのは、本当なの？　ダリオスは顔見知りっぽかったね」

「盗とう賊ぞくたちに一年前に先代が殺されてしまってからは、彼女が族長を継ついだそうだ」

　ふむ、まだ一年かー。

　それじゃあ、新事業を本当にやるにせよ、計画を立てたのはエドゥリカじゃないな。……厄やつ介かいな話だ。

「族長を殺された恨うらみもあったらしい。盗とう賊ぞくたちを討とう伐ばつした時に、ドワーフたちはこっちの味方をしてくれた。戦いが終わってからドワーフに挨あい拶さつしたんだ。その時にエドゥリカが、族長として応対してくれたよ」

　まあ、勝ち確になったら、それまで横暴を働いてた奴やつらが被ひ害がい者しやに復ふく讐しゆうされるのは、よくあることだ。盗とう賊ぞくとドワーフたちはけっこう長く一いつ緒しよに暮らしていたっぽいけど、その関係は良好でもなかったらしい。

　盗とう賊ぞくたちの首領は、魔ま法ほう使つかいだった。それも、けっこう強かった。邑むらの様子からして、ここのドワーフは流れ者で、つましい暮らしをしてた感じである。五〇人以上の盗とう賊ぞく団だんとそれを率いる魔ま法ほう使つかい。そんなのとは、とても戦えなかっただろう。

「スヴァーラング家が討とう伐ばつするまで、この邑むらを実質的に運営していたのは、盗とう賊ぞくの方ですわね。この家は盗とう賊ぞくの首領の物だったそうですけれど、邑むらで一番大きいし、中心にありますもの」

　ディエナさんが、椅い子すに腰こし掛かけて外を見ながら言った。森を歩かされて足がガクガクになってたけど、回復したらしい。

　ちなみに邑むらで二番目に大きい家が近くにあり、そこはエルフフェアー商会の支店にさせてもらった。改装とか掃そう除じとかで、使用人や兵隊さんは大おお忙いそがしだ。

　そんな人間の様子を、通りかかったドワーフたちは恐おそる恐おそるという感じで遠巻きに見ている。

「エドゥリカさんが物申しに来たのは、当然ですわ。私わたくしたちも盗とう賊ぞくと同じで、武力でここを制圧して、邑むらの中心地を我が物にしようとしているんですもの」

「エルフを盗とう賊ぞくと一いつ緒しよにしないでほしいねー」

「最初に自分たちの意志を伝えてくれたのは、あとで騙だまし討うちするよりずっと上等ですわよ。職人気質のドワーフ族らしい、正直な方たちですわね」

　エルフ族ならもっとごく自然に遠回しに『まあまあ、こんなところまでドワーフがわざわざ来るなんて。えらいことですねぇ、どうかしました？』とか訊きいてくる。

「ダリオスがやたら大人しかったのは、盗とう賊ぞくみたいに横暴だと怖こわがらせるから？」

「実際、どこまで強気に出ていいのか、こちらも相手も計りかねてましたものね。殿でん下かが控ひかえめにされていたのは、慧けい眼がんだったと思いますわよ」

「おうダリオス。ディエナさん的には高評価だそうだけど、実際は？」

「いや、俺はその、義母はは上うえの言うとおりだと思う……」

　水を向けると、なぜかダリオスは微び妙みような顔で目を逸そらしていた。

「ダリオス、継まま母ははママが冴さえてるのに、なんで感動しないんだ？　ボクなら『さすがママー！』って叫さけんで抱だき着つくところだぞ」

「アイシアのせいだろ！　魔ま改かい造ぞうされた使用人の服を着せられてる義母はは上うえを、俺はこういう時どうすればいいのか、悩なやんでるんだ！」

「ミニスカメイド服のママを見て、そんなに興奮してるの？　いやボクもリリステラママが着てたら興奮するわ！　仕方ないね！」

「お前はやっぱり腕うでずくで止めるべきなのか？」

　今まで見たことないほど怖こわい顔をするダリオス。ボクに対して遠えん慮りよ無なく喚わめけるなら、ディエナさんにも同じくらいの勢いで聞けよ。

「およしなさいな、殿でん下か」

　顔の前にしゃなりと翳かざされた手が、ダリオスを黙だまらせる。

「義理はあっても、母の罪に子どもが振ふり回まわされるのではありません。償つぐないを終えるまでは、エルフフェアー商会に身み柄がらを預けられたのですもの。アイシア様の一味とでも、思っておけばよろしいのですわ。……不本意ですけれど」

　ちょっと唇くちびるを尖とがらせながら、ボクの横に立ってそんなことを言うディエナさん。

　母の罪に、とはちょっと驚おどろきの言葉。ダリオスにまで、そんなことを言うとは思わなかった。サフィヤファティ実の娘に盗とう賊ぞくとの共きよう謀ぼう罪ざいが及およばないことを望んだのと、同じような。

「いずれ、アイシア様を辱はずかしめるのは自分でやりますわよ」

「あ、違ちがうなこれ自分の手で復ふく讐しゆうを果たしたいんだな!?」

「この姿を見て、心当たりが無いとは言わせませんわよ！」

　怖こわい目つきをするディエナさんだった。そんなボクたちを見て、ダリオスは思わずという感じで遠えん慮りよ無なく笑っていた。なに笑ってやがる。

「それはいいとして、とりあえず特産品の現状を把は握あくしないとね。ダリオスは、駐ちゆう留りゆうさせた兵士からなんか聞いてない？」

「兵士は盗とう賊ぞくたちの死体処理とか、財物の整理なんかで手いっぱいだ。いちおう、砂糖の保管と製造に使われてたらしい建物の場所は把は握あくしてるけど」

　そっちを最重要のお宝と思わないのは、まあ傭よう兵へいだからなってところか。

「製糖場かー。とりあえずそれ見に行かないと。砂糖の生産量とか品質とか分からないとね」

「ええ、そうですわね。商会の破産がかかっていますもの。商会長の勇み足のせいで」

　ディエナさんが意地悪く言ってきた。

　確かに。初期投資にがっつり大金かける契けい約やくしちゃったからなー。せめて現地で確かく認にんしてからにすべきだった。それは、純じゆん粋すいにミスった。

　誤ご魔ま化かそ☆

「ぷえぇ、ひどいよぅ」

「それ二度とやるな」「ぶん殴なぐりますわよ」

「ガチひどくない!?」

　義理の親子のくせに、息ぴったりでボクの渾こん身しんの泣き顔をこき下ろしてきた。

「まあいいや。とにかく製糖場からだ。行くよディエナさん」

「はいはい、商会長様」

「面めん倒どうは起こすなよー」

　幼おさな馴な染じみはそんなことを言う。信用しろよなー。
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　市場で売れる商品作物だけを生産する『モノカルチャー』という手法。

　一七世紀、英国が植民地としたカリブ海の島々で、砂糖のプランテーション農法が広まった。

　英国で仕入れた武ぶ器き弾だん薬やくを手に出発し、西アフリカで武ぶ器き弾だん薬やくを権力者に売りつけて敵対部族との争いに勝利させる。戦いで生まれた奴ど隷れいを武器の代金として受け取り、プランテーションで砂糖と交こう換かん。そして、本国で砂糖を売る。三角貿易では、そのようなこともしばしば起きていたと言われている。

　貿易船がその航海を成功させれば、商人はたった二ヶ月で元手の二倍を得ることができた。

　砂糖プランテーションは広がり続け、砂糖の輸入量は年々増大し、砂糖商人は上流階級として英国で華はなやかな暮らしをする。

　砂糖で大金持ちになった商人やプランターの中には、国王よりも贅ぜい沢たくな暮らしをした者さえ現れた。一八世紀後半、ジョージ三世は道ですれ違ちがった砂糖プランターの馬車を見て、同乗していた首しゆ相しようピットに「ピットよ。関税はどうなっているのだ、関税は！」と問とい糾ただしたという。

　英国が世界で最も早く産業革命を起こしたのは、砂糖商人たちの富の力があったから、とすら言われているほどである。

　南海会社がニュートンの時代にバブルを引き起こしたのも、貿易による利益は莫ばく大だいである、という民衆の思い込みがその一助となったのだ。

　なにか大陸で儲もうかることをする会社があるなら、その株は買っておけば間ま違ちがいない、と。

　ちなみにニュートンがバブルで大損した時には「私は天体の動きは計算できるが、人々の狂くるった行動は計算できない」と言い残したという。

　しかし待ってほしい。実のところニュートンは一度、株を売ばい却きやくして巨きよ額がくの売買益を得ていた。だがニュートンが売った後も株価は上がり続けた。高値になっていく株を我が慢まんできずに再び買って、その後の暴落に巻き込まれたのである。

　高たか値ね摑つかみしたのは、ニュートン自身の行いということを忘れてはならない。人々のせいにしないで。
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　砂糖は儲もうかる。なぜなら、砂糖が嫌きらいな人間はいないからだ。

　甘かん味みは麻ま薬やくのように人を魅み了りようする。食べ物に好すき嫌きらいはあっても、砂糖は赤あか児ごですら喜んで舐なめてしまう。これほど売り物になる商品は、他に無い。

　……って言いたいけど、だったらあらゆる土地で砂糖を作ってる。

　土地の条件、砂糖の状態、その他いろいろと、商品を作ってよそに売る為ためには、環かん境きようが整ってないとならない。製造する費用と、販はん売ばいする値段の釣つり合あいは取れてるのか？　とか。

　だけど盗とう賊ぞくたちがすでにやっていた商売だというなら、ここで砂糖栽さい培ばいは美お味いしい商売だったはず。だからこそ、ボクはそれを喜んで乗っ取りに来たわけだ。

「貯蔵量と生産量を確かく認にんしてー、あと取引先を見つけないとねー。盗とう賊ぞく団だんは誰だれに売ってたんだろ？　壊かい滅めつさせたの黙だまってたら、知らずに来てくれたりしないかな？」

　賊ぞくが製糖に使っていたという建物に向かいながら、そんな都合の良いいことを言ってみる。

「それ、賊ぞくと同じ相手に売ろうとしてませんこと？」

　横を歩くディエナさんが、疑わしげに見てくる。その足あし下もとではでっかい狩しゆ猟りよう犬けんのベルが、黙もく々もくと付き従っていた。森の中では疲つかれた様子のディエナさんを健けな気げに引っ張っていたりもしてた、完かん璧ぺきな忠犬である。

「まさか。そうじゃなくて、密売してる取引先が貴族だったら、ラッキーでしょ？」

「なぜですの？」

「盗とう賊ぞく団だんと取引してる貴族の情報が分かれば、ライバルの貴族とかに手て土産みやげにできる。砂糖の商しよう売ばい敵がたきを潰つぶしつつ、ボクたちは取引先と良いい関係に。これでみんな幸せになれるよね？」

　前イギ世リスではよくあること。

「そ、それくらいなら……？」

　微び妙みような顔でうなずきかけたディエナさん。

「取引価格が法外に良かったら、騙だまされたふりして売ればいいし」

「それはダメですわよ!?」

「……前科者なのに良識あるよね、ディエナさん」

「アイシア様は、捕つかまっていないだけで絶対にやばい人ですわね……！」

「アイシアちゃん、よく分かんなーい☆　えたーなるらぶりーエルフなのでっ??」

　前世ニユートンの時も、ちょっといろいろやってたから、ちょっとだけそのクセが抜ぬけてないかもね！　ちょっとだけね！

　ボクの全力でピュアな顔に、ディエナさんは怖おそろしく冷たい目で告げてくる。

「神官が来ていますのよ。これまでは領内のことでしたら揉もみ消けしも簡単でしたけれど、エルエスさんに見られては面めん倒どうになりますわよ」

「それもあったねー」

　面めん倒どうなことになったものだ。

「ただの知ち己きのフリをした、正せい典てん神しん殿でんからの密みつ偵ていということもありえますわ。アイシア様には、注意なさっていただかないと」

「ボクはダリオスのダリオステインダリオス狙ねらいだと思ってるけど」

「言うことが最低ですわよ……」

　ディエナさんが呆あきれている。

　と、

「あら？」

「どうかした？」

　唐とう突とつに、ぱちくりと眼鏡の奥で目を丸くしたディエナさん。ボクが同じ方向を見ると、妙みようなものがあった。

「なんだあれ」

　目的の製糖場の前に、ガラクタが積まれていた。けっこう大きめの建物で、横には貯蔵庫らしき石造りの倉があった。しかし、その敷しき地ちの中はなんか変だ。紐ひもがぶら下がった木の棒が立っていたり、ぼろ切れが壁かべに引っかかっていたり、様子がおかしい。

　なんだろう。盗とう賊ぞくがいなくなったからって、村人に荒あらされたかな？　でもいちおうスヴァーラング家の人が、討とう伐ばつしたあとも何人か邑むらに駐ちゆう留りゆうしたはずだけど。

　まあ、手が回らなかったかもしれないけどね。

　ずかずかと近づいていくと、製糖場の二階の窓に人ひと影かげを見つけた。誰だれかいるらしい。よく見る前に、慌あわてた様子で引っ込んでしまった。

「アイシア様、なんだか不ふ穏おんな感じが……」

「だよねぇ」

　ボクたちは、ガラクタの手前くらいで足を止めた。

「おーい！　誰だれかいるー？」

　製糖場に向けて大声で呼びかけてみる。

　すると、手て押おし車ぐるまがそのまま入る為ためだろう大きな扉とびらが、ゆっくりゆっくり動いて、開いたわずかな隙すき間まから、すぽんと人ひと影かげが飛び出てきた。

「子ども？」

　獣じゆう人じんの女の子だ。ボクより小さな体に、ぼろ切れのような服を着ている。

「おそらく、盗とう賊ぞくに使われていた魔ま族ぞくの奴ど隷れいですわね。邑むらに残っていると、家臣団の方から聞きき及およびましたわ」

「なるほど」

　そういえば、ダリオスが邑むらの抱かかえる問題のひとつに数えてたような気がする。

　女の子には、まだ小さくて分かりづらいけど、獣けものに似た尻しつ尾ぽと耳がある。毛並みや形が猟ベ犬ルに似てるので、犬獣人リカント族ぞくの子かな。

「……っ」

「え、なに？」

　なにかを言ってるけど、声が小さくて聞こえない。女の子は困ったような顔をして、ボクの方へ歩いてきた。ガラクタを回り込んで、ボクのそばまで来る。

「あ、のっ……」

「うん？」

　女の子の顔の高さまでしゃがむ。ずいぶんやつれた子だったけど、うつむいた顔を覗のぞき込こんだらようやく目が合った。人とはちょっとだけ違ちがう獣じゆう人じんの虹こう彩さいが、ボクを見つめてぎゅっと大きくなった。

「……きれい」

「そう？　ありがと」

　なんか唐とう突とつに褒ほめられたので、笑え顔がおで返事した。リリステラママに褒ほめられる為ために、日ごろのお手入れをしてるボクである。小さい女の子から言われたら、反射でそう答えるしかない。

「わっ、えっと、あっ、あの……ここは、だめ、だから……」

「んん？　どういうこと？」

　はっとした女の子が、慌あわててボクを押そうとして、でも触さわるのをためらって手を引っ込めて、みたいなことをする。動くに動けない、みたいな。

　その時、ふと視線を感じた。

「ちょっと待って」

　女の子にそう告げて、曲げていた膝ひざを伸のばす。上を見上げると、製糖場の屋根に人ひと影かげ。

「誰だれか上にいるのかー？」

　呼びかけてみる。けど、返事無し。

「……いたよね？」

　ディエナさんを振ふり返かえって訊たずねると、ミニスカの美女が頰ほおに手を当てて困り顔をする。

「まあ、いましたけれど……様子がおかしいですわ。いったん、引き上げませんこと？」

「めんどい」

　ふむ。見み間ま違ちがいじゃないみたい。

　どうするかなー？　と見上げた屋根の上に、またしてもぱたぱたと影かげが走った。ただし今度は、何人も。なんだあれ。

「なげろ！」

「──下がって！」

　目を細めたのも束つかの間ま。慌あわてて女の子の手を引きつつ、その場から後退。直後に、頭上から降ってきた石がドコドコと地面に落ちた。

　投石。──襲しゆう撃げきである。

「きゃぁっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。ぜんぜん届いてない。ディエナさん、この子預かってて」

「は、はい」

　こっちに投げつけられた石は、てんで見けん当とう違ちがいのところにいくか、そもそも届いてない。飼い主の悲鳴（意外と可か愛わいい）に反応して臨戦態勢で前に出た猟りよう犬けんを、ディエナさんに引き止めさせた。ボクは弓を手にする。

　ベルを止めた理由は、相手のやり方が襲しゆう撃げきにしては稚ち拙せつだったこと。そして稚ち拙せつな理由が、まさに見た目どおりだったせいだ。

「なんのつもりだ？　イタズラで済ますにはちょっと不快だぞ。そこのガキ共！」

　子どもじみた拙つたなさ──ではなく、まさに、子どもなのだ。

　石を投げてきたのは、獣じゆう人じんの子どもたちだった。











第三章　チビであわれな役立たず









　ローダイゼル。それはドワーフの言葉。ドワーフの邑むらだ。

　アタシはローダイゼルのエドゥリカ。生まれたのがこの邑むらで、族長の血統。

「姐あねさん！　エルフってのはみんなあんなんなんすかね！　ひょろひょろでしたよ！」

「あの男の人間、きらきらだったぜー。盗とう賊ぞくとガチちがわんー？」

　ドワーフはエルフと違ちがう。

　エルフは品格を重視する。その方法はエルフ全体で認められるか否いなか、優ゆう雅がであるかどうかを重視する。

　ドワーフは自主独立。手に職をつける者として、他人の仕事に質は求めてもやり方に口は出さない。成果主義、というやつだ。

　だからこそ、ドワーフは上下関係に厳格だし、規律だってある。集まれと言えば四の五の言わずに集まるし、新しい仕事を始めるのも決めるのは族長だ。

「人間なんかに頭押さえられてて、平気なんすかねエルフは！」

「汚きたない人間は無理でもー、きれいならよくねー？」

　妹分の二人、いつも素す直なおなゾーヤと、いつものんびりなニーカと、溜たまり場ばで駄だ弁べる。話題は当然のように、今日来た人間とエルフのことだ。

「騙だまされんなよ、アンタたち。ティンダリオスってのは、あんな面ツラしててもドワーフ並みに──つーか、ヘタすりゃドワーフより怪かい力りきだ。盗とう賊ぞく共どもと戦ってるとこ見たか？　もしも魔ま法ほう使つかいがいても、アイツなら勝っただろうサ」

「あの、熊も一発で殺せる魔ま法ほう使つかいでもっすか？　すげえ！」

　盗とう賊ぞく共どもの首領は魔ま法ほう使つかいで、たかがナイフで家の壁かべを砲ほう弾だんみたいに貫つらぬくあの威い力りよくは、恐きよう怖ふでしかなかった。でも、ティンダリオスとかいう傭よう兵へいの首領は、丸太の柵さくも弩いしゆみの矢も全部をぶった斬ぎって突つき進すすみ、槍やりを摑つかみ取とって持ってる人間ごとぶん投げる。

　力だけじゃなく、戦い慣れもしてる。アタシらが右往左往してる時に、向こうは一いつ瞬しゆんで敵じゃないと見み極きわめて手下に指示してた。

　あれは助かったけど……。とにかく、敵に回したくない人間だ。

「でも、ここはドワーフの邑むらだ。人間にもエルフにも好き勝手させねえ。もう新しい商人は呼んである。アタシらは自分で稼かせいで、鍛か冶じ仕し事ごとを取とり戻もどすんだ。土いじりなんて、ドワーフがやることじゃねーよ」

「さすが姐あねさんっす！」

「かっくいー」

　仲間たちはついてきてくれてる。アタシは、こいつらに恥はずかしくない族長じゃないといけないんだ。

　アタシのやり方に不満があるのは、ジジイ共だけだ。

「エルフ共はなにやってる？」

「砂糖作るとこに行ったらしいっす」

　製糖場か。

「バカがよ。あそこは獣じゆう人じんのガキ共が住み着いてる。絶対にまずいことになるってのにな」

　ドアワターシフらに頭下げてお願いでもすりゃ、教えてやったし少しくらい手伝ってやったのによ。

「でも～、エルフって、強い人間と一いつ緒しよでしょー？　あの子たち、追い出されちゃうのかなー？　かわいそー」

　ニーカの言葉に、ちょっとだけ同情が湧わく。でも、ドワーフ族には余よ裕ゆうが無い。

「アンタたちは、気にしなくていい。それより、そろそろ呼んどいた商人が来る。ゾーヤは男たちに発破かけな。ニーカはジジイたちの仕事ができてるか聞ーといてくれヤ」

「了りよう解かいっす！」

「エドゥは～？」

「……アタシは、ちょっと野や暮ぼ用ようだ」





◯






　獣じゆう人じんの子どもたちに奇き襲しゆうされて弓を抜ぬいたはいいんだけど、これどうしたもんかな。

　屋根上や製糖場の窓に覗のぞく人ひと影かげは、出てきた女の子と同じく薄うす汚よごれた格好をしていて、全員、その手に石を持っている。ただし、たとえその石を投げても足あし下もとに落とすのが精せい一いつ杯ぱいなくらいの、小さな子どもまでいる。

「イタズラじゃない！　誰だれも入らせないぞ！　ここはおれたちのだ！」

　二階の窓からずいっと顔を出して叫さけび返かえしてきたのもまた、子どもだ。ぱっと見だが、おそらく最年長。男の子なのにまだ声が甲かん高だかい。声変わり前の少年だ。

「ここに入りたかったら、食べ物を持ってこい！」

　奴やつがリーダー格らしい。あいつか、石を投げさせたのは。

「彼らが占せん拠きよしてしまったようですわね……。アイシア様、いったん殿でん下かに相談を──」

「おい、この馬鹿ガキ！　お前たちの仲間の子がいたのに、なんで石を投げた！　この子に当たったらどうするんだ!!」

　ディエナさんに預けた女の子を指差して言うと、リーダー少年は鼻で笑った。

「そんな奴やつ、どうでもいい！　追い返せって言ったのに、何もできないチビの役立たずだ！」

　ほほう、そういう……そういうこと言うか。おい。

　獣じゆう人じんの、チビが。フンスフンスと息いき荒あらく、鼻はな面づらに精せい一いつ杯ぱいの皺しわを寄せている。




　その顔に、一本の矢が突つき立たった。




「……ぶちころすぞ、クソガキ」

　キレた。

　窓の向こうで、ボクの放った矢を顔面に受けた少年がぶっ倒たおれる。

「こんな小さい子に、ボクをどうにかできるわけないだろ、馬鹿が！　お前らにだってなにもできてないだろ！　エルフの戦士に鍛きたえられたんだぞ、こっちは！」

「が、ガウくん！」「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　わあわあと、倒たおれた少年に駆かけ寄よってるらしい子どもらの声が聞こえる。

「い、──だ、ぐ、ばいっ！　[image: な゛][image: い゛]が[image: ら゛][image: な゛]っ！」

　窓からもう一度、少年が顔を見せた。

　撃うったのは木もく鏃ぞくの矢だ。硬こう木ぼくで作った丸い鏃やじりだから、死ぬまではいかない。それでも投石くらいの威い力りよくは出せる。

「今のは手加減した。エルフが本気で撃うったら、顔がパーンってなるぞ。パーンってな！」

　まあボクの弱弓じゃできないけど。ハッタリには十分だ。

　それに全員、弓の射程には入ってるんだ。子どもたちはそれを分かってない。

　もう一いつ矢し、番つがえて射る。今度は屋根上に向けて。

　飛んだ矢ががつんと硬かたい音を立てて、命中。石を入れた籠かごがひっくり返った。ばらばらと散らばる石に、子どもたちが慌あわて始める。

「分かるか？　エルフと遠くから戦おうなんて、甘いんだよ。石なんて捨ててかかってこい」

　高所を取ろうが待まち伏ぶせしようが、結局はボクより小さい子どもだ。多少の仕し掛かけ程度なら、弓を持ったエルフ相手に敵かなうわけがない。ボクみたいな、偽にせエルフ程度であってもだ。

　こっちは下がって矢を射るだけで、あっちの投石が届かない位置から一方的に矢を飛ばせる。立たて籠こもりは、もっと遠くまで石を投げられないと意味が無い。

「……っ、や、やってやる！」

　窓まど枠わくに飛び乗った少年が、そのまま近くのガラクタ目がけてジャンプした。そしてさらに下へ跳とぶ。なるほど、バリケードと足場代わりに積んでたのかこれ。

　もしかしてその辺に刺さしてある棒は、柵さくでも作ろうとして失敗したのかな。

「うわあああ──！」

　気合いだか悲鳴だか分かんない叫さけびで、少年は飛びかかってきた。

「はいだめー」

「ギャン」

　両手で握にぎった弓を振ふり下おろした。まず脳天に一発叩たたき込こむ。怯ひるんでくらりとよろけたところで、胸を小こ突づいて仰あお向むけに倒たおれさせる。

「が、ガウくんが負けた！」「どうする!?」「みんなでやっつけないと！」

　周りで見守っていた子どもたちが、一方的な戦いに慌あわて始める。意外に人望あるなコイツ。あれか。この子が一番足が速いとかか。子どもはそれくらいで人気になれるし。

　わらわらと子どもたちが製糖場から飛び出てくる。いやあれ全員ぶっ叩たたくのめんどいな。

「ベル！」

　その時、ディエナさんの号令が飛んだ。子どもより大きな猟りよう犬けんが走り出して、獣けものの咆ほう声せいで追い立てる。

「ひいいっ──!!」

　獣じゆう人じんは尻しつ尾ぽを巻いて散り散りになった。いやまあ、恐こわさで言ったらボクの十倍は恐こわいからな。逃にげた子どもを追わないあたり、単純に威い嚇かくして散らしただけらしい。フスッと鼻息を噴ふいて、ボクと子どもらの間で睨にらみを利きかせてくれる。助かる。

「ウ、ウウ……うぐ！」

　起き上がろうとした少年の肩かたを、弓で押さえ込んでやる。

「ほら、これでどっちが上か、分かって──わっ？」

「やめて！」

　ぼふん、と横合いから突つき飛とばされた。力は弱々しかったけれど、体ごとぶつかってくる必死さに、つい押おし負まけてしまった。

　ボクを押しのけたのは、最初に現れた女の子だった。

「お、お兄ちゃんを、いじめないで！」

　倒たおれてる少年を庇かばって立ち、必死の形相でボクを睨にらみつけてくる。

　なんとも、後味の悪い光景だった。ボクがいじめてるみたいだ。

　思わずため息を吐ついて、弓を仕し舞まった。

「……分かったよ。ごめんなさい」

　なにも持たない手をひらひら振ふって降参すると、女の子は少年に縋すがりついた。ボクは、兄きよう妹だいに向けて声をかける。

「食べ物が欲ほしいなら、また後で持ってくるよ。だから、まず中を見せてくれない？　ボク二度手間って嫌きらいなんだよね」

「だ、ダメだ……だまされない……」

　よろよろと頭を押さえて起き上がりながら、少年が言う。

「じゃあ、続きをやる？」

「うっ……」

　最年長の少年が、苦もなく叩たたき伏ふせられた。他の子で同じくらいの背せ丈たけなのは、二、三人くらい。なにをやっても、勝つのは無理だろう。

　がっくりとうなだれた少年の顔が、ようやくそんな現実を見るようになっていた。まあ、要するに負けた顔だ。

「子どもだけで製糖場を占せん拠きよするのは、無理だよ。大人はいないの？」

　ボクの質問に、少年は悔くやしげに顔を歪ゆがめる。

「兵隊が、おそってきて……大人はもうみんな、逃にげた。おれたちは、親に売られたんだ。子どもだけじゃ、どこにも行けない。兵隊は、奴ど隷れいはとらないって、言うし……」

　そして、悲ひ壮そうな目でボクを見上げた。

「お、おれたちは生きるためにやってるんだ！　なんでもやってやる……！」

「あー、そうなったのかあ……」

　思わず。腕うで組ぐみして呻うめいてしまう。

　スヴァーラング家としては、魔ま族ぞくたちと融ゆう和わ政せい策さくの路線でウッドフェローズを運営し始めている。盗とう賊ぞくからの分ぶん捕どり品ひんとはいえ、魔ま族ぞくを奴ど隷れいとして使し役えきすると約束はできない。

　かと言って、奴ど隷れいとして売られた獣じゆう人じんの子どもたちは、森に分け入っていくことも、故郷を目指して逃にげることもできない。

　スヴァーラング家は事後処理に忙いそがしく、ドワーフも面めん倒どうを見ることをせず、その処しよ遇ぐうが浮ういてしまっていたのだろう。

　で、少年たちは、盗とう賊ぞくの真ま似ね事ごとをしたということか。〝生きるために仕方なかったんだ。社会が悪いんだ〟なんていうのは、前世で治安判事をしてた時にもさんざん聞いた言葉だ。

　うーん、負の再生産。

「きみたちは製糖場で働かされてたの？」

「……『せーとーじょ』は分かんないけど、ここで鍋なべを煮にてた。みんな、畑かここだ」

「なるほど」

　どうやら合ってるらしい。

「お、お願い、します。に、逃にがしてください。すぐに、出て行くから」

「お兄ちゃん……」

　小さくうずくまって、まだ痛いはずの頭を地面に落とす少年。まるで、そうするように躾しつけられていたように。女の子は、その背中に顔を埋うめて泣いていた。

　いや出て行ってもあてが無いって、自分で言ったとこなのに。いま死ぬよりはってこと？　脅おどしすぎたかな。ボクのせいか。

　ボクのせいなのか……ならまあ、仕方ないか。

「だめ」

　ボクが告げると、獣じゆう人じんの少年は激しく身を震ふるわせた。

「っ……！　お、おれを殴なぐって、ください！　だから、許して──」

「あーちがうちがう。出て行かれると、困るってこと」

　少年の勘かん違ちがいを否定して、微笑ほほえみかける。そんな盗とう賊ぞく相手の謝罪のやり方やめてほしい。

「ボクの名前はアイシア・アイザック・ニュートン。エルフの里の出身だよ。砂糖の商あきないは、これからボクが仕切ることになってる。

　きみたちみんな、このままここで働いてくれる気持ちってある？　寝ね床どこと食べ物は、ボクが用意してあげるよ。働けなさそうな小さい子は、別に働かなくていいし」

　その提案に、小さな兄きよう妹だいはびっくりした顔をした。

「あ、でもひとつだけ条件がある。──妹は、大事にすること」

「……みんな、がんばってるから。妹だけ特別に、できない」

　立場があるってか。生意気なこと言って。

「それは盗とう賊ぞくのルール。きみは、お兄ちゃんのルールでやりなさい。今日、誰だれに助けてもらったのか思い出しなよ」

「ウグ……る、るーるって、なに？」

　はー、やれやれ。ここの子どもたちには、教育が足りないな。学校でも作るか？　まあ、いじめられたりするけど、勉強は良いいものだし。

「お話は、終わりましたかしら？」

　結着を悟さとったらしく、ディエナさんがそばに来ていた。

「うん。この子どもたちも、うちの商会でなんとかするってことで」

「あらあら、ベルが加勢しましたのに、ずいぶん損な取引をなさいましたのね」

　くすりと笑われてしまう。もちろん、冗じよう談だんなのは分かる。ボクは肩かたをすくめた。

「森精エルフ族ぞくは気が長くてね。獣じゆう人じんはすぐ育つと思って、騙だまされちゃった」

　一〇年くらい経たてば、みんな働けるようになるかなってところか。

「まあでも砂糖さえあれば、商会の経営は余よ裕ゆうになるから！　これは先せん行こう型がた慈じ善ぜん事じ業ぎよう！」

「この人数の子どもを養うのは、先行しすぎですわよ、もう」

　忠告しながらも、ディエナさんの目は優やさしかった。それが救いかなー。

「あの、エルフ様、これ……」

　その声に振ふり返かえると、女の子が壺つぼを両手で抱かかえていた。

「お砂糖、です。これ、あげたら、いい？」

「わ、ありがとう！　賢かしこいね！」

　いつの間にやら、持ってきてくれたらしい。女の子を褒ほめつつ壺つぼを受け取って、ディエナさんに見せびらかす。

「じゃじゃーん！　ほらね、これで解決！」

「本当ですかしら……？」

「当たり前じゃん！　ほら！」

　疑わしげな顔をするメイドさんと一いつ緒しよに、壺つぼの蓋ふたをぱかりと開いた。

　そこには、砂糖がどろりと……どろり？

「はあ!?　なんだこれ!?」

　壺つぼに入っていたのは、どろっとした焦こげ茶ちや色いろの泥どろだった。

「……甘ったるい臭においがしますわね。ひょっとして、これが盗とう賊ぞくが売っていた『お砂糖』なのかもしれませんわ」

　壺つぼを振ふると、微び妙みように粘ねん液えきっぽい動きをする泥どろ。お前は自分が砂糖だと言うのか。おこがましくないかな。

「これ……商人に売れると思う？」

　商品として売れるのは、運んだ先で価値が高くなるものだ。かさばらず、腐くさらず、そして運ぶ手間賃を価格に上乗せしても買い手がつくような、誰だれもが欲ほしがるものでなければならない。

　見た目が悪い商品というのは、それだけですでに失敗している。

「無理ですわ、もちろん」

　ディエナさんが、無情にもそう断言した。

　ボクの周りで、子どもたちがわらわらと集まり、無む邪じや気きな顔で壺つぼを運んできている。彼らの抱かかえた壺つぼは全部、粘ねん液えきっぽい音を立てていた。

「……どうしますの、これ？」

　ディエナさんがそんなことを訊きいてくるので、ボクは胸を張って答えた。

「現地の協力者ができた！　砂糖の現状も確かめた！　復興に一歩前進したよ！」

　メイド服の夫人はきょとんと目を丸くしてから、ふっと相好を崩くずした。

「まったく、調子の良いいエルフ様ですわね」

「生まれ変わってからは、それを取とり柄えにしてるんでね」

　ま、今は良いいところだけ見ておこう。
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「……やるもんだな、あの偽にせ耳みみ長ながも」

　気付かれないように見守っていたアタシは、その様子に思わずそんなことを呟つぶやいてしまった。

　子どもをどうするつもりなのか。気になって見に来てしまったけれど、エルフは苦も無くとりまとめていた。

「……ふん、アタシだって。できるさ。あれくらい」

　口にした言葉には、我ながら熱が無かった。











第四章　ニュートンと買収









「エドゥ来た～。遅おそいってー」

「悪わりいな。もう来てるか？」

　アタシが仲間たちのトコロに戻もどると、ニーカが溜たまり場ばの奥を指差した。

「あっちにいるよー」

　アタシらの納な屋やの方だ。そっちに向かうと、軽い人ひと集だかりができていた。そこに、目的の人物と、予想外の人物。両方がいた。

「エドゥリカさん」

「ティンダリオス……ええっと、デンカ。殿でん下かだな。なんでアンタがここに？」

　予想外の方にまず訊きいてみた。すると、端たん整せいな優やさ男おとこの顔が困ったように笑う。

「北の山を越こえて、この邑むらに入ろうとする人がいてね。そっちはオルスレーンの国くに境ざかいだ。領主としては、警けい戒かいせざるをえない。話を聞いたら、ドワーフ族が呼んだ商人と言っているんだ。ぜひ、俺にも紹しよう介かいしてほしい」

　数人の兵士が遠巻きに見ているのは、そういうことらしい。

「それで合ってるよ。そいつらは、アタシらが呼んだ商人だ。ゲラージオっていう、オルスレーン王国の商人だよ」

　アタシが言うと、殿でん下かの後ろにいた商人がずいっと脇わきに出てきた。

「どうです殿でん下か。疑いは晴れたようで？」

　前歯が二本ほど抜ぬけた顔で、にんまりと笑うゲラージオ。

　殿でん下かはこくりとうなずいた。

「……そのようだ。しかし、どうやってドワーフ族と交流を？　街かい道どうも通らずに、わざわざ山を越こえてこの領に入るのは、珍めずらしい商人だ。とても珍しい」

　真顔のままそう訊たずねる貴族様に、ゲラージオはぶるぶると体を震ふるわせた。

「おお、もしも我わが身みの潔白をお疑いでしたら、それこそ心外でございます。この邑むらの盗とう賊ぞくを征せい伐ばつされた偉い業ぎようは、すでに伝わっております。私めがこの邑むらに通っていたのは、ただ商あきないをする為ためでして。確かに風ふう体てい怪あやしげな人間でしたが、まさか盗とう賊ぞくとは思っておりませなんだ」

「本当か？」

「ええはい、もちろん。そもそも、私めはドワーフの方と商売をしておりましただけでして、盗とう賊ぞくとは取引も関わりもございませんで……」

　ゲラージオがちらりとアタシを見てくる。まったく、めんどくさいね。

「盗とう賊ぞく共どもは、山向こうで取引してたよ。ゲラージオは、ドワーフが商売相手さ」

　実際は、ついでに少し手て土産みやげ代わりの細々した商売を盗とう賊ぞくにもしてた。でも、ここでコイツを追い返されちゃあ困る。

　アタシが言うと、ようやくティンダリオスはうなずいた。

「エドゥリカさん、族長の貴方あなたが言うなら信用する。でも、スヴァーラング家をもっと頼たよってくれれば嬉うれしい」

「ああ分かってる。庇ひ護ごしてくれるなら、税は払はらうよ。もう盗とう賊ぞくにはこりごりだ」

「……盗とう賊ぞく以外でも、相談があったらいつでも言ってくれ」

　微び苦く笑しようを浮うかべて、殿でん下かは立ち去っていった。人間の兵士たちも、そっとその場を離はなれていく。

　解放されたゲラージオが、アタシの方にやってきた。

「貴族様と面識があるなら、話くらい通しておいてくれねば困るんだがね」

　商人のうんざり顔に、アタシはサングラスを目元にやりながら答えた。

「別に、なんともなかっただろ。それより、ブツはきちんと持ってきたんだろうね」

「もちろんだとも。あとはきみたちドワーフが代金を持っているか。それに尽つきる」

「ふん。ついてきな。もう用意してある」

　納な屋やの扉とびらを押おし開あける。そこには、長年この邑むらで貯ため込こんだ多種多様な獣けものの毛皮があった。荷馬車に積めば、たっぷり三台分にも届くはずだ。

「これだけあれば、十分だろ？　魔ま獣じゆうの毛皮まであるんだ」

「ほう、魔ま獣じゆうの？　どこだね！」

「そっちの方サ」

　商人が飛びついたのは魔ま獣じゆうの毛皮。魔ま獣じゆうはこの世の理から少し外れている。野性の獣けものより凶きよう暴ぼうで、強きよう靱じんだ。しかも、その肉は食えないときてる。食ったところで美う味まくもないし、腹も満たされない。スカスカの土みたいな感かん触しよくの、なにか肉以外のものになってるのだ。

　しかし、その体の一部。たとえば毛皮、他には角・骨・爪つめなどのどこかが、通常の獣けものより何倍も頑がん丈じようさや美しさを残したままになることもある。それは高値で取引されるのだ。

「なるほど、なるほど……」

　絨じゆう毯たんみたいに巻いて縛しばった魔ま獣じゆうの毛皮は、人間の胴どうと同じくらいの太さだ。たっぷりの塩に漬つけて、保管してある。その皮をじいっと見つめた商人が、アタシを振ふり返かえった。

「ここにあるもので、全てかね？」

「ああ、全部だ」

「なるほどねえ……」

　思案顔でそう呟つぶやく商人に、腹が立ってきた。

「さっさと商品を寄よ越こしなよ、ゲラージオ。アタシらだって、ヒマじゃない」

「いいや、ヒマだろう？　なにせ、私が運んできた道具が無ければ、君たちは仕事が始められないのだからね」

「だから早くしろって言ってんだよ！」

　人間の商人は、もったいぶるのが好きだ。ドワーフとしては、我が慢まんならない性格だった。さっと道具を渡わたして、すっと仕事を始める。それがドワーフ流だってのに。

「毛皮の査定をしなければ、値段を付けられないのだよ。あっちは兎うさぎ、こっちは狼おおかみか？　この辺のは安いんだ。特に魔ま獣じゆうの毛皮は、しっかりと状態を確かめたいしねぇ」

　ぶん殴なぐってやりたかった。その毛皮の為ために、誰だれかの命が奪うばわれたものもある。それに難なん癖くせを付けるつもりでいやがる。でも、我が慢まんしなくちゃいけない。アタシは族長なんだから。

「……分かったから。渡わたせる分だけ渡わたしておくれよ。こちとら、すぐにでも始めたいんだ」

「まあまあまあ、そう言われては仕方ないなぁ。いくらか前まえ渡わたしにしようじゃないかね。残りの分も、急いでやろうか」

　ゲラージオは欠けた歯を剝むき出だしにして笑った。

「しかし、武具や地金を欲ほしがるとはね。領主様には、良いい顔をされないだろう」

「アンタには関係無え」

　ドワーフには、それが必要なんだ。
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「……それで、どんな感じデス？」

　ミルティラに詰つめられて、ボクはため息混じりに砂糖商売の現状を答えた。

「あれを原料にして運んだ先で精製してるか、なにかの混ぜ物にしているか。なんにしても、密輸密売でもないと、まともな利益は出せない代しろ物ものだったよ……」

　子どもたちに、糖液の原材料も見せてもらった。そこにあったのはボクの知ってる甘かん蔗しよではなく、大根。甜てん菜さいという作物だった。

　たまに偶ぐう然ぜんうまくいくと、砂糖ができることもあったようだ。それも見せてもらったけど、壺つぼの中でゴリゴリに固まった茶色い砂って感じだった。最低品質にも程ほどがある。

　盗とう賊ぞくを買いかぶりすぎだった。

　ここの盗とう賊ぞく団だんは、北の大国でのさばるもっと大きな組織の下部組織だったという。安価というか不法な手段でタダ同然に手に入れた麦と、ドワーフや奴ど隷れいを使って作った低品質な糖液の交こう換かんだからこそ、成り立っていたのかもしれない。

　要するに、通常の業者が支し払はらう賃金や税金などを払はらわず、違い法ほうな手段で密造して闇やみ市いちで売りさばく。それが盗とう賊ぞくたちの儲もうけの秘密だ。同じことを、ボクがやるわけにはいかない。

「そんな砂糖の為ために、スヴァーラング家から砂糖の権利と、この邑むらの支店と製糖場を買い取って、おまけに子どもたちまで、抱かかえ込こんでしまったのですわね」

「言わないでぇ」

「はァ……どうするんデスか？」

　呆あきれた顔で、ミルティラが訊きいてくる。

　軽けい蔑べつした顔じゃないので、まだ見捨てられてないのは救い。

「子どもたちの衣食住と、あと世話してくれる人を手配しないと。そっちは紙し幣へいが使えるウッドフェローズでなんとか調達できると思う。

　問題は製糖場の方。砂糖の低品質さは、たぶん製糖の工程が問題だと思うんだよね。まずは高品質な砂糖を作る。それから量産できるようにする。製糖場見てきたけど、ひっどい設備だったよ。工場とは言えない状態だった。設備を作らないと」

「作る？　どうやってデス？」

「……手の空いてる鍛か冶じとか大工が、どっかに落ちてないかな？」

「ないデス」

「だよねえぇぇ……」

　ウッドフェローズでは、港に街かい道どう、そして町そのものも、全部を拡張工事中だ。むしろ向こうが人手不足なので、大工はもうずっと先まで仕事が入ってる。

　鉄製品の需じゆ要ようは、人口と比例する。鍋なべ釜かまは言わずもがな、工具や工作道具、釘くぎやその他の建築資材に、調度品。ウッドフェローズの鍛たん冶やが仕事に困ることは当分無い。

「でも見た目最悪だったけど、糖液を舐なめたら甘みはあった。臭くさかったけど。ただ煮に詰つめただけで糖液ができるなら、工く夫ふう次し第だいでなんとかできそうな感じもあるんだよね」

「変なもの舐なめたらいけないデスよ」

　だって、確かめないといけなかったし。

「錬れん金きん術じゆつは、ミルティラの得意分野でしょ。原材料の甜てん菜さいは製糖場に転がってたから、なんとか砂糖が作れるように試ためしてくれない？」

　ミルティラが困り顔でボクを見る。

「ジブンに丸投げってことデスね」

「こっちの手が空いたら手伝うからぁ。お願いしますうぅ」

　膝ひざをついてミルティラの細い腰こしに泣きつく。

「恥はじとか無いんデスか？」

「無いです」

　エルフに甘えることに関して、ボクのストッパーは五歳の生まれ変わつた時に死んでるぞ。

「ここがうまくいかないと、どうにもならないんだよぅ。お願いぃ。魔法銀ミスリルも回すからぁ」

「あーもう、仕方ないデスね。赤ちゃんは」

「ありがとうママ！」

「ママじゃないデス」

　手刀を頭に落とされるけど、その程度で済むなら安いもの。ふへへ、良いい匂においがしゅるぅ。

「ちょっとこれ剝はがしてもらえマス？」

「はいはい」

　べりりと、ディエナさんの手によってミルティラから引ひき剝はがされた。あー。

「それで、谷エルフ様の首しゆ尾びはいかがでしたの？」

「盗とう賊ぞく団だんの使ってた密輸経路の捜そう索さくデスね。北の山をラティメリアとシリラが探たん索さくして、それっぽいの見つけたデス」

　ミルティラたちはエルフの使う通つう信しん魔ま法ほうで、遠く離はなれていても連れん絡らくが取れる。街かい道どうを使えば足がつくから、密輸は北にある山から国境を越こえて行われたはず、と当たりをつけて、山道が作られていないか捜そう索さくしてもらっていたのだ。

　その予測は当たったらしい。犯罪者の考えることなんて、ロンドンの治安判事だったニュートンボクにとって、お馴な染じみの案件である。

「ダリオスに教えておかないとな。犯罪組織の関係者が来るなら、そっちからだ」

　壊かい滅めつさせた盗とう賊ぞく団だんの上部組織が、偵てい察さつを送ってくるかもしれない。

「え、もう知らせましたけど」

「そうなの？　さすが仕事が早い」

「だって、そっちから来た人間がいましたから。今もう会ってるデスけど」

　んんん？　ちょっと待って。

「……誰だれが。誰だれと？」

「山道から来た人間が。ダリオスサンと。ドワーフが目当てだったぽいデスよ」

「ドワーフと？　人間が？」

　いったいなにやってんだろ、あいつら。

「ふーむ、企たくらみの匂においがする。ここは内部情報を知ってそうな奴やつから話を聞くべきって、ニュートンボクの前世が囁ささやいてる」

「ドワーフが話してくれるとは、思えませんわ」

「ドワーフはね。でも、こういう時は犯罪者に聞けばチョロいんだよ」

　ボクがそう言って笑うと、ディエナさんはどん引きしていた。
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「おおーい！　みんな集まれー！」

　その命令に、みんなあわてて走り出した。だって、おとなの言うことを聞かないと、ぶたれるから。強くぶたれて歯が折れちゃった子は、新しいのが生えてくるまでずっと痛がってた。逆らったせいで、耳を切られた子もいる。

　その声は新しいおとなの──エルフみたいな人の声だったけど、こわい思い出はまだまだ消えない。みんなが急いで集まってくると、エルフっぽい匂においの人が、荷車を後ろに置いてみんなの数を数えてた。アイシア様だ。

「これで全員？　もうちょっといなかったっけ？」

「あ、あの、アイシア様。調子が悪い子がいて、あの、働け、ないです……」

　おそるおそる、お兄ちゃんが言う。

「そうなんだ。リーダーくん、ちゃんとみんなのこと見てるね。えらいえらい。でもなんか大人全員に〝様〟つけて呼んでるだろきみたち。卑ひ屈くつすぎる。そんな魂たましいで様とか呼ぶな」

「えっ、じゃ、じゃあ──アイシア？」

「いきなり襲おそってきたガキに呼び捨てされるのはむかつく」

　ぱしん、と頭を叩たたかれるお兄ちゃん。でも、ぜんぜん痛くなさそうだった。

「そうだな……お姉様と呼べ。お前たちから、ボクの姉としての実績を作っていくから」

「？？？　お、お姉様？」

「ヨシ！」

　くしゃっと頭を撫なで回まわして、アイシア様──違ちがう。お姉様が、改めてみんなを見回す。

「今日はまだ働かせたいわけじゃないから、寝ねてる子はそのままにしといていいよ。ただし、これからボクがやることに、きみたちは拒きよ否ひできない！　言うことを聞いてもらうからね！」

　強く言われて、みんな黙だまった。また、おとなに使われる、つらい日が来た。そう思って。

「まずは全員、ひん剝むかせてもらう！」

　そして、お姉様が連れて来ていた男の人が、お姉様をひっぱたいた。

「いってーな、なにすんだダリオス！」

「言い方」

　なにが起きてるのか、わたしたちには分からなかった。










「じゃあまずは名前から聞かせてもらおうかなー。自じ己こ紹しよう介かいできる？」

「あ、の」

「リラックスしていいから（笑）」

「は、はい。キアンです。あの、お兄ちゃんの、ガウくんの、妹です」

「へー。妹ちゃんかぁ。これからなにするか、分かる？」

「え、えっと、服を脱ぬいで、そのぬるって、して、く？」

「大だい丈じよう夫ぶ？　こういうの初めて？」

「はじめて、です……」

「怖こわくないからねー。じゃあこっち来て」

「は、はい」

　服を脱ぬいでお姉様に近づくと、

「耳押さえてー」

「はい！」

　頭から、ぬるいお湯をかけられた。頭から体へ落ちていく温かいお湯の感じは、今まで一度も体験したことの無い、むずがゆいものだった。

「もういいよー。わぴゃっ」

「あ、ご、ごめんなさい！」

　ぴぴっ、と勝手に耳がふるえてお湯を飛ばした。お姉様は手で顔を拭ぬぐって微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。じゃあまあ、ぬるってしてるけど、石けん水だから心配しないで。これ使うとほら、泡あわが出てきたでしょ。これで綺き麗れいになるからねー」

　桶おけに張った白いお湯につけた布をすり合わせて、もこもこした泡あわを作ってる。わたしはふあーと口を開けてそれを見てるだけ。

　そんなわたしの目の前に、手布がそのまま差し出された。

「背中はやってあげるから、腕うでとかで自分で試ためしてみなよ」

「は、はい」

　言われるがままに腕うでをこすってみると、たちまち布が茶色くなった。

「わあお」

　その様子を見て、お姉様が声を上げる。

「あ、あの、ダメですか？」

「いや、いいよ。どんどんやろう。お背中流しまーす」

「ひああっ！」

「あはは、尻しつ尾ぽ伸のびてる」

　自分の手が届かないところをぬるぬるした手に遠えん慮りよ無なくこすり上げられて、気持ち悪いような怖こわいような、でもちょっとだけすっきりするような、不思議な感覚だった。

　あっちこっちで、わたしと同じような悲鳴があがってる。だけどみんな、別に苦しそうではなかった。叫さけんでるのに、苦しくない。不思議な光景。

　お砂糖を煮にるとっても大きな鍋なべを使ってたっぷりのお湯を作ったお姉様たちは、水を合わせてぬるま湯を作って、みんなを洗ってる。お姉様たちは、服を着たままだけど。

　これからお風ふ呂ろに入ってもらう。そう言われて、みんな戸と惑まどった。そんなの、入ったことなかったから。

　女の子と男の子が分けられて、それぞれ小屋に集められた。炭でお湯を沸わかして小屋が温かい湯気でいっぱいになってから、女の子たちがエルフ様やお手伝いの人たちに、みんな泡あわまみれにされていた。

「シラミとかノミとかねー。放っておくと大変だし、やっぱり石けんでゴリゴリに洗っておかないとさー。森のダニは一生くっついてるからやばいぞって、師し匠しようも言ってたし。人に全身見てもらわないとね」

　言いながら、お姉様の指が泥どろ土つちで固まったわたしの髪かみをていねいにお湯でほぐして、梳とかしてくれる。石けんを泡あわが立つまでたっぷり使って、クシが通るくらい、きれいにしてくれる。

「はぅ、ふっ……ぅん！」

「お、気持ちいい？」

「は、はい。えと、け、毛づくろいを、してもらうと、なんだか、安心しちゃうので……」

「なるほど、本能。……かゆいところここですかー？」

「あっ、あっ、お姉様、あのっ、ひぁっ！」

　わたしの頭の上で、耳のつけ根をかりかりして、フチを指のお腹なかではさんで、なぞって、内側に入りそうなくらいしゅってされて……それがぜんぶ、きもちいい……もれちゃう……。

「うーん……ダニがいたら鉄てつ串ぐしで焼こうと思ってたけど、無いね。良かった」

「ぴゃっ！」

　耳の中をのぞきながらそんなことを言われて、尻しつ尾ぽの毛が逆立った。こ、こわいよう。










「よし、みんなさっぱりしたな。服は、かき集めたやつだからテキトーかもだけど、とりあえず着れるやつ着てて」

　お風ふ呂ろのあと、エルフ様たちがものすごく早い手さばきで丈たけや裾すそを詰つめて着れるようにしてくれた服は、今まで着てたのよりずっと厚手で、それに服らしい服で嬉うれしい。

　ぽかぽかする体。かゆくない頭。ぱっちり開いた目。すっとするお鼻の中。

　こんなにきもちいい自分の体は、もうずっとわすれてたものだ。

　お風ふ呂ろが終わって服も着たみんなは、だいぶ顔色が良くなってるみたいに見えた。

「そしてお待ちかね！　みんなお腹なか空すいてるだろうから、ご飯もある！」

　どっさりと籠かごに積まれたパンの山を見て、みんな、叫さけんだ。

「「「キャアアアー!!」」」

　もう、お姉様がそれをくれるのをうたがう子はいなかった。

　わっと走り出す。

「待った！」

「「「えっ!?」」」

　でも、直前でお姉様がみんなを止めた。びっくりして、みんな立ち止まる。

「奪うばい合あいしなくていいから、みんなちゃんと落ち着いて食べるように。テーブルは無いけど、布ぬの膳ぜんを敷しいてちょうどいい人数ごとに分かれるように」

「そんなのいちいちしなくてもいいだろ、お姉様さー」

「この不ふ肖しよう少しよう年ねん！」

「あ痛ぁっ!?」

　お姉様が、中指を強く弾はじいてお兄ちゃんの額を叩たたいた。

「〝生きる為ためになんでもやる〟って言ったのは、どこのどいつだ!?　きみたちにはこれから、生きる為ために必要なことを覚えてもらうからな」

「な、なにを……？」

「挨あい拶さつをする。食べ物を大事にする。人から物を盗ぬすまない。暴力を振ふるわない。使う言葉に気をつける。勉強をする。それが、きみたちがこれから生きるのに必要なことだ。

　紳しん士しに大事なことなんでね。マナーの話。マナーが人間を作るんだ」

　お姉様の言うことは、わたしたちが今まで、一度も言われたことが無いことばかりだった。

　けれど、なんだか嬉うれしかった。だって『生きるのに必要なこと』って、言ってくれたから。『死にたくないなら言うことを聞け』って、剣けんや鞭むちで脅おどされないから。

　日当たりの良いいところでみんなで布ぬの膳ぜんを敷しいて、パンを置いてスープも飲んで、ゆっくり嚙かみなさいって、そんな小さなことで𠮟しかられた時に、わたしはなんだかお腹なかも胸も温かくて、涙なみだが出てしまった。
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　子どもたちが腹を満たしてぐっすり眠ねむる夜。ボクたちは、ダリオスのいる家に集っていた。

「えーっと、まとめると……ドワーフが呼んだ商人はオルスレーン王国の大商会の下したっ端ぱゲラージオ。こいつは盗とう賊ぞく団だんがいた頃ころから、たまにこの邑むらに来ていたらしい。

　で、ドワーフ族は以前から毛皮を貯ため込こんでいて、それを資金に大きな買い物をする計画を立てていたと。

　今回、都合良く征せい伐ばつ隊たいが来て盗とう賊ぞく団だんを殲せん滅めつした直後に兵を返していったから、盗とう賊ぞくが持っていた毛皮もこっそり盗ぬすみ出だして計画を実行に移した。そういうわけだ」

「子どもって、意外と大人の話を聞いてるみたいデスねー」

　ミルティラが驚おどろいていた。エルフは子どもが少ないので、こんなミルティラがわっちゃわっちゃと走り回る子ども相手に慌あわてふためいていたのは、なかなかに見物だった。

　あの少年団たちを洗って磨みがいて、ご飯を食べさせる。ついでに、食事しながらドワーフや商人、そして盗とう賊ぞく共どものことを聞き出してみる。

　たったそれだけで、ドワーフたちの計画や盗ぬすみのことまで筒つつ抜ぬけだ。盗とう賊ぞくと共生していたドワーフ族と、奴ど隷れいとして小間使いを全部やらされていた少年たちに、接点が無いわけがない。

　食しよく糧りようの調達をする為ために少年たちからもドワーフに接せつ触しよくするし、ドワーフからすれば自分たちより立場が下なのだから、警けい戒かいすることもなかったのだ。

「ドワーフ族は武具を買ったそうだ」

「いったい、何の為ために？」

　ダリオスが憂うれい顔がおで呟つぶやく。当主代理としては、いろいろと憂ゆう慮りよが思おもい浮うかぶ事態だから仕方ないけど。

「なんでも、魔ま獣じゆうを狩かり尽つくす計画があるらしいよ」

「……はあ？　狩かり尽つくす？　狩かる、じゃなくてか？」

「うん。狩かり尽つくす」

　不可解、という感想を素す直なおに顔に出すダリオスである。

「山脈伝いに一日とちょっとくらいの距きよ離りに、魔ま獣じゆうの巣になってる鉱山があるそうデス」

　あっちの方、って感じで指を差すミルティラ。たぶん正確な方角を指してると思うけど、エルフじゃないと分かんない。ボクも分かんない。

「そこが、もともとドワーフたちが掘ほってた鉱こう床しようだったそうなんデスね」

「鉱山？　鉱脈があったのか、ここ!?」

　ダリオスがびっくりしている。人間は資源がある場所では戦争をするものなので、領内にそんなもん見つけたら確かにやばい。しかも国境の山脈ならなおさら。

「いえいえ、掘ほっていたのは土だそうデスよ」

「……土？　岩を切り出していたとかでもなく？」

「ええハイ。ドワーフに直接聞き出さないと分からないデスけど、鉄が採れてたとかでもなくて、土を採さい掘くつしてたとか」

「……土を、なにに使うんだ？」

「そこまでは。獣じゆう人じんの子どもの聞いた話デスよ」

「そうだよな。すまない」

　ダリオスが引き下がる。ボクは思わず苦く笑しようした。

「話を戻もどすよ。とにかく、ドワーフとしてはその土地が精せい霊れいの元気な大地で、住むのに適していた。でも移動を強しいられた。後になって現れた魔ま獣じゆうの群れが、ドワーフたちを襲おそったから。ここまで流れてきたのは、仕方なくだったらしい」

「まさか、その魔ま獣じゆうの群れを狩かり尽つくして、昔の村を取とり戻もどそうってことなのか？」

「そのまさかさ。武具はその為ための投資だね」

「……魔ま獣じゆうに手を出したがるなんて、向こう見ずな」

　さすがに当主代理も、渋じゆう面めんを作っている。

「今年は貯ためておいた分で食いつなぎながら、狩しゆ猟りようした毛皮を売って稼かせぎを拾いつつ、旧村落を取とり戻もどすっていうのが、ドワーフの計画みたいだ」

　食事の時に子どもたちから聞き出した情報としては、そうなる。

「うまくいくと思うか？」

「さあね。ボクとしては、どっちでもいい。それより問題は、甜てん菜さいの栽さい培ばいのことだよ」

　一番困ってるのは、そこだ。

「砂糖の原料なんだけど、これの栽さい培ばいをしてたのがドワーフたちなのに、若い奴やつらがみんなエドゥリカの手下で、鍬くわを捨てて武器を持つ気で訓練してるらしい。畑に出てるのは、武器を持つ気が無い老ドワーフたちだけだって」

「ドワーフにも派は閥ばつがあるということですわ。であれば、エドゥリカさんから離はなれたところだけでも、説得を試みてはいかがですの？」

　ディエナ夫人がそんなことを言う。さすが、派は閥ばつ争あらそいでバチバチやってた人だ。

「若いのが畑仕事をやらなくなったから、説得できても収量は減る。あと、こっちで雇やとうにしても、エドゥリカの根回しがされてたら難しい」

「食しよく糧りようや紙し幣へいでは、買収されないということですの？」

「『同じ物を相手より多く支し払はらう』だと、買収って難しいんだよね。まったく別の物で、普ふ通つうじゃ手に入らないような物がいい。エルフ独自の生産物とか」

　盗とう賊ぞくは暴力のルールで魔ま族ぞく奴ど隷れいを従えていた。より大きな暴力で魔ま族ぞく奴ど隷れいを従えたとして、時には食しよく糧りようを分けてくれていたらしいドワーフたちの内情を、喜んで話しただろうか。

　聞かれたことだけ答えるけど、答えなくて良さそうなら極力なにも喋しやべらなかったはず。

「どうしてそういうことに詳くわしいんデスかね、アイシアさんは」

「前世では何十年も人間社会で裏工作してたからね☆　人間は愚おろか☆」

　呆あきれた顔をするミルティラに、顔の横に手を構えてキメ顔で答えた。こういうのは妖よう精せいネタなので、ミルティラも意味分からんって顔してる。でゅふふ、困り顔のエルフも可か愛わいいな。

「ま、でもとりあえず、老ドワーフには会ってみようか」

「エドゥリカにも伝えておいた方がいいぞ。ドワーフ族の顔役なんだからな」

「はいはい」





▽






　ニューゲート監かん獄ごく。一七世紀のイギリスで、ロンドンの旧市街にあった監かん獄ごくである。その監かん獄ごくに収しゆう監かんされた犯罪者たちは、悲ひ惨さんな獄ごく中ちゆう生せい活かつに嘆なげきの声を上げていた。

　造ぞう幣へい局きよく長ちよう官かんであり、治安判事であったニュートンは、逮たい捕ほした贋にせ金がね師しを次々にニューゲート監かん獄ごくに送り込んだ。

　配給される粗そ悪あくな食事に、それすら囚しゆう人じん仲なか間まに奪うばわれることもある獄ごく中ちゆう生せい活かつ。そこへやってきたニュートンに便べん宜ぎを図はかってもらう為ために、仲間を売った受じゆ刑けい者しやが大勢いたという。

　また、死し刑けい判はん決けつが下された後には、少しでも刑けいの執しつ行こうを延のばしてもらう為ために、知りうる限りの贋がん造ぞう組そ織しきの構成員の名前をニュートンに話した。

　ニュートンは自ら足あし繁しげく監かん獄ごくへと通い、仲間を売る犯罪者から情報を聞き出しては、次の裏切り者を監かん獄ごくへと収しゆう監かんしていった。当時は犯罪者への拷ごう問もんなども見過ごされた時代に、ニュートンは監かん獄ごくへの差し入れと看守への口くち添ぞえだけで、効率的に情報を集めていったのである。

　それが打算的な理由なのか──もしかしたら、人道的な善性からくる理由なのかは、分からない。
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　ということで、甜てん菜さいの栽さい培ばいについて協力を願い出てみた。

「ダメに決まってるだろーが。ドワーフ族だぞコラァ！」

　まあエドゥリカは予想どおりの反応というか。ここまで想像どおりだと驚おどろかないというか。

「スマンのう。族長がこう言うとるし、ワシらぁ麦を育てないとイカン。飢うえてしまう」

　申し訳なさそうな顔で、老ドワーフが言う。

　ほほう？

　確かにエドゥリカは断だん固こ拒きよ否ひだが、農夫みたいな格好の年老いたドワーフは、ボクたちに頭を下げている。その温度差が、逆にエドゥリカと老ドワーフたちの思おも惑わくの違ちがいを物語っていた。

　ドワーフたちの溜たまり場ばに顔を出したダリオスとボクは、顔を見合わせて目で相談。

（これは話聞いてもいいのでは？）

（あんまり刺し激げきするなよ？）

　意見の一いつ致ちが取れたので、ボクは老ドワーフへにこやかに微笑ほほえんだ。

「まあまあまあ、ボクも無む理り強じいをするつもりは無いんです。ただ、手て隙すきの時にちょっと甜てん菜さいの種を蒔まいてもらえないかなって」

「ヒマがあるわけねーだろーが」

　エドゥリカが横から口を挟はさんでくるけど、ボクは微笑ほほえみを崩くずさない。

「でも、麦の世話は慣れてないのでは？　この辺の土地では、麦の育ちが悪いのはご存知？　ウッドフェローズでも、それで苦労したんだ。今は土の改良も模も索さくしてるけど、ドワーフ族にそういう準備はあるの？　麦の品種は？　別の土地の麦がここでも根付くのか、考えた？」

「うっ……」

　エドゥリカが怯ひるむ。しかし、今度は老ドワーフがうんうんと首を縦に振ふった。

「ワシらぁも、賊ぞく共どもが来るまでは苦労した。エルフほど、森の恵めぐみにも明るくないからの。麦は確かに、ちょいと土に合わん。育ちが悪いのを考えると、広ひろぉく畑を作らねばならん。じゃから、そちらの手伝いは、やっぱり難しいのぅ」

「そ、そうだ。分かったかヨ」

　年月を重ねた年長者の言葉は、説得力に満ちている。エドゥリカも少しばかり居い心ごこ地ち悪わるそうにしつつも、それに同調した。

「では、逆にするのもダメですか？」

　ダリオスがそう提案する。

「逆。というと？」

「我々に甜てん菜さいを売りつけてもらって、その手て隙すきに麦を育てて様子見するんです。いきなり慣れない作物に転てん換かんするより、ずっと楽になると思いますけど」

「……理り屈くつには合うがのぅ」

　たっぷりと蓄たくわえた髭ひげを撫なでて、ドワーフが虚こ空くうを見上げて考える。

「どうかのぅ……」

「どうでしょうねぇ……」

「うーん……」

　ダリオスも、そらとぼけた顔で明後日あさつての方向へ視線を飛ばす。ボクは黙だまって腕うで組ぐみしながら考え込むフリ。

　そのまましばらく、時間が経たった。

「…………それでも、ダメですか？　エドゥリカ族長？」

「あっ、えっ？」

　エドゥリカ待ちだったのに、いつまで経たってもボクら三人を不思議そうに見ているので、堪たまらず声をかけてしまった。

　水を向けられてなお、ポカンとしているドワーフの族長である。

　交こう渉しようの場数が踏ふめていない。圧あつ倒とう的てきに経験値不足だ。

「えっと……ダメだ」

　その答えにちょっと落らく胆たんして、ボクは追つい及きゆうする。

「なんでですか？」

「アタシは、族長になった時に誓ちかったんだ。こんな暮らしをいつまでも仲間にさせない、って。その心意気で、仲間たちも賛成してついてきてくれてる。今さら、曲げらんねーな。

　エルフや人間にメシを頼たよって鍬くわを握にぎってちゃァ、牙きばが抜ぬかれた飼い犬になっちまう。腹を空すかしても、どこにも嚙かみつけねえ。だったら、森で狩かりができるようになった方が、苦しくたって……牙きばは、研とげる」

　自主独立の気風に賛同する仲間の意志を裏切れない。まあ、そういうことか。盗とう賊ぞく団だんに食しよく糧りよう自じ給きゆうのルートを握にぎられて、風下に立たされていた。同じことはくり返したくない。と。

「若わかい衆しゆうが、こうも張り切っておるのだ。ワシらぁが賊ぞく徒とに騙だまされたせいで、苦しい生活をさせたのに。それを裏切ることはできんよ。悪いのぉ、耳長の……長くないお嬢じようさん」

「…………」

　なんだろう、なんか。なんかモヤッとするな。ボクの知ってる長老共といえば、乾物エルフエルフの長老たちとかだけど。なんかこう、もっと、なんか。なんだか……。

「おい、アイシア？」

　ダリオスに肘ひじで小こ突づかれて、我に返る。

「あ、うん。はい。分かりました。あーでも、エルフフェアー商会から食しよく糧りようの買い付けはいつでも歓かん迎げいです。そっちの商人が手配できない時は、いつでもご贔ひい屓きに」

「……確かに、ゲラージオよか羽は振ぶりは良いいかもだけどな」

　社交辞令を振ふったら、意外な反応が来た。

「そっちの商人と、なにかありましたか？」

　ダリオスが心配げに言うと、エドゥリカは慌あわてて怒おこり顔がおを取とり繕つくろった。

「なんでもねェ！　誰だれがお前から買うか！　エルフに頭下げるトコ、見せられるかよ！」

「え、ボクに当たらなくても。ダリオスは領主なんだから面めん倒どうが起きたらぶん投げなよ」

「うるせェ！」

　怒ど声せいを上げて、エドゥリカは背を向けて立ち去ってしまった。老ドワーフがぺこりと一礼して、畑の方へ歩み去る。

　ボクは、その場で肩かたをすくめた。

「なんだろあれ？」

「……分からない。けど、アイシアもどうしたんだ？　なんか押おし黙だまってたけど」

　訝いぶかしげな幼おさな馴な染じみに、ボクはうなずく。

「うん。なんかあの時思ったんだよね」

「なんて？」

「なんか、こう……これじゃないなって」

「……意味分からない」

「うん。ボクも。ただの直感」

　というわけで、老ドワーフ取り込み作戦は失敗に終わった。まあこれまだフェーズ１なので、ここで成功するとは思ってなかった。落おち込こむ必要は無い。

　ただ、ボクらよりドワーフたちの方が、なんだか不ふ穏おんだ。
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「ゲラージオ！」

　怒いかりの限りに叫さけんだ。なのに、相手は商談用の笑え顔がおを崩くずさなかった。

「おやぁ、エドゥリカ殿どの。またなにか御ご入いり用ようですかね？」

「テメエ、ザけてんじゃねーぞコラァ。アタシが何の用で来てンのか、分からねーとでも言うのかい!?」

「はて……ああ！　よもや、こういうことでしょうか？　武具が足らない、と仰おつしやりたい？」

「当たり前だ！　たったの六人分ってのはなんのつもりだコラ。アタシは二〇領は寄よ越こせって、言ったはずだよ！」

　魔ま獣じゆうを相手に戦うと決めたアタシたちは、少なくとも魔ま獣じゆう一体につき一〇人は必要だと見積もっていた。アタシの親おや父じが、そう言っていたからだ。

　だからアタシは、小さい頃ころから仲間を集めて、みんなで鍛きたえてきた。戦える奴やつも戦えない奴やつも全部合わせて、二四人。それがアタシと一いつ緒しよに来るって言ってくれた、ドワーフの若者ほぼ全員の数だ。

　ゲラージオがいつまでもウダウダと毛皮の査定をして、一日経たってもなにも寄よ越こさない。仲間もアタシもそれにイライラしていて、今ようやく渡わたしてきた武具が、たったの六領だった。

　しかも、使い古しで骨こつ董とう品ひん。手入れがされずに傷いたんでいる部品もある。これでは、補修の為ために買ったはずの地金をすぐ使わなければ、安心して身を任せられない。

　なにより、一〇人がかりで倒たおすべき魔ま獣じゆうを相手するのに、たった六人しか武具を持てない。

「馬車三台分の毛皮が、たかが六領と引ひき換かえだっていうのかい!?」

「ちょっとちょっと、落ち着いてくださいよお。私だってね、つらいんですよ。こんなこと言うのは。でもねぇ、あの毛皮、ちょおっと傷いたみが多いんですよお。盗とう賊ぞくの首領さんかな？　大きな傷がいくつもあったり、遊び半分で切り刻んだりしなかったですか？」

「そりゃ……あるかもしれないけど、そんなのは一部だけだろ！」

「おやぁ、エドゥリカ殿どの。傷物があると分かっていて、隠かくして売りつけようとしたのですかな？　おやおや、意外と阿あ漕こぎなことするんですなぁ、ドワーフ族は」

　粉ふん砕さいした。

　ゲラージオが寄よ越こした斧おので、奴やつが寄りかかっていた木をぶっ叩たたいた。

　木の幹は大きく抉えぐれて砕くだけ散ちり、枝葉を支えきれなくなった生木が音を立てて自重でへし折れていった。

「テメエはこんなナマクラを売りつけといて、ドワーフをコケにしようってーのかい？」

「な、なまくらなどと、心外な！　これほどの木を一いち撃げきで折ったほどなのに！」

「刃はは歪ゆがんでるし、研とぎもクソ。柄えの木なんて今のでヒビがイってやがる。こんなのが戦斧バトルアクスを名乗るなら、アタシの手て斧おのは戦せん神じんの落らく雷らいだボケが！」

　腰こしから手て斧おのを抜ぬいて、戦せん斧ぷモドキの柄えに振ふり下おろす。いともたやすく柄えは折れた。折れた柄えを地面に叩たたきつけて、手て斧おのを突つきつける。

「武具の目め利ききでドワーフが誤ご魔ま化かされるかよ！　こんな武具が魔ま獣じゆうの毛皮一枚以上の価値があるなんて、認めないよ！」

「恫どう喝かつしたところで、どうにもならないことはある！　輸送費が高いんだ、この邑むらは！」

　ゲラージオは、そんなことを言い返してきた。

「山道をなんとか荷馬車を押して無理やり通してきて、種たね籾もみや明みよう礬ばんは人を雇やとって背負ってもらった！　そこへ、毛皮を渡わたされて往復することを考えたら、どうしたって毛皮の利ざやは減る！　おまけに物が、かさばるし重い武具と地金なんですよお！」

「くっ……！」

　ドワーフの邑むらに通じる道は、盗とう賊ぞく団だんが使ってた隠かくれ山道くらいしかない。なら、思ったより安くなっちまうのは仕方ない……のか？

　ゲラージオくらいしか、この邑むらに来る商人はいない。それは不便だからか。

「でも……でも、六領じゃダメだ。あと四領。四領必要だ。運んできてはいるんだろ？　融ゆう通ずうしてくれないか」

　アタシが斧おのを下げて頼たのみ込こむと、ゲラージオはふうとため息を吐ついた。

「一領。くらいが、精せい一いつ杯ぱいの誠意ですねえ」

　補修をしても、七領。七人が動ける。七人しか、戦えない。

「……分かった。けど、そいつで魔ま獣じゆうを狩かるんだ。ヘタな武具はやめてくれよ」

「もちろんですよ。私だって、儲もうけたいんですから」

　アタシはへし折った斧おのを拾い上げて、その場を後にした。

　ヘタを打ったってのか、アタシは？

　いや、あのエルフだって、この邑むらの砂糖の為ためになんか金を使いすぎたと言っていた。

　ここから、ここから頑がん張ばればいい。

　一〇人がかりってのは、魔ま獣じゆう相あい手てに危険が無い人数だ。七人でもやれなくはないはず。いや、やるんだ。

　斧おのだけあれば、アタシはやれる。鎧よろいで固めた七人に、斧おのだけのアタシ。それで八人だ。

「根こん性じようだ。根こん性じようでやる。やれるんだ。アタシは、族ゾクの頭アタマなんだから……！」

　なんとか息を大きく吸って、気合いを入れ直す。

　ふと、人間の兵士が目に映った。

　……あの兵士たちが手伝ってくれれば……。

『相談があったら』と、物もの憂うげな顔で言ってくる殿でん下かのことを思い出してしまう。

　でも、

「人間にも、エルフにも、ドワーフはナメられちゃならねーんだ……！」

　雑念を振ふり払はらって、アタシは決意を握にぎり締しめた。
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　ドワーフたちの計画は判明した。毛皮で生計を立てつつ魔ま獣じゆうを駆く逐ちくし、土（？）を取り返して、旧村落を再建するつもりらしい。そっちにかかりきりだから、甜てん菜さいの栽さい培ばいをしてもらえない。他のことも手伝ってくれない。そういうことだ。

　ウッドフェローズで人を呼んでも、こっちの方が景気悪いから来てくれる人がいない。

　つまり人手不足だ。

「でもなー。暇ひまそうなドワーフもいるんだよなー」

　さくさくと土を耕しながら、独ひとり言ごちる。製糖場の裏庭を見たら、ゴミが山積みにされていたので掃そう除じした。ゴミを全部撤てつ去きよして、汚よごれた土を入いれ替かえて花でも植えておこうかなって。

「お姉様、お手伝いさんほしいの？　わたしたち、がんばるよ？」

　地面にしゃがんで石を拾い集めてる獣じゆう人じん少しよう女じよ、キアンちゃんが言う。ボクやエルフが製糖場を清せい掃そう・補修する時には、少年団にも手伝わせてるけど、彼女は自分から来てくれた。

「ありがとう。キアンちゃんにお願いしたいことがあったら、頼たよりにするね」

「うん」

　顔を赤くしてうなずくキアンちゃんである。さすがに獣じゆう人じんは回復が早い。きちんと食べさせてよく寝ねかせたら、だいぶ血色が良くなった。

　しかし、この子たちに甜てん菜さいの栽さい培ばいはちょっと無理だ。体力と腕わん力りよくのあるドワーフは、鉱山を掘ほるのもお手の物。土を耕すのも力押しでいけるだろう。でも子どもたちには荷が重い。

　それに忘れちゃいけないのが、砂糖の製造や設せつ備び更こう新しんだ。片付けがそろそろ終われば、そっちにかからなければならない。

　エルフは細工や彫ちよう刻こくなんかは得意だけど、鍛か冶じや冶や金きん、それに大型の工作機械を作れるかと言われると、ちょっと無理。

　結局、暇ひまなドワーフを捕つかまえて労働力にするのが一番だ。

「どうしようもなくなったら、キアンちゃんにドワーフ連れてきてもらうか……」

「ドワーフさん？　連れてくるよ？　なにしてもらうの？」

「いやいや、ごめん。なんでもないよ。あの人たちに言うこと聞いてもらうの、エルフじゃ難しいでしょ」

　エドゥリカという族長が頭を押さえている限り、上下関係にある他のドワーフはそれに従う。ボクの手伝いをさせるのは難しそうだ。

　だけど、キアンちゃんはこともなげに言った。

「わたしからお願いするもん。大だい丈じよう夫ぶ」

「……ん？　それ、聞いてくれるの？」

　さすがに、手を止めてキアンちゃんに目を向ける。

　彼女の口ぶりは、まったく気負ってない。つまり、やったことがあるのだ。盗とう賊ぞくの命令を伝える伝令メツセンジヤーとしてではなく、魔ま族ぞく奴ど隷れいだったキアンちゃんがドワーフに、お手伝いをしてもらうことがあったわけだ。

「秘密だけど、ないしょの方法があるの。食べ物とか薬をもらったり、隠かくし場ば所しよを作ってもらったりしてたから」

　それは、想像してたよりずっと頼たのもしい話だった。方法がある、ということは、同情的なドワーフが施ほどこしをしているのではない。もっとシンプルに、ドワーフに通じる取引や手法をキアンちゃんが知っているということ。

「ええっ!?　すごいね！　どうやったの？」

　しゃがみ込んで顔の高さを合わせる。キアンちゃんはこくりとうなずいて、顔を寄せてきた。

「──ないしょだよ？」

　少女がこっそり教えてくれたその情報は、まさしくボクが欲ほつしていたものだった。











第五章　錬れん金きん術じゆつ師しの水と塩









　武器と鎧よろいの補修に一〇日以上もかかった。鎧よろいを身に着ける奴やつを選ぶのも、時間がかかった。

　鍛か冶じをするのはゾーヤとその友ダ達チだ。人間の鎧よろいをアタシらドワーフがそのまま着るなんて無理だから、ほとんど作り直しみたいな仕事になった。

　それでも、盗とう賊ぞく共どもにやらされていた時よりずっと気合いの入った鎧よろい兜かぶとができて、光ひかり輝かがやくその武具にみんな沸わき立たった。

　アタシだけ鎧よろい無なしで行くって言ったもんだから、ゾーヤは気合い入れて立派な斧おのを作り上げてくれた。柄えの半ば辺りまで金属製で、立木をへし折ってもびくともしない。いい斧おのだった。

「これなら魔ま獣じゆうだって敵じゃないよ！」

　アタシたちは意い気き揚よう々ようと森に入っていった。と言っても、いきなり山向こうの魔ま獣じゆうの巣に突とつ撃げきするわけじゃない。まずは馴ならす。それに、狩かる。

　魔ま獣じゆうが何なん匹びきも群れでいるのに、戦えるドワーフはたった八人。それじゃどうにもならない。

　森に入って、熊や他の魔ま獣じゆうを狩かる。その毛皮を買い取らせて、もっとたくさんの武具を手にするんだ。

　それから、巣の方に挑いどむ。

　最初からそういう段階を踏ふむことは計画にあったんだ。アタシはそれを実行した。

　ようやく準備が終わって、斧おのを掲かかげて森に入った。

　それがだいぶ前の話だ。

「魔ま獣じゆうってぇ、探すといないねー？」

「…………」

　すっかり兜かぶとも頭に載せないで歩くようになったニーカが、のんびりそんなことを言う。

　森に入って以来、成果はゼロだった。

　最初の三日は森で迷ってはぐれた奴やつがいて、探すのだけで精せい一いつ杯ぱいだった。真まっ直すぐ歩いてるつもりなのに、戻もどっていたり曲がっていたりもする。

　ここ最近ようやく周辺を歩き回れるようになったけど、森の奥へ進んで見つけたのはゴブリン族の集落だった。こっちは完全武装だったもんだから、危あやうく一ひと悶もん着ちやく起きるところだった。

　そして、今日は、なにも無かった。本気でなにも無かった。ただ歩いて土に汚よごれただけだ。

「こんな調子で大だい丈じよう夫ぶなのか……？」「なあ、俺らどうすんだ？」「もう山向こう目指すか？」

　歩き回るだけで終わったことに、チームの奴やつらがそんな不満を漏もらし始めてる。

「焦あせるんじゃネーヨ。もともと、二年はかかるって言っただろ」

「なるほど！」「さすが姐あねさん！」

　ドワーフの男は単純にできてるので、これだけで完かん璧ぺきに前向きになる。

　だからこそ、族長がしっかりしねーとなんねえ。

　本当は、獣けものに会うことすらできていない現状、どこをどうすれば魔ま獣じゆうを見つけられるようになるかも、分からない。

　自分になにが分かっていないのかも、分かっていない。分からないものは上達もできない。

　このまま歩き回ってるだけじゃ、どうにもならねえ。アタシは族長なんだから、どうにかしないとなんねえのに。どうしたらいいのか、分かんねえ。

　……クソが。

　内心の焦あせりを抱かかえたまま、溜たまり場ばに戻もどる。最初は邑むらに戻もどるたびに今日はどうだったと訊きいてきたドワーフも、最近じゃ手ぶらのアタシらを遠くから見るだけで、寄っても来ない。

「姐あねさん！　お帰りなさいっす！」

　ゾーヤだけは、相変わらず元気いっぱいに出で迎むかえてくれる。ちょっと前は騒さわがしいしよく怪け我がするしで目が離はなせないと思ってたのに、今はむしろゾーヤがいてくれて本当に助かってる。

「戦せん斧ぷは平気っすか？　また誰だれか転んだ人いないっすか？」

「ああ、今日は直してもらう鎧よろいも無いよ」

「みんな上達してるんすね！　前は迷子になってたのに、もう平気なんて、さすがっすよ！」

「お、オウよ！」「オレらってすげえな！」

　ちょっと感動して涙なみだが出るかと思った。男共のやる気も回復してる。

　ゾーヤって、もしかして嫁よめにしたらすげえイイ奴やつかもしれねえ。

「どうっすかニーカ！　また股またずれとかしてないっすか!?」

「ちょうど良くなってる～。でも今日も薬塗ぬってぇー」

「姐あねさんはどうっすか？　股またに塗ぬるっすか？　一いつ緒しよに！」

「アタシの靴くつ擦ずれの薬もな！　そうだねもらうよこのバカ！」

　そうでもないかもしれねえ。

　みんなで鎧よろいを脱ぬぎながらそんなことを言い合ってると、ふと、邑むらを行く老ドワーフジジイたちが上じよう機き嫌げんで歩いてるのを見み咎とがめた。

　この時間に畑仕事を終えて、帰ってきてる。それは分かる。でも、まるでこれからどこかに出かけるみたいに男同士で連れ立って歩いてるのは、あまり見たことがない光景だ。

　しかも、機き嫌げん良よさげに喋しやべりながらだ。そんな様子は何年も無かったのに、ここ数日は毎日みたいに見かける気がする。さすがにおかしい。

「なんなんだい、あれは。ゾーヤはなにか知ってっか？」

「そうだ姐あねさん！　今日はみんなに良いいモン用意したんすよ！」

　ぱあっと明るく言うと、ゾーヤは走ってひと抱かかえくらいの小さな壺つぼを持ってきた。

「ジャジャーン！　どうっすか？」

「それなんなんー？」

　中身を言わずに先走るゾーヤに、ニーカが訊たずねる。

「あそっかまだ言ってないっすね！　酒っす！」

「「「酒!?」」」

　全員の視線が集まった。

「すっげー飲んだこともない火ひ酒ざけらしいっす！　ジイさんたちに分けてもらったっす！　こいつで一いつ杯ぱいやりましょう！」

「やったー。わはは、ゾーヤ、えらいじゃんー」

　さすがのニーカもこれには飛びついたし、男共は勢い余って鎧よろい下したまで脱ぬいで裸はだかになる。

　アタシも思わず喉のどが鳴っちまう。酒なんて、滅めつ多たに飲めるモンじゃなかった。でも、盗とう賊ぞくはもういない。気を張らずに飲めるってことに、気付いちまった。

　酒が嫌きらいなドワーフはいない。アタシでさえ、ゾーヤの差し出す壺つぼに顔を突つっ込こみたくなる。

「ち、ちょっと見るだけいいかい？」

「見るだけっすよー？　いくら姐あねさんでも、これは」

「分ーってるよ！」

　木の蓋ふたを持ち上げて壺つぼの中身を見たら、信じられないものを見た。

　濁にごってないのだ。

「こ、これが酒？　あ、でも匂においは酒っぽいね……」

「姐あねさん！　だめっす！　あ、ちょっと入っちゃだめっす！　だめっすよぉ！」

「ちょっとだけだよ！　指だけでいいから！　指だけ！」

「だめっすってばぁ！」

　指を突つっ込こんで舐なめ取とろうとしたら、ゾーヤが壺つぼを死守した。見たこともないその酒に興奮が抑おさえきれない。

「ゾーヤに助すけ太だ刀ちだぁ。だめだぜー。エドゥでもこれは抜ぬけ駆がけ許さんぜー」

「うひゃあっ！」

　ニーカの手が後ろから伸のびてきて、引っ張り戻もどされて胸を摑つかまれる。

「って、脱ぬがそうとするんじゃねーヨ！」

　頭を振ふって背後に頭ず突つきをかまして、手が緩ゆるんだ隙すきにニーカを振ふりほどく。

「いてえー」

「……アタシが悪かったよ。みんなで飲むとしよーか」

「わはは、あたしの勝ちだぁー」

　鼻血を拭ふいてにっかりと笑うニーカ。なにも気にしてない。こいつは自分の思いどおりになったら、それでいいのだ。

「でもオイ、火ひ酒ざけなんてどこから持ってきたんだ？」

[image: ]

　この邑むらで作れる酒は、森で拾った果実と麦をごちゃ混ぜにしたビールなんだかどうだかよく分からないものが精せい一いつ杯ぱいだった。そのビールは発はつ酵こうした麦も一いつ緒しよに入れっぱなしの、粥かゆみたいな見た目の濁にごった酒だ。なのにゾーヤが持ってた酒は、透すき通とおった水みたいな火ひ酒ざけ。

　ゾーヤは壺つぼを抱だきかかえて守りながら、

「エルフが作ってるっす！」

　信じられないことを言った。

「ジイさんたちとかが、紙し幣へいで買ってるっす！」

　ワケ分からないことも言った。

「ああン!?　そりゃいったい、どういうことだ!?　なにをしてんだあのエルフは!?」
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　キアンちゃんが教えてくれたのは、ドワーフへ賄わい賂ろを渡わたす方法だった。

　酒である。

　砂糖を作ったものの中で、異い臭しゆうを放つ壺つぼができあがることが稀まれに起きた。少年団は盗とう賊ぞくにばれて折せつ檻かんを受けることを怖おそれて、それを隠かくした。

　数すう日じつ経たって隠かくした壺つぼを確かめると、酒の匂においを放つようになっていた。それが、少年団の隠かくし酒さか蔵ぐらの始まりだったという。

　酒というのは、糖分があればできる。極きよく端たんな話、果実を潰つぶして容器に入れておけば、発はつ酵こうしてアルコールになるのだ。

　そういう壺つぼを獣じゆう人じんの鼻で嗅かぎ分わけて、盗とう賊ぞくにばれない程度に抜ぬき取とっておく。そしてできた酒をこっそりドワーフに持っていって食しよく糧りようや薬をもらう。

　魔ま族ぞく奴ど隷れいの大人が編み出した闇やみ取とり引ひきらしい。少年団が生き延びたのも、それを知っていたからだった。酒さか蔵ぐらに貯蔵していたのは大人が全部持っていったらしいが、まだ発はつ酵こうが終わってないのは捨て置かれた。

「もうそろそろ、できてる頃ころだと思ったから」

　そう言って、邑むらの目立たないところに掘ほって隠かくされた地ち下か蔵ぐらのお酒を、キアンちゃんはボクに差し出してくれた。

「これで、ドワーフさん連れてくるね」

　にこっとボクに微笑ほほえんで、そんなことを言ってくれる。

「キアンちゃん……きみは最高だよ……！」

　感かん極きわまって、ボクは思わずキアンちゃんを抱だきしめた。

　ドワーフとボクらの間に、取引できるものが無い。交こう換かんし合えるものが無い。

　──つまり、通貨が無い。

　まさにそれこそが、この邑むらの問題だったのだ。

　ドワーフ族に酒という賄わい賂ろが渡わたせる。それはつまり、酒という通貨を利用して、ドワーフと取引をしていたということ。

　それが分かれば、話は単純だ。この邑むらでボクのやることは決まった。

「この邑むらの通貨を作るぞ！　エルフフェアー商会ローダイゼル支店の本格始動だ！」

　ダリオスに、自信満々にそう告げることができた。

「具体的には、なにするんだ？」

「なに、ウッドフェローズと同じさ。みんなが真面目に仕事する邑むらで、一番足りてないものを供給する。──『楽しみ』ってやつを売るのさ」

「また悪い顔してるな」
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　命の水アクア・ヴイータ。それを最初に作ったのは、錬れん金きん術じゆつ師しであった。

　液体を蒸発させてから凝ぎよう結けつし、成分を単たん離り・精製する蒸留法。その誕生は紀元前のメソポタミア時代まで遡さかのぼる。その時代では、香こう水すいを作る為ために使われた。

　蒸留法の技術は受うけ継つがれ、発展し、八世紀のアラビア人ハイヤーンが蒸留器を考案し、錬れん金きん術じゆつ師し仲なか間まとさまざまな物を蒸留した。そして、ワインを蒸留する習慣がアラブで生まれる。

　アラブ人の書物から学び、ワインを蒸留したイタリア人の錬れん金きん術じゆつ師しは、当初はそれを燃える水アクア・アルデンスと呼んだ。喉のどが〝燃える〟ような不快感を覚えることが、その由来だ。しかし、そのような感覚は酩めい酊ていという素す晴ばらしい効果にかき消されることに、人々はすぐに気付いた。

　あらゆる病と怪け我がに効く万ばん能のう薬やくとして広められ、ある大学教授は不アク死ア・のヴイ水ータと呼びかけた。

　命の水アクア・ヴイータ。──その別名を蒸留酒スピリツツ。

　腐ふ敗はいせず、飲用でき、その他の利用方法もあるアルコールは、あらゆる国家で税を徴ちよう収しゆうする経済財として、とても大きな役割を持った。

　蒸留をくり返し、九六パーセント以上にも濃のう度どを高めたアルコールを、四〇パーセントほどまで水で薄うすめてしまえば、その原材料に関わらず飲みやすい酒を造ることができる。

　それこそが世界に広まる酒。──ウォッカの重大な特とく徴ちようであった。
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　酒を造るのは簡単だった。

　必要なのは糖分と酵こう母ぼ。

　糖分は泥どろみたいな、ぶっちゃけ見た目がう◯こみたいな糖液でも、ちゃんと舐なめたら甘い程度には入ってる。

　そこに水と酵こう母ぼをぶち込んで、暖かいところで発はつ酵こうさせる。毎日攪かく拌はんして、発はつ酵こうが終わったら一応それはもうアルコールだ。

　つまり、砂糖としては売れない粘ねん液えきを、全部お酒に変えてしまえるのだ。これは、不良在庫がいきなり宝の山になったに等しい。

　でもこれだと原料の味が酷ひどいので、酷ひどい酒ができるだけだ。甜てん菜さいのえぐみや臭くさみがある、不ま味ずい酒でしかない。誰だれも飲みたくない。

　だから鍋なべやら釜かまやらを組み合わせ、どうしても必要なところはウッドフェローズの谷エルフにガラス細工を頼たのんで、蒸留器を作成した。濃のう度どを高めた蒸留酒を精製し、水で薄うすめてしまう。

　アルコールを九〇パーセント以上も単たん離りして水で薄うすめれば、それ以外の成分は一パーセントも残らない。敏びん感かんで繊せん細さいに嗅かぎ取とれば、原材料の臭くさみをあるいは感じ取れるかも。

　とはいえ、酒に入った一パーセントの苦みなんて、せいぜいアクセントになる程度だ。胃まで滑すべり落おちた濃のう度どの高いアルコールが、嫌いやなものなど全部消し去ってくれる。

　エルフの火ひ酒ざけに、ドワーフ族が堕おちるのは秒だった。

　老ドワーフに差し入れですーって壺つぼをそっと渡わたすだけで、翌日には二〇人くらいがボクらエルフをちらちら見てきた。チョロいぜ。

　しかし、ここでただストレートに『お酒ありますけど、どうですか仕事しません？』では芸が無い。反感もある。ドワーフたちに、正面から裏切れと言ってるようなものだ。

　なのでまずは、獣じゆう人じんの子どもたちニューゲート少年団（命名者：アイシア）にドワーフへ頼たのみごとをさせた。

　それぞれ細々したものだ。裏庭にある岩をどかしてもらうとか、邪じや魔まな木を引ひっこ抜ぬく手伝いとか、壊こわれたままになってる製糖場の鍋なべの修理とか。ただしここで酒を渡わたしたりはしない。

　仕事が終わってから、ダリオスに向かわせる。少年たちの仕事をやってくれたそうで助かった。お礼にこれを、と紙し幣へいを配る。そして最後に、紙し幣へいの使つかい途みちを教えるのだ。

　ディエナ夫人が酒場を開いたから良ければどうぞ、と。

　人間の頼たのみごとを聞いてやった、という形でプライドや部族の上下関係を抜ぬきにしてするりと酒場に入ったドワーフたちは、そこの火ひ酒ざけに感動してしまう。

「最初はタダで頼たのみごとを聞いてもらうとね、相手は自分の方が上だと思えるんだ。だから、気難しいドワーフに紙し幣へいをあげても自尊心は傷つけない。

　そして、ディエナさんが酒場を経営することで、エルフフェアー商会の酒を買っても部族の上下関係には障さわらない。これで酒と紙し幣へいの供給ができた」

「どうしていつも悪わる巧だくみから始めるんだアイシアは」

「いやあ、領主様が関かん与よしてるんだから悪くない企たくらみだよこれは。正義の陰いん謀ぼう」

「確信犯か……」

　くひひと笑うボクに、またも領民を騙だますことに心を痛めるダリオスだった。

「さあて、面おも白しろくなってきた。ウッドフェローズからの輸送路は日に日に拡張工事が進んでるし、ドワーフが醸じよう造ぞう所しよを作る為ためなら働いてもいいとか言い出したぞ」

「……酒場は義母はは上うえにやらせてるんだよな」

「うん。昼は仕し事ごと紹しよう介かい所じよで、夜は酒場営業してもらってる。今はディエナさんと使用人さん、あとはニューゲート少年団でやってるから、そのうち増築して酒場と受付を別にしたいね」

「義母はは上うえをそんな風に働かせて、いいのか……」

　苦く悩のうする義理の息子テインダリオスである。

「いや、堂に入ったもんだったよ。なんなら今日の夜とか見に行く？」










　ディエナの酒場。そう名づけて改装した家に行くと、夜の営業の準備中だった。

「いらっしゃいませ。うっ、アイシア様……と、ティンダリオス殿でん下か」

「嫌いやそうな顔しないでよぅ！」

「様子を見に来ました、義母はは上うえ」

　扉とびらを押おし開あけると、ミニスカメイドのディエナさんがカウンターの向こうで呻うめいた。その背後には瓶びんや壺つぼや樽たるが所ところ狭せましと並んだ棚たながあり、店内にはテーブルも置いてある。

　まだお酒を出すには少し早い時間で、店内には使用人さんが少し掃そう除じしてるだけだ。

　ボクとダリオスはカウンターに座りつつ……おや？　なんかボクの記き憶おくより広いし立派じゃないかこのカウンターテーブル。

「こんなに設備あったっけ？　椅い子すとか棚たなとか、なんか立派じゃない？」

　重じゆう厚こうで真新しいカウンターに手を置いて訊きくと、ディエナさんはくすりと微笑ほほえんだ。

「ドワーフの方々が、貧ひん相そうなお店を不ふ憫びんに思って作ってくださいましたわ。格安で」

　もちろん代金は紙し幣へいで支し払はらい、そしてここで使われたのだろう。

　いやすごいな。ボクの知らないうちに店がレベルアップしてるとは思わなかった。

「へえー、繁はん盛じようしてるんだ」

「そうですわね。毎日誰だれかしらは来店されますわ。──それで、なにを飲まれます？」

「お茶」

「ここは酒場ですわよ？　私わたくしのヘタクソなお茶が見たくても、そうはさせませんわ」

「ちぇー。じゃあ薄うすいのでお願い」

　ボクは体が小さいのですぐ酔ようのである。

「殿でん下かは？」

「じゃあ、俺はあの樽たるので」

「おい最初から飛ばすなバカ」

「棚たなに置ける樽たるで酔よったことはないし」

　まあ、ダリオスを潰つぶすなら床ゆかに置くサイズが必要である。

　ボクの前にグラスが、ダリオスの前にグラスと樽たるが置かれてそれぞれ杯さかずきを手に取る。

「おや、お茶の匂においする」

「ティーポットで無様は見せませんけれど、作り置きのお茶ですわ。お酒は香り付け程度で」

「助かるー」

「私わたくしもいただいても？」

「どうぞどうぞ」

　ということで、女店主とダリオスと一いつ緒しよにお酒を一口。

「うん、強つよいなこれ」

　ダリオスが感心した顔で言う。口で言うわりには、平気そうだ。蒸留酒と精製水で作った火ひ酒ざけなので、味はほぼ無味。ディエナさんがカウンターに置いた果実や豆を食べて、その後味と刺し激げきで楽しむ酒である。

　あとは混ぜ物カクテル。香草や果物や、他の飲み物とか。この辺はディエナさんのセンスにお任せだけど、その点で高貴な女主人はまったく舌が肥えてらっしゃった。美お味いしい。

「それで、お店の方にいらっしゃるなんて、どういう用件ですの？」

　ディエナさんがきゅっとお酒を飲み下してから、ボクにそんなことを言ってくる。

「いやー、ダリオスがディエナさんを働かせるなんてとか言うから。様子を見に来た」

「あら、それだけ？」

「それだけ」

「義母はは上うえは、本来ならあくせく働く立場ではありませんし……。ましてやドワーフたちの酒場なんて、お任せして良いものかと」

「……ふっ、ふふふっ、ごめんなさいね」

　困った顔で言うダリオスに、ディエナさんが堪こらえきれないという顔でクスクス笑った。

「ご心配なさらずとも、エルフの商会で悪わる巧だくみをする義理の息むす子こほど、悪い商売はしておりませんわよ、殿でん下か」

「……言葉も無いです、義母はは上うえ」

「おい二人ともボクを悪わる者もの扱あつかいするなよぅ」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませて不満を表明する。

　と、そこで酒場の扉とびらが開いて、がやがやと騒さわぎながらドワーフたちが入ってきた。

「いらっしゃいませ」

「オ～ウ、今日も来たぜママさん！」

　──ママさん？

　嬉うれしげに手を振ふり上あげて挨あい拶さつした老ドワーフにボクが振ふり向むくと、相手が険しい顔になった。

　ずかずかとボクの方に歩み寄ってきて、ガンとカウンターを叩たたいた。

「オイ、なんでエルフがここにいやがる？」

「あ？　いちゃ悪いか？」

　睨にらみ返かえすと、ドワーフが目つきをキツくした。

「悪いに決まってるだろ！　ここは──」

「悪くありませんわよ？」

　洗ったグラスを拭ふきながら、ディエナさんが割り込んだ。

「ここは私わたくしのお店ですもの。ドワーフのものでも、エルフのものでもありませんわ」

「悪くなかった。すまんかったのぅ」

「おおい!?　それでいいの!?」

　いきなり前ぜん言げん撤てつ回かいされて逆にボクがびびるわ。

「アイシア様、どうしても喧けん嘩かをしたいなら、お外でやってくださいまし。ほら、用心棒もこわーい顔をしてしまいますわよ」

「用心棒？」

　ディエナさんが指差す方を見たら、いつの間にか、ボクの横に猟りよう犬けんのベルがいて、グルルと唸うなり声ごえを立てていた。

「ボクたちトモダチ。一いつ杯ぱい差し上げて」

「うんむ、エルフの酒は美う味まい。ありがとうよ」

　ボクが紙し幣へいをカウンターに置くと、老ドワーフはトンと置かれた酒をきゅっと飲み干して笑って立ち去った。

　仲ちゆう裁さいしたディエナさんは、微笑ほほえみを浮うかべてボクを見つめる。

「仲良くできましたわね。良い子良い子」

　この余よ裕ゆうぶり。ドワーフ共め、この短時間で飼かい馴ならされやがって。

「ディエナさんがあと二〇歳若かったら、ボクもハマってたな……」

「それは業ごうが深すぎませんこと？」

　苦笑いするディエナさんだった。

「なるほど。堂に入ってる」

　ダリオスが、感心したように呟つぶやいていた。

「ありがとう。心配されるほど、あまりあくせくは働いておりませんわ。それほど儲もうける必要も、ありませんもの」

　この酒場は、ドワーフに酒という娯ご楽らくを提供して紙し幣へいを使わせる為ための〝場〟なのだ。通貨を流通させることと、もう一つ。ボクらエルフにドワーフの詳しよう細さい情じよう報ほうをもたらすことが目的だ。

　酒場として儲もうかる必要は無いので、給きゆう仕じの数もかなり多めだ。みんな余よ裕ゆうがある。

「心強いね。お仕事の斡あつ旋せんの方はどう？」

「そちらも、だんだんと。ドワーフさんたちともそれなりに打ち解けましたし、夜にはお給きゆう仕じでドワーフさんを雇やとい入いれたほどですわ」

　テーブル席から飛んでくる老ドワーフたちの視線に、手を振ふって微笑ほほえみを返すディエナさん。うひひひかんぱーい！　と酒を掲かかげるドワーフたち。

「酒場の経営は、大当たりでしたわよ。アイシア様」

　人は鞭むちや拷ごう問もんで裏切らせる必要は無い。

　今まで手に入らなかった利益を味わわせて、自発的に動いてもらうのが最も効率的だ。たとえばウッドフェローズなら、宝くじというギャンブルが大ヒットした。

　ドワーフたちは、大好きなのに手に入らなかった酒という嗜し好こう品ひんに群がっている。

　でも、次々に入ってくるドワーフの客たちが、全員ディエナさんに挨あい拶さつしながら飛び込んでくる光景に、ボクはちょっと思うのだ。

「これ酒場じゃなくても当たった気がするなぁ……」

「？　美う味まいよ」

　二つ目の樽たるを傾かたむけているダリオスが、そんなことを言っていた。こいつはほんとのんきだな。

「それで、ドワーフたちが協力的になってくれたのはよしとして、これからなにするんだ？」

「そんなの決まってる。砂糖もお酒も、同じ物からできてるんだから。まずは原材料を増やしてやらないと」

「となると、甜てん菜さいか……。ドワーフの畑仕事を増やすのは、エドゥリカ族長が怒おこらないか？」

「ふっふっふ、畑じゃないところで、仕事させればいいんだろ？」

　アルコールでぴりりと刺し激げきを増したお茶を飲んで、ボクはほくそ笑えんだ。
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「じゃあなにか？　アタシらが森で駆かけずり回まわってる間に、他の奴やつらはエルフの酒で酔よっ払ぱらってるてーのか!?」

「へぇえ、エルフが作ったんだー。すごいなー。うまいぜー」

「飲んでんじゃないよ、ニーカ！」

「いらないならちょうだいー」

「やらねーよ！」

　いつの間にか邑むらがそんなことになってるとは、思いもしなかった。老ドワーフたちを中心に、人間の酒場で酒を飲む奴やつらがいるなんて。

　しかもその酒を造ったのがエルフなのは、酒場の女主人から聞いたので知ってるという。

「エルフや人間に食しよく糧りようを握にぎられたら、また同じことになっちまうのに」

「いやー、酒とちょっとしたツマミくらいっすよ。干し肉とか、揚あげ芋いもとか、豆とか」

「揚あげ芋いも？」

「ウッドフェローズで最近流は行やってるんだって。揚あげた芋いもと魚の料理。魚は運べないから無しで。けど、芋いもだけでも美う味まいっすよ」

「へえぇー。食べたいなー」

「今度持って帰ってくるっすよ！　夜の時間に働いてくるんで！」

「ゾーヤ、アンタまでそこで働いてんのか!?」

　アタシが仰ぎよう天てんして言うと、妹分が無む邪じや気きに笑う。

「はいっす！　姐あねさんたちに美お味いしい酒を飲んでもらおうと思って！　稼かせいでくるっす！」

「うぐっ……！」

　ずっと成果ゼロで兎うさぎ一いつ匹ぴきすら狩かれてないアタシが、その笑え顔がおに反論できない。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのか？　人間にこき使われてんなら、アタシがひと言つけてやるけど……」

「全然っす！　ママさんが──あ、酒場の女主人さんが、そう呼ばれてるんすよ！　なんでも娘むすめがエルフにべったりで、苦労してるんだって！　だからあの人は味方っすよ！」

「そ、そうか……？」

　それ味方になるのか？

「ジイさんたちが人間の紙し幣へいをくれたんで、店に行ったらママさんが人を雇やといたいって言ってて！　あたしは昼の掃そう除じとかテーブル作りとかで働いてたんすけど、女の子がいると喜ぶから夜もできないかって言われて！　すげー可か愛わいい服も着せてもらって！　頑がん張ばるっす！」

「あんまりチャラチャラするんじゃねーぞ？　人間ってのは、年中発情してんだから」

「あたしはぁ、鎧よろいの方が好きだしなー」

　でも、確かにこの酒はドワーフの本能にクるものがある。こんな酒は飲んだことがない。

「紙し幣へいとかいうので、これが買えるのか……」

「魔ま獣じゆうの毛皮がいっぱい獲とれたら、一枚ママさんに売れば何年分も飲めるっすよ！」

　無む邪じや気きに言うゾーヤに、アタシはなんとか笑って返した。

「頑がん張ばるよ。大物が獲とれるまで、待っててくれや」

「はいっす！　それまではあたしが稼かせいでくるっす！」

「ゾーヤ様ぁ～、ひゅーう、かっこいいぜー。飲もうぜー」

　ちょっとだけ酒がしょっぱく感じたのは、アタシだけなのかもしれない。
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　ディエナの酒場では、今日もドワーフたちがぞろぞろと連れ立って店に来る。

「お前、今日も来たのか」

「酒くらいしか楽しみがねえもんでよう」

「酒以外の楽しみもここにしかねえだろ」

「そりゃそうだ」

　どっと笑いながら飲のみ交かわすドワーフたちだ。その明るさの一いつ端たんは、まさしく〝場〟によって生まれたものだ。

　盗とう賊ぞくたちと共生していたとはいえ、やはりドワーフたちの方が支配されていたと言っていい。邑むらのどこもピリピリとした緊きん張ちよう感かんがあって、気の休まる時は無かった。農夫ならば一年に一度だけでも祭りがあるものなのに、ここにはそれが無い。そんな生活だ。

　酒場はそれを許される場所として、最初から温かく迎むかえてくれた。

　店の内装に手を加える相談もされ、ドワーフの手で整えられていく。やがて自分たちで作った憩いこいの場ばという気持ちが、酒場に降り積もっていった。

　なにより、人間の店と聞いて緊きん張ちようして扉とびらを開けるドワーフを、可か愛わいらしい格好をした妙みよう齢れいの美女が迎むかえてくれるのだ。それは盗とう賊ぞく団だんなどがいたら、まずありえない光景だった。

　それが、ドワーフたちの尖とがりきった神経を丸くした。

　エルフみたいな細くて小さい小こ娘むすめに、ドワーフは毛ほども魅み力りよくを感じない。しかし、出るところが豊かに出た、ディエナのような人間には円熟した果実のように惹ひきつけられる。

　しかも、座って飲んでいると、気が向いた時には一いつ緒しよに火ひ酒ざけを味わって、ほんのり潤うるおった瞳ひとみを見せてくれるものだから、堪たまらない。

　ディエナは聞き上手で、なにを話しても喜んで聞き入ってくれる。いつしか老ドワーフたちは、酒場に入いり浸びたるようになっていた。

　紙し幣へいを手に入れる為ために、畑の面めん倒どうは持ち回りで、少し別の仕事をするようにすらなっている。

　それは酒場の家具を作ることだったり、邑むらの中で人間の建物を補修することだったり、ニューゲート団の醸じよう造ぞう所しよを手伝うことだったりする。いずれも、昼にディエナの酒場を訪おとずれると、仕事を斡あつ旋せんしてもらえる。そういう段取りだった。

　しかし、今日の夜はディエナの様子がおかしかった。いつもは朗ほがらかに客の話を聞いてくれていたり、カクテル混ぜ物を作っていたりする。それが、今日は物もの憂うげにため息を吐ついているのだ。

「おぉい、ゾーヤ。いったいママさんはどうしたんだ？」

「そうじゃ。なにがあった」

「心配で酒が喉のどを通らん」

　口々にそんなことを言う老ドワーフジジイに、給きゆう仕じ服ふくのゾーヤが振ふり返かえる。

「まぁたジジイたちは構ってもらおうとしてるっすね」

「違ちがうわい、このジャリが！」

「ワシらは、ただ心配で」

「そうじゃそうじゃ！」

　顔を赤くして怒ど鳴なる老ドワーフたちの前に、ふっと影かげが差す。話題の人、ママさん──ディエナであった。

「心配おかけして、ごめんなさい。いつもありがとうございます」

「うへへ、当然じゃよ」

「一いつ杯ぱいやるか。奢おごるぞママさん」

「騒さわいですまんのぅ」

　赤くしたはずの顔を今度はだらしなくして、ドワーフたちがそんなことを口走る。ゾーヤはすたこらと仕事に戻もどり、ディエナが微笑ほほえみを返した。

「それが、またエルフ様に無理難題を押しつけられて……」

「おお、なんということじゃ」

「かわいそうにのう」

「言うてみぃて。ワシらぁがこの店もなんとかした。今度も手伝えるかもしれぬ」

　エルフ様にいきなり、酒場を経営しなさいって言われましたの。

　ディエナが心細いような表情をしてそう呟つぶやいた時、一も二も無くバーカウンターを作り出したのが、このジジイたちである。

　酒場で飲む為ために紙し幣へいを獲かく得とくしたいが、ここ最近は安い仕事しかなくて飲のみ代だいに不安があった。仕事の話は逃のがしたくないとばかりに浮うき足あし立だつ。なにより、美女が困りごとを抱かかえていたら、言われなくても飛び出てくるのは人間もドワーフも同じだった。

「畑の土を良くする為ために、つらーいお仕事をニューゲート少年団に申しつけていますの。困ってしまいますわ。お酒造りもあるのに、また別の仕事なんて。このままでは、うちにちゃんとお酒が入るかどうか……。皆みな様さまに、会えなくなってしまいますわ」

「なんということじゃ」

「エルフめが」

「どんな仕事じゃ？」

　ディエナは憂うれいを帯びた目で、老ドワーフを見た。

「もしかして……やってくれますの？」

　期待の熱が籠こもった美女の瞳ひとみに、ドワーフたちはあっけなく釣つり上あげられた。
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「臭くっさいのう！」

「なんじゃこれは！」

「ふざけるな！」

　ドワーフたちが文句を言ってる。言いたくなる気持ちは分かる。

「これはう◯こだ」

「見りゃ分かるわ！」

　糞ふん尿にようを溜ためた桶おけを前にしてぎゃあぎゃあ叫さけぶドワーフ。すごいな。ボクは布で鼻から下を覆おおって、しかも離はなれてるのに元気良く叫さけぶ気にならないぞ。

「そいつで肥料を作るんだよ」

「こんなもん、そのまま土に撒まいたらええやろがい」

「それも無しじゃないんだけどねー」

　糞ふん尿にようをそのまま土に施せ肥ひして、作物を植える。まあ昔からある農法ではある。

「それでも効果はあるんだけど、糞ふん尿にようを堆たい肥ひ化かする際には発はつ酵こう熱ねつが生まれるんだ。その熱は作物にとって有益な『塩』を生む」

「塩？」

「うん。通常の塩は食物にとって害になる。海岸に近いウッドフェローズでも、潮風が原因で作物は不足した。でも、草木を焼いた後に残る灰や、肥料の中に含ふくまれる『塩』は畑を豊かにするんだよ」

「ふうむ？」

「発はつ酵こうは炉ろでは得られない緩ゆるやかで持続的な加熱手段だ。生命はみんな熱──体温を持っているけれど、死体を火で温めても生命は得られない。腐ふ敗はいを制せい御ぎよすることは、新しい生命をそこから得る手段になる。

　ネズミを増やすのに麦を地面にばら撒まくより、捕つかまえて檻おりの中で餌えさを与あたえる方が数も成長も制せい御ぎよできるでしょ？　作物を実らせる『塩』をうんこから得るのに、土に放り込むより堆たい肥ひ化かして科学的に得る方がいいんだよ」

「ええい、エルフはいちいち小難しい！　分かるように言え！」

「お前らにはうんこをかき混ぜてもらう。毎日のように」

「クソが！」

　めちゃくちゃに嫌いやそうな顔をされた。まあ当たり前だけど。
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　一二世紀以降、農学は新しい学問として成長し始める。

　錬れん金きん術じゆつ師しというのは、世の中に変革をもたらす野望を抱かかえて実験を行うものだ。生物に空気が欠かせないという学説の成立に重要な役割を果たしたのは、パラケルススだった。天界から地上に降り注ぎ命を育むなにかが空気中にあるとして、それを『塩』と呼び、硝しよう石せきとして結けつ晶しよう化かするという理論が立てられた。

　一六世紀の学者サー・ヒュー・プラットは、ロンドンのビール醸じよう造ぞう家かのもとに生まれた。彼は教育を受けて古典文学及および道どう徳とく哲てつ学がくの研究を経て、工業及および農業における発明家に転じた。彼は錬れん金きん術じゆつ師しの持つ蒸留法や薬草の利用法などの「自し然ぜん魔ま術じゆつ」を記した著作など、多くの自し然ぜん哲てつ学がく（「科学」のことを「哲てつ学がく」と呼んだ時代である）を用いて、社会を改良しようとした。

　プラットの『牧ぼく草そう地ち及および耕こう地ち施せ肥ひのための新しい土』という著作では、泥でい灰かい土どや肥料の中に含ふくまれる〝塩〟を〝生長塩〟と呼び、その〝塩〟の利用を熱心に説いた。

　肥料は雨ざらしにせず、雨水に流されないようにレンガで舗ほ装そうした、覆おおいのある置き場を用意して蓄たくわえる。そこに残飯を捨てることも推すい奨しようできる。と。

　それは、現代では二に次じ発はつ酵こうに用いられる『堆たい肥ひ舎しや』の建築と利用を促うながしている記述だ。

　錬れん金きん術じゆつ農のう学がくや錬れん金きん術じゆつ産さん業ぎよう政せい策さくは、革命期のイングランドにもその存在場所を確立した。

　農民が小しよう哲てつ学がく（科学）者になることを期待し、肥ひ沃よくな大地を作り上げて農業生産を倍化して「イギリスの貴重な銀でフランスのくだらないものを買うことをやめる」国へと強化する。その精神は革命期のイギリス科学界でハートリブ・サークルという、科学を国家や社会によって組織化し、推進しようとする運動に繫つながった。

　王政復古の年を経て国王チャールズ二世が科学に関心を持ち、交流をしていたことから会の名めい称しようは「ロンドン王立協会」となった。

　しかし一七世紀に時代が進むと、農書には錬れん金きん術じゆつ化か学がくの影えい響きようは薄うすくなっていく。農業は全ての産業の根幹を成す一次産業である。高度に思弁的な議論や実験は入り込む余地が無く、実験的な思想は瞬またたく間まに切り捨てられていった。

　しかし、錬れん金きん術じゆつそのものは一八世紀末まで様々な知性ある人を魅み了りようした。王立協会会長を務めたアイザック・ニュートンも、もはや言うまでもなくその一人に数えられる。

　堆たい肥ひに含ふくまれるとされた〝生長塩〟は、現代でも名前を変えて肥料に重要な成分とされている。──リン。あるいは、リン酸塩と呼ばれて。
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　市し壁へきの外に建てた小屋の下で、うんこの管理をしてもらうこと。それがドワーフたちに斡あつ旋せんしたお仕事だった。

「はめられたわい」

「つらい」

「汚きたない」

「あと、臭くさい」

「「「オメエが言うな!!!!」」」

　四つ目をボクが言ったらドワーフが怒おこった。おいやめろうんこかき混ぜ棒を持ってこっちを向くな。

　今は大量の葉っぱ粉末や木くずを肥料の原料に混ぜて、水分量を調節してもらっているところだ。糞ふん尿にようは水分量が多く、放置していると発はつ酵こうしてくれない。絞しぼったり他の物を混ぜて、水分量を六〇パーセントほどに下げなければいけないのだ。

「でも、大事な作業なんだよ。これがうまくいけば、麦だってたくさん実るようになるし」

　桶おけ一つを混ぜ終えてから、ドワーフたちが不ふ機き嫌げんそうに言う。

「しかし、枯かれ葉はやら木くずやら混ぜておるが、もっとたくさん作るなら、この邑むらで出る分だけでは足りんじゃろ」

　おや、さすが歳とし食ってない。熟練の農夫は鋭するどいな。

　ボクは彼らから離はなれた小屋の外からそれに答えた。マジで臭くさいので遠巻きにしてます。

「そうなんだよ。残飯とか葉っぱとか木の枝とか全部、粉ふん砕さいする機械が欲ほしいね。物理的に絞しぼって水分を捨ててもいいと思うけど、機械工作は自信がなー」

「それは大がかりじゃし、動力がいるな」

「火はどうじゃ。熱で水気を飛ばすのは」

「できなくないけど、燃料代と装置の作成が難しいし」

「燃料か……ワシらも鍛か冶じをするから分かるが、この土地の森は強くて助かるのぅ。たかが一〇年もすれば、切きり倒たおした森が生はえ揃そろっておる」

「森の精せい霊れいをエルフが守ってるおかげだぞ☆」

　ドヤ顔で言う。と、ドワーフが鼻息を荒あらくした。

「大地の精せい霊れいが弱っとるわい。木に吸い上げられて、大地が弱い。精せい霊れいもそれは好かん。この地の木はすぐ倒たおれるじゃろ、土が弱いからじゃ」

「そうなの？　へえー」

　全然分からない話だった。いや、リンや窒ちつ素そみたいな養分が樹木に取られてるって思えば、なるほどかな？　切きり拓ひらいた土地で作物があまり育たないのも、理り屈くつには合う。

「ワシら老いぼれでは、できることも少ない。大地が弱ければなおさらな」

「鉱山とか持ってこい」

「掘ほりたいのぅ。昔は土を食って飢うえをしのいだもんじゃが……」

　土？　マジで？　いや無茶言うなジジイ共。

「うっさいうっさい。飲んで忘れなよジジイ。お給料はちゃーんと出るんだから」

「けっ、言われんでもそうするわい！」

　ディエナの酒場で仕事をもらうドワーフは、基本的にドワーフ社会でも階級が下の方だ。ここでボクが堆たい肥ひ作づくりを取り下げても、似たような──たとえば糞ふん尿にようを直接施せ肥ひしていくような仕事をやらされるだけだろう。しかも、それは邑むらの共同作業だから彼らの取り分は増えない。

　そういう人材を経済活動に参加させることができれば、邑むら全体の景気にも繫つながる。

　でもそういう説明してもめんどいし、顎あごで使うことにした。

「あ、でも酒場に来る前に毎日ちゃんと体洗ってね。臭くさいのは入にゆう店てん拒きよ否ひするから」

「なんじゃとう!?　毎日井戸に行っておったら、風か邪ぜを引くわ！」

　またそんなこと言って怒おこり出だす。

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。酒場の近くで、お湯を浴びれる用意しとくから」

「お湯!?　え、ええのか？」

「毎日じゃと、薪たきぎ代だいもすごいぞ」

　さすがにドワーフがびっくりしている。

「ふっふっふ、ボクを──いや、エルフを甘く見みてもらったら困る。ウッドフェローズでガラス工こう房ぼうを運営する予定でね。錬れん金きん術じゆつでガラスに銀を鍍金めつきして、鏡を作ったんだ」

「？　お湯と鏡に、なんの関係がある？」

「太陽光を集めて船を焼く兵器を作った数学者の話があってね。水を汲くんだ透とう明めいな容器に集光器で太陽光を集めて、お湯を沸わかしてる。要するに、薪たきぎが要いらない湯ゆ沸わかし器きだ」

「そんなもんができるんか!?」

「そりゃあ、すごい」

「そうだろうそうだろう。はっはっは！」

　魔ま法ほうで沸わかせば？　ってエルフには一いつ蹴しゆうされるけどな。

「エルフなのに魔ま法ほうでやらんのか？（笑）」

「うるせーぶっ倒たおすぞ！」

　こいつらも言うんかい！

「かかってこーい」「ここまでこーい」「ほれほれ、寄ってこんかーい」

　これ見よがしにうんこ桶おけの向こう側に回って、煽あおり散ちらかすジジイ共だった。いやこいつら馬車馬のようにこき使おう。










「心苦しいですわね……」

「なあに、どうせ文句言いたいだけだよあんなの。ジジイだから、若者と話す言葉が説教か文句しか持ってないんだ」

「……慣れてると思いましたけれど、そういえば、アイシア様も一〇〇歳児でしたわね」

「年寄りが年寄りを騙だますんだから、救いようが無い気がしてくる」

「ぷえぇ、ボク騙だましたりしないよぅ」

　顔のそばに手を持ってきてポーズをキメると、ダリオスとディエナさんはため息を吐ついた。

　なんでだよ。

　ディエナ夫人によって籠ろう絡らくされたドワーフは、三人ばかりではない。今やドワーフたちはニューゲート少年団の醸じよう造ぞう所しよや製糖場、町の外で輸送路の拡張工事、さらには村内の整備といった種々の雑用に駆かり出だされている。

「鉢はち植うえで実験して、堆たい肥ひで麦も芋いもも増えてくれるのはすでに分かってる。あとは甜てん菜さいに合う肥料がなにかなってところだけど、テキトーでもいくらか効果はあると思う」

「で、安定生産ができるとして、その後の計画は？」

「そろそろボクの手が空くから、ミルティラに合流して製糖の研究を一いつ緒しよにやるよ。そこがクリアできたら、あとは時間の問題かな。利益を得て、人手を増やして、利益を増やす。ずっとそのくり返しだけで儲もうけられるよ」

「なら、そろそろドワーフと和解していかないと。俺も地道に話を聞いたり、森の捜そう索さくをして周辺の集落を見つけたりはしてる。ただ、仲良くなるきっかけが今一つな……」

「邑むらの景観はだいぶ良くなったじゃん」

「気休めでも、褒ほめてもらえるのはありがたいな」

　ダリオス率いる兵士たちは、盗とう賊ぞく団だんの財産を掠りやく奪だつした。ということになっているので、彼らがばら撒まいてたゴミだとか、朽くちかけの家とか、そういうのを撤てつ去きよし続けていた。魔ま族ぞくの集落にも、獣けものや盗とう賊ぞくが出たら庇ひ護ごする約束を取り付けるとかしてる。

　本当に地味である。でも、そういうのがわりと大事と考えるのは、エルフ的すぎるかな？

「あ、でもエルフフェアー商会から、酒税を取るからな」

「……ちっ」

　忘れてなかったか。砂糖の権利で相当なお金を払はらう契けい約やくしたから、うやむやにできると思ったのに。

「あの、アイシア様？　私わたくしとの約束は……」

「はいはい、こっちもね。親子揃そろってボクから搾さく取しゆするんだからもー」

　仕方ないので、ボクは部屋の棚たなに置いていた荷に袋ぶくろへと歩く。

「約束？」

「ちょっとね。『ドワーフに仕事を斡あつ旋せんしたら、相応ふさわしい服を用意する』って約束したんだ」

　ディエナさんが、心苦しくてもドワーフを売った理由だった。ミニスカフリフリメイド服への恥はじらいを、いつまでも持ち続けてくれている。

　そこにつけ込んで、ボクはドワーフ共を操あやつる術すべを得たのだ。というか、ディエナ夫人は得とく意い技わざと良心の釣つり合あいが取れてないのでは。

　ともあれ、ボクは袋ふくろからていねいに包装した紙包みを取り出す。

「それでは、お約束の報ほう酬しゆうです。エルフみんなで針仕事しました」

「ようやくこのミニスカートから解放されますわっ」

　うっきうきでボクが差し出した包みを受け取ったディエナさんが、ばりっと包装を取とり払はらって中の木箱の蓋ふたを開く。

「まあまあ！　こんなに立派な──立派な……立派な、服、を……？」

　仕立ての良いい生き地じに目を輝かがやかせたディエナさん。

「喜んでくれて嬉うれしいよ！」

「アイシア、お前……」

「髪かみセットしようか？　お化け粧しようも直す？　ミニスカメイドさんから、男装の短パン水兵セーラーさんに大変身だよ☆」

　際きわどいカットが入った短パンと、おへそが隠かくれるか怪あやしい丈たけの水兵服に、ディエナさんは感動で声も出ないようだった。

「ボクが気合い入れて作ったのは、お帽ぼう子しなんだぁ。ほらぴったいたいたいたいたい！」

　可か愛わいらしい帽ぼう子しを動かないディエナさんの頭に合わせた瞬しゆん間かん、おっぱいを鷲わし摑づかみにされて握にぎり潰つぶされた。

「痛えー！　な、なにすんだよう握にぎられるの痛いの知ってるでしょ!?」

　ボクよりでかいくせに！　なんてことを！

「谷エルフ様も、作りましたの？」

「みんな赤ちゃんにはいろいろ着せたがりマスよね。……ちゃんと、イヤイヤ期かもって言いましたケド？」

　黙だまって見てたミルティラが答えると、ディエナさんは涙なみだを浮うかべた。

「エルフの商会で奉ほう仕し労ろう働どうはもうこりごりですわー！」

　そんなことを叫さけんで、ディエナさんは役所から出て行った。










　その晩、ボクは酒場で盛せい大だいにくだを巻いて酔よい潰つぶれたらしいディエナさんを迎むかえに行った。ドワーフたちからブーイングされながら。

　なんだコイツらみんなボクの敵か？











第六章　台無しにするもの









　今日も今日とて、森を歩く。魔ま獣じゆうにさえ出会えれば、あっちから襲おそってくれるはずだ。

「今日こそ魔ま獣じゆうを狩かるよ！　森の中で野営して、遠出するんだ！」

「えぇ～。あたし野宿したことないけどなー」

「今日はゾーヤが遅おそ番ばんなんだ。思い出しな、最近の遅おそ番ばんの日を。帰ったらなんかひらひらの服着たゾーヤが『あ、お帰りなさいっす！　じゃあ、あたしは行くっす！　ご飯あっためて食べてくださいっすよー！』とか言いながら走って出勤してくのを」

「あれさー、ちょっと寂さびしいよねー。あっためるのめんどいしー」

「情けねーよ、アタシは。飯は美う味まくなったし、食くい扶ぶ持ちがあるのは助かるサ。でも、鎧よろい着て外歩いて帰ってくるだけのアタシらは、なんなんだって気分になるんだよ……」

「あたしはー、お肉食べたいなーって気分になるかなー。お豆のパンとかよりよー」

　ニーカみたいになりたい。たまに本気でそう思う。

　単純な話、アタシは焦あせってた。

　なんの成果も得られずに、ただ森をさまよい歩く日々。なんとなく、周辺の魔ま族ぞくの集落がどこにあるかは覚えた。

　でもそれだけだ。森のもっと奥の方に行かなくては、魔ま獣じゆうはいない。

　そりゃそうだ。こんな近くに魔ま獣じゆうがいたら、魔ま族ぞくの集落はあっさり全ぜん滅めつする。この辺には滅めつ多たに出ないから、集落もできるし、アタシらの邑むらもあるんだ。

　それに気付いたのが、ようやく昨日だった。

　思いついたのは、遠えん征せい。一日で行ける距きよ離りにはいなくても、二日かけて移動するつもりなら、どうだろう。

　なんとなくだけど、集落が無さそうな場所の雰ふん囲い気きも摑つかめてきた。だから、人のいなさそうな方へずんずん進み続ければ、きっと魔ま獣じゆうが出てくる。

　朝早くに出かけて、日暮れまでずっと歩いていく。翌日の夜には邑むらに帰る。そのつもりで森を行軍していく。

　その道行きは、思った以上に大変だった。森の中は、真まっ直すぐ歩くことも難しい。同じような光景がずっと続く中で、目印の一つも無い。方位磁石はあっても、障害物や難地形を避さけて進めば向いてる方向は変わる。ただ歩くだけで、こんなにもつらいとは思わなかった。

　エルフ族にとって森の空気は、生まれた家のもの同然と聞く。遮さえぎられている陽光も精せい霊れいを介かいして仄ほのかに感じ取り、上を見上げることもなく陽ひの向きを知れるとか。そんなことが羨うらやましく思う日が来るなんて。

「しかし、あのデンカは変な奴やつだな。人間は薄うす暗ぐらいと見えねーってのに、この森をエルフと一いつ緒しよにずかずか突つき進すすめるのかよ」

「でもー、あの半人間エルフもさー。ほんとはエルフじゃないんじゃんー？」

「……言われてみりゃそーだ。アイツもおかしいじゃねえか」

　エルフの魔ま法ほうの仕し掛かけでもあるんだろーか。あの偽にせエルフには。

「てかさー、遠出すると荷物重いねー」

「だな。もっとみんなで森に出りゃ良かった」

　鎧よろいの上にさらに荷物を背負って行軍では、いつもより足取りが重い。邑むらに帰ることができないので、水や食い物は全部持って出てきた。夜に被かぶる毛布もだ。

　それが思った以上にかさばっていて、魔ま獣じゆうが出たらすぐに下ろすように言ってあっても、咄とつ嗟さに動けるかは完全に怪あやしい。

　……いざとなりゃ、一番身軽なアタシが時間を稼かせぐしかネーな。

　鎧よろいを着てないのは八人の中でアタシだけだが、いっそあと三、四人くらいは、戦わなくていい奴やつが荷物を運んでついてくるべきだったかもしれない。

　……うまくいかねーな。クソ。

　アタシは族長だってのに、できたはずのことがなにもできてない。

　ただ子分共に森を歩かせておくだけでも良かったのに、畑仕事とか今までどおりの斧おのを振ふる練習をしてろって言っちまってた。失敗だった。

　あの偽にせエルフは、遂ついに酒場なんてものを邑むらに開きやがった。それも、アタシには思いつかなかった。おまけにその酒場はいとも簡単に、ドワーフ族を取り込んでいきやがる。

　どうして、アタシは、あんな風に、

「エドゥー」

「あ？」

「早いぜー。疲つかれるー」

　気付いたら、アタシは後続を置き去りにして歩いてたらしい。ニーカが呼びかけてくれてそれを自覚し、速度を緩ゆるめる。

「悪わりい」

「おーう──エドゥ、横ッ!!」

「お？」

　切せつ羽ぱ詰つまったニーカの声に、言われるがままそちらを向く。

　魔ま獣じゆうの、大きな一つ目がアタシを見ていた。

「────ッ!!」

　獣けものの叫さけび声ごえ。鋭するどく巨きよ大だいな爪つめが、死神の鎌かまのように振ふり下おろされる。なにを考えるより早く、アタシは斧おのをぶん回していた。

　体の真ん中までぶち抜ぬく衝しよう撃げきが、腕うでから肩かたへ、そして心臓へ。轟ごう音おんが頭を真っ白に染めた。

　ブッ飛ばされる。

「がハッ！」

　背中から岩に叩たたきつけられて、ようやくアタシの意識が戻もどった。

　音も無く近づいてきていた魔ま獣じゆうに気付かなかった。反射で振ふった斧おのと爪つめがかち合って、アタシの方だけ思いっきりブッ飛ばされたわけだ。

「エドゥ！」「姐あねさァん！」「やられちばァ！」

　子分たちの叫さけびが聞こえる。頭から流れる血が、どろりと顔を伝う。

　その時、アタシは、

「ゴタつくんじゃねェッ!!」

　斧おのを手にして、荷に紐ひもを引きちぎって落とした。

　胸の中でアタシの心臓が、耳まで動かしてんじゃねえかってくらい爆ばく音おんを立ててる。

「よーやく！　出てきた！　アタシらの獲エ物モノがよォ！　お待ちかねだったローが！」

　魔ま獣じゆうが吠ほえる。斧おのを構える。

　一いち撃げきぶち込む。それだけしか知らねえ。

　当たり負けした？　んなモン知るか。忘れた。

　ゴチャゴチャしたこと考えなくていいなら、アタシはそれが大好きだ。だから、

「やってやんぞコラァ────!!」

　魔ま獣じゆうが吠ほえた。アタシも吠ほえた。

　どっちが食われるのかを、教えてやる！










「す、スゲエ！」「さすが姐あねさん！」「やばいっすね！」

　魔ま獣じゆうの毛皮を持ち帰ったら、邑むらでは大おお騒さわぎになった。

　アタシら八人は、鼻高々に斧おのやら鎚つちやらを振ふり上あげて凱がい旋せんし、ドワーフなら何人もが寝ねそべられそうな巨きよ大だいな毛皮を溜たまり場ばで広げて、これ見よがしに叫さけんだ。

「やったよアンタたち！」

　ドワーフ族はやれるんだ。そう証明できた気分だった。

　邑むらじゅうから集まってきた仲間たちが、その毛皮を見て大はしゃぎする。アタシらを讃たたえる仲間は次々に現れて大盛り上がりだった。

　アタシ自身も、誇ほこらしくて仕方なかった。帰ってきたそのままの格好で、子分たちが差し出す背中やら頭やらを叩たたいて回る。

　そのうち、みんなして足あし下もとに集まって、馬に乗ってるみたいにドワーフの塊かたまりに乗せられてた。

　ゾーヤもきっと、喜んでくれるに違ちがいない。なにしろ、一番苦労をかけてるんだから。

「姐あねさん姐あねさん！　うわあー、姐あねさーん！」

　今日は遅おそ番ばんで、アタシらが予想外に早く帰ってきたせいか、駆かけ寄よってくるゾーヤは、寝ね起おきみたいなぐちゃぐちゃの格好だった。

　でもいい。そんな格好でも、出で迎むかえてくれるのが嬉うれしい。

　子分たちに持ち上げられて、高い目線のまま、アタシはゾーヤに手を振ふった。

「ゾーヤ！　見なよこれ！　どうだい立派な──」

「なにやってんすか姐あねさん！　馬鹿やってんじゃないっすよ！」

「……あ？」

　なにを言われたのか、分からなかった。

　喜んでない。

　ゾーヤが。

　きちんと見れば──ゾーヤの顔は、くしゃくしゃに歪ゆがんだ酷ひどい顔だった。

「アンタらも姐あねさんを下ろせ！　怪け我がしてんのが見えないんすか!?」

「いや、ゾーヤ、あのな？」

「お・ろ・せ！　この馬鹿共！　兜かぶとがヘコんでるんだよ！」

　足あし下もとに集まった子分たちが、ゾーヤにどかどか殴なぐられて散っていく。やがて地面に下ろされたアタシは、下ろされて座り込んだまま、ゾーヤと対面するはめになった。

「姐あねさん！　い、痛くないっすか？　吐はいたりしてないっすか？　あの……姐あねさん？」

　毛皮なんて見向きもしないで、ゾーヤは泣きそうな顔をしてた。

　意味が分からなかった。アタシは大金星を挙げた。みんなが認める戦果だった。

　なのに、ゾーヤがそれに水を差した。

　ただ歩き回って帰ってきた時の方が、ずっと嬉うれしそうだった。アタシが成果を挙げたのに、嬉うれしくないみたいに。

　なんだ？　アタシに穀ごく潰つぶしのままでいろってのか？　どうしてだ？　自分が稼かせげるからか？　お前より稼かせいだらイヤか？　そうなのか？　なんなんだ？

「姐あねさん、兜かぶとを取らないと……あ、でも酒で濡ぬらして──」

「あー……これか」

　兜かぶとを摑つかんで、頭から引ひき剝はがす。頭の皮ごと取れたんじゃねーかって感じの音がして、たぶん髪かみが何十本か何百本か、乾かわいた血で引っ付いて抜ぬける。

　どーでもいい。

「だ、だめっすよそんな無理に──」

「どーでもいいだろォがそんなのはよォ！」

　ゾーヤの胸むな倉ぐらを引ひっ摑つかんで引き寄せると、小さいゾーヤの額とアタシの額が衝しよう突とつした。

「こんなのはよォ、どーでもいいんだ。魔ま獣じゆうと戦うって決めた時から、こんくれーは覚かく悟ごしてんだよ。ピイピイ喚わめくんじゃねーよ」

「ひっ……」

　ゾーヤが息を吞のむ。

「戦いの傷は勲くん章しようだろーが。だってのに、オメエのせいで冷めちまっただろ。あんだそのナメた格好はよ？　テメエがいびきかいて寝ねてる時に、アタシは命タマァ張って戦ってた！　ただそれだけだろが！」

「で、も、だって、怪け我が、してるっす」

　もはや泣き出したゾーヤを、アタシは突つき飛とばした。

「失うせな。も、いーわ」

「……姐あねさ「アタシを〝姐あねさん〟と、呼ぶんじゃねえ！」

　睨にらみつけると、ゾーヤは立ち上がって、歩いて行った。フラフラ揺ゆれてるその背中が小さくなって、やがて集まってきた子分たちの陰かげになって見えなくなる。

　うろたえた顔をしてる男共が、覗のぞき込こんでくる。てめえら、くそが。やめろ。

「はーいー。洗ってこようぜー。返り血とかべったりだからよー」

　ニーカがアタシの前に立って、手を差さし伸のべてきた。アタシはその手を取って、立ち上がる。つもりが、そのままニーカの肩かたまで持ち上げられて乗せられてしまった。

「わははー、ひとり占じめー。ボスはあたしがもらうぜー。お前らは毛皮洗っときなー」

　そう言って、肩かたに腰こし掛かける形になったアタシを担かついだまま、ニーカは溜たまり場ばを立ち去った。しばらく歩いて、家の前でようやく下ろしてもらっても、ニーカはアタシの横を離はなれなかった。

「……なあ」

「あたしはさー、なにもしらねーぜー」

「……そうかよ」

　ニーカは相変わらず、いつもみたいに笑って気楽に言った。

　その態度に、少し救われた。

「……なんで、こうなるかねぇ？」

　アタシは、歯を食いしばってそう呟つぶやくのが精せい一いつ杯ぱいだった。





◯






『本日、持ち帰りのみ』

　とりあえずそう書いた看板と露ろ店てんを店の前に開いておいて、使用人さんに店の外で酒さか瓶びんの販はん売ばいをお願いしておいた。

　連日盛せい況きようなディエナの酒場は、ドワーフたちがお祭まつり騒さわぎになってる今日こそ大だい宴えん会かい会かい場じようの役目が期待されていたかもしれない。

　でも知らねえ。こちとらこの店で儲もうけるつもりなんてない。

「ひっ、ひっく、ひっ……だっ、て、ただ、あたし、しんぱ、だって、ひっ……」

「そうですわね……よく分かりますわよ……」

「ううう、うううううー」

　泣きじゃくる小さいドワーフの少女を抱だきかかえるようにして座る、ディエナさんの姿がそこにあった。

　ドワーフたちが大おお騒さわぎの中で、なんか所在なげに邑むらをフラフラ歩いてたらしい。

　ディエナさんが雇やとっているドワーフ少女で、ゾーヤって名前の子だ。ボクも何度か喋しやべったことがある。いつも明るくて屈くつ託たくの無い良い子だと思ってたら、今日はなんかボロボロだ。

　ちょうど酒場に用事があったので、裏から入ろうとしたら鉢はち合あわせしてしまった。

　人ひと払ばらいをして店を閉めて、ゾーヤが泣きたいだけ泣かせている。

　縁えんが深いのはディエナさんなので、ボクはこう、目立たないようにじっと座って音を立てないようにしてるだけ。

　どれくらい経たったか分からないけれど、ゾーヤの慟どう哭こくが嗚お咽えつになり、やがて息が静まってきた頃ころにようやく、ディエナさんはボクを見た。

「だそうですわよ？」

「いやなにひとつ聞き取れなかったけど!?」

　どういうことだ。泣なき腫はらしてただけじゃなかったのか。あのおっぱいに顔を突つっ込こんで秘密を打ち明けると、誰だれにも聞き取られずに吸い込まれるんだろうか。すごい。やりたい。

「ドワーフは、魔ま獣じゆうを仕留めたそうですわ。けれど、帰ってきた族長が血まみれで、心配しすぎて騒さわいだら追い出されてしまった、と……」

　まだよしよしと背中を叩たたきながらのディエナ夫人から説明される。

　なるほど。

「あいつら初心者っぽいからなー。どーせ運良く仕留められて、浮うかれてたんだろ。谷エルフさんたちは、あの調子だと魔ま獣じゆうに会うのもまだ先って見み込こんでたんだけど」

　ボクが何気なく言うと、ゾーヤがいきなり立ち上がってボクを見た。

「え、エルフはそんなことまで分かってたんすか!?　だったら、なんで止め──」

　泣なき腫はらした目と嗄かれた喉のどで叫さけんだゾーヤが、途と中ちゆうで咳せき込こんで止まる。

　ディエナさんがすかさず引き寄せて座らせ、背中を叩たたいて落ち着かせる。ゾーヤもその柔やわらかい優やさしさには、抵てい抗こうできずにすとんと腰こしを下ろす。この辺りはさすがママって感じだ。

「エルフボクが止めて、言うこと聞く族長じゃなかったでしょ」

「それは……でも……」

　はいはい。正論で答えても感情的には納なつ得とくしない、めんどくさいパターン。

　盗とう賊ぞく団だんはドワーフや魔ま族ぞく奴ど隷れいに逃にげられたくなくて、森の出入りをさせなかったってとこかな。だから、森歩きは五歳児同然。真まっ直すぐ歩くのも難しかったはず。

　遭そう難なん者しやが出てどうしても見つからないとかなら、ボクたちだって手を貸したけど。中ちゆう途と半はん端ぱに頑がん健けんで体力もあるドワーフの性質が、中ちゆう途と半はん端ぱに魔ま獣じゆうのとこまで歩かせちゃった形かな。

「狩かりなんて、ドワーフがうまいわけないのに」

「あたしらだって、目は良いいっす」

「遠くを見通すんじゃなくて、近くで光を見分けるのがドワーフの目でしょ。鍛か冶じ向むきだ」

　製せい鉄てつ炉ろの中にある素材の温度を見み極きわめる、鉱山で暗い坑こう道どうを見通す。それがドワーフの目だ。瞳どう孔こうは人間より開くので薄うす暗ぐらい森でも平気だし、夜には月があれば問題無い。製せい鉄てつ炉ろの中で溶よう融ゆうする鉄の温度を見み極きわめる目は、可視光の波長の範はん囲いが広いのだろう。

「遭そう遇ぐうした魔ま獣じゆうに負けなかったのは、さすがドワーフですわね」

「っす！　姐あねさんは最強……〝姐あねさん〟って呼ぶなって、言われたっす……うえぇ……」

　また泣き始めたゾーヤに縋すがりつかれて、ディエナさんが頭を撫なでてやっている。

　やれやれ。ディエナさんは動けなさそう。

　ボクは立ち上がってバーカウンターの中に入り、あちこち探さぐる。自分の城に入られてディエナさんは少し唇くちびるを尖とがらせたけど、今はゾーヤを撫なでるのに忙いそがしくて文句を言ってこなかった。

　おっと、ちゃんとあるじゃないか。さすがはボクの奉ほう仕し労ろう働どうメイドさん。

　一式全部お盆ぼんに揃そろえてよいしょと持ち出すと、ゾーヤの隣となりのテーブルにセットした。

「『火よ』」

　指先にほんの小さな種火を起こすだけの、他愛ないけどボクが使える数少ない魔ま法ほうを使う。

　コンロに火がついて、ヤカンを温め始めた。

「あと、インチキするか」

　ママからもらった腕うで輪わを撫なでて、魔ま力りよくを励れい起き。指を鳴らして、起動した腕うで輪わの魔ま法ほうをヤカンに移す。これで、ヤカンの水は急速にぬるいお湯まで変わるはず。水浴びの後はこれを使いなさいと言われて持たされた、とても簡素な体温を保つ魔ま法ほうである。

「なにしてるんすか？」

「お茶を淹いれてる。気分が落ち込んでる友達には、温かい飲み物を出すんだ。それがママに習った作法だからね」

「友達？　……エルフの？」

　意味ありげな言い方をされても、気にしない。

「そう、エルフの。色んなことを学んだし、可か愛わいがってくれた。前者は一人でもできるけど、後者は一人じゃ絶対に無理。特に、優やさしくすることまでは、もはや至し難なんの業わざだ。ボクのママは、その偉い業ぎようを成なし遂とげた。だから、ボクはママと同じことをしたいのさ」

「偽にせエルフなのに、エルフを名乗るのも、そうなんすか？」

　思わず、微び苦く笑しようが浮うかぶ。立ち上がってヤカンからポットにお湯を注ぐと、ガラスのポットの中で葉が躍おどり出だした。

「ボクじゃなくて、人がそう見たいと思うんだよ。エルフの里の出身、アイシア。『偽にせ物ものなのにエルフを名乗ってる』そういう目で見たいときはそう見る。『人間なのに、エルフと親しい』頼たよりたい時はそう見てくる。

　でも、ボクは変わってない。エルフのママがいるアイシアってだけさ」

　言うことを聞いてももらえないエルフ。エルフじゃないくせに真ま似ね事ごとをする偽にせ物もの。まあどっちも、ボクに言われることだ。

「……つまんないこと言ったっす。すみません」

「いいよ。言ってくれたおかげで、ボクもママのことを伝えられたから」

　種族や年の差、それに言葉。それらを超ちよう越えつして、ボクはリリステラママに優やさしくされた。つまらないことは、ボクがそんなことに引け目を感じることだ。

　ボクは前世では未み婚こんだった。だけど、著作のおかげで広く人々にボクの意志を遺のこすことに成功した。

　リリステラママは、エルフとして何百年と生きるだろう。だけど、里の中にいる限りママの優やさしさという偉い業ぎようは世に広まらない。

　だから、ボクが布教する。優やさしくされたことでボクは救われ、そのおかげでもっとたくさんの人が救われる。これこそが、世にリリステラママの偉い大だいさを広める方法である。

「とりあえず温かいお茶を飲んで、涙なみだを拭ふいて、それから話そうよ。きっと、温かい言葉が出てくるよ」

　完かん璧ぺきに淹いれたお茶をそっとゾーヤとディエナさんの前に置いて、ついでにカウンターから失敬したクッキーも添そえる。あとオマケも。

「はい……うぅ、あったかいっす」

　カップを持ってじんわり湯気を顔に浴びるゾーヤは、いつもの素す直なおさを少し取とり戻もどしていた。ボクはにっこりと微笑ほほえんで、背を向ける。

　そして、口くちの端はしを吊つり上あげた。

　……布教が終わったら、籠ろう絡らくのターンだがな！

　落ち込んでいる今がチャンスだ。コイツを取り込んで、ドワーフの情報を全て吐はき出ださせてから、内通者として送り込む！
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　体の内も外も温かい感かん触しよくに包まれて、あたしはなんだか浮うわついた気持ちになってたっす。

　……ママさん、アイシアさん、優やさしい……。

　自分の気持ちを全部吐はき出だして、受け止めてもらって、慰なぐさめられて、お茶までもらって。これで種族とか外と様ざまとか、そういう関係を持ち出して嫌きらうのはもう無理になってた。

　っていうか、ママさんはもともと嫌きらいじゃなかった。だから、もっと、好きになってきちゃったっていうか。

　……あ、あーあー！　あたしなに考えてるんすかねえ！

　顔が熱くなってきた。

「元気になってきた？　良かった」

　微笑ほほえみを浮うかべて、アイシアさんがあたしを見てくる。うう、今の顔を見られるのは、恥はずかしい。

「それじゃあ、もっと気持ち良いことしよっか」

　するりと、コートを脱ぬぎながらアイシアさんが言った。

「へぁぇっ!?」

「ボク、実はずっと気になってたんだ」

　ななななにがっすか!?　なんで脱ぬいでるんすか!?

「ドワーフなら気にしないかもしれないけど、ボク、エルフ育ちだから、直接言えなくて」

「ええええとえとと!?」

　コートを裏返して綺き麗れいに折おり畳たたんでから、椅い子すに置いた。アイシアさんが、あたしのすぐ横まで歩いてきて、顔を覗のぞき込こんでくる。さっき脱ぬいだばかりのコートに隠かくれてた白い肩かたが剝むき出だしで、なんだか眩まぶしい。

「しても、いいかな？　っていうか、もう我が慢まんできないかも」

「きゅ急にそんなことになるんすねえ!?」

「それはそうだよ。こんな乱れた格好で──」

　あわわ、寝ね起おきで急いで飛び出してきたからっすか！

「──こんなに、足が出てるから」

「ひはぃっ」

　剝むき出だしの膝ひざに手を当てられて、思わず声が出る。ドワーフとは違ちがう、細くて可か憐れんな指先の感かん触しよくが膝ひざから下へ、つーと肌はだをなぞる。

「じゃあ、悪いけどやっちゃうね？」

　おもむろに、アイシアさんが髪かみを上げた。何気ない仕草で、当たり前みたいに。綺き麗れいな生はえ際ぎわ、そこから続くうなじまでの儚はかない曲線。そして、髪かみを結ゆい上あげる為ために、首を傾かたむけた肌はだから、ぷっくり浮うき出でてくる鎖さ骨こつまで、艶なまめかしくも繊せん細さいな凹おう凸とつ。

　目が、釘くぎ付づけになる。

　なにゃなにをなにをなにを!?

　惚ほれ惚ぼれするほど手早く、後ろ頭に髪かみをまとめてピンで留めたアイシアさんが、おもむろにあたしの足を摑つかんだ。

　そして、きゅっと引っ張られる。抵てい抗こうする暇ひまも無く、はしたなく足が開かれて、

「熱くない？」

「あ、あ、え!?　あー！　大だい丈じよう夫ぶっす！」

　足を、桶おけに張ったお湯に浸つけられた。

「靴くつも履はいてないで歩いたんだよねたぶん。裸足はだしだから、ずっと気になってたんだー」

　そんなことを言いながら、足の裏をお湯でこすってくるアイシアさん。いや、確かにいつの間にか靴くつが脱ぬげてて、でもだけど、そんなの気にする余よ裕ゆうが無くて。

「ちょっと傷とかすねのところにあるからさ、洗って消毒しないと病気になっちゃうよ」

「はい……」

　医い療りよう行こう為いだった。なんかいろいろ勘かん違ちがいしたのが恥はずかしくて、口元を腕うでで隠かくしたり。なんか余計に意識してましたって白状するみたいで、恥はずかしいっす。

「まだ布教するターンだから仕方ないし……」

「ふ、ふきょう？」

「こっちの話こっちの話」

　お湯を使ったせいか、アイシアさんの肌はだについた湯ゆ煙けむりが水の雫しずくになる。水すい滴てきはそのまま拭ぬぐわれることもなく、つつ、と首筋へ垂れていく。

　なんだか凝ぎよう視ししてしまって、思わず目を違ちがう方へ。と、すっげえ迫はく力りよくの谷間があった。

　……あれ、あたしの足見えてるんすかね。

　なんか逆に気になってしまったところで、足をぱっと離はなしたアイシアさんが、こちらを見て「おっとっと」とか言い出す。

「やべ、これは失礼」

　服を引っ張り上げて谷間を押さえたアイシアさんの反応に、あたしも苦笑いだ。

「はしたないですわよ？」

　すぐ隣となりで見ていたディエナさんが言うと、アイシアさんは桶おけを持って立ち上がる。

「まー、女の子同士だから許して。お茶のお代わり淹いれるから」

　アイシアさんがそう言ってくるりと背を向けた瞬しゆん間かん、なにか邪じや悪あくな気配を感じたけど、たぶん気のせいっすね。

「……ほんと、至いたれり尽つくせりで、申し訳ないっすね……」

　肩かた身みを狭せまく感じながらそう呟つぶやくと、ママさんがそっとあたしに耳打ちしてきた。

「多感な年とし頃ごろだから、誰にでもそういう気持ちになってしまう瞬しゆん間かんは、あるものですわよ？」

「──～～～～～～!?!?!?!!!!」

　バレて

「いやー！　分かんないっす！　あたし分かんないっす！　あ、なんかお茶ちや菓が子しあるっすね！　食べるっす！」

[image: ]

　叫さけんで全部をかき消した。なんも無かったっすからね！

　そしてよく見もせずにフォークでぶっ刺さしたそれを口に入れた瞬しゆん間かん、あたしの全部がガチでかき消えた。
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「──というわけで、ドワーフの上層部には亀き裂れつが入ってる。ゾーヤっていう族長に限りなく近い女の子は内通者になりうるよう籠ろう絡らくしておいたゾ☆」

　って元気良く宣言したボクに、幼おさな馴な染じみが険しい顔をしていた。

「籠ろう絡らくって、アイシアが？　どうやって？」

「おっぱいとお茶ちや菓が子しで」

「……そうなんですか、義母はは上うえ？」

　なんでディエナさんに訊きく。

「いえ、コートを脱ぬいだところと、お湯でリラックスさせたところまでは満点でしたわ」

「なんでそこ。脱ぬいでも普ふ通つうに服じゃん」

「その後に私わたくしのフォローの甲か斐いもなく、毒物を食べさせてマイナスに」

「毒じゃないじゃん料理じゃん！　実験的に作った砂糖までぶち込んだし女の子は甘いのが好きだから百点の籠ろう絡らくじゃん！」

「なに食わせたんだ？」

「ブラックプディングっぽいもの？」

　材料はそうなる。あと砂糖をぶっかけた。おいしくなーれって。

「それがなにかは分からないけど……それは、誰だれが作ったんだ？」

「ボク」

　目の前でクソデカため息をする領主の頭は叩たたいていいって法律がある。ボクの。
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　ブラックプディング。固めた豚ぶたの血にオーツ麦を混ぜ合わせたソーセージである。名前のとおり真っ黒で、太い腸ちよう詰づめ。正直スライス前の見た目はう◯こ。

　イギリス人曰いわく、それを美お味いしく食べるコツは『目を閉じて、なにも考えず、息を止めて食べることだ』
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「で？　それから、どうしたんだ？」

「だいぶ落ち着かせてから、家に帰したよ。いつもはゾーヤの家にエドゥリカも食べに来るけど、今日は来ないだろうって。一応、立ち直ってたかな」

　しかし困ったもんだ。別にこちらとしては、ドワーフに内通者を送るのは歓かん迎げいだけど、あっちの事業がうまくいかない状態を望んでるわけでもない。

　というかだな、

「ゲラージオとかいう商人、調べる価値がありそう。それが分かったのは収しゆう穫かくだ」

「私わたくしがツテを辿たどって、どんな商人かを探さぐりますわ」

　エステ家のご婦人は実家パワーが強すぎるな。

「ダリオスはどうする？」

　ボクが幼おさな馴な染じみに目を向けると、すっくと立ち上がった。

「魔ま獣じゆうが出しゆつ没ぼつしたのは、領内の有事だ。毛皮を検分してどんな相手か見る。周辺の集落が襲おそわれていないか巡じゆん回かいして、場合によっては魔ま獣じゆうが他にもいないか確かく認にんする」

「真面目な対応だ」

「真面目にやってるからな。アイシアと違ちがって」

　生まれながらに強いっていう才ズ能ルはしてるくせにー。

　あ、そうだ。

「谷エルフさんに、ダリオスの手伝いをお願いしよう。ミルティラ以外の三人で、魔ま獣じゆうの追ト跡レ調ー査スをしてもらった方が良いい」

「それは俺も助かるけど、いいのか？」

　人手不足な現状で、あらゆる技能を持つエルフの手を減らすことになる。それが分かってるので、ダリオスも頼たのみはしなかったんだろう。

「報ほう酬しゆうをもらえればね。ボクらにとって、一番困ることは避さけたい」

「砂糖がうまくいかないことか？」

　めちゃめちゃ怖こわいことを言う。うまくいくに決まってるだろじゃないと破産だからな！

　でも、それはまあ最悪の一歩手前。

「最悪なのはだな、その魔ま獣じゆうが、向こうの山から来てる時のことだよ」

「というと……」

「旧ドワーフ村。そっちには、何十匹も群れがいるんだよね？」

　ドワーフがこっちに逃にげてきてから、数十年ほど経たつという。ドワーフたちはそれに襲おそわれて逃にげてきた。その群れがまたこちらへ大移動してきたら、全てがご破算だ。











第七章　知ってるか？　エルフはいいぞ









「これで魔ま獣じゆうの毛皮は九枚。でもズタズタだ。もっと綺き麗れいにしてもらわないと」

　毛皮にこびりついている肉を削けずってる最中にやってきて、ゲラージオはそんなことを言ったのだという。

　アタシがそれを聞いたのは、倉庫の奥で毛皮を重ねまくって作った、寝しん台だいの上でのことだ。

　昨日はなんともなかったのに、今日は朝に目を覚ました瞬しゆん間かん、背中だの首だの頭だの、じんじんと痛みを覚えてしまった。

　家にいたら家族が大おお騒さわぎになる。溜たまり場ばでぐったりしてるところは見せられない。

　結局、誰だれも入れないようニーカに頼たのんで、人目を忍しのんで倉庫の奥で寝ねっ転ころがるしかなかった。

　もともと、出しゆつ征せい組ぐみには今日は休むように言い置いてある。だけど、鎧よろいを着てない奴やつら──待機組の奴やつらは、アタシらの戦果に大張り切りで訓練をしてる。こんな無様は見せられない。

「……あの野や郎ろう、ふざけたことを」

「それでー、あの毛皮だと地金少しと麦の袋ふくろが何個かでー、しかあげないとか言ってるー」

「なんだって!?」

　思わず跳はね起おきようとして、背中の痛みにそれができなかった。

「どうするー？」

　魔ま獣じゆうの毛皮は、人間が数年食っていけるくらいの価値があるはず。なのにたったそれだけってのは、納なつ得とくがいかない。

「……アタシが話す。それまでアイツの言うことはほっといていい」

「わかったぜー。あたしあいつ嫌きらいだしなー」

　ニーカはこういう時に押されようが脅おどされようが泣かれようが、知らんふりして余計なことをしない。安心して任せられる。

「あのさー、ゾーヤはどうするー？　ここに呼ぶー？」

「…………なんでだよ」

「エドゥがツラそーだからさー」

　……こんな無様を見たら、ゾーヤはどう思うかね。

　笑うだろうか。自分の言ったとおり、無茶をしてたと。浮うかれ騒さわいで自分のことも分からない馬鹿だったって。そんなことないか？　──分からない。

「アイツに……会いたくなんてねーよ」

「エドゥー、仲直りしたほーが、ぜーってにいーってー」

「うるせえ。アタシは……族長だ」

　族長はもう、アタシしかいない。

　だから、ツラいとかよりやることをやるべきなんだ。

「もう寝ねかせろや」

　話は終わりだ。ニーカに背中を向けて寝ねそべり、目を閉じる。アタシの背中に、しばらくニーカの視線が突つき刺ささっていた。ニーカがこんなにも静かに、ずっと待っていたことは、たぶんこれが初めてだ。

「…………はー。もー」

　ようやく、独り言を言って、ニーカが立ち上がる気配。足音が離はなれていく。去り際に、一言だけ残していった。

「あたし、さびしーぜー」

　その言葉は、なんだかアタシの心臓に刺ささって、抜ぬけなかった。
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「お姉様、連れてきました」

「うん、ありが……とう……？」

　製糖場の一番小さな竈かまど。砂糖を作る場所ではなく、作る人間の休きゆう憩けい所じよみたいなところ。

　その竈かまどの前で鍋なべを並べるアイシアボクとミルティラがいる。

　ボクが振ふり返かえった先には、キアンちゃんを筆頭とする数人のニューゲート少年団がいた。

　そこまではいい。予定どおりだ。

　予想外なのは、キアンちゃんに連れて来られた子どもたちの表情である。激しい戦火の中、何ヶ月も塹ざん壕ごうで過ごした兵士のような顔をしていた。

「えーっと、お手伝いしてくれる子たちだよ、ね？」

「はい、お姉様。この子たちは、お姉様に頂いたものを残さず食べた子たちです」

「なるほど。面つら構がまえが違ちがいマスね」

　いやブラックプディング確かに少年団にもあげたけど。え、残した子ばっかりでした？

　キアンちゃんは、甜てん菜さいやその他の材料が並ぶテーブルと、竈かまどの前に置かれた鍋なべを見て、大きく息を吸った。

「お、お料理なんですよね。がんばります」

　ぷるぷると、師し匠しようと組み手をする戦士みたいな覚かく悟ごの顔で、キアンちゃんはボクを見上げた。

「やめろキアン！　早く逃にげるんだ料理が来るぞ！　おれが食い止めあだぁっ！」

　ダッシュで現れたガウがボクの前に立ちはだかった。顎あごにでこぴんを食らわせて黙だまらせる。

「どういう意味だこの恩知らず！　今日は料理じゃなくて実験だよ！」

「「「やったー！」」」

　全員ちょっと教育が必要だなやっぱり。










　まあ出だしで変につまずいたけど、砂糖を作る実験である。

　ミルティラの長い髪かみを前まえ髪がみ以外はくるくると後頭部に上げて、ボクは後ろ頭でポニテにしとく。二人とも白衣を身に着けたら準じゆん備び完かん了りよう。子どもたちには、手を洗ってエプロンを着けさせた。

　石せつ灰かい水すいと砂糖を２：１の比率で鍋なべに入れ、新しん鮮せんな牛の血を入れて加熱する。牛の血が持つ動物性タンパクは熱で凝ぎよう固こし、アクが鍋なべに浮ういてくる。鍋なべをいったん火から下ろしてしばらく待ち、精製液が落ち着いたら上に浮ういたアクを掬すくう。

「血を入れるんですか!?　砂糖に？　……昨日のやつ、作らないですよね？」

　ブラックプディングではない。いやまあ昨日もやったんだよこれ。プディングは余り。

「砂糖水を血で洗ってるだけだよ。タンパク質が、砂糖に混じった不純物を取り込みながら固まるんだ」

「えっと……？」

「目の細かい櫛くしで髪かみを梳すくと、ノミが追い出されるよね。それと同じで、水は血をすり抜ぬけるけど、甜てん菜さいのかけらみたいなゴミはねばっとした血の方に移る。で、煮にると血は固まるから、固まった血を捨てれば綺き麗れいになる。そんな感じ」

「さすがお姉様です！」

　最初死んだ目をしていたとは思えない純じゆん真しん無む垢くな瞳ひとみで、キアンちゃんが褒ほめてくれる。

　アクが出なくなって濁にごった糖液が綺き麗れいな澄すんだ色になるまで、ずっとくり返す。

　綺き麗れいになった糖液を、沸ふつ騰とうさせてバターを少し入れ、吹ふきこぼれないように調整する。煮に詰つめる時は強火をやめて慎しん重ちように行う。前はガンガンに火を強くしてゴボゴボやってたらしい。

　不純物を取り除かないで煮に詰つめればゴミの臭においと色が残り、強火で煮に詰つめれば砂糖が鍋なべ肌はだにこびりついて焦こげる。黒に近い茶色の砂糖ができてしまうのは、そのせいだ。火加減が強いと、火から下ろす時もギリギリを狙ねらえないので、水分が多量に残って結けつ晶しよう化かしてくれない。

　要するに、ていねいさも忍にん耐たいも足りなかったわけだ。

「お姉様、これでいいですか？」

「うん、良いい感じ」

　煮に詰つめた糖液を親指と人差し指でつまんで、親指を下に動かして糖液の糸を作る。親指側で糸が切れたら、ちょうど良いい。

　濃のう縮しゆく糖とう液えきを別の容器で冷やせば、まだちょっと茶色っぽいけど液体から固体になる。

　そして、固まったものを乳にゆう鉢ばちでゴリゴリに細かく粉末にすると、

「白いのが見える！　見えるよお姉様！」

　砂糖ができた。味見させたら「甘ーい！」って目をきつく閉じたけど、ちょっと嬉うれしそうな顔をしてた。群がってくる子どもたちに砂糖を舐なめさせてから、解散してもらった。

　ここから先は人手よりも専門家だ。

「やっぱり温度デスね。煮に出だす必要は無くて、温水で滲しん出しゆつするのがいいと思いマスよ」

　たくさんの鍋なべを並べて、温度別に甜てん菜さいを浸つけてみたのである。実験の結果を書き留めた紙を、ミルティラから受け取る。

「科学実験久しぶりだよ。懐なつかしい」

「言うほど懐なつかしいデスかね？　わりと調合も実験もしてる気がしマスよ」

「えー、そう？」

　言い合いながらも、ボクとミルティラの意見は一いつ致ちした。温水で滲しん出しゆつする方法にしよう。

　さて、これで甜てん菜さいから糖分を取り出す方法と、臭くさみや不純物や製法のせいで結けつ晶しよう化かしない問題は解決できたわけだ。

「ここまでは、ボクのうろ覚えの知識でもなんとかなるねー」

「ディエナさんは、どう言ってたデスか？」

「これなら砂糖として売れるって。でももっと純度が高い方が、高く売れるってさ」

「マー、白い粒つぶが〝見える〟けど、だいたい茶色がありマスよねー」

　ビーカーに入れた砂糖を下から覗のぞいて、ミルティラが言う。

「じゃ、あれを」

「あーあ、高くついたなー」

　嬉き々きとして手を出してくるミルティラに、布包みを差し出す。手のひらに乗る程度の小さなものだけど、包んであるのはエルフの里から届いた貴重な魔法銀ミスリルの棒だ。ミルティラは机の上ではらりと包みを開いて、銀の輝かがやきを確かめる。

「さすが、聖カル籠ルムのエルフさん……相変わらず質が良いいデスね」

「それボクの銀貨使ってるの忘れないでよぅ」

　そしてミルティラは手をかざして、魔ま法ほうを唱えた。円柱形の魔法銀ミスリルが、魔ま法ほうの言葉と魔ま力りよくによって一いつ瞬しゆんで形を変える。

　広げた布の上で、銀糸のようにほつれた魔法銀ミスリルが、自ら意志を持つように広がる。極ごく細ぼその、そして数千の糸は艶つややかな布の上に一いつ瞬しゆんで広がり、そして形を成した。

　手ハン巾カチほどの布地に魔法銀ミスリルが広がり、魔ま術じゆつ文も字じが無数に刻まれた織しよく布ふが仕上がっていた。遠目には、美しい紋もん様ようの刺し繡しゆう布ぬのにしか見えない。ようになってるのが、エルフ流のこだわり。

　布の上に砂糖を置いて、ミルティラがさらに魔ま法ほうを使う。魔ま法ほうの燐りん光こうが布とミルティラの目に宿って、砂糖を解かい析せきし始めた。

「これで粒りゆう子しまで識って調べて、真っ白にする方法を考えればいいデスよね？」
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「機械と魔ま法ほうのどっちが安くできるか、いったん作らないと分かんないからなー。研究開発費でお金が飛んでくよぅ……」

　この後の試作で、ミルティラがどれくらい魔法銀ミスリルを要求してくるか。開発費はそこ次し第だいでいくらでもふくれ上がる。

「ジブンは働くだけデスからね。手に職あれば、商会が無くなっても働き口を探せマスし」

「商会を見捨てるの!?」

「お仕事のあるところにジブンは行くデスよ」

「デッドオアビジネス！」

　ボクは商売できなくなったら谷エルフさんまで失うらしい。うあー。

「ふーむ、糖とう蜜みつが邪じや魔まになってますね」

　ミルティラはたくさん並べたビーカーを一つずつ解かい析せきして、結果を書き記していく。

「ところで製法について、ドワーフはあてにしていいんデスか？」

　そんなことを訊きかれる。

「正直、分かんないな。酒で釣つるのも限度はあるし。向こうの状じよう況きようは全部分かったけど、はっきり言って悪いし。怪け我がして帰ってきたのはむしろ、死んだのがいなくて幸運な方だね」

「ドワーフには向いてないデスよねー」

　穴あな掘ほりや石積み、鉱山を掘ほって一いつ所しよ懸けん命めいにそこを守るのがドワーフの戦士だ。森を行き獣けものを追い、あるいは警けい戒かいして先制すること。それはむしろ森の狩人かりゆうどたるエルフのやり方である。

「向いてないけど努力はしてる。そこはボク的には好きだけどね」

「おや、意外なこと言いマスね」

「頑がん張ばることが大事なんだって、ママは言ってたし」

「アイシアさんのママは、そう言いますよねー」

　エルフじゃないのにエルフの里でやろうっていうなら、それは頑がん張ばるしかない。

「でも、今のエドゥリカは頑がん張ばるところを間ま違ちがえてる。そんな感じはするよ」

「だったら、手伝ってあげればいいんじゃないデスか？」

「そうしたいけどねー……向こうが完全に拒きよ否ひしてる。やるとなったら、力ずくになっちゃうし。それで恨うらまれたら、あっちは〝ボク〟じゃなくて〝エルフ〟を恨うらむんだよ」

　いつだって暴力は最終手段だ。その時は解決できても、恨うらみの芽はいずれ必ず実を付けてしまう。働いてもらおうと思ったら、お互たがいの協力が必要だ。

「アイシアさんは、そういうところがダメなんデスよね」

　と、なぜかミルティラは呆あきれたような目でボクを見た。

「な、なんだよう？　ボクなんか変なこと言った？」

「いやまあ……」

　と、その時だ。

「お姉様、お客様が来てますけど……どうします？」

　キアンちゃんがひょっこりと現れた。

「どうしますって、どういうこと？」

「ドワーフさんなんです」

「……ふむ、分かった。大だい丈じよう夫ぶ、そのドワーフは友達だ。行くよ」

　そう答えると、キアンちゃんは「分かりました」と言ってぱたぱた走って行った。

「ゾーヤさんデスか？」

「たぶんね。どうやら腹を決めてくれたらしい」

　ボクはうなずいて、髪かみをまとめた紐ひもを抜ぬいた。手て櫛ぐしで髪かみを直しつつ、呟つぶやく。

「これでゾーヤは、ドワーフの裏切り者だ」










「姐あねさ──エドゥリカさんには、四人の弟きよう妹だいがいるっす。まだ小さくて、一番上の妹でも、まだたった一〇歳っす」

　ボクが聞かされたのは、エドゥリカの身の上話だった。

「父ちゃんが殺されてから、母ちゃんも元気が無くて、叔お母ばちゃんがよく面めん倒どう見てるとかで。あたしの家は病気であたし以外はいなくなってから、ニーカが一いつ緒しよにいてくれて。家がいっぱいだからって、よくあたしの家に来てたっす。半分くらい、一いつ緒しよに住んでるみたいに」

　嬉うれしかったっす。

　そんなふうに呟つぶやくゾーヤは、今の状じよう況きように悲しんでいるようでも、人に自じ慢まんできることを喜んでいるようでもあった。複雑な表情のドワーフに、ボクは現実を突つきつけてみる。

「でも、今のエドゥリカは家に来てくれないわけだ」

「……っすね。姐あねさんは真面目だから。自分からあたしを突つき放はなしたら、きちんと仲直りできるまで、家の私物もそのままで寄ってくれないっす」

「逆にさ、今でも居い座すわられてもいいの、ゾーヤは？」

「いいっすよ。エドゥリカさんは族長っす。それに、あたしの家がまだそのまま残ってるの、エドゥリカさんが入いり浸びたってくれるおかげっすから。普ふ通つうは、あたし一人しかいない家なんて、別の家族が入るっす」

　確かに。それこそ、エドゥリカはそれを自分の家にしちゃっても良かったわけだ。

「ああ見えて真面目だし、優やさしいんすよ。恩に着せないけど、世話はしてくれる。族長っていう役目を持つ前からずっと、盗とう賊ぞくなんかに負けないって。気張れって、ドワーフの若い奴やつらはみんな励はげまされてたっす」

「なるほどねぇ」

　ただひたすら突つっ張ぱってるように見える態度も、身内には別。外部の人間には威い圧あつを見せてるが、身内に対しては、ドワーフ流の荒あらっぽさ以上の乱暴さは、無かったかもしれない。

　だいたいエドゥリカの性格は見えてきた。気になるのは、こんな計画を立てた理由である。

「今回の魔ま獣じゆう狩がりは商人とも連れん携けいしてたみたいだけど、盗とう賊ぞくを討とう伐ばつしていきなりは無理だよね。いつからあった計画？」

「この話は、もともとエドゥリカさんのお父ちゃんがやろうとしてたっす」

　ゾーヤが眉まゆ根ねを寄せて言う。

「前の族長は戦士だったんで。エドゥリカさんも、よく一いつ緒しよに素す振ぶりしてたっすよ。ニーカと、あたしも。って言っても、きちんとした修しゆ行ぎようは盗とう賊ぞくのせいでできなかったっすけど」

　だいたい察した。

「ってことは、これはエドゥリカにとって──父親の遺志を継つぐ戦いなんだね」

「っすよ」

「じゃあやっぱり、乱暴な手を使うのはやだな。恨うらまれそうだ」

　となると、ゾーヤを通じてドワーフたちの動向を探さぐりつつ、あちらがピンチになるのを待って助け船を……って言いたいけど、すでにピンチな気もする。

　今すぐどうにかするにはエドゥリカが意地を張りそうだし、そこを押してやるとエドゥリカの大義名分には傷がつく。そしたら対決になっちゃうかもしれない。

「ボクとは大おお違ちがいなんだよな……」

　あの頑かたくなな態度の源泉が、ようやく紐ひも解とけた感じだ。

　亡なき父の為ため、遺のこされた家族の為ため、そして友の為ために、どんな無茶でもやる。そんな強い意志が、エドゥリカをこの戦いに駆かり立たてるんだ。

「そうなんすか？」

「ボクは好きにやるのが性しように合あっててね。エドゥリカみたいにはならないね」

　大義名分なんてそんなに気にしない。ボクはだいたい私欲で動く。『やらねばならない』っていうエドゥリカに対し、ボクは『やりたいからやる』だ。ボクの方は、手段を問わない。

　と、思っているんだけど。

「そうでもないデスよ」

　ミルティラが現れて、そんなことを言った。もう白衣を脱ぬいでる。実験は終わったらしい。

「アイシアさんは、ジブンらエルフに囚とらわれすぎデスよ」

「えっ？　そ、それどういうこと？」

　思わずびびって勢いよく訊きいてしまう。

　ミルティラは、いつものフラットな表情で言った。

「この邑むらに来てからずっと言ってるじゃないデスか。『無茶したらエルフが恨うらまれる』って、ずっと。なんなんデスか、あれ？」

　噓うそでしょ!?

「そ、そりゃあ、ボクはエルフじゃないけど。でも、そんなこと言う!?　面と向かって!?」

　まさかの『お前エルフじゃないだろ』ストレートを、エミルルフテ友イ達ラから言われるなんて思ってなかった！　頑がん張ばってるのに！

　他の誰だれに言われてもつらくないけど、一いつ緒しよに暮らして仲良くなったと思ってた谷エルフに言われるのはさすがにつらすぎですけど!?　ぴえんこえてぱおんですけど!?

「なに言ってるんデスか。らしくないって話ししてるんデスけど？」

「えっ？」

　分かんないの？　みたいなニュアンスで返される。

「この邑むらで乱暴な手を使うなら、使えばいいんデスよ。エルフがじゃないんデスよ。アイシアさんがやらかすんデスから」

「だ、だからボクもドワーフからしたら大おお雑ざつ把ぱに『エルフ』で──」

「だから、別にいいって言ってるんデス」

　ふっと、ミルティラがほんのわずかに微笑ほほえんだ。

「ドワーフに恨うらまれたって、別にいいじゃないデスか。ジブンもアイシアさんもエルフなんデスから。恨うらまれたり失敗したりする時は、一いつ緒しよデスよ」

「…………ふええ？」

　えっ。つまり、えっ。

「里に帰れないなら、ジブンらと一いつ緒しよに行けばいいデスよ。手に職ありマスし、また自給自足してもいいし。六人が七人になるなら、前よりつらくないデスし」

「で、でも、ボク……エルフほど、弓とか、あの、得意じゃ……」

「それはべつに？」

　ぽす、とミルティラがボクの頭に手を置く。にっ、と笑って。

「仕方ないデスね。赤ちゃんデスから」

「ママ～～～～!!!!」

　細い腰こしに抱だき着ついて匂においを嗅かぐ。思いっきり吸う。

「ママじゃないデス」

　一いつ瞬しゆんでフラットに戻もどってしまったミルティラ。

　今度は手刀が頭に振ふり下おろされてる感かん触しよくがあるけど、なにも気にしないでぐりぐり顔をこすりつけまくる。おっぱい小さいけど気持ちいいです。リリステラママを思い出します。でも足は思ったより面積ある。それもまた美。

　ああ、これがエルフ。これがママ。ボクが一〇〇まで生きてもママみで包まれる。

　ボクは忘れていた。エルフに甘える為ためにボクは二度目の生を受けたのだ。

「ミルティラだいすち。ママになってぇ。おっぱいほちぃよぅ」

　服ふく越ごしにだけどお腹なかにちゅーする。でゅへへへ。

「あ、こらっ、ちょ、調子に乗りすぎ──ふっ！　くすぐった……！」

「人前で変なこと始めるのやめてもらえないっすかねぇ!?」

　振ふり返かえると、ドワーフが真っ赤になってボクを見ていた。

「ああん？　まだいたの？　ドワーフはママみ足りないからあんま興味無い。黙だまってて」

「こ、コイツ……!!」

　ゾーヤがボクに怯おびえている。ふ、今のボクにはママがついてる。怖こわくないぞ？

「まあほら、ドワーフがいたら砂糖とか他のも簡単に作れマスよ。どうにかしてください、アイシアさん」

「呼び捨てにして」

「……赤ちゃんさん」

　わっは、言うこと聞いてくれない！　でもいいでちゅ！

「はぁい。ボクやりましゅ！」

　堕おちたな。ボクが。

　元気良く手を上げて返事したボクに、ミルティラがため息を吐ついて見下ろしてきた。

「で、どうするんデス？」

　抱だき着ついてちゅーしようとするボクを、ミルティラが額を手で押しのけてぐいーっと身を反らして拒きよ否ひする。つれないけどそんなとこも大好き！

「最初にジジイ共見た時に、ボク思ったんだよね。『なんかドワーフらしくねえなコイツら』って。でも酒が入ったジジイは逆に安心するくらい、ジジイくさい奴やつらだったから……」

「から？」

「ドワーフにはドワーフらしくしてもらおうかな。あとゾーヤ」

「え、あ、はいっす」

　ボクはドワーフに振ふり向むいた。

「きみ、エドゥリカの為ためならなんでもする？」

「姐あねさんの為ためならなんでもするっす！」

　元気に答えたゾーヤの肩かたを摑つかんで、告げる。

「お前が姐あねさんになるんだよ！」











第八章　効率主義ニュートン









　まだまだ体の痛みはあった。それでも、ここ数日は無理しないで寝ねていたおかげで、だいぶマシになっていた。

　寝ね起おきの気分はまだ悪い。ゾーヤの家で起きる時は、母が寝ねてるかとか下の子が起きると騒さわがしいとか、そういうの気にしなくてもいいけど、実家はダメだ。すでに起きてるチビ共が家の中を走り回り、はしゃいでる。アタシにも遠からず飛び乗ってくるかもしれない。そうなる前に、起きるしかない。

　痛む体を無理に起こして、ため息を吐つく。

「エドゥリカさぁん!?　ローダイゼルの、エドゥリカさああァん!?!!　いますよねええええええ!?!!!!!?」

　家と言わず邑むらじゅうに響ひびき渡わたるような絶ぜつ叫きようが、外から響ひびいた。同時に、扉とびらがめちゃめちゃに叩たたかれる音までする。打ち破るつもりなんじゃないかって勢いだ。

「なんだコラァ!?」

「エドゥリカさぁん!?　出てきてもらえませんかねぇ!!?!　ローダイゼルの族長のエドゥリカさあアアアア──んンンンン!!?!!!!?」

「うるせえええええ────!!!!!!!!」

　斧おのを持って飛び出したアタシが見たのは、ずらっと居並ぶ兵士とエルフ。そしてその先頭にいる偽にせ耳みみ長なが──アイシアだった。

　まだ朝早いというのに、全員が完全武装で家の前にいる。

「テメエら、なんのマネだコラァ!?」

「おやおやおやおやァ、立場を分かってないよう」

　なんのつもりなのか、商人みたいなシャツとスーツを着て胸むな元もとを大きく開き、顔にはサングラスを着けて肩かたからはやたらにもこもこした毛皮を引っかけていた。あのサングラス色ガラス製じゃねえか。羨うらやましい。

「分かってないねぇ。きみたちドワーフの借金を取り立てに来たんだよう」

「あァ!?　どういうこった？」

「ドワーフはもう何十年とここに住んで、ずっと税金を払はらってない。だから税を取り立ててもいいのに、領主サマの恩情で待ってもらってるんだよ！

　ボクはそんなの待てないんでね。砂糖の分だけでも税を取り立てに来たんだ。なにせこの領地では、砂糖の権利はボクが買い上げたんだからなぁ!!」

　寝ね耳みみに水だった。そんな税など、聞いていない。

「それになぁ、うちの子会社の酒場でずいぶんツケが貯たまってるんだよ！　お前の子分がやったギャンブルのな！　その分も回収しに来たぞ！」

「そ、そんなもん聞いてねーぞ！　どっちも！　アンタら、マジか!?」

　朝っぱらから騒さわぎまくれば、何事かと人は集まってくる。子分たちもその野次馬の中にいた。

「な、なんか分かんないけどツケにしてもらいました！」「ツケってやつなら払はらわなくてもできるって！」「次の日も来ていいって！」

「馬鹿かアンタら!?」

　ギャンブル!?　あの酒場にそんなもんがあるなんて聞いてなかったのに！

「ドワーフの族長ってやつはぁ、子分共の面めん倒どうも見れねえのぉ!?」

「馬鹿にしてんじゃネーよ！　いくらだ!?」

「魔ま獣じゆうの毛皮なら、二〇枚ってところかなぁ」

「にッ………………!?」

　そんな無茶な金額、あるわけがない。

「ふざけんなよ！　払はらえるわけないだろ！」

「はぁー？　あのねぇ、これは〝お願い〟じゃないんだよ。命令。払はらえるか払はらえないかじゃないの。払はらってもらうの。お分かりぃ!?」

「こ、この守しゆ銭せん奴どめ……！」

「とりあえず金目の物は押おう収しゆうするから。倉の中にあるやつと、最近獲とった獲え物ものと、あと鎧よろい兜かぶとね。全部で毛皮一七か一八枚分ってとこかな？　足りないなぁ。この家ももらうかなぁ？」

「な、なに言ってんだ！　ここに住んでるんだよ！」

「じゃあどうするっていうんだ？　身売りでもすんの？」

「っ──！　か、稼かせぐよ！　魔ま獣じゆうなら森にいるんだ！　狩かったこともある！」

「狩かったことも、ねえ？　それでずっと待てって？　おいおい冗じよう談だんじゃあないよ。運良く大当たりが出るのを待てってかぁ？　まあ、狩かりに行く時に鎧よろい兜かぶとの貸し出しくらいしてあげるけど、でもねぇ。持もち逃にげされたら困っちゃうなぁ」

「逃にげたりしねーよ！」

「保証が無いんじゃ信用できないし。──おっと？」

　押おし問もん答どうをしていたその時、ガシャン、とエルフの足あし下もとでなにかが砕くだけた。

「ふざけるでねえ！」「ほうじゃほうじゃ！」「ワシらぁが相手になってやる！」

　口々に叫さけぶ十数人の老ドワーフたちが、一いつ斉せいに食器だの石だのを投げた。

　次の瞬しゆん間かん、ハンマーが乱打されるような硬こう音おんが幾いく重えにも連なる。

「ひいぃっ！」「うおぉっ！」

　ドワーフが投げた物は、全て空中で粉々に撃うち抜ぬかれていた。アイシアの背後にいたエルフたちが、一いつ瞬しゆんで弓を構えて次々に射落としたのだ。

「ふっ……これで分かってもらえたと思うけど」

「頭大だい丈じよう夫ぶかいそれ？」

　なぜかニワトリだけは撃うち落おとされずに飛んできて、しかもニワトリは羽ばたいてアイシアの頭に着地して荒あらぶって髪かみを啄ついばんでいる。

　ごめん、さすがにかわいそうで。とか言いつつ後ろから駆かけ寄よってきたエルフにニワトリは回収された。

「これで分かってもらえたと思うけど、抵てい抗こうは無む駄だだよ」

「お、おう……」

「でもあのジジイ共には痛い目を見てもらおうかな？」

　す、とアイシアが手を上げると、エルフと兵士たちが武器を老ドワーフジジイへ向けた。

「ま、待ちな！　分かったよ！　どうすりゃ満足する!?」

　偽にせ耳みみ長なががにやりと笑った。

「族長の身み柄がらを、預からせてもらおうかな」

「人ひと質じちってことか？」

「イヤだなぁ。ただの従業員だよ。エルフフェアー商会で、必要な時に必要な現場に派は遣けんさせてもらう。酒場とか、スヴァーラング家とかにね。もちろん、その仕事の報ほう酬しゆうは借金返済に充あててあげるよ。悪くない条件でしょ？」

「……アタシがそれをやれば、支し払はらいは待ってくれるってーことだな？」

「そのとおり。断ったら……分かるよね？」

　サングラスに指を当てながら言うアイシアに、アタシはうなずいた。

「分かった。それでいい」

「ふっ、よーし。じゃあその斧おのを渡わたしてもらおうかな」

「これは」

　ゾーヤに仕立ててもらった武器だ。手放したくない。反射的に身を引いたアタシを、サングラスを少し下げたエルフの眼光が射い抜ぬく。

「そいつを闇やみ雲くもにぶん回すのはもったいない。今のきみには、過ぎた品だろ？」

「…………そう、かもね」

　手から力が抜ぬけた。

　エルフに斧おのを渡わたす。それしかなかった。

　アイシアは斧おのを受け取って重みに負けて腰こし砕くだけになり、子鹿みたいに震ふるえてるところを背の高いエルフがまた後ろからフォローに来て戦せん斧ぷを取り上げた。

「族長さんには、別の家で暮らしてもらう。迎むかえを寄よ越こすから、そいつについていってね」

「ああ、分かったよ」

「ヨシ！　族長に免めんじて引き上げてやる！　みんな、帰るよう！」

　エルフたちはそんなことを言って、ぞろぞろと歩き去っていった。

　仲間のドワーフたちが、入いれ替かわるように駆かけ寄よってくる。

「姐あねさん！」「族長！」「すまん、ワシらのせいじゃ！」

　口々に言うドワーフたちに、アタシは拳こぶしを振ふり下おろして制裁してから、言った。

「アンタたちのせいで、とんだ災難だよ！　ああもう、なんでこんな時に……」

　痛む頭を抱かかえた時だ。

「族長さん、迎むかえに来たっすよ」

　その声に、心臓が跳はね上あがる。

「ゾーヤ……」

　まるで何事も無かったかのように、その姿を見せたゾーヤ。しかし、その格好はずいぶん変わっていた。ドワーフらしい作業服じゃなく、酒場で働いてる時と同じ服を着ていた。何度か見かけた格好だけど、朝っぱらから、そんなのを着て現れたのは初めてだ。

「『迎むかえ』って、まさか、アンタ……」

「今日からは酒場の二階が、族長さんの寝ね床どこっすから。ついてきてくださいっす」

　それはつまり、エルフフェアー商会の寄よ越こした使いが、ゾーヤということで。だから、

「アンタ……裏切ったのか？」

「追い出されて、他に行くとこも無かったっすからね」

「お、追い出したわけじゃねえ！」

　かっとなって口走ったことだった。

「族長があんなん言ったら、そうなるっすよ」

「それは──」

「ま、いいっす。とにかくついてきてくださいっす。──エドゥリカさん」

　アタシはもはや、黙だまってついていくしかなかった。アタシのせいで、こうなってしまったんだから。










　ディエナの酒場に行くと、たまに遠目に見ていた女主人が、さっそくアタシを見に来た。

「本当に連れてきましたのね。うーん……大変なお話を押しつけられましたわ……」

　困り顔でアタシを見下ろす女主人に、ゾーヤは姿勢を正して一礼した。

「っす！　よろしくお願いしますっす！」

「ゾーヤはよく働いてくれますものね……。分かりましたわ」

「ママさん、ありがとうございますっす！」

　ていねいにお辞じ儀ぎするゾーヤを見て、なにか違い和わ感かんを覚える。あれ、なんか思ってたのと扱あつかいが違ちがわないかこれ。

「──うわっ、な、なんだよ!?」

　いきなり頭に手が当たった感かん触しよく。びっくりして後ずさる。女主人が、アタシの額を見ていた。

「いいから、少しお見せなさいな。怪け我がをしてますわね？　あざが見えますわ」

「こんなもん、どーってこと──」

「必要が無い時に強がるのは、子どもですわよ。それはおやめなさいな」

「なっ──」

「それにアナタの身み柄がらは、私わたくしの預かりでしてよ。言うことは、お聞きなさいな？」

「ぐ、ぐぬぬ……」

　腰こしに手を当てて𠮟しかられて、反論できない。でっかいなこの人。なに食ったらこうなるんだ。

「そうそう。良い子ですわね。あらあら……背中も怪け我がをしてましたわね？　そちらは？」

　動けなくなったアタシの髪かみをかき分けて、女主人がそんなことを言ってくる。柔やわらかい人間の指が、なんだかこそばゆい。

「ヘーキだよこんな──」

「返事は礼れい儀ぎ正ただしく。短く、ですわ」

「……お、押お忍す」

「私わたくしのことは、奥マ様ムと呼びなさいな」

「……押お忍す、マム」

「ふふ、よくできました。聞いていたとおり、真面目な子ですのね」

　くすりと笑ってアタシを見つめてから、マムがうなずいた。

「これなら、なんとかなりますわね。──ゾーヤ、お薬をあげて、お召めし物ものを替えて差し上げなさいな。先せん輩ぱいとして、面めん倒どうを見てあげるのですわよ」

「おっす！　了りよう解かいっす！」

　ゾーヤはマムに元気良く返事をした。

　……アタシが、ゾーヤの妹分なのか!?

　ずっと長女で親分で族長をやってたアタシにとって、それは初めての経験だった。










「背中の方は目立たないっすね。頭は派手に血が出るものって言うし、こっちもそんなに大したことはないかもっす」

「お、おー。そうだな」

「でも念ねんの為ためっす。湿しつ布ぷしとくっすよ」

「っ、くぅ……」

「あ、痛いっすか？」

「いや、ちょっと冷たかったから……」

「我が慢まんっすよー」

　なんでもないことみたいに、服を脱ぬいだアタシの背中に軟なん膏こうを塗ぬってくるゾーヤ。アタシが追い出して、それでこんなことになって、なのに、また世話をされて。

　アタシの方はどうしたらいいのか、さっぱり分からない。

「エドゥリカさん」

「な、なんだ？」

「ここではあたしが姉分っすからね。だから、エドゥリカさんの立場になって、分かってあげようと思うっす」

「…………う、うん。そうか」

「エドゥリカさんも、ちゃんとあたしに頼たよってほしいっすよ。このお店の中だけでも」

「…………」

　そうなるのか。

　アタシがゾーヤに頼たよる、か。

　じゃあこれはお世話を〝されてる〟んじゃなくて、きっと〝してもらってる〟のか。マムがゾーヤに言いつけて、アタシは面めん倒どうな後こう輩はいとして。

　でも、それなら、アタシが言うべきことはきっとこうだ。

「頼たよりに、してる。えっと……あ、姐あねさん？」

　アタシがゾーヤに言われて嬉うれしかったのは、これだから。

　だってのに、

「ん、んぅーっ！　それはさすがに慣れないし、あたしのだしダメっすねぇ！　『お姉ちゃん』とかで呼んでもらえないっすか!?」

　ゾーヤがそんなことを喚わめいた。

「なんで妥だ協きよう案あんで余計に恥はずかしくなってんだよコラ!?」

「いーからほら、呼んでっす！」

　ええー……？

「ぞ、ゾーヤお、おね、えぇぇえ、ちゃん……？」

「ちゃんと！」

「ゾーヤお姉ちゃ、ん……」

「それっす！」

　妹分だったはずの友達が、叫さけんで。

「それっすね！」

　叫さけんだ。二回も。

「ああもう、好きにしてくれや……」

　アタシはぐったりとそう呻うめいた。エルフに関わると、こうなっちまうのか？

　だとしたら、これもアタシの罰ばつってもんだ。もうなにも文句は言わねえよ。










「アタシがこんなチャラついた格好できねーよ！」

「いやできてるっす！　っていうかもう着てるっすから！　可か愛わいいっすよ！　うひー!!」

　酒場で働く為ため、と言われて渡わたされたのはなんかやたら可か愛わいらしい服だった。レースにフリル、そしてスカート。み、み、短くないかこれ!?　スースーしやがる！

　抵てい抗こうしたのに姉分として押おし切きられ、酒場の方に引っ張り出されてしまう。

「だ、誰だれも見てねえだろうな？」

「わははー。かっわいいぜー」

　ゾーヤとは別の声がそんなことを言ってきた。そっちを向くと、

「ニーカ!?　アンタまでなんて格好してんだ!?」

「金が無いのに飲みすぎてさー。働いて返せってー、言われちまったー」

　鎧よろいの方が好き、とか言ってたくせに、ニーカは平気な顔で酒場の服を着こなしていた。

「あら、揃そろいましたわね。ニーカ、先ほどのものを新入りに着けて差し上げなさいな」

　マムが現れてそう指示すると、ニーカはぬるっと手を上げた。

「おす、ままー」

　ニーカを手て懐なずけられるなんて、と驚おどろいた。そんなアタシに寄ってきたニーカが、小さな板を見せる。紙製だ。しかも、エルフの。

「名札だぜー。今日から酒場ではこの名前だー」

　そこには大きく『リカ』と書かれていた。

「は、はぁ!?　なんで名前が短くなってんだ？」

「あたしはー、『にーにー』だぜー」

「伸のびるのかよ！」

「『ゾーヤ』っす！」

「変わんねえのかよ！」

　わけ分かんねえ！

「族長を気安く呼べないでしょう？　でも、これなら親しみやすく呼んでもらえますわ。お店の雰ふん囲い気きを壊こわしたくありませんのよ。分かりました？」

「な、なるほど……押お忍す、マム」

　説明されればなるほどと思わざるをえない。ただ、
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「あの……こんな格好、恥はず──」

「はずれないようにつけるぜー！　まかせろー！」

　ガシィッ！　と、思わぬ力でニーカに口を塞ふさがれた。な、なんだいったい!?

「しばらく任せてください、ママさん！　基本を教えておくっす！」

「あら、そうですわね。三人で話したいこともありますわね。ふふふ、それではまた後で」

　仲直りできましたかしら……、なんて嬉うれしそうに呟つぶやきながら、マムは立ち去っていった。

　その姿が完全に見えなくなってから、ニーカとゾーヤがアタシの肩かたを摑つかむ。

　ふたりとも、怖おそろしい目つきをしていた。

「りかち、よくきけー。るーるそのいちだぜー」

「ママさんに向かって、恥はずかしい服、と言ったらだめっす」

　ものすごく真しん剣けんなその目に、アタシは自分が分かってなかったことに気付いた。

　そうだよな。好きな物を馬鹿にされた気持ちになっちまうもんな。恥はずかしいなんて言っちゃダメだ。アタシよりも短いスカートで着き飾かざってる、マムに向かって。





◯






「近きん隣りんの魔ま族ぞくの集落を巡じゆん回かいする。荷運びも重要な任務だ。隊のものには決して手をつけないこと。行軍は一番足の遅おそい者に合わせる。自分の前の者から目を離はなすな」

「なんで人間が仕切ってんだ！」「そうだ！　俺たちはドワーフだぞ！」

「働いた分だけ族長が楽になるぞ」

「とっとと行きます！」「なに持てばいいすか！」

　ダリオスと兵隊は、ドワーフの若わかい衆しゆうを指導していた。

「どうよ？」

「体力があって力持ちだ。普ふ通つうの兵隊としては申し分ない。日ごろ上下関係があるから、命令も素す直なおに聞いてくれる」

「素す直なおに聞いてるのは、ダリオスと力比べして格付けされたせいもあると思うけど」

　一番の力ちから自じ慢まんが一番にやられたので、ドワーフたちも戦士としてダリオスの力量を認めざるをえなかったようだ。

「毎日ちゃんと訓練はしてたみたいだから、斧おのや鎚つちの扱あつかいは良いい。問題は槍やりや弓みたいな射程が無いことと、鈍どん足そくなことか。練習するなら盾たてと槍やりだな。重装歩兵としてなら、相当強い」

「男の子はそういうことばっかり考えるね」

「せめて傭よう兵へい上あがりは、って言ってほしいもんだ」

　ダリオスが肩かたをすくめた。任せて問題無さそうだ。相あい性しようも良さげ。

「そっちはどうなってる？　老ドワーフたちはアイシアが引き受けてたな」

「年寄り同士で、どうにか知ち恵えを絞しぼってるよう」

「……その見た目でそれ言うと、ずるいって言われないか？」

「若作りアンチエイジングは、どんな手を使っても若く見えれば尊敬されるもんだよ。トシ取ったら分かる」

　まあボクの場合は、生まれつきズルも大きく影えい響きようしてるのは否定しないけども。










「洗せん浄じようと裁断は絶対機械が楽だよ。洗せん濯たく機きだよ洗せん濯たく機き。甜てん菜さい突つっ込こんだらがーって回して」

「落とすのは泥どろじゃろ？　水路そのものから作らんとすぐ詰つまって使い物にならん」「川が死ぬぞ。直接戻もどす前に溜ため池いけを作るか」「いや、水と泥どろを分ける作りの水路なら」「製糖場の大きさが足りんわい。広げろ広げろ」

「製糖場ごと拡張しようとするな！　作る必要あったらそういう収荷場を後で作ればいいんだよ！　大型の機械じゃなくて今は小さく！　手回し式でいい！　いやできれば踏ふむか牛にやらせよう！」

「ケチくさいぞー」「でっかいもん作らせろー」

「砂糖の出しゆつ荷かが始まったらその金で作れよう！　利益ゼロから機械なんて作ろうとすんな！」

　ボクは老ドワーフたちとぎゃあぎゃあ言い合いして、製糖場を稼か働どうさせる為ための設備を作っていた。やたらにすごいのを作ろうとするドワーフの頭を押さえて、今ある破れかけの鍋なべなんかを鋳い溶とかしてまともな鍋なべやでかい温水容器に作り変えている。

　工こう房ぼうに大量の炭を運び込んで火をつけると、ドワーフたちはなんだかんだ言いながら喜び勇んで鍛か冶じを始めた。

「工場にこだわりあるんデスね」

「前世で造ぞう幣へい局きよく長ちよう官かんだった時に、改かい鋳ちゆうが難航してて。その時の大変さを思い出すとね」





▽






　アイザック・ニュートンが造ぞう幣へい局きよく監かん事じに就任し、造ぞう幣へい局きよくの実権を握にぎった。その際にニュートンが直面した問題は、鋳ちゆう造ぞう機きが週に一万五千ポンドしか貨か幣へいを作っていないことだった。

　大おお蔵くら省しようは週に三万から四万ポンドの改かい鋳ちゆうを要よう請せいし、造ぞう幣へい局きよくの信しん頼らいできる事務員ホプトン・ヘインズはそれは不可能なことであると見ていた。

　しかし、ニュートンはわずかな期間でそれを実現した。造ぞう幣へい局きよくの改かい鋳ちゆう事じ業ぎようはイギリス経済の急務であり、ニュートンはそれを理解していた。

　まず溶よう融ゆう室しつに新しい溶よう炉ろを一つ入れ、その後さらにもう一つ入れた。ロンドン塔とうの壁かべ沿ぞいに溶よう融ゆう室しつを作る工事を自ら監かん督とくし、溶よう炉ろ三つを稼か働どうさせ最大で一日五トンの溶よう融ゆうした銀を作れるようにした。

　半世紀もそのままだった生産ラインの機械を新調し、八台の圧あつ延えん機きと五台のプレス機を入れる。石炭の消費量や道具の性能を観察し、記録した。

　ニュートンは道具だけではなく、人にも科学と観察の記録を当てはめた。作業員が勤勉かどうかを判断する為ために注意深く観察する。硬こう貨か一枚を打刻するのに要する時間を計り、刻印台の作業員が、最も効率良く動けるリズムで機械を動かすことにも注目した。

　最終的に割り出したリズムは、人間の鼓こ動どうよりも若じやつ干かん遅おそい、一分間に五〇回から五五回。作業員の消しよう耗もうと鋳ちゆう造ぞうの効率を見み極きわめたものだった。

　やがてニュートンは、総勢約五〇〇名の作業員と五〇頭の馬で巨きよ大だい圧あつ延えん機きを稼か働どうさせ、週に五万ポンドの製造を可能にした。

　特筆すべきは、効率的なだけでなく、安全でもあったこと。圧あつ延えん機きの作業における死者はわずかに一名。仕事の激しさを考えれば、当時の基準では驚おどろくほど低い数字だと言える。
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「いいるぁっしゃいませぇ」

「だははははは──!!　ヘタクソがいる！　もっと可か愛わいく言えよう！」

「ぶちくるぁすぞコラァ!!」

　酒場に行くと、エドゥリカがクソ面おも白しろい状態になってた。腹を抱かかえて存分に笑う。

「「いだっ！」」

　いきなり面おも白しろいものを見せられたと思ったら、面おも白しろいものと一いつ緒しよに別々の人に殴なぐられた。

「緊きん張ちようするのは分かりますわ。けれど、言葉づかいがダメですわよ」

「ごめんなさいデス。うちの赤ちゃんが」

　殴なぐったディエナさんとミルティラが言って、ずるずる別方向へ引きずられていった。

　テーブルに座らされるボクの前に、勝手にお茶が置かれる。

「いらっしゃいませっす」

　運んできたのは、給きゆう仕じ姿すがたのゾーヤだった。

「どーも。調子どう？」

「いやー、リカちはまだ新人っすからね。大目に見てほしいっす」

　その言いように、ボクは思わず笑う。めちゃくちゃに扱あつかわれて泣いていたはずなのに、ゾーヤはもうそんなことを言っているのだから。

　最悪の関係になるかもしれなかったけど、絆きずなの方が勝ったらしい。良かった良かった。

「ディエナさんが付きっきりみたいだね」

「ママさんがいたら、たいていの人は変なこと言えないっすからね。ほら、あれは『変な客が来たら私わたくしを頼たよりなさい』って言われてるっすよ、たぶん」

「変な客ってボクのことか、おい」

　いちいち呼ばれるたびに慌あわててたり、お金を忘れたり、いっぱいいっぱいの新入りらしさは見てて分かる。

　客の中にはドワーフの若者なんかもいるけど、ディエナさんが目を光らせているので、族長がこんなとこで仕事させられていても、なにも言えない。

「今日は人間に盾たて持たされてよう」

「ドワーフは力持ちだから、女でも農具を使えるって。やってみたらとーちゃんが大おお慌あわてで」

「工こう房ぼうの火を浴びるのは久しぶりじゃった」

　エドゥリカを見かけたドワーフたちが、次々に告げ口してる。人間にあんなことさせられた、エルフがこんなこと企たくらんでる。そんな具合だ。

　カウンターにいるエドゥリカは、頑がん張ばってその話に耳を傾かたむけながら、ディエナさんに死ぬほどフォローされつつお酒を出している。

　火ひ酒ざけを手にしながらエドゥリカに話しかける老ドワーフジジイには、見覚えがあった。

「あの老ドワーフジジイがエルフの悪口言ってる。店員さん、ぶん殴なぐってきて」

「だめっす。そりゃまあ、族長を誘ゆう拐かいしたっすから。仕方ないっすよ」

　たはー、と笑いながらゾーヤがそんなことを言ってくる。まあ仕方ないのは仕方ないんだけど、あそこでイキってる老ドワーフジジイは言う資格あるか？

　あいつらは族長の身み柄がらを攫さらう為ために、エルフに向かって物を投げた奴やつらだ。つまり──

「あの老ドワーフジジイ共は共サ犯ク者ラだったくせに」

「それ言ったらあたしもっすからね」

　あはは、って笑うゾーヤ。ずいぶん図太くなったもんだ。

　税が払はらわれてないのは本当。ギャンブルで若いのをハメたのも本当。魔ま獣じゆうの毛皮二〇枚という負ふ債さいも本当。

　噓うそなのは、それを取り立てる気があるかどうかという点だ。酔よった馬鹿がやった博打ばくちを族長やドワーフ全体が支し払はらう意味なんて無いし。難なん癖くせもいいところだ。

　エドゥリカなら、族長としてやれることがあればそれに飛びつくと思った。一ひと芝しば居いを打って、老ドワーフジジイ共の危険を演出し、最後にゾーヤが連れてくる。

　あとはエドゥリカをディエナさんに少し鍛きたえてもらいながら、ドワーフ族をこき使うだけだ。

　ドワーフたちは頭の悪い盗とう賊ぞくが言ったことを真に受けて、仕事を非効率的にやっていた。

　人間なら力が必要な農具は男が使うけど、人間の男が使う程度の農具は、ドワーフ族の女なら余よ裕ゆうで扱あつかえる。そうやって畑仕事から浮ういた人員で、ボクの方を手伝わせる。若いのはダリオスに鍛きたえてもらいつつ、エドゥリカたちは酒場で色んな仕事の情報を聞いて勉強する。

　要するに、ボクらの都つ合ごう良いいようにドワーフを配置して働かせるのだ。

　頃ころ合あいを見てエドゥリカは解放してあげればいい。効率的な仕事のやり方を続けるかどうかはドワーフ次し第だいだけど、まあ、その辺はゾーヤが『いけるっす』と言ってた。

　ドワーフ族は成果主義だから、と。つまりボクのやり方が間ま違ちがってないなら真ま似ねすると思うよ的な意味だろう。

「ま、リカちゃんとは話せてるみたいでなによりだよ」

「はいっす。お世話になったっす。御ご恩おんは、命に代えても返しますっす」

「いや重いよそれ」

　なに言ってんだこいつ。

　ともあれ、ボクの妙みよう案あんとはこういうことである。失敗してたらドワーフたちはガチで強制労働並みの扱あつかいをしなくちゃだったし、成功した今でも、エドゥリカの気持ち次し第だいで恨うらみが残るかもしれない。だからやらなかった。

　でもまあ、それでもいいかーってなったので実行した。

「ボクはママの為ためにやってるから、ドワーフの命とかいらない」

　ゾーヤは難しい顔でボクを見つめた。

「すみませんっす……正直アイシアさんの周りに〝ママ〟が多すぎて、誰だれか分かんないっす」

「三人しかいないよう！」

　真の聖母リリステラママとママになってくれるかもしれないミルティラと継まま母ははママの他人ママディエナさんだ。

「十分多いデスよー」

　うミすル塩テマイマラが静かにそう言っていた。独どく占せん欲よくかな？　でゅへへ。

「あたしの奢おごりでいいっすよ。好きなの頼たのんでくださいっす」

　そう言い残して、ゾーヤは立ち去っていった。

「ドワーフと、友達になれたみたいデスね」

「どうかな。たぶん、エドゥリカ次し第だいだよ」

　ボクが状じよう況きようを作った以上は、エドゥリカの自己責任だった今までとは違ちがう。族長が失敗しても、エルフのせいにされる。うまくいけば、族長のおかげになるだろうけど。

「うまくいきそうデスか？」

「エドゥリカは素す直なおで真面目。でも、自分に自信が持ててない。だって、族長になったのは突とつ発ぱつ的てきだったから。不幸なことに、きちんとお別れも受うけ継つぎもできなかった」

　盗とう賊ぞくに殺された父。自分にいきなりかけられた、族長という重責。おまけに、子分たちは期待するし、老人たちは萎しおれていて導くよりも従う方を選んだ。

　エドゥリカは自覚があったか無かったか分からないけど、孤こ独どくな族長だったんだ。

「父親の立案した計画を頑かたくなに守るのも、それが族長が作った計画だからだ。立案した時とは状じよう況きようが違ちがうのに、そのままやってたんだと思う」

　盗とう賊ぞく団だんを出だし抜ぬく為ための計画だったはずだ。なのに、領主や兵隊と関わらないようにして、自主独立にこだわりすぎた。

「だから……まあ、うまくいくかは、正直分かんない。真面目が良いい方に働くこともあるけど、今まで悪い方に働かせてたわけだし。

　ま、分かんないけど……ディエナさんがママなんだからいけるでしょ」

「やっぱり〝ママ〟なんデスね……」

　ミルティラが呆あきれた目で見てくる。

「それだけじゃないもん。エドゥリカの為ために頭を下げに来たドワーフが、二人もいたからだよ。変わるきっかけには、十分でしょ。

　ボクなんて、ミルティラ一人だけでも十分だったよ??」

「はいはい」

　ボクはミルティラの説得でやり方を変えた。エドゥリカにも、同じことは起きていい。そう思ってる。
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「どういうおつもりですかな、族ぞく長ちよう殿どの！」

　激高するゲラージオが、アタシに絶ぜつ叫きようしてくる。

　いや耳が痛くなるわこんなん。

「だから、人間に召めし上あげられたんだよ。しばらく狩かりには出られねーよ」

　用件はもちろん、魔ま獣じゆうのものを含ふくむ毛皮取引についてだった。

　ゲラージオは買い取ると約束し、代金として鎧よろい兜かぶとも提供していた。しかし、周辺の魔ま族ぞくの集落を巡めぐったり、ウッドフェローズを行き来したりで、倉庫の中の毛皮はそのまま置いていた。

　で、帰ってきてみれば倉庫ごと差さし押おさえられていて、毛皮はスヴァーラング家のものと言われている。アタシに文句を言いに来たってわけだ。

　酒場に乗り込んできて、アタシを見つけるなり胸むな倉ぐらを摑つかんでくる勢いで迫せまってきた。

「そんなことが許されるとでも──」

「お待ちくださいます？」

　静かな威い圧あつ感かんを湛たたえた声が、ゲラージオの言葉をあっさり止めた。

「彼女の身み柄がらは今、エルフフェアー商会が預かっておりますわ。私わたくしは代表のアイシア様より、エドゥリカ族長の監かん視しを仕つかまつりましたわ。

　エドゥリカ族長に用件がおありでしたら、まずは私わたくしを通していただけますこと？」

　マムが現れた。その口上と目線だけで、ゲラージオは勢いを失ってアタシから離はなれる。

　……アタシが相手した時は、なにを言っても凄すごんでも、ダメだったのに。

　アタシより腕わん力りよくが無くても、アタシより付き合いが無くても、マムはアタシよりゲラージオという商人を操あやつる術すべを知っていた。

「こ、これは失礼いたしました。しかし、あの、これはかねてよりドワーフ族と私が商取引の契けい約やくをしていた件でして……」

「あら、そうですの？　実はドワーフ族は、エルフフェアー商会に多額の借金をしておりますわ。そちらと差さし押おさえが被かぶってしまいましたかしら？　悪いことをいたしましたわね」

「え、ええ！　まことに、仰おつしやるとおりでして……。あの倉庫の毛皮は、すでに私めが買い上げたものでございます。あの、返していただかねばなりませんでして……」

「では、その時の契けい約やく書しよをお見せくださるかしら？」

「は？」

「買い上げたのでしたら、契けい約やく書しよを作り、サインをしたためましたわよね？　あなたの台帳をお見せいただくでも、よろしいですわよ」

「……つ、作らずとも、握あく手しゆをして、それで、成立と……」

　握あく手しゆもしてなければ、契けい約やく書しよなんて見た覚えすら無い。口約束と、現物だけだ。

　マムが、ため息を吐つく。

「ドワーフ族の倉庫にあった、ドワーフ族が剝はいだ毛皮を、なぜか自分の物と仰おつしやる方がいる。それを、私わたくしに信じろと仰おつしやるのですわね？　どうするべきか、悩なやみますわね」

「……っ、ど、ドワーフに、聞いていただければ、分かるかと！」

　ぎらりと、ゲラージオがアタシを向いて睨にらんできた。それは威い圧あつではなく、溺おぼれた者が細い草にもしがみつこうとしているような、無様だけど必死なもの。

　アタシは、なんて答えるべきか。──ドワーフは噓うそをつかない。

「ドワーフ族の毛皮は、ゲラージオに渡わたした。鎧よろい兜かぶとの代金として」

　商人の顔が、歓かん喜きに歪ゆがむ。

「そういうことなのです！　さあ、お返しいただきたい！」

　マムが、困り顔をする。

「毛皮はだいぶ荒あらっぽい処理で保管されていたので、すでにエルフの指導の下で鞣なめしに入っておりますわ。今お渡わたしすると、ゴミになってしまうだけですのよ」

「なんと、困りますなぁ！　これはスヴァーラング家に弁べん償しようをしてもらうしかないかと」

「ええ。それでは、鎧よろい兜かぶと七領と地金の代金は、お金でお支し払はらいいたしますわね。契けい約やく書しよが無いようですので、こちらで査定いたしますわ」

「えっ、あっ、いやっ、それは！」

「公正な市場価格なら、あの毛皮で二枚分ほど。──それで、よろしいかしら？」

　アタシは目を剝むいた。

　それほどの物を──あれほどの血を流した毛皮を、アタシが、台無しにしていた事実に。

　魔ま獣じゆうの毛皮は、それを手に入れる為ために必ず戦いがある。そして、戦いには流血がある。あの毛皮の中には、ドワーフが犠ぎ牲せいを払はらって手にしたものも、ある。

　それを、安値で売うり払はらっていたのは、誰だれなのか。──他ならない、アタシだ。

　こんなにも自分が馬鹿だったことに。こんなにも自分が、仲間たちを苦しめていたことに、たった今気付いた。ドワーフの血を安売りして、終わりの見えない仕事をさせたなんて。

　でもアタシ以上に、ゲラージオは激しく顔を引ひき攣つらせていた。

「そ、それは横暴というもの！　価格は売り手である私めが決めまする！　あれは八枚で七領という取引だった！　おいドワーフ！　そうだな!?」

　頭が真っ白で、ぐちゃぐちゃで、なにも……言葉が、出せない。

「あ……アタシ、は……」

「なんとか言え！」

「……今日は、もうお店の準備がありますの。お引き取りくださいまし。また後日、改めて」

「そんな！」

　商人は悲鳴のような声を上げて抵てい抗こうしたけど、兵士が両りよう脇わきに立つと身を震ふるわせて従った。

　マムが、アタシを見る。

「……後こう悔かいしていますのね。なら、なにも言いませんわ。言うのは、私わたくしではありませんから」

　頭を軽く撫なでてから、マムは歩み去っていった。──奥マ様ムでないなら、誰だれなのか。アタシが言うべきは、言われるべきは、誰だれなのか。それは決まっていた。










「ごめん、アタシが馬鹿なせいだ……」

　アタシは、ゾーヤとニーカに全部話した。自分がやった馬鹿を自分の口から説明するのは、身を切られるほどにつらかった。

　稼かせげないことに焦あせっていた。安すぎると思っていた。どうすればいいのかと悩なやんでいた。

　そんなものは全部、すぐそばに分かっている人がいた。マムだけじゃない。きっとあのアイシアっていうエルフなら、あんな商人をやり込めるくらいすぐにできたんだろう。

　だって、酒場でドワーフたちから聞く話は、全部エルフが生んだ仕事の話だ。

　……アタシは、今までずっと、そんな話は聞けなかった。

「なんにも知らないくせに、大口ばっかり叩たたいてたんだよ、アタシは……。なにが『アタシが話す』だよな。笑っちまうよな……」

　自じ嘲ちようして、二人を見る。

「アタシは族長失格だ。二人のどっちかに譲ゆずるよ。次の頭アタマは、二人で決めてくれ」

　ゾーヤとニーカは、ちらりとお互たがいを横目に見た。

　そして、すぐにアタシに言った。

「ニーカはイヤっす。絶対なにも考えないっす」

「ゾーヤは、ないってー。向いてないぜー」

　あはは、と二人して笑い声を上げる。な、なんでそんな明るく言えるんだ？

「じゃ、じゃあ、二人とも自分がやりたいってことかい？　喧けん嘩かかい？」

「そうじゃなくて。……二人とも、エドゥリカさんにやってほしいってことっすよ」

「そー」

　当たり前みたいにそう言われて、アタシは息を吞のむ。だって、アタシは族長として大失敗して、それで、二人に迷めい惑わくばっかりかけたのに。

「大だい丈じよう夫ぶっす！　エドゥリカさんならできるっすよ！　手伝うっす！」

「あたしらもさー、一いつ緒しよにやるぜー。がんばろーぜー」

　二人に言われて、アタシは勝手に出てきた涙なみだを堪こらえた。

「ああ……ああ！　そうだね！　アタシらしくなかった！　アタシはやるよ！」

　こんなにも頼たよれる友達がいたのに、全部一人でやろうとしたのが間ま違ちがいなんだ。

　頼たよってくれれば嬉うれしい。

　そう考えてたのは、きっと自分だけじゃないんだ。





◯






「……お貴族様だからって、好きにできると思うなよ……！」

　ゲラージオは、殺意すら感じさせる目で邑むらを睨にらんでいた。

　全財産を賭かけた大おお儲もうけの機会を潰つぶされて、大人しくしているほどお行ぎよう儀ぎの良いい商人ではない。

　かねてより盗とう賊ぞく団だんのいる邑むらに出入りをしていた男である。無論、後ろ暗い相手との取引などいくらでもしていた。

　そして、そういう輩やからは現金よりも現物を抱かかえている方が遥はるかに多い。出処を探さぐられると困るような物品は、たとえ高値がつく物であっても売れないからだ。

　だからゲラージオには、まだ切り札があった。

　諦あきらめるには、早すぎる。商人はそう考えていた。











第九章　アイシアは浮うかせたい









　森の中を、地を揺ゆらす重い足音が走っていた。足音の主は、巨きよ大だいな獣けもの。しかも尋じん常じようではない姿のものだった。

　魔ま獣じゆうである。

　アリクイに似た姿だが、その大きさは馬より高く牛より太い。顔には巨きよ大だいな一つ目の中に二つの瞳どう孔こうが備わっている。

　咆ほう吼こうを上げながら走る獣けものは、獲え物ものを追っていた。

　エルフである。

　魔ま獣じゆうの体に突つき立たった矢は、彼女らによるものだ。怒いかりの形相で追ってくる魔ま獣じゆうから、素す早ばやい身のこなしで逃のがれていく。

　そして次の瞬しゆん間かん、魔ま獣じゆうが転てん倒とうした。しかも、かなり不自然な形で。その前まえ脚あしには太い縄がかかり、空中に向かって吊つり上あげられていた。古典的なくくり罠わなである。

　脚あしの一本が自由を奪うばわれた魔ま獣じゆうは、どうにか体勢を直して残り三本の脚あしで踏ふん張ばり、脚あしを引く縄を引っ張り返した。遮しや二に無む二に暴れ回る。

　その時、混乱した叫さけびを上げる魔ま獣じゆうの正面に盾たての列が現れた。ドワーフの重装歩兵。魔ま獣じゆうはむしろ歓かん喜きした。怒いかりをぶつける相手が、目の前に現れたのだから。

　鰐わにのように大きく鋭するどい歯が並ぶ口が開かれ、凄すさまじい勢いで舌が伸のびる。大岩が割れたような重々しい音がして、盾たてに舌が衝しよう突とつした。

　が、崩くずれない。盾たてを構えた彼らは、その一いち撃げきを苦も無く受けきった。

　罠わなにかかった魔ま獣じゆうの前まえ脚あしと対角線上の後うしろ脚あしに、凄すさまじい勢いで飛来した矢が突つき刺ささった。樹上で待まち伏ぶせていたエルフの狙そ撃げき。並みの獣けものなら骨ごと貫つらぬく強ごう弓きゆうの一いつ矢しで、魔ま獣じゆうの関節を砕くだいて貫つらぬき通とおす。

　その矢から燐りん光こうが溢あふれ、一気に魔ま獣じゆうの脚あしを回る。魔ま獣じゆうを縛しばる木の根が顕けん現げんし、周囲の樹木に絡からみついて二本目の脚あしも自由を奪うばった。

　縛しばられた脚あしが一本なら動ける範はん囲いも大きいが、二本ではもはやその場でもがく他ない。盾たての戦列がじわりと寄ってくる。魔ま獣じゆうは闇やみ雲くもに舌で盾たての壁かべを打ちまくる。

　そして反はん撃げきが魔ま獣じゆうを襲おそう。戦列に気を取られた魔ま獣じゆうは、横合いから飛び込んだ攻こう撃げき役やくに気が付けなかった。

　縛しばられなかった方の前まえ脚あしが、物もの凄すさまじい戦せん鎚ついの一いち撃げきで半ば以上にへし潰つぶれ、衝しよう撃げきで前ぜん腕わんの骨は全て砕くだけた。

「りかちー、たのんだー！」

　最後に魔ま獣じゆうが見たものは、戦せん斧ぷを構えて跳とんでくるドワーフの姿。

「そっちで呼ぶな！」

　叫さけびながら振ふり下おろされた戦せん斧ぷが、魔ま獣じゆうの目玉と頭を直ちよく撃げきした。










「魔ま獣じゆう相あい手てだと、経費も高くつくねー」

　ドワーフの若者たちに解体される魔ま獣じゆうを横目に、ボクはため息を吐ついていた。

　いくつも仕し掛かけたくくり罠わなに、魔法銀ミスリルの鏃やじりを使った魔ま法ほうの矢。大おお盾たてと鎧よろい兜かぶとのドワーフたちの戦列に、討うち取とった魔ま獣じゆうの毛皮やその他道具の運うん搬ぱん。

「それでも黒字だろ？」

　そして、もしもの時に備えたダリオスという戦力。人手も道具も最上級って感じだ。

「黒字かどうかじゃなくて、必要だからやってるだけだしなー」

　ここまで人手を割さかないといけないのがつらい。

「ぼやくなよ。治安の為ためには大事なことさ」

　現在、ボクとダリオスはドワーフと谷エルフさんの共同部隊で魔ま獣じゆうを狩かっている。

　理由は討とう伐ばつ対たい象しようと同じもの。魔ま獣じゆうだ。

　谷エルフさんの捜そう索さくと調査によれば、旧ドワーフ村に生息する魔ま獣じゆうの群れは、周辺に溢あふれだしていた。エドゥリカが以前に戦ったのと、同じ奴やつが群れなしていたという。

　すでに魔ま族ぞくの集落が一つ、魔ま獣じゆうの餌え食じきになっている。

　手をこまねいているわけにはいかないので、討とう伐ばつ部ぶ隊たいを編成して魔ま獣じゆうの群れを掃そう討とうする。それが無理なら、溢あふれださないように数を減らすことになった。

　今は最初の段階。群れからはぐれた奴やつを見つけて、まずそいつらを狩かるところだ。エルフとドワーフが連れん携けいする練習にもなるし、魔ま族ぞくの不安を減らす為ためでもあった。

　谷エルフさんたちが見つけて、罠わなに誘ゆう導どう。動きを止めたら、ドワーフが力押しする。シンプルな構成である。

「ダリオスが全部倒たおすのが一番安いのでは？」

「さすがに俺でも、一対一が限度だからな？」

　エルフ三名ドワーフ一〇名の部隊と戦果が同等なのもおかしいと思うけど。まあ、安全に狩かる為ための人数だから、逆にダリオスをこの部隊にぶつけて勝てるかというと。

「……いや、対人はダリオスの方が得意なんだよな。距きよ離りを取ってエルフさんが撃うって、近づかせないようにするとして。トラップ系の魔ま法ほうで動きを止めればいける？」

　魔ま獣じゆうと違ちがって知能が高いので、罠わなを警けい戒かいするしくくり罠わなで吊つってもすぐに縄を切るだろうし。そう考えると思ったより難しいな。

「おい、想像上でも俺を倒たおそうとしないでくれ」

　ダリオスが嫌いやそうな顔で言ってくる。

「殿でん下か、皮かわ剝はぎ終わりました」

「ご苦労様です。鮮あざやかでした」

　エドゥリカが報告に来る。

「エルフのおかげッス。先に見つけるのも、罠わなにかけるのも、ドワーフじゃ絶対無理っした。仕留めた時は、マジ手が震ふるえてたっすわ」

　興奮しすぎるとそうなるんだよね。

　とはいえ魔ま獣じゆうに致ち命めいの一いち撃げきを刺さしたエドゥリカは、すぐに離はなれて戦列に合流していた。完全に魔ま獣じゆうが動きを止めるまで待ってから、槍やりを刺さして心臓を貫つらぬき死亡を確かく認にんしてる。これは頭が潰つぶれたように見えて、脳のう震しん盪とうで気絶してるだけなのを警けい戒かいしたエルフの教えだ。

　最後に仲間全員にお互たがいの体を見て負傷の確かく認にんをさせた。戦せん闘とう直後は興奮のせいで痛みも無く、指の一本くらいなら気付かないうちに失っている。ダリオスがそう教えたのを、興奮した頭でも忘れなかったのだ。

「ドワーフは素す晴ばらしい戦いぶりでしたよ。な、アイシア」

「まあ、文句は無いよ」

　そう言うと、エドゥリカはにっと笑って一礼した。

「ありがとう！　教えてもらったおかげだ！」

　そしてドワーフたちの方へ戻もどっていく。ボクは思わず眉まゆ根ねを寄せた。

「なんか変わった気がするね？」

　ダリオスが腕うで組ぐみした。

「女の子って、すぐ変わるんだよな……」

「ボクは変われてないのにな」

　幼おさな馴な染じみはきょとんとした顔でボクを見て、それからおかしそうに笑った。

「気付いてないだけさ」

　その自信ありげな顔。なんか生意気なこと言われてる気がする。










「っはあ[image: あ゛][image: あ゛]？～～」

　狩かりを終えて邑むらに帰ってきたら、一番真っ先に行くのはお風ふ呂ろである。

　お風ふ呂ろ。

　製糖場で使う温水を沸わかす為ために、エルフが魔法銀ミスリルまで使って作ったものがある。

　太たい陽よう炉ろだ。

　太陽光を一点に集めれば、その焦しよう点てん温おん度どは二〇〇〇度にも達する。それはなんと、鉄をも溶とかす温度である。これを利用した温水装置が、製糖場には作られている。

　前世では光学の研究に没ぼつ頭とうし、望遠鏡や顕けん微び鏡きようを使い、プリズムについて記録を残した。研究の為ために目に針を突つき刺さして、見えなくなる部分を探さぐったりもした。

　そしてこの世界だ。エルフが数世紀も研究した光の研究論文を見つけて、読み込んでいた。

　お湯を沸わかして、体や手洗いをしてもらう。そのアイデアはリリステラママのものだ。綺き麗れい好ずきのエルフの里で、ボクは唯ゆい一いつの人間であり、水浴びをするたびに寒い風か邪ぜ引くいや実際引いた、みたいなことをくり返した。エルフは風か邪ぜ引かないのでずるい。

　そんなボクの為ために、ママはよくお湯を魔ま法ほうで作ってくれていた。常とこ春はるのエルフの里ですら、お湯で手洗いするのは超ちよう快かい適てきだった。堆たい肥ひ作づくりやらお酒造りやらは、石けんで清潔にすることが大事だ。それを徹てつ底ていする為ために、温水器を作ったわけである。特にうんこはなー。

　が、ドワーフたちの間で、限りあるお湯の取り合いになった。そいつらはもっと大がかりにできるだろと、色んな工作を提案してきた。

　折しも、製糖場では温水を大量に使う予定だった。砂糖の為ためである。

　炭や薪たきぎが節約できれば、森を傷いためないことにも繫つながる。エルフもまた賛同した。

　両方からの圧力で、大型の集光温水機を作ることになった。仕組みは簡単で、熱を輸送する為ための油を温めて高温にして、水と熱ねつ交こう換かんする銅管を配線するだけ。

　まだ大型とはいえない程度の大きさだけど、お湯を作るには十分な性能を持っている。

　まあ、雨や曇くもりといった天気に出力が左右されるので、温度管理にはもちろん燃料が必要だ。でもこの土地には、広大な森が作れるほどの日照がある。いずれ堆たい肥ひの脱だつ水すいにも活用すべく、ドワーフたちが知ち恵えを絞しぼっている。

　高性能な断熱材とかあればなー。もっとこうなー。とか思わないでもない。

　まあ要するに、製糖場ではお湯がたくさん作れるということである。

　そのお湯を融ゆう通ずうして、改築した小屋に風ふ呂ろ桶おけとか置いちゃったりすることもできるのだ。

　贅ぜい沢たくだわー。って思いながら、でっかい湯船に浮うかぶ。

　なにせこのお湯、魔法銀ミスリルと銅とガラスとその他の高価な器材で作っています。一〇〇回入っても、薪たきぎで沸わかした方が安い。でも大量にお湯を沸わかせば薪たきぎより安い計算。

「さいこうだぜー。汗あせかいたあとの風ふ呂ろはよぉー」

　と、隣となりで浮ういているニーカが、とろけた声で言う。

　まあ、急造した風ふ呂ろ小ご屋やであって、個室じゃない。子どもたちがわさっと入ることも想定して、でっかい風ふ呂ろ桶おけが二つも置いてあるのだ。ドワーフなら数人入ることもできる。

「エルフがいるとお湯がいっぱいある気になれていいな」

「おいボクをデブ扱あつかいするなよ。ちゃんと鍛たん錬れんしてるからな」

「そうじゃなくて、ドアワターシフらよりでかいだろ。背とか」

　苦笑いされる。

　ボクの風ふ呂ろについてきたエドゥリカとニーカも、なぜか一いつ緒しよに入ってた。いやまあ、風ふ呂ろ桶おけ二つあっても一つしかお湯張ってないからなんだけど。

　エルフさんたちは水浴びの方がいいって言ってた。うーん、習慣が違ちがうからなー。残念。こんなに気持ちいいのに。

「はー……楽になるな……」

　ボクはぱしゃりと自分の手で肩かたにお湯をかけて温めて、揉もみほぐす。すごい気持ちいい。

　重力の力というのは、実は弱い。人間の体は浮ふ力りよくで浮うくが、重力はその程度の力にも負けるのだ。肩かたから下を全部浸つかれば、体にかかる重力は普ふ段だんの一〇分の一。肩かたにかかる力が消え去り、重力の影えい響きようを受けていた血が巡めぐり──いやもうシンプルに言うおっぱい浮うくのが楽。

「今日は酒場に来るかい？」

　エドゥリカがそんなことを訊きいてくるので、ボクはこくんとうなずいて答えた。

「最近ご飯も揃そろい始めてるからねー。行くよー」

「良かった。今日は凱がい旋せんした日だからさ、ゾーヤもお礼を言いたがってたんだよ」

　ディエナの酒場は、しっかりした食事も提供し始めていた。厨ちゆう房ぼうに立つドワーフは濃こい味つけのモツ煮にとかドカンと出してくるので、肉体労働のドワーフにはウケてる。

　エルフたちはもっと薄うす味あじというか、お上品なものをお願いしてる。ボクも。それを作るのは、だいたいディエナさんだったけど、ゾーヤも最近は練習してるらしい。

　と、ちょっとおかしくなって笑う。

「なに笑ってんだ？」

「いや、ボクの作ったはずの酒場なのに、そっちが『来る？』って訊きいてボクが『行く』って答えてるだろ？　酒場はすっかり乗っ取られちゃった気分だよ」

「あ、悪かった」

「別に怒おこってないよー。そんなに肌はだに合ってた？」

「正直、まだあの服は着るたび恥はずかしいよ。……でも、まあ、ニーカもゾーヤも一いつ緒しよに働いてて、案外、楽しい」

「あたしもー」

「マムがいろんなこと教えてくれるしよ。人間は悪い奴やつばっかりじゃねーなってなったわ」

「そーれなー。あとー、りかちがかわいくなったぜー」

「う、うるせーな、からかうなよっ！　あと、店以外でもリカって呼びすぎだからな！」

　頰ほおを撫なでる手を振ふり払はらうエドゥリカ。そんな二人を見ながら、ちょっとした提案をしてみる。

「そんなに気に入ったなら、あのお店をボクから買わない？」

「えっ？」

　エドゥリカはびっくりした顔でこちらを向いた。

「店てん舗ぽ──いや、事じ業ぎよう譲じよう渡とになるか。ディエナさんもボクも、ずっと酒場をやれないんだよね。ダメならダメで良かったし、ライバル店ができたりしても良かった。でも、ボクたちの予想を超こえて、ドワーフがあの店を作り上げていった」

　バーカウンターだったり、テーブルや椅い子す。それに内装や外装もたびたび手を加えていた。

　そして今や店員や厨ちゆう房ぼうのスタッフ。新メニューなんかもドワーフがやってるわけだ。おまけに客もドワーフが多い。当たり前だけど。

「ウッドフェローズに続く街かい道どうへの接続工事が終われば、この邑むらにも商人がよく来るようになるよ。獣じゆう人じんたちとドワーフだけじゃ砂糖の商あきないは広げられないから、移住者を募つのるし」

「そうかい」

　邑むらは変わり始める。それはつまり、故郷がこれから変化に襲おそわれるということ。

　エドゥリカは複雑な気持ちだろう。

「いずれここは邑むらじゃなくて、町にする。ドワーフ族は職人として生計を立てるだろうけど……別の商売もしてていいんじゃないかな」

「たとえば、酒場とか？」

「美う味まい酒がある町だ。きっと繁はん盛じようする。まあ、人間が作るライバル店なんかができるだろうけど。でも、あそこは立地が良いい。あとは経けい営えい次し第だいさ」

　エドゥリカはボクの顔を真しん剣けんに見つめていた。

「……アタシには、あの店を買えるほど、金が無い」

　そんなことを言ってくる。それはつまり、エドゥリカがあの店を買う為ために必要な資金を、自分で当たりをつけて、最低のラインでも無理と考えたということ。

「それでも、買いたい。あそこはもう、ドワーフの憩いこいの場所だ」

　そして、決意をしたということだった。

「みんなと、それにマム──ディエナ様にも相談して、なんとかならないか計画する。だからお願いだ。少しだけ待ってくれ。──くださいッス」

　湯船の中で立ち上がったエドゥリカが、膝ひざを曲げてそこに手を着けて頭を下げた。

「くだせー」

　ニーカが同じようにする。

「ちょ、お風ふ呂ろで立たないでよ。いいよ、待つよ。どうせ売る相手はきみたちしかいないし。譲じよう渡とする条件も、詳しよう細さいは詰つめてないしね。

　今日の戦いぶりからして、魔ま獣じゆうとやり合ってもきみたちみんな生き残れそうだったから話したんだ。詳くわしいことは、魔ま獣じゆうが片付いてからでいいよ」

　そう答えると、エドゥリカは急いで座り込んだ。お湯が勢いよく波打つ。わっぷ。

「──ありがとう。マジで。いろいろ」

「別にいいよ。実はディエナさんには前もって相談してたし。きみたちならお店をやっていけるって、ディエナさんがそう言ってたから、ボクも売る気になったんだよ」

「──っ、マムが、そんなことを……！」

　エドゥリカは目め頭がしらを押さえていた。え、おいおいどうした。

「なんだろ、自分が頑がん張ばって、店がやれるって思ってもらえるとか、なんか、もう、考えてもなかったから……！」

「りかちー、やったなー」

　感かん極きわまってる。

　いやー、これお風ふ呂ろで雑談する内容じゃなかったか？

「あー……じゃあ、そういうことで。よろしくね。ボク出るから」

「エルフ──いや、アイシア！　また一いつ緒しよに入ろうぜ！　今度は背中を流すよ！」

「じゃー反対側はー、あたしがやるぜー」

「いや頭にしとけそこは」

　違ちがうタイプの店になるわ。行ったことないけど。










　そんな話をしたおかげか、エドゥリカはいっそう気合いを入れて働きだした。

　ドワーフたちは精力的に訓練にかかり、エドゥリカはダリオスに兵隊の動かし方を学ぶ。

　夜になれば酒場で働いて、ドワーフたちがどんなことをしたのかを聞く。

　体力があるドワーフ族とはいえ、昼も夜も手を抜ぬくことなく働くエドゥリカの様子は、ドワーフ族に以前とは別の親しみをもたらしたらしい。

　やがてドワーフたちは、自らエルフや人間に自分たちの技術や財産について交こう渉しようしてくるようになった。エドゥリカが働く姿に、自分たちも邑むらへ貢こう献けんしたいという意欲がそうさせていた。

　揉もめ事ごとも多くなった。ドワーフ同士が意見を戦わせたら、喧けん嘩かに発展したとかそういうことが起きるのだ。すると、ゾーヤやニーカが飛んでいって仲ちゆう裁さいする。酒場を通じて誰だれがどんな関係かを把は握あくしてるので、そんな女の子たちに諫いさめられたらドワーフの拳こぶしもすぐに引っ込んだ。

　ドワーフ族には、活気があった。やる気が満ちて、希望を見み出いだしていた。

　それは紛まぎれもなく、エドゥリカという族長がもたらしたものだった。










「実際のところ、あのお店は儲もうかりますの？」

　ボクはエルフフェアー商会の支店でディエナさんと顔を合わせていた。ウッドフェローズから転送されてきた手紙の束をチェックしながら、女主人はそんなことを訊きいてくる。

　ドワーフ娘むすめたちの今後が気になるらしい。

　儲もうける為ために開いたお店ではない。それはディエナさんが一番よく知っている。だから、不安に思うのも当然と言えば当然だった。

　ボクは肩かたをすくめた。

「この邑むらで流通してるお金は全部、そもそもエルフフェアー商会の発行してる金なんだよね。だから儲もうかるとも言えるし、儲もうからないとも言える」

「ここに支店はあっても、銀貨はありませんものね」

　苦く笑しようするディエナさんである。

　ここで流通してる紙し幣へいを酒じゃなくて銀貨に換かえようと思ったら、ウッドフェローズまで行ってもらわないと無理だ。

　他の商人が、わざわざここまで来ない理由でもある。銀貨が無い。

「だから、ボクを信用してもらうしかないかな。砂糖で外貨がたんまり入る予定だから、そうしたらここにも商人や大工は来るようになる」

　もちろん、港があって材木や毛皮を輸出する拠きよ点てんとなる、ウッドフェローズほどではないだろう。しかし、確実に町として発展して大きくなるのは確かで、この店は近くに役場となる建物と広場もある。立地的にはいずれ一等地になるはずだ。

「その砂糖はどうなりましたの？」

　訊きかれたので、ボクは後でお茶に入れようと思っていた小こ瓶びんを取り出す。

「最新版は、これ。ただしまだ少量限定品」

　透すき通とおった瓶びんをディエナさんの前に置くと、眼鏡の奥でメイドの目が丸くなる。

「まあ。本当に、これがあの酷ひどかった砂糖ですの？」

　ディエナさんが手に取った小こ瓶びんは、一点の曇くもりもなく真っ白な中身が見えていた。瓶びんの蓋ふたを開けて傾かたむけると、さらさらと砂山が崩くずれるように落ちてくる。

　手で受け止めたディエナさんは、砂糖を指にくっつけて、ぺろりと舐なめた。

「えぐみも臭くさみもありませんわ。それどころか、こんなにすっきりした砂糖は滅めつ多たに……」

「高く売れそう？」

「ええ、もちろんですわ！　瓶びんも素す晴ばらしいですわね。これはこういうセットで売るつもりで作られましたの？」

　手のひらサイズの小こ瓶びんの側面に、樹木を模したガラス細工が施ほどこされてるもの。谷エルフさんが作ってくれた、エルフ趣しゆ味みの物である。

「いや、それはただ単に自分たちで使おうと思っただけで……」

「壺つぼに入れるより、ずっとよろしいですわ。せっかくエルフ様はガラス細工が得意なのですから、こうした芸術品のような容器を少量作って、貴族に贈おくり物ものとして渡わたしてみませんこと？　特産品と、エルフの芸術品、両方の売り込みになりますわよ」

「うーん、それはそうかもだけど、エルフさんをそればっかりやらせるわけにはいかないし」

「見本を作って、人間に真ま似ねをさせればいいのですわ。もちろん、多く作れるように簡易化してよろしいかと。本当にエルフが作った芸術品との差別化にもなりますし」

「つまり……貴族社会に売りつける芸術品を作りつつ、エルフ原案の高級酒・高級砂糖シリーズを売り出す？」

「酒や砂糖は嗜し好こう品ひんですもの。箔はく付づけや格式が重要ですわ」

　庶しよ民みんは貴族の真ま似ねをしたがるもの。貴族の間で芸術品が流は行やれば、その噂うわさで廉れん価か版ばんも売れるだろう。コーヒーみたいなものだ。貴族が最初に飲んで、次に庶しよ民みんが真ま似ねをする。

　一六五〇年に初めは一軒けんしかなかったコーヒーハウスは、その後たった五〇年の間にロンドンで数千軒けんも生まれた。

　ディエナさんの提案する箔付けブランデイングは、確かに文句のつけようがない営業方法と言える。

　うまくいけば、ウッドフェローズのガラス工こう房ぼうが内製の器具開発だけでなく、採算の取れる輸出品を生むようになってくれるかもしれない。

「分かった。物は試ためしだし、それもやってみよっか」

「中身の方は、獣じゆう人じんの少年に選ばせるとよろしいですわ。あの子が選ぶ水は、口当たりの良さで評判ですもの」

「言うほど変わってるとは思えないんだけどなー……」

「酒飲みには大事な違ちがいでしてよ？」

　ボクがニューゲート少年団にお願いしてるのは、発はつ酵こう過か程ていで必要な攪かく拌はん作さ業ぎようだった。力仕事だし炭酸ガスやアルコールが立ち上るので、製造量を増やすにつれてドワーフにやらせてる。

　やらせてるんだが、獣じゆう人じんたちのうち最年長の子らは、そのままドワーフの監かん督とくをしてる。彼らの鼻や耳が酒の出で来き栄ばえを左右してるとかで、ドワーフの方からそうしてくれと言われた。

　お酒はもうちょっと大きくなるまで飲むなと言いつけてあるので、獣じゆう人じんたちは発はつ酵こう過か程ていを外から管理する。瓶びんの容器にぴたりと耳を当てて酒の声を聞き、ちょっとだけ匂においを嗅かぎ取とる。集中するその姿は、だんだんと職人めいてきた。

　そして、水である。蒸留酒九〇パーセント以上の濃のう度どにしたアルコールを、水で薄うすめて酒は完成する。半分くらい水だし、アルコールの味はほぼ変わらない。ということは、一パーセント以下の原材料と、あとは水が酒の味を左右することになる。

　その点、水の味見まではさすがにボクも止めない。邑むらの井戸全部と川の上流と、兵士に邑むらの外から汲くんでもらった水まで試ためしていた。どうやら、色々な物を比ひ較かくして試ためすことを、ボクらの砂糖作りから真ま似ねしたらしい。見た目じゃ分からない水を分類する為ために、字の読み書きを必死で覚えてくれたりもした。必要は発明の母だね。

　酒の味見を、一ひと舐なめ程度にしか認めてない反動かもしれない。獣じゆう人じんたちはお酒にぴったりな水を見つけ出し、というか井戸をもっと深くしてみたいとかも言い出したり、道具に鉄を使わないでとかまで言う。無茶言うなよ。

「獣じゆう人じんの嗅きゆう覚かくのおかげですわね。食べ物や飲み物は、味わい以上に、香りが大事ですもの」

「そういうもんかー。まあ、ディエナさんが言うならそうするよ。売れるようになるなら大だい歓かん迎げいだし、新しく金がかかるわけでもないしね」

　ボクはディエナさんを信じるだけである。そっちの方が稼かせげるなら、それでいい。

「いっぱい稼かせぐ理由が、増えましたものね」

「ほんとだよまったく」

　最初にここに来た時は、商会の儲もうけを膨ふくらます為ためだけだったのに、獣じゆう人じんの少年団がそこに加わって、次はドワーフ族まで連なるわけだ。

　ママと谷エルフとおまけの幼おさな馴な染じみくらいが、ボクの商会が支えるものだったのに。どんどん増えてるな。いつの間にこうなった。

「なんでこうなってるんだ？　ボクは稼かせぎに来ただけなのに」

「良いいではありませんの。みんな、アイシア様が教えたことを覚えて、学んで、変わろうとしている方ばかりですわ。可か愛わいい教え子のようなものですわよ」

　教え子ねぇ。

「……妙みような話だよ。ボクが前世で教授職を始めた時、講義を開いても生徒がゼロ人の時もあった。教授をやめて商人になったら、エルフフェアー商会講義室は満員以上にぱんぱんだ」

　ボクが自じ嘲ちようしながら言ったことに、ディエナさんはおかしそうに笑った。











第十章　不ふ穏おんな混ぜ物









　毎日、全力を尽つくすことができる。それが気持ち良かった。

　目を覚ましたら、まずは顔を洗って身み支じ度たくをする。みっともない姿で族長してたら、笑われちまう。これは酒場でゾーヤに教えられるうちに、自分でやるようになったことだ。

　着き替がえを終えたら、下に降りる。ディエナの酒場は二階建てで、一階は天てん井じようが高くなってる店の営業用の広間だ。

　酒場で三人揃そろったら、朝ごはんを食べる。話すのはもっぱらこの店のことだ。メニューのこと、従業員のこと、そしてお客様として来たドワーフ族のこと。話すことはいくらでもあるし、いずれ自分たちで経営までやるつもりで話している。それだけで気持ちがアガる。

　ここで働き出す前の自分が、遠い昔みたいに感じられた。

　──けれど、

「？　こんな朝っぱらから、なんだ？」

　その日は、メシを食べ終えるより早く、酒場の扉とびらが叩たたかれた。まだ開ける時間じゃない。ってことは、族長アタシに用事かもしれない。

　仕方なく立ち上がって、上着だけ腕うでを通してから、扉とびらを開けた。

「誰だれだい、朝っぱらからいったい何の──」

「すみませんがねぇ、商人の時間は金と同じでしてねぇ」

「……ゲラージオ」

　商売用の笑え顔がおを貼はり付つけた、金に汚きたない商人がそこにいた。

　たとえ自分が忘れても、過去の行いは自分を忘れてはくれない。目に見えないなにかに、それを叩たたきつけられたような気分だった。

「いつまで経たってもお声をかけていただけないので、こちらから来た次し第だいでして」

　揉もみ手でをしながらそんなことを言うゲラージオの背後には、ガラの悪い男共が揃そろっている。察しの悪いアタシだけど、すぐに用件は分かった。

　……大だい丈じよう夫ぶだ。ここは邑むらの中。店にはゾーヤもニーカもいる。アタシの故郷なんだ。

　息を吸って商人を見つめ、あえて緩ゆるく腕うでを組んで、柔やわらかく言ってやる。

「そうかい。それは待たせちまって悪かったね」

「まっ……待ちましたが、その、だから……！」

　ゲラージオは、眉まゆ根ねを寄せて視線をさまよわせた。アタシが素す直なおにうなずいたことで、ゲラージオとしては反論ができない。できないから、荒あらっぽい口調は使えない。

　用意しておいた口上が、役に立たないんだろう。

「急ぎみたいだし、特別だ。今からすぐ、アンタの為ために店を開けるよ。だから、あと少しだけそこにいてくれ。帰らないでくれよ？」

　微笑ほほえんでそう答えると、商人の顔が強こわばる。怒ど鳴なり返かえすか用を訊たずねるかすれば、予想どおりだったんだろう。扉とびらを閉めれば、アタシの名前を怒ど鳴なり散ちらして騒さわぎ立たてたに違ちがいない。

　……それは、アイシアにもうやられたんだよねぇ。

　取り立てに来たガラの悪い商人は、すでに見た。絡からみたい酔よっ払ぱらいもだ。

『帰れ』と言われれば押してきただろうけど、『いて』と言われたら待ってしまう。そう踏ふんで告げた言葉に、商人は眉まゆ根ねを寄せた。

「いや……まあ、少しだけなら。最初から、エドゥリカ殿どのに用があったのだから」

「ああ、ありがとう。少しだけ頼たのむよ」

　そっと扉とびらを閉めて、大きく息を吐ついた。

　アタシが振ふり返かえると、ナイフを手にしたゾーヤと、中身入りの酒さか瓶びんを肩かたに担かついだニーカがいた。思わずふつーに笑ってしまう。ドワーフは荒あらっぽくていけないね。

「ゾーヤ、裏口から出てマムに知らせるんだ。ニーカは上できちんとした武器を持って隠かくれてな。もしもおっ始ぱじまったら、アタシの斧おのも持ってきなよ」

「了りよう解かいっす」

「りょうかいー」

　ゾーヤが朝メシの膳ぜんを片付け、ニーカとアタシは急いで着き替がえに走る。

　……まさかエルフの取り立てに、感謝するとはね。

　一度経験済みだったおかげで、余よ裕ゆうがあった。兵士やエルフの方がよほど手て強ごわそうだったし。

　これで店を開けてしばらく応対してれば、マムもアイシアも駆かけつけてくれるはずだ。

　にしても、ゲラージオがなんの用なんだ？　取り立てされる覚えも無いのに。

「マムが来るまで、話しして聞いてみるか」

　ま、酔よっ払ぱらいの相手みたいなもんだ。それなら慣れてる。










「押お忍す、マム。ゲラージオさんは、前のお話が中座した後には、ウッドフェローズでずっと待ってらしたと。でも今日に至るまで呼んでもらえなくて、不安だってーことらしいッス。それで荷運び人もあらかじめ雇やとってから、わざわざ来てくれたらしいッス」

「あら、そうですの。ありがとう、エドゥリカ」

　ゲラージオとその手下を店に招き入れて、まあどうぞとお茶を淹いれてテーブルに座らせた。おかげで、商人の背後に立っているのはたった数人。これだけでも、交こう渉しようはやりやすい。

　走ってすぐ戻もどってきたゾーヤとアタシが商人と話をして、到とう着ちやくしたマムに用件を伝える程度のことはできた。

　あとはマムにお願いして、アタシらは引っ込むだけだ。──と、思いきや、

「お待ちいただきたい！　これはドワーフ族との取引に関わることですから、族ぞく長ちよう殿どのにも同席してもらいたいですなぁ！」

　席を立とうとするアタシを、商人が引き止めた。前回はアタシが失言したせいで、マムが強ごう引いんに中断させた。今回は、ゲラージオも兵士に脅おどされようとも一ひと悶もん着ちやくができる戦力を連れてる。

　お断りしないとまずいよな……。

「お言葉はもっともですわね。エドゥリカ、アナタも同席なさいな」

　意外なことが起きた。マムがゲラージオの味方をした。

「お、押お忍す」

　これじゃ断れねえ。アタシは浮うかした腰こしを戻もどした。なにかマムに考えあってのことだろうし。

「いやぁ、ドワーフ族との取引についてなんですがねぇ、私めも少し不安がありまして……なにしろ、前回は兵隊に追い出されるような形になってしまったので」

「なにか書類を持ってきたってー話だったよな。せっかく奥おく様さまがいらっしゃったんだから、早く見てもらいなよ」

　アタシがそう切り出してやると、商人は眉まゆをひくりとさせて苦笑いした。

「そうですな。まあ、見ていただきましょうか」

　と、商人が羊皮紙の書類を差し出してくる。それに目を落としたマムが、顔を強こわばらせた。

「これは……なにか、特とく殊しゆな魔ま法ほうがかけられていますわね？」

「さすがは奥おく様さま。お目が高い。私めもそれなりの商人でして。これはさる筋から手に入れた、商談を確実にする為ための祝福がかけられておりまする」

　商人が広げた羊皮紙には、呪じゆ文もんめいた紋もん様ようが刻まれていた。エルフに少し見せてもらった覚えがある。あれみたいな美しさは無いけれど、紙の裏と縁ふち取どりまでにびっしりと書き込まれたその様子は、もはや紙というより布だ。

「こちらにお互たがいの血判を捺おしていただきます。そうすれば魔ま法ほうが有効になり、正直な商談が約束される。……そういった品でございます。今回は、これを使わせていただきたい」

　ゲラージオが笑え顔がおでそう言った。

「そこまでするべきかなぁー？」

　全員がびくりと振ふり返かえる。いつの間にか、開け放たれた窓にエルフが座っていた。

「アイシア様。どうしてそんなところから？」

「来てみたらもう話始まってたし。参加したい顔ぶれでもないし」

　よっ、と窓まど枠わくから店側に下りてくる。そして、エルフは羊皮紙を見つめた。

「まあ、確かにそれっぽい。でもこれ魔ま法ほうじゃなくて、呪じゆ術じゆつのかけられた書類だよ」

「呪じゆ術じゆつ!?」

　アタシが身を仰のけ反ぞらすと、ゲラージオが慌あわてた。

「呪のろいなどとんでもない！　これは神官様が祝福をかけられた、貴重な品なのですよ！」

「呪のろいと祝福って同じものなんだよ。って師し匠しようが言ってた。ボクは詳くわしくないけど。でもそうやって聞くと、取引にいちいち持ち出すものじゃないって思うでしょ」

「……確かにね。ゲラージオ、こんなもん無しで良くねえか？」

「先ほど言ったとおり、もう力ずくで商談を止められるのは勘かん弁べんいただきたいのでねぇ。この契けい約やくには『口にした約束を守る』『噓うそを言わない』としか書かれておりません。その二つすら忌き避ひされるような理由が、おありですかねぇ？」

「む……」

「アイシア様、それは本当ですの？」

　マムが確かく認にんすると、エルフはうなずいた。

「誓せい約やく書しよの形を取ってるからね。書いてあることしか効果は出ないよ」

「意図せず破ってしまったら、どうなりますの？」

「撤てつ回かいして謝ればいい。呪のろいは『後ろめたさ』に強く効くけど、逆に負い目が無いと効き目も薄うすい。わざとじゃなくて、相手に謝る。それができたら後ろめたさも無いよね。

　わざと噓うそをついたり、破るつもりの約束をしたら、まあその場で鼻血くらいは出るかも」

「……分かりましたわ」

　気乗りしなさそうなマムだったけど、前回は確かに強ごう引いんな中断だった。それを考えれば、貴族とはいえ商人に譲ゆずる分もある。

　エルフのナイフを借りてマムが。そしてアタシが。最後に、ゲラージオが自分のナイフで血の滴しずくを書類に垂らした。商人が血判を確かく認にんして、誓せい約やく書しよを折おり畳たたんで仕し舞まう。

「──これでいいでしょう。さて、確かく認にんさせていただきたいことは、変わっておりません。『ドワーフ族は、私から武具を買い取る約束をした』それはよろしいですな？」

「いいよ」

「お待ちいただけます？　それは『ドワーフ族が』ではなくて『先代の族長が』した約束ですわね？　エドゥリカは、実行をお願いした。そうではありませんか？」

　マムが横から言うと、ゲラージオがうなずいた。

「然さ様ようですな。しかし、それほど違ちがいは無い」

「私わたくしには、大きな違ちがいに思えますわ。聞けば契けい約やく書しよも交かわさず、そういうお話だけをしたのでしょう？　お互たがいの話が、食くい違ちがうこともありますわ」

「なるほど……そうですな」

　ゲラージオは慎しん重ちようにうなずいて、アタシを見み据すえた。

「お貴族様は、下々の苦境が分からない。だから、たとえ我々が飢うえるとも、公正さばかりを求めようとする。……だから、エドゥリカ殿どの。もはや正直に、簡潔に聞きたい。あの鎧よろい兜かぶとについて、どういう支し払はらいをする約束だったかを」

「あの鎧よろい兜かぶとは……」

　どうしよう。どう答えればいい。

　もう、あんな惨みじめな思いをするのはイヤだ。たかが毛皮、なんて話じゃない。あの魔ま獣じゆうの毛皮には、たくさんの血が注がれている。父が死ぬ原因になった毛皮も、あの中にはあるんだ。

　父は盗とう賊ぞくに殺された。でも、この邑むらを襲おそう魔ま獣じゆうと戦って、その戦いで怪け我がをした。その怪け我がさえなければ、盗とう賊ぞく共どもにだって手は出せなかったはずだ。

　アタシはあれの価値を、正しく使いたい。邑むらの為ために戦った父の命が、あの毛皮には込こめられている。下々の苦境と言うなら、苦境の中で作り上げたものにこそ、命がかかっている。

　それを全部台無しにしてたのは、アタシだ。──ゲラージオを邑むらに呼び込んだのは、アタシなんだから。

　アタシはたくさんの間ま違ちがいを犯おかした。ゾーヤを責めた。ニーカを無視した。ゲラージオを信じた。狩かりで無茶をした。商人を見る目が無かった。それに……盗ぬすみを働いた。

　そういうのを、もうやらないって誓ちかったのに。──なのに、なんでこんな時に、エルフのやったことを思い出してるんだろう。

　あいつがアタシらを、どうやってこの酒場に取り込んだのか。それは、借金取りだ。

　ドワーフを騙だまして、毛皮を自分たちの物にして、そして、アタシの身み柄がらを召めし上あげた。そんな、乱暴なやり方だった。

「……ドワーフの持ってる魔ま獣じゆうの毛皮と、交こう換かんした」

「──もう一度、仰おつしやっていただけますかねぇ？」

「鎧よろい兜かぶとの代金は、ドワーフの手持ちの毛皮で支し払はらわれた。アタシは『毛皮の査定をしろ』と言って、ゲラージオはそれを『七領』と答えた。それが、鎧よろい兜かぶとの代金だった」

　商人は、満面の笑えみを浮うかべた。

「それはそれは、結構でございます。もうそろそろ鞣なめしも終わっております頃ころ合あいと、荷運び人を連れてきた甲か斐いがございました。今日こそ、毛皮は全て持ち帰らせていただきますとも」

　アタシも笑え顔がおで答えてやる。

「そうすりゃいーさ。どーせエルフたちに持ってかれる毛皮だ。……でも、ちょっと多すぎだろ。こんなに人手はいらなかったよ」

「いえいえ、魔ま獣じゆうの巨きよ大だいな毛皮を八枚も、となれば──」

「三枚しかないのに」

「──は？」

　アタシが指し摘てきしたことに、商人の笑えみが固まった。

「ドワーフが持ってた魔ま獣じゆうの毛皮は、三枚だ。相場は二枚だって？　ずいぶん商売上手だね、ゲラージオ」

　アタシは身を乗り出して微笑ほほえんでみせる。商人はがたんと椅い子すを蹴けっていきり立った。

「……おかしなことを！　確かにあの倉庫には八枚の毛皮があった！　今さら、そんなことを言って騙だまされるとでも思うか!?　この取引には祝福がかけられているというのに！」

「──で、その祝福は、アタシの小さなお鼻から血を出してるかい、商人様？」

　そっと自前の鼻をつついてみせると、商人は目を見開いてアタシを凝ぎよう視しする。まるで、今にも落ちてくるはずの果実を待って木を見上げる、飢うえた獣けものみたいだった。

　アタシはゆっくりと声をかける。

「勘かん違ちがいしたのかい？　あの中の五枚は、盗とう賊ぞく共どもから保護しておいた毛皮なんだよ。つまり、それはスヴァーラング家の分ぶん捕どり品ひんさ。一いつ緒しよに置いてあったから、紛まぎらわしかったみたいだ。すまなかったね。マムにも、謝罪します。あれのうち五枚は、そちらの物です」

　そう、じっくり思い返せば、アタシの間ま違ちがいはそんなこともやらかしてた。スヴァーラング家の兵隊が来る前に、倉庫の中に運び込んだ魔ま獣じゆうの毛皮。あれは盗とう賊ぞくたちが殺した魔ま獣じゆうの分で、そのまま置いておけば、スヴァーラング家の物になったはずの分がある。

「噓うそをついたのか!?」

「いいや、本当のことを今言ってるじゃないか。でも勘かん違ちがいさせてすまなかったよ。鎧よろい兜かぶとは返へん却きやくしようか。残ってる地金も。エルフフェアー商会に取り上げられたから、借金がまた増えちまうが仕方ない。打ち直したりした使用料に……毛皮一枚は渡わたそうか。それでいいかい？」

「いいわけがない！　絶対に買ってもらう！」

「だったら、三枚だよ。だって最初の約束がそうだったんだから。それとも、アンタの鎧よろい兜かぶとには……八枚もの価値が、あるのかい？」

「当然だ！　──ぁぐっ!?」

　ぼたりと、商人の鼻から血が落ちた。慌あわててそれを手で隠かくすゲラージオに、エルフが言う。

「豆知識。自分が自分にかけた呪のろいって、時間が経たつとだんだん強くなるよー」

「……八枚もの魔ま獣じゆうの毛皮では、釣つり合あわない。申し訳、ない」

　頭痛を堪こらえるような顔で、ゲラージオが訂てい正せいした。

「いいよ、アタシも物知らずで悪かった」

　これは本心だ。家に鍵かぎをかけずに盗ぬすっ人とを責めるようなもの。盗ぬすっ人とが悪いとはいえ、自分に落ち度がなかったとは言えないだろう。

　……きっと、そこで鍵かぎをかけられるようにしておくのが、族長をするってことなんだろう。

　族長なんて、やるもんじゃないな。やるしかないから、仕方ないけど。……前はあんなに族長になりたいと思ってたのに、なんでこうなってるんだか。

「では、もう後は決まりですわね」

　マムがそう切り出した。

　こっそりと、アタシの手をテーブルの下で握にぎってくれた。その手はまるで──『よく頑がん張ばりました』と、褒ほめてくれるようだった。

「魔ま獣じゆうの毛皮三枚をお渡わたしいたしますわ。それでこの商あきないは完全に収まったということで、よろしいですわね？」

　最後にそう確かく認にんすると、ゲラージオは歯を食いしばってアタシを睨にらみつけ、うなだれた。

「そうするしか、ないようですねぇ」

　沈しずむように椅い子すに座り込んで、ゲラージオはため息を吐ついた。

「まとまったみたいでなにより。じゃあ、あとはさっきの呪じゆ術じゆつ書しよ焼いちゃおうか。この取引だけの効力とはいえ、誰だれが持ってても誰だれかが嫌いやでしょ？」

　鉄の皿に火のついた炭を載せて持ってきたアイシアが、そんなことを言う。

「分かりましたよ……」

　商人が懐ふところから折おり畳たたんだ羊皮紙を取り出し、ナイフで切きり裂さいた。折り目に沿って、何枚にも裁断していく。

　バラバラと炭の上に置かれた紙し片へんは、全て燃え上がった。

「……ドワーフ族が、いつの間に交こう渉しようを覚えたのですかねぇ？」

　ぼそりと言ったゲラージオに、エルフが肩かたをすくめた。

「女の子はすぐ変わっちゃうらしいよ。おじさんも女の子になる？」

　空気を読まないその発言に、商人は呪のろい以外のもので頭が痛くなったようだった。
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　倉庫へ案内する。そう言われて、ゲラージオはエドゥリカの後ろを歩いていた。

（ドワーフ共に、全て法外な価格で売りつけるつもりが……全財産を賭かけたというのに……）

　ゲラージオの計画は全て頓とん挫ざした。

　そして、取とり戻もどすこともできない。であるからこそ、

（これは陰いん謀ぼうだ。ドワーフ共が、騙だましたのだ……！　だから、この復讐は正しいのだ……！）

　ゲラージオは肩かたから提さげた大きな鞄かばんを探さぐり、そこに用意しておいた〝ある物〟を取り出した。

　それは、黒くろ塗ぬりの布で巻かれた瓶びんだ。きつく戒いましめられた布を取とり払はらい、中の物を見る。

　瓶びんの中には、禍まが々まがしく捻ねじれたように見えるよう細工された骨と、それを芯しんに巻き付く奇き妙みような蔦つた植しよく物ぶつの工芸品がある。それは小さな、そして、不気味なナイフのように見えた。

　商人は、それに魅み入いられたように薄うすく笑う。

　そして、懐ふところから紙し片へんを取り出した。

　羊皮紙でできた紙し片へんだ。先ほどの誓せい約やく書しよを切きり裂さいて燃やすフリをして、一部分だけをこっそりと握にぎり込こみ、隠かくし持もってきたのだ。そこにあるのは、エドゥリカの捺おした血判。

　瓶びんの蓋ふたを開けて、ナイフを取り出す。紙し片へんを押しつけた。

　骨のナイフに巻き付いていた蔦つたが、まるで紙し片へんを取り込むようにいきなり動いて巻き付く。

（これは……正しい復ふく讐しゆうだ……！）

　商人の頭には、声無き恨うらみの絶ぜつ叫きようが轟とどろいていた。
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「これは立派な毛皮ですねぇ」

「ああ、鞣なめしが終わったやつだ。この三つが、今回渡わたすやつだよ。受け取っとくれ」

　倉庫の前に絨じゆう毯たんのように大きな毛皮の巻物を並べて、ゲラージオに指し示す。

　商人はじっとその毛皮を見てから、ふと、アタシの方を見た。

「エドゥリカ族長、私はアナタを騙だまそうとした」

「な、なんだい、急に」

　突とつ然ぜんの告白に、驚おどろいてしまう。その内容にじゃない。それを言ったことにだ。

　とっくに気付いていたことを、あえて口にするようには見えなかった。

「反省しているんです。申し訳ない、と。ですから、最後に一つだけお願いを聞いてもらえませんかな？」

「……まあ、ものによるよ」

　また取引がしたい、と言われたら少し難しい。

「見せていただきたいだけです。エドゥリカ族長の討とう伐ばつした魔ま獣じゆうの毛皮を。一番、新しいものがいい」

　不思議な申し出に、アタシは首を傾かしげる。

「なんでまた？」

「戒いましめです。今後のね。ドワーフ族はすっかり魔ま獣じゆうを狩かれるようになっていると聞きまして、正直に商あきないをしていれば取引できたものを、見ておきたいのですよ」

「ふうん？」

　まあ、それくらいならいいか。

「いいよ、ついてきな」

　倉庫の鍵かぎを開けて、アタシは商人を中に入れてやった。

　たくさんの袋ふくろや毛皮が積まれているが、一番新しいものなら入り口のすぐそばにある。

「あっち側にあるのが、鞣なめしてる途と中ちゆうのやつだ。で、この樽たるに入ってるのが、獲とれたてのやつだね。昨日のやつだ」

　アタシの身長と同じくらいある巨きよ大だいな樽たるを叩たたいて言うと、商人の目はそこに釘くぎ付づけになった。

「ほお……昨日ですか……それはいい……」

　商人が、肩かたから提さげた鞄かばんに手を突つっ込こみながら、近寄ってくる。

「昨日なら……まだ、間に合うはず……」

　なにか様子が変だ。

　ふらりと近寄ってくるゲラージオに、さすがに異変を感じた。

　直後、

「なんなんデスか!?　いったいどこの誰だれデス!?」

　倉に駆かけ込こんできたのは、アイシアと一いつ緒しよにいる谷エルフ。

「ミルティラ？」

「そこの奴やつ、動くな！　──呪のろいの気配がしマス！」

　次の瞬しゆん間かん、ゲラージオが走り出した。

　アタシに向かってくる。そう思ったけど、なにか違ちがう。こっちを見ていない。

　……狙ねらいは樽たる!?

　なにがしたいのか分からないけど、とにかくエルフが焦あせってる。アタシは前に出て樽たると商人の間に割り込んだ。

「待ちな！」

　ゲラージオは止まらなかった。鞄かばんからなにかを取り出して振ふり上あげながら、突とつ進しんしてくる。

　アタシは商人に突とつ撃げきし返した。

「ぐえっ」

　と、一声あげながら商人はあっさり押おし返かえされる。体当たりして突つき飛とばした商人を見下ろして、アタシは眉まゆをひそめる。

「いったい、なにをしようとしたんだ？」

　商人は、咳せき込こんで顔を真っ赤にしながら、壮そう絶ぜつな顔で笑った。

「これで……これで、いい。もうできた。ククク」

　商人の目は、アタシを見てなかった。

「げっ、ヤバ。弓持ってくるんでした」

　エルフも、同じ方を見てなにか言っていた。

　アタシが振ふり返かえると、そこには樽たるの縁ふちをひとりでに上っていく、奇き妙みような骨と蔦つたのナイフがあった。その謎なぞの物が、柄えから伸のばした蔦つたをクモの脚あしみたいに伸のばして歩いている。

「うげ」

　端たん的てきに不気味だ。思わず呻うめいた。

　そんなアタシの目の前で、骨のクモは樽たるの中に飛び込んだ。

　ギィイイイイ────!!　と、生きてる物の存在しないはずの樽たるの中から、不気味な鳴き声が響ひびき渡わたった。

「呪のろいは完成した！　ダークエルフの作った呪じゆ具ぐだぞ！　お前ら全員、呪のろわれてしまえぇ！」

　叫さけびながら、商人は転げるように倉の外へと走った。同じ方向にはエルフがいたけど、なぜか、ミルティラはすっと商人を横に避さけた。

「ちょっ──なに逃にがしてるんだい！」

「あんなのいいデス。触さわりたくない。それより、ダリオスサンのトコに行かないとデスよ！」

「ど、どういうことだい？」

　困こん惑わくするアタシに、ミルティラはきっぱり言った。

「あの魔ま獣じゆうの群れが、この邑むらを襲おそいに来るんデスよ。これからすぐに」

　それは、ローダイゼルの終わりを意味していた。
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「獣けもの寄よせの呪のろいデス。呪のろう相手の血を塗ぬって獣けものの死し骸がいに刺さすと、その血族に居場所と恨うらみの念が閃ひらめきます。条件は、その獣けものを殺した人であること。要するに、仇あだ討うちをさせるわけデスよ。血けつ縁えんからの恨うらみは、呪のろいの基本デスから」

「今回は、群れまるごと襲おそいに来ておかしくないってことか。普ふ通つうの獣けものならそれでも平気だけど、魔ま獣じゆうが相手だとねー」

　商人の乱心とその凶きよう状じようは、すぐにミルティラが教えてくれた。ボクたちは急いでその対策をしなければならなくなった。

　と言っても、話は簡単。

「どうする。迎むかえ撃うつか、それとも……逃にげちゃう？」

「できるのか？」

　ダリオスが訊きいてくる。

　群れが来るまで、魔ま獣じゆうの速さでも一時間くらいは時間があるはずだ。なにせ隣となりの山からだ。逆に言うと、それだけしかないんだけどね。

　家財を諦あきらめて着の身着のまま、すぐに邑むらを出て距きよ離りを稼かせげば、魔ま獣じゆうに見つからずに逃にげおおせられるかもしれない。

「普ふ通つうならね。ただ今回は……ミルティラ、どう？」

「ダリオスサンと、エドゥリカが呪のろいの対象になってマスね……」

　嫌いやそうな目で、ミルティラが虚こ空くうを見上げながら言った。なんか見えてる？　ボクには見えてない。

「俺の血は無いと思うんだけど」

「エドゥリカの血が呪のろいを寄せてマスけど、一いつ緒しよに戦って仕留めた魔ま獣じゆうだったんデスかね？　うっすらと巻き込まれてるデスよ」

　ダリオスは情けない顔をする。

「まさか俺まで呪のろわれる日が来るとは……」

「師し匠しようの呪のろいをもらうのボクだけだったからな！　これでお前も呪のろわれ野や郎ろうだからね！」

「逆になんでこの状じよう況きようで、そんなこと言えるんだよアイシアは」

「師し匠しように習ったでしょ？　呪のろいってうじうじ気に病やむ人に強く効くんだよ。つまりその術はお前には効く。ボクには効かない」

「いや、合ってるけど状じよう況きようまじパないデスけどね今」

　ミルティラが困った顔をしてる。

　おっと、真面目にやろう。

「ま、つまりダリオスとエドゥリカっていう、それぞれ重要人物が狙ねらわれてるんだ。呪のろいの性質的に、逃にげても追われると思う」

　呪のろいは逃にげようとする人間こそ追いつかれる。そういうもの。ボクにはよく分からないけど。

「ボクたちにできるのは、迎むかえ撃うつ為ために戦うこと」

「できるのかい？　相手は、数十体もの魔ま獣じゆうだよ。アタシたちの戦力で、そんなこと」

　エドゥリカが不安げに言うので、ボクは肩かたをすくめた。

　気持ちは分かる。向こうは少なくとも二〇から三〇の群れ。こっちが狩かるときは一体ずつに分けても一〇人以上の戦力でやってた。単純に相手の一〇倍は戦せん闘とう員いんが欲ほしいところだ。

　けれど、この邑むらの戦力は人間が一〇人。ドワーフが二〇人強。エルフが四人＋一人（ボク）である。どう考えても足りてない。

　でも、できるかどうかじゃない。

「──やるしかないからね。だったら、話し合うのはそこじゃないでしょ」

「……押お忍す」

　エドゥリカは唇くちびるをきゅっと引ひき締しめてうなずいた。

「で、どうすんのダリオス？」

「そこは人間任せなのかい」

　戦いはボクの領分じゃない。狩かりなら師し匠しように叩たたき込こまれたけど。

　具体的なところは幼おさな馴な染じみにぶん投げる。

　ダリオスは少し考え込んでから、この場にいる面めん子つを見み渡わたす。人間、ドワーフ、谷エルフ。それぞれを見て、うなずく。

「まあ、怪け我がの功名と言うか……俺にも呪のろいがかかってるのを、逆に利用していこう」

「そんなんできるの？」

「戦力を分ける。エドゥリカ中心の防衛隊。そして、俺とエルフの迎げい撃げき隊たい。この二つだ」

「少ない戦力を、さらに分けるんデスか？」

　ミルティラが意外そうに言う。

「まあ確かに、危険な手だ。だけどこれが良いいと思う。エドゥリカとドワーフ、それにうちの兵士たちは邑むらで魔ま獣じゆうを防いでくれ。邑むらよりも人命を大事にしてほしい」

「ダリオスは？」

　訊きいてみると、幼おさな馴な染じみが信じられないことを言った。

「俺は、エルフたちと一いつ緒しよに森の中で戦う」

「おいおいおいおい、やばいこと言い出したな」

　ダリオスとエルフの隊が死ぬほどやばいじゃんそれ。

「まあ聞けよ。狩かりと同じだ。森の中に罠わなを張った場所をたくさん作る。そこに誘ゆう導どうして、かかったら仕留める。追ってきた魔ま獣じゆうの数だけ、それをくり返せばいい。邑むらの中より、森の中の方が罠わなは仕し掛かけやすいし、エルフの魔ま法ほうで即そく席せきの拘こう束そくもやりやすい」

　普ふ段だんはドワーフたちが担当してるトドメ刺さしを、ダリオスがやるってことか。

「あっちこっち逃にげながら戦うには、ドワーフがいたら足並みが揃そろわない。俺とエルフだけでやるしかない」

　レイドラ師し匠しように鍛きたえてもらった人間だ。エルフと足並みを合わせることもできる。問題は、

「エルフにいいとこ見せようってか！　姉あね弟で子しとして恥はずかしいよこんな時に！」

「お前はついてこれないしな。姉だと本当に恥はずかしいから妹分を認めろよ」

　ボクはついていけません。くそう、悔くやしい。

「こちらが残り時間で増やせる戦力は、罠わなと道具だけだ。それも、大おお掛がかりなのはできない。だったら、これしかないだろ」

「罠わなと道具……ふむ、いいこと言ったな。姉あね弟で子しポイントを一ポイントやろう」

「いらないけど、なにか思いついたか？」

「ま、邑むらの中のもの集めてくる。ミルティラ、手伝って。ダリオス、あとはよろしくねー」

　ボクは部屋を出て、走り出した。肥料、砂糖、酒、油。作ってきたものを、作り変える時だ。

　エルフさんたちの助けになるなら、ボクはなんでもやる。ついでに、友ダリ達オスの為ためでもいい。

　その為ためになら──錬れん金きん術じゆつの不ふ穏おんなところも使ってやろうじゃないか。
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　逃にげてくれ。そうみんなに伝えるように、ゾーヤとニーカには頼たのんでおいた。だってのに、アタシが広場に来た時に、居並ぶ爺じい様さまたちは荷物を持っていなかった。

「なにしてるんだい！　さっさと逃にげろっつっただろーが！」

　声を張り上げると、爺じい様さまの一人がアタシを見上げて首を横に振ふった。

「族長、ワシらぁ、逃にげとうない」

「あ？」

「逃にげとうないんじゃ。せっかく、せっかくこの邑むらはこれからと思えた。ワシらは昔、生き延びる為ために逃にげた。なのに、逃にげた先のこの邑むらで、たくさんの血と……誇ほこりを失った。また、逃にげるのはいやじゃ」

　爺じい様さまたちは、硬かたく強こわばった顔をしていた。

「この邑むらを捨てて、どこへ行く？　どう生きればいい？　ワシらは老いさらばえた。息むす子この方が先に逝いってしまった奴やつも多い。もう、この邑むらを離はなれても、またなにかできるとは思えん」

　そうして、アタシの前に歩み寄ってきて、爺じい様さまが言う。

「いっそ──ここで、死なせてくれ」

　ドワーフ族の中でも、アタシはでかい方だ。それでも、爺じい様さまたちを間近で見て、こんな風に思ったことはなかった。

　こんなにも……背が縮んで、小さくなった、老いぼれなんて。

　爺じい様さまが、許しを乞こうようにそっと手を差し出している。小刻みに震ふるえる、皺しわだらけの硬かたい手のひらを、アタシに向けて。乞こい願ねがう。

「頼たのむ」

　アタシは、思わずつらいため息を吐ついた。

　これはきっと、呪のろいなのだ。ローダイゼルのドワーフにかかった呪のろい。落ちぶれた。命を見捨てた。そんな想おもいから逃にげる為ために、アタシたちはがむしゃらになっていた。

　呪のろいは逃にげるほど追いかけてくる。エルフの言うとおりだ。

　……だったら、今ここで、戦わせてやるしかない、か。

「爺じい様さま……」

　アタシは爺じい様さまに近づいた。震ふるえる手に、手を差さし伸のべて、摑つかんだ。

「ぞくちょ──」

「気合い入れろコラァ！」

　衝しよう撃げきが炸さく裂れつ。

　アタシの額を、老ドワーフジジイ目がけて思い切り叩たたきつけてやった。

「な、なにするんじゃこら、族長！」

「おい、白目剝むいとる！　息をしろ！」

「ご、ごふぅ！　お、おお、なんっ──死ぬか思ったわい！　なにするんじゃい！」

　ぎゃあぎゃあと喚わめく爺じい様さまたちに、アタシは腕うで組ぐみして怒ど声せいを叩たたきつけた。

「まだ騒さわぐ元気があるんじゃねーかコラ！　なぁにが死にてーだ馬鹿ジジイ共！　商人に呪のろわれたのはアタシなんだよ！　アンタらが死んでアタシまで死んだら、誰だれが邑むらを立て直すんだ！　ちったぁ若者の迷めい惑わくも考えな！」

「なんじゃとう！」「だからワシらを壁かべに使えと言うとるだけじゃろ！」

「老いぼれの骨なんて、壁かべにもなりゃしねーんだよ！」

「う、うるさいわい！　まだ若いもんに負けるか！」

　その一言に、アタシは思わず笑ってしまった。

「だったら、死ぬ為ために残るんじゃなくて、戦う為ために生きてくれよ。魔ま獣じゆうは群れで来るんだ。戦ってくれるなら大だい歓かん迎げいサ。でも、直接殴なぐる蹴けるすんのはアタシら戦士に任せな。爺じい様さまたちは、自分の生きた手を使って、壁かべや罠わなを作っておくれよ」

「む、壁かべを……？」

「ああ。邑むらの入り口に穴掘ほったり杭くいを立てたり、邑むらの中で一発だけでいいから魔ま獣じゆうの突とつ進しんを受け止める馬ば防ぼう柵さくがあると助かる。残るってんなら、そういう工作をしてもらうさ。戦いが始まったら、死ぬ気で逃にげてもらうけどね」

「そ、そりゃ構わんが、最後までワシらも戦いを……」

「訓練してねー奴やつらがいるとむしろ邪じや魔まだよ。逃にげてくれるのが、一番アタシらの為ためだ」

「む、むぅ……」

　難しい顔で唸うなる老ドワーフジジイに、アタシは微笑ほほえみを向ける。

「それに……もし本当に邑むらが無くなった時には、爺じい様さまたちがいてほしい。一からこの邑むらを作ったんだ。若いアタシらより、ずっと詳くわしいよな？　エルフと一いつ緒しよに機械を作ったのも、アンタたちだったじゃないか。頼たよりにしてるんだよ」

　爺じい様さまたちが、顔を見合わせた。

「……ワシらを、頼たよりに？」

「ああ、そうさ。なに年寄りのフリしてんだよ。この邑むらを作ったのも、エルフに腕うでを買われたのも、爺じい様さまたちの手でやったことだろ。アタシは、その手を頼たよりにしてるんだ」

「この、老いぼれの手をか？」

「硬かたくて重い、なんでも作ってきた手だろ。アタシを育ててくれたのも、そんな手だったんだ。アタシの親おや父じを育てたのも、そんな手だったと思うんだ。

　だから、もっと頑がん張ばろうぜ。まだまだ、その手は頑がん張ばれる。あのエルフだって、人間だって、その手が作った機械を頼たよってるんだぜ。どう生きるかなんて、その手が知ってるサ」

　老ドワーフジジイたちが、自分の手を見た。そして、隣となりの仲間たちを。

「……ワシらの、震ふるえる手すらまだまだ使つかい潰つぶす気じゃったとはな。ワガママな族長じゃのう」「仕方ないのう」「若い奴やつらは、地道な物作りを知らんからのう」

　顔を見合わせて文句を垂れ始めた老ドワーフジジイたちに、アタシは言ってやる。

「お爺じい様さまたちの手が、震ふるえるのは──」

　と、そこで頰ほおに手をやる。マムのよくする仕草の真ま似ねで、告げる。

「──きっと、お酒が切れたせいですわよ？」

　爺じい様さまたちは、どっと笑い声を上げた。










　ドワーフたちの手で、馬ば防ぼう柵さくや空から堀ほりが邑むらのあちこちで作られている。この邑むらを襲おそう魔ま獣じゆうはただの獣けものだ。走りやすいところを走り、入りやすいところから入ろうとしてくるはず。

　つまり、正面から襲おそってくる。

　ドワーフたちは総出で邑むらの正面に溝みぞを掘ほり、土を積み上げ、製材する前の丸太をどかどかと組み合わせる。

　邑むらへ襲しゆう撃げきに来た魔ま獣じゆうを、市し壁へきで防ぐのはやめておいた。巨きよ体たいと膂りよ力りよくで好きなところを打ち破られるだけだ。

　あと正門は、もともとスヴァーラング家の襲しゆう撃げきで壊こわれてるので。

　だから、門の内側、両サイドに馬ば防ぼう柵さくを設置した。先を尖とがらせた丸太を縛しばり合あわせて置いただけだが、魔ま獣じゆうが乗のり越こえようとすれば刺ささるので嫌きらうはず。

　門に近づくにつれ溝みぞと盛り土がその足を鈍にぶらせ、最後に正面で重装歩兵が受け止める。獲え物ものに突とつ進しんしてくるだけの魔ま獣じゆうなら、それでかなり受け止めきれるはずだ。

　動きを鈍にぶらせて、仕留める。それは森の中でやったことと変わらない。違ちがうのは数だけだ。

「おっすー」

　と、作業を見て回っていたアタシに、アイシアが声をかけてきた。

「ずいぶんやる気だね。族長のおかげって聞いてるけど、なにしたの？　お酒でも配った？」

「それはまだやってねえな。酒場にはたっぷり準備しとくって、ゾーヤが言ってたけど」

「補給担当がいるみたいでなにより。ボクからは働き者のドワーフに、これをプレゼントだ」

　そう言って、アイシアが牽ひいていた荷車の覆おおいを取とり払はらう。

　そこに並んでいたのは、よく酒を入れてる樽たるだった。

「まだ酒は早いって」

「いやいや、これ飲んだらブッ飛ぶよ。中身は酒じゃないんだ」

「？　いったい、なんなんだい？」

　アタシが首を傾かしげると、アイシアはにやりと笑った。

「特製・砂糖の混ぜ物カクテルだ。魔ま獣じゆうと戦うのには、ぴったりだよ」

　その顔は、なにかを企たくらんでいるようにしか見えなかった。











第十一章　ハード・ノック・ライフ









　魔ま獣じゆうの襲しゆう撃げきは、思っていたのとは違ちがう光景から始まった。

　邑むらの外の畑を走る魔ま獣じゆうが、見張りから報告された。ギョロついた巨きよ大だいな目を爛らん々らんと光らせながら、邑むらへと一直線に突とつ撃げきしてきている。

　その数、三体。

「三体？　おかしいな。その一〇倍は覚かく悟ごしてたのに。ダリオスが引きつけたかな？」

　盗とう賊ぞく共どもが残した物もの見み櫓やぐらに上って、こちらへと走ってくる魔ま獣じゆうに目を凝こらす。オオアリクイを巨きよ大だいにしてキモくした感じの魔ま獣じゆう。三爪獣トリダクテイラだ。

　ボクは用意しておいた矢を取り出して番つがえる。ボクが引ける限界のところまで、思い切り。狙ねらうは先頭の魔ま獣じゆう。──その、巨きよ大だいな眼がん窩か。

　飛ばした矢が、弧こを描えがいて飛来。魔ま獣じゆうの目玉に狙ねらい過あやまたず吸い込まれる。

　ただし、刺ささらない。

　三爪獣トリダクテイラはその巨きよ大だいな目を一いつ瞬しゆんで透とう明めいな膜まくで覆おおった。瞬しゆん膜まくという、硬かたくて透とう明めいな保ほ護ご膜まくだ。並みの矢くらい軽く弾はじく。ボクの矢も、瞬しゆん膜まくに当たって刺ささらずに地面に転がった。

　魔ま獣じゆうが瞬しゆん膜まくを開いて、矢を射うったボクをぎょろりと見つめた。

　そして次の瞬しゆん間かん、のたうち回って転てん倒とうした。

「漂ひよう白はく剤ざいが目に入ったら、ちゃんと洗えよー」

　濃のう縮しゆくしたやつは特に。

　ボクが撃うった矢の先せん端たんには、小こ瓶びんがくくりつけられていた。中身は口にしたとおりのものだ。矢が刺ささらなくても、瓶びんが当たって漂ひよう白はく剤ざいが広がれば、眼球に滴したたり落おちて目を焼く。

「魔ま獣じゆうが二体来るよ！　一体は転んでる！」

　叫さけんで、物もの見み櫓やぐらを下りた。門に近いので、これ以上ここにいると襲おそわれてしまうからだ。

　すとんと下りて、走って逃にげる。──途と中ちゆうで、背後のバリケードが吹ふっ飛とんだ。

　正門を簡素に塞ふさいでいた障害物バリケードが、破は壊かい的てきな音を轟とどろかせて転がっていく。

「うっそ!?　早くない!?」

　思ってたよりずっと速い。バリケードが侵しん入にゆうを防ぐものじゃなくて足を鈍にぶらせる程度の目的だったにせよ、さすがにびびる。

　だってボクまだ逃にげてる途と中ちゆうなんだが。

　魔ま獣じゆうの咆ほう吼こうがボクの背中に浴びせられる。ボクの叫さけびが勝手に飛び出た。

　全速力で走るボクを、二体の魔ま獣じゆうはすっかり獲え物ものと見定めて追いかけてきた。その巨きよ体たいが持つ速度は、人間のそれとは大おお違ちがい。

　全速力の走りをしたのに、あっさり距きよ離りを詰つめてくる。このままの相対速度ならあと一〇秒もあれば追いつく。

　が、一〇秒を待たず、魔ま獣じゆうがぱかりと口を大きく開いた。太く鋭するどい牙きばが並ぶ大おお顎あごを。

　直後に、肉の鞭むちが飛び出てくる。獲え物ものの体を強打して動けなくする、魔ま獣じゆうの凶きよう器き。当たれば普ふ通つうの人間ならそれだけで動けなくなる。

　それは完全にボクを捉とらえていた。

　が、寸前で、城門が閉じるように魔ま獣じゆうとボクの間に鋼鉄が立ちはだかった。

　重々しい金属音が魔ま獣じゆうの舌を阻はばみ、受け止める。

「構えろォ！」

「「「応ッ!!」」」

　魔ま獣じゆうに対して、ドワーフの重装歩兵が隊たい伍ごを組んで壁かべになっていた。だが、三爪獣トリダクテイラは止まらなかった。

　そのままドワーフの隊列に突とつ撃げき。自分の巨きよ体たいを武器に押し通る勢いだ。

　──が、

「落とせ！」

　次の合図で、ドワーフの目の前に馬ば防ぼう柵さくが出現した。

　仕し掛かけは単純で、浅い穴に槍やりの柵さくを寝ねかせておく。必要に応じて、深く掘ほられた根元側をぐんと落とせば、柵さくが斜ななめの角度でそそり立つ。戦列に参加していない人間の兵士が、操作を担当してます。

　魔ま獣じゆうは地面に支えられた槍やりと、ドワーフたちが構えた槍やりの両方に真正面から突とつ撃げきして、当たり前のように串くし刺ざしになった。

　それでも逃にげないのが魔ま獣じゆうだ。体に突つき立たつ槍やりで止められても後うしろ脚あしで立ち上がり、鋭するどい爪つめがある前ぜん腕わんでドワーフに打ちかかる。ただ、息の合った重装歩兵の戦列は崩くずれない。

「撃うてー！」

　弩いしゆみが魔ま獣じゆうの脚あしを貫つらぬく。馬ば防ぼう柵さくや障害物の陰かげには人間の兵士が潜ひそんでいた。もちろん、その鏃やじりにはたっぷりと植物毒が塗ぬられている。

　魔ま獣じゆうが動きを鈍にぶらせればあとは、森の中と同じ。エドゥリカとニーカが、トドメを刺さした。

　わあっと沸わき立たつドワーフたちを、エドゥリカが制する。

「まだだよ！　外の一いつ匹ぴきがじきに目を開けてこっちに来る！　ゾーヤ！　居残り爺じいさんたちと魔ま獣じゆうの死体をどかしな！　野や郎ろう共ども、装備と仕し掛かけを確かく認にんだ！　隣となりのダチを守るのはアンタの盾たてなんだよ！　次に備えるんだ！」

　てきぱきとした指示に、ドワーフたちは気を引ひき締しめて次の襲しゆう撃げきに備えだした。

「アイシア、魔ま獣じゆうがなんで少ないんだい？」

　ボクには小声でそう訊たずねてきた。ふむ、とちょっと考える。

「呪のろいのせいかな。エルフで半日かかる距きよ離りを走ってきた計算になるからね。途と中ちゆうで群れが分断されて、一いつ斉せいに来こられなかったんだ。場所が分かっても森の中は真まっ直すぐには進めないし、同じ道を使わなかったりもしたかもしれない。なにしろ、ここはこいつらの縄張りの外だ」

「なるほどね。森で迷ってたアタシらと一いつ緒しよか」

　エドゥリカは歯を剝むいて笑った。

「だったら勝機はあるね。まだ例の奴やつも使ってないし、魔ま獣じゆう共どもを全ぜん滅めつさせてやる」

「全ぜん滅めつまでさせなくていい。呪のろいが終わるまでだよエドゥリカ。あの呪じゆ具ぐに込こめられた力と恨うらみの分までしか、呪のろいは続かない。案外、ダリオスが戦ってる方で終わらせるかもよ」

　なぜか面おも白しろい話を聞いた、みたいな顔をされる。

「あの若様がやばいってのは、思わないんだね、アンタは」

「そうでもない。何体も相手にすれば、ダリオスでも死ねると思うけど」

　森の方を見る。ここからでは分からないけど、たぶんあっちでも死し闘とうが始まってる。

　実際、ダリオスがどれほど引き受けるかは分からない。群れの三分の一でも十数体ほど。一度に相手してたら、すぐに負けてるだろう。

「でも、負けるつもりで戦う奴やつじゃない。ボクにできることはとっくにやったから。あとはダリオスと谷エルフさんを信じておくくらいしか、やることがないだけだよ」
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　叩たたきつけられる舌をかわし、岩を駆かけ上あがって宙を渡わたる。

　体の下で閉じる顎あごに冷ひや汗あせを浮うかべる暇ひますら無く、身を捩よじって回転。手にした槍やりの石いし突づき近くを握にぎって、突つき出だす。

　回り込もうとしていた魔ま獣じゆうの首に横から穂ほ先さきを突つき刺さして、すぐに手を離はなした。

　着地と同時に走り出す。突とつ撃げきしてきた三爪獣トリダクテイラの巨きよ体たいをかわして、木を盾たてに走る。鬱うつ蒼そうとした森の木々は、小回りの利きくこちらと巨きよ獣じゆうの間に置けば壁かべになる。

　走りながら、立てかけておいた戦せん鎚ついを拾う。魔ま獣じゆうが数十体もいるのに剣けん一本では心こころ許もとない。あらかじめ武器をあちこちに置いてある。

　こちらはもともと、襲おそわれるつもりで森の中にいるのだ。これくらいは準備してある。

　長なが柄えの戦せん鎚ついを振ふりかぶって打ち下ろす。真正面から襲おそってきた魔ま獣じゆうの腕うでをすれ違ちがうようにして避さけつつ、二に本ほん脚あしで立ち上がった三爪獣トリダクテイラの膝ひざを砕くだいた。

　獣けものに対して肉を切きり裂さく剣けんは、それほど有効じゃない。特に巨きよ大だいな獣けものなら、出血で体力を失わせるのは気が長すぎる。打だ撃げきする。狙ねらいは骨だ。巨きよ大だいだからこそ、それを支える骨には大きな加重がかかり、脚あしを失えば振ふり返かえるのが困難になる。

　脚あしを折られて倒たおれた魔ま獣じゆうの体を蹴けって跳とび上あがる。そいつの首元には、先ほど突つき刺さした槍やりがあった。

　叩たたき込こんだ。

　振ふり下おろした戦せん鎚ついと槍やりの石いし突づきが衝しよう突とつ。短たん槍そうが倒たおれた魔ま獣じゆうの首を骨ごと貫かん通つうし、地面にまで半ば食くい込こんで魔ま獣じゆうを縫ぬい付つけた。

　地に足を着けると同時に、今度は横に戦せん鎚ついを振ふる。

　その一いち撃げきで食らいつこうとしてきた魔ま獣じゆうの横よこ面つらを殴なぐって退け、ようやく息をつく。

　相手の魔ま獣じゆうもさすがに警けい戒かいしたか、突とつ進しんまでに邪じや魔まな木の無い方へ回り込もうと走り出す。

　その脚あしに、罠わながかかった。

　突とつ然ぜん、巨きよ大だいな樹木が魔ま獣じゆうの上に落ちた。

　押おし潰つぶされて動けなくなった魔ま獣じゆうに、飛来した矢や弾だまが貫かん通つうする勢いで突つき刺ささる。矢で縫ぬい止とめられた手足が植物の蔦つたに縛しばり上あげられる。そして、頭部にも同じ矢が着ちやく弾だんした。

　あとは頭を潰つぶすだけでいい。暴れ回る魔ま獣じゆうの下した顎あごに、戦せん鎚ついを下から思い切り振ふり上あげれば、不可能な角度まで仰のけ反ぞった魔ま獣じゆうから骨の砕くだける音がして、動かなくなる。

　なった。

「ダリオスサン。ほっといても蔦つたが締しめつけて、息できなくなりマスよ」

　ミルティラが樹上からすとんと降ってきて、そう言った。

「降こう伏ふくしない死にかけの相手には、トドメを刺ささないと怖こわいんだ。傭よう兵へいの性さがでね。でも、さすがはエルフだ。全部俺が倒たおす必要は無さそうで安心したよ」

　大型の魔ま獣じゆうでは少し動きを止めるだけの罠わなも、小型ならほぼ無力化までもっていける。

　ミルティラはちょっと得意げに胸を張った。

「魔法銀ミスリルの矢も、今日は制限無しデスからね」

　言ってから、複雑そうな顔で唇くちびるを尖とがらせる。

「まったく、アイシアさんはなんでこんなに矢を揃そろえてるんデスか。まぁたエルフジブンたちを甘やかして。赤ちゃんのくせに」

「アイシアは自分もエルフの枠わくに分類して、自分ごと甘やかしてるからな。まあ、大目に見てやらないと」

　武器も罠わなに使う物資も、アイシアがドワーフを働かせて得た生産力という基き盤ばんが無ければ用意できなかったものである。

「どうせなら、山ほど援えん軍ぐんも欲ほしかったところだ」

「そんなことしたら、頭上がらなくなるんじゃないデスか？」

　俺は肩かたをすくめた。

「妹のワガママを聞いてやるのも、兄の役目なんだ」

「それどっちも自分が年上って張り合うから、不毛デスよ」

　半目になってそんなことを言われてしまう。アイシアのせいで威い厳げんがつかない。

「魔ま獣じゆうは多くて四〇体いかないくらいだったな。こっちで半分は持ってやりたいけど……」

「さ、さすがに半分はつらくないデスか」

「俺もそう思う。呪のろいの方はまだ消えないか？」

　問題はそこだ。

　今は二体だけだったから無傷でなんとかなった。一〇体でも同時だったら、こうはいかない。

　呪のろいで正気を失って、ひたすらに走ってきてくれたのが幸いだ。

「……まだデスね」

「なら、消えるまで続けるしかないな。移動しよう。ドワーフたちが無事ならいいけど」

「人の心配してるなんて、余よ裕ゆうありマスねー」

「余よ裕ゆうっていうより、単純に、こっちよりあっちの方が大変そうだからな」

　ミルティラが呆あきれたような口調で言うが、それは勘かん違ちがいだ。

「アイシアは俺のこと呪のろいが効くなんて言ってたけど」

「はい」

「呪のろいに関係無く、厄やつ介かいごとはたいていアイツのところで事故ってる」

「……なるほどデス」

　思い当たる節があったらしく、ミルティラは心配そうな顔で邑むらの方へと視線を飛ばしていた。
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　目を薬で焼いた魔ま獣じゆうが復活してきたのを始末して、後片付けにかかる。

　誰だれもこれで終わるとは思ってない。

　どうしても残ると言った老ドワーフたちは、壊こわされた設備の補修にかかる。ドワーフの若者たちは怪け我がの有う無むや装備を確かく認にんしてから、休きゆう憩けいをしてもらう。

　ボクは人間の兵士に見張りを頼たのんで、ニーカと一いつ緒しよに酒場に行った。

「ツイてなかったねー」

「ねー」

　ニーカがちょっとだけ怪け我がした。怪け我がと言っても、魔ま獣じゆうが折った槍やりの破は片へんを拾ってたら、運悪く手に刺ささっちゃったみたいな怪け我がとも言えない奴やつだ。

　でもトゲって意外と抜ぬけないし、抜ぬくまで痛い。酒場でピンセットを使って抜ぬいて、アルコールで消毒する。綿とテープを貼はったら、治ち療りよう完かん了りようだ。

「これでよし」

「おおげさー」

「まあ、ボクもこっち来たかったし。こういう治ち療りよう具ぐセットとか、ちゃんと作っておくべきだったなって」

　適当な箱を見み繕つくろって、今使ったピンセットやアルコール、あと包帯になりそうな布とかを、店の中を探さぐって一式詰つめておいた。

「これ持って戻もどろう」

「あーね。さすがエルフってー感じだー」

　二人で酒場の扉とびらを押おし開あけた瞬しゆん間かん、邑むらの入り口で警けい鐘しようが鳴っていた。

「次きてんじゃーん。ダッシュきめるぜー」

「忙いそがしいなーもう」

　と、走り出した直後に、

「────はぁ!?」

　轟ごう音おんが鳴なり響ひびいた。邑むらの防ぼう壁へき、木でできた壁かべが粉ふん砕さいされるような、繊せん維い質しつの破は砕さい音おん。そちらを見ると、うっすらと土つち煙けむりが上がっていた。

「みんなのいる方と、ちがくねー？」

「屋根だ！」

　酒場に戻もどって階段を駆かけ上あがる。二階へ、そして屋根裏へ、さらに窓から屋根の上へと飛び出て、音の上がっていた方を見る。

　そこには、一ひと際きわ大きな魔ま獣じゆうが邑むらの壁かべを打ち破って侵しん入にゆうしていた。

「やっば。なんだあいつ？」

　一見すると人馬ケンタウロスのような、四つ足に人型の上半身がある魔ま獣じゆう。だが、よく見れば三爪獣トリダクテイラの背中に人型の上半身が生えている。その頭部らしきところには、獣けもののものと同じ瞳どう孔こうが二つ並んだ一つ目がある。その体を覆おおうのは、被ひ毛もうではなく鱗うろこ。

　そんな異様な魔ま獣じゆうが、二つの眼がん窩かに四つの瞳どう孔こうでぎょろりぎょろりと邑むらを見回す。みんな避ひ難なんしているので誰だれもいないが、なぜか、遠くにいるボクと目が合った。

　そして叫さけぶ。禍まが々まがしい暴力を予感させる、獣じゆう性せいの咆ほう吼こうがボクに向かって放たれている。

「……やっばいかも」

　邑むらの正面方向でも、戦いが始まっている。ボクらは挟はさみ撃うちされる形になっていた。
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「なんだい、今の音は!?」

　さらに現れた魔ま獣じゆう共どもを見み据すえて、身構えてる時だった。

　轟ごう音おんと、そして雄お叫たけび。

　両方が正面からすでに浴びせられているというのに、別の方からも聞こえた。

「エドゥリカ族長！　西からだ！　なにが起きたかはここから見えない！　どうする!?」

　屋根の上で弩いしゆみを構える人間の兵士が、アタシにそう訊きいてくる。

　なにが起きたのか、直感では分かる。ありゃ壁かべが打ち破られた音だ。魔ま獣じゆうがそっちから来た？　魔ま獣じゆうがただの獣けものなら、わざわざ頑がん張ばって壁かべを破らない。それと──削けずって破った音じゃない。強きよう烈れつに叩たたき割わった音だ。でなきゃ、ここまで届かない。

「──アタシとニーカでそっちを見てくる！　ゾーヤ！　ここは任せたよ！」

「りょ、了りよう解かいっす！」

　後方に控ひかえてたゾーヤが、慌あわてて飛び出てくる。念ねんの為ためにとはいえ、武装していて良かった。

「野や郎ろう共ども、ドワーフ最初の酒さか場ば娘むすめが見てるんだ！　下手をかますんじゃないよ！」

「「「応ッ!!」」」

　気合いは十分。とはいえ、これ以上はやばい。

　アタシ抜ぬきで、もっと出てきたらやばいね。

　すぐにあっちを片付けて、こっちに戻もどって来くる。それしかない。

　アタシは走り出した。

　酒場に向かって走る。ニーカとアイシアがそっちにいるはずだ。こっちに向かって来てくれればいいが。
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「こっち来るんじゃねえー!!」

　叫さけんで一いつ矢し。毒矢を放つ。目に入れば激痛＆失明の漂ひよう白はく剤ざいだ。あいつにとっては取るに足らないただの弱弓。並みの魔ま獣じゆうならあえて無視するはず。

　が、宙を飛んだ矢を、人型の部分が腕うでを動かして弾はじいた。

「あれやっぱりただの擬ぎ態たいの瘤こぶとかじゃないんだー……」

　魔ま獣じゆうやばい。人型を生やすとか。

「つよそー。あれはボスだぜー」

「やっぱそう思う？」

　ニーカとボクの意見は一いつ致ちした。

「だったら──一番濃こゆい呪のろいは、アイツでしょ。血けつ縁えんのリーダー格だもん」

「それだと、なんかあるー？」

「つまり……アイツを倒たおせば、それで決着だ」

「おおー！」

「問題は……倒たおせなさそうなことくらいかな」

「おおー？」

　毒矢を弾はじくうえに、強固な鱗うろこと巨きよ体たい。手持ちのネタで倒たおせそうなものが、ちょっと無かった。

　どうしよ。











第十二章　想おもいの限りに









「やべー！　向こうから入って来た奴やつら、みんなのほうにいくぜー！　助けねーとよー！」

「いやボスだけこっち来てるだろ！　ボクらの方がピンチだよ！」

　壁かべを破って入って来た魔ま獣じゆうは二手に分かれた。普ふ通つうの三爪獣トリダクテイラは邑むらの入り口を封ふう鎖さした方へ。

　そして、一番デカくて人型を生やしたキモい奴やつがこっちだ。

　ボクの矢を苦も無く叩たたき落おとした魔ま獣じゆうは、長い爪つめでがりがりと邑むらの地面を削けずりながら走り、すぐに酒場の下まで到とう達たつ。屋根の上にいるボクらを見上げて、怒いかりの咆ほう吼こうを上げた。

　獣けものの下半身が立ち上がって、壁かべに爪つめを立てる。登ってくる気だこれ。

「あーしらの酒場にー。なーにーをー」

　瞬しゆん間かん、ニーカが走り出した。

「すんだー!!」

　跳ちよう躍やく。

　屋根からそのまま跳とんで、魔ま獣じゆうに戦せん鎚ついで打ちかかる。

　いやクソ度胸！

　登ろうとした魔ま獣じゆうが、人型部分をぶん殴なぐられて叩たたき落おとされた。ニーカもそのまま落下したけど、鉄てつ槌ついが当たっていたのでどうにか地面を転がる程度で済んでる。やべー女だなあれ。

　魔ま獣じゆうは捨て身の一いち撃げきを予想してなかった。もろに食らった衝しよう撃げきで横よこ倒だおしになってる。

「いけるか？」

　矢を番つがえる。限界まで引いて、最後に弦つるを嚙かませたまま手首を返して半はん捻ひねり。鏃やじりは三さん角かく錐すいの貫かん徹てつタイプ。撃うてば、回転しながら飛んでいく徹てつ甲こうの一いつ矢しになる。

　撃うった。

　ほぼ真下、重力加速もつけた最さい大だい威い力りよくの一いつ矢しは、狙ねらい違たがわず獣けものの脇わきの下したに横から入る。それはたいていの生物相手には、心臓に直ちよく撃げきする位置。ただし硬かたい鱗うろこを貫かん通つうできれば。

　ガヅン！　──という、かなりいい音がした。

　けれど、無理だった。矢は鱗うろこを割ったけど、心臓までは到とう底てい届かない程度に刺ささっただけ。

　これはまずい。

　と、焦あせった瞬しゆん間かんに魔ま獣じゆうが跳はね起おきた。ぎょろりと人型の眼がん窩かがボクを見上げ、そして、その巨きよ体たいで思い切り酒場の壁かべに体当たりした。

「のぅわっ！」

　屋根の縁ふちで下を覗のぞき込こんでいたのが災わざわいした。衝しよう撃げきに揺ゆれる屋根から、足を踏ふみ外はずす。

　落ちる──いや、落とされる！
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「後ろからも魔ま獣じゆうが来てるぞ！」

「まじっすか!?」

　姐あねさんに任されてから少ししか経たたないうちに、どうにもならない事態が起きる。

　正面だけでもキツいのに、後ろからまで襲おそわれたら防ぎきれない。

「──ここは捨てるっすよ！　爺じい様さまたち、もうどうにもならないんで逃にげて！　みんな、エルフのやつを使って下がるっすよ！」

　姐あねさんに任されたのは、みんなの命だ。すぐに決めた。

　防ぼう御ぎよ柵さくと障害物で魔ま獣じゆうは正面から押おし寄よせてきてる。それを槍やりと盾たてでどうにか下がりながら受け止めてる状態。餌えさ箱ばこに殺さつ到とうする鶏にわとりみたいに、魔ま獣じゆうは突つっ込こんできては仲間に押しのけられる。代わる代わる絶え間ない攻こう撃げきの中、大きく態勢を変えるには魔ま獣じゆうを怯ひるませる必要があった。

　エルフに渡わたされた樽たるを置く。使い方はちゃんと教わった。

　補佐役の人間とドワーフ全員に合図して、エルフの樽たるをみんな小こ脇わきに抱かかえて駆かけつけた。

「火をつけて、投げ込む」

　樽たるから突つき出でた導火線に、言われたとおりに準備しておいた炭で着火。火がついたそれをなるべく戦列から離はなれた魔ま獣じゆうの足あし下もとに、狙ねらって投げつける。

　そしていきなり、魔ま獣じゆうが炎ほのおに包まれた。

　絶ぜつ叫きようがいくつも重なって響ひびき、最前列で爪つめを振ふるっていた魔ま獣じゆうまでが何事かと警けい戒かいして、威い嚇かくの叫さけびをその場で上げ始めた。

「今っす！」

　今度は違ちがう壺つぼを転がした。勢いよく噴ふん出しゆつする煙けむりが、魔ま獣じゆうもあたしたちも覆おおい隠かくしていく。

「全員後退！　後退！」「後退！」「後退！」

　白い煙けむりの中でも噴ふき上あがる炎ほのおはやたら目立つ。そのピンクの炎ほのおを目印に、ドワーフたちは声をかけあってその場から撤てつ退たいした。

「……エルフの樽たる、怖こわすぎっす」

　あんな小さな樽たるから急に炎ほのおが噴ふき上あがるとか。練習で一つだけ使わせてもらったけど、何個も同時に使うとあんなにも怖おそろしいものになるなんて。

　ただ、あれくらいの炎ほのおに包まれた程度で死んでくれる魔ま獣じゆうでもない。脅おどかしただけだ。

　おかげで命は救われたけれど、それも時間の問題。

「広場まで行って、役所を背中にして戦うっす！」

　自分たちは魔ま獣じゆうに囲まれつつある。第二の拠きよ点てんは用意してあったけれど、それは最後の砦とりでという予定だった。わずかな時間で、追い込まれている。

　もしエルフの秘策がまだ用意してあるなら、今すぐ欲しいっす！

「エルフはなにしてるんすかねぇ！」
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　魔ま獣じゆうの体当たりで揺ゆれた屋根の上から、落とされる──

「わけには！」

　瞬しゆん間かんに、一いつ瞬しゆん早く、自分から跳とんだ。看板を出す為ために突つき出でた梁はりに着地してから、前にかかる慣性に逆らわずもう一度跳とぶ。地面には手から着地して前転。どうにか無傷で飛び下りた。

「おー、さすがエルフだぜー」

「まあね！」

　あ、あぶねー。これ二回に一回くらい失敗するんだよ。

　樹きの上を飛ぶように走るエルフには、ぜんぜんついていけません。

「でもどうしよっか。矢が通じねえわアイツ」

「あたしのは通じたぜー？」

　捨て身すぎて鼻血出てるけどな。

　魔ま獣じゆうと睨にらみ合あいながら武器を構えるボクたちだけど、決定打がいまいち無い。鱗うろこ付つきの方は一いち撃げき入れられて怒おこったのか、やる気満々でボクらを睨にらんでる。

　しかし、その目が急に方ほう向こう転てん換かんした。

　人型部分の剛ごう腕わんが、横よこ薙なぎに振ふるわれる。

「ちぃっ！　気付くんじゃ──」

　エドゥリカが、その後ろから斧おのを振ふりかぶっていた。

「──ねえよ！」

　魔ま獣じゆうの腕うでと斧おのが衝しよう突とつ。爪つめの一本が砕くだけるが、魔ま獣じゆうは構わず全身をエドゥリカに向けた。

　奴やつを傷つけたボクらが、もはや眼中に無い？

　獣けものの怒いかりを上回るほどの、なにが？　──呪のろいだ。

「エドゥリカ！　狙ねらいはそっちだ！」

「分ぁってるよ！　見りゃナ！」

　伸のびてくる舌を打うち払はらい、後ろに下がりながらエドゥリカは魔ま獣じゆうと対たい峙じする。

　注意を外れたニーカが再び突とつ撃げき。しかし、硬かたい鱗うろこが覆おおう尾おが暴れていて、真後ろからもなかなか攻せめづらい。

　ならばとボクが矢で射るけど、単純に刺ささらなくて効かない。やべーわこいつ。

「アイシア！　とっておきの出番じゃあないのかい!?」

　エドゥリカがボクに叫さけんでくる。アレのことか。

　でも、

「こいつは硬かたすぎ！　密着するくらいの距きよ離りで仕し掛かけないと、無理だ！　一〇秒でいい！　動きを止めないと！」

　ボクはそう叫さけび返かえすしかなかった。
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　こいつ相手に一〇秒？

「そいつはキッツいね」

　今すぐ殺されかねない圧力だ。

　気を抜ぬいたら舌でも爪つめでも飛んできてすぐ死んじまう。

　爪つめを振ふり上あげた魔ま獣じゆうの横腹に、懐ふところに踏ふみ込こんだニーカが戦せん鎚ついで殴なぐりつけた。魔ま獣じゆうの怒いかりの反はん撃げきを、ニーカは後ろに跳とびながら斧おので受ける。それでも、ニーカの小さな体は吹ふき飛とんだ。

「ニーカ！」

「りかちー、店だー！」

　地面を転がっていったニーカが叫さけぶ。

　店？

　思わず酒場を振ふり返かえると、扉とびらが壊こわされて開いていた。

　……ああ、そういうことかい！

　ニーカの直感は、戦いの中ではだいたい正しい。アタシよりずっと度胸があって、死ぬギリギリのところに天然で飛び込んでいく。

　でもそれは、あまりにも──

「りかち──族長、あたしも頑がん張ばるから！　だから！　生きて！　また酒場やろうぜー！」

　ボロボロになりながら立ち上がって叫さけんだニーカの言葉が、アタシの胸を刺さした。いつぞやとは違ちがう、温かさで。

「忘れんなよ！」

　アタシは魔ま獣じゆうの腕うでを斧おので弾はじいて、駆かけ出だした。

　店の中へと逃にげ込こめば、背後でヤロウも壊こわれかけの扉とびらをぶち割って追ってくる。呪のろいのかけられたアタシ目がけて来るんだから、当然だ。

　店の中はドワーフのアタシらには広いけれど、アイツには狭せまい。ドワーフ特製の重いテーブルも椅い子すも、ここで働くアタシなら、目を瞑つぶってたってすり抜ぬけられる。

　駆かけ抜ぬけたアタシの背後で、いくつもテーブルが砕くだかれ、撥はね飛とばされて、めちゃめちゃにされた。その一つ一つ、全部を磨みがいていたのに。

　店の隅すみに向かって走り、魔ま獣じゆうを誘さそう。馬鹿正直に追ってきた魔ま獣じゆうの足音を頼たよりに、斧おのを振ふる。

　天てん井じよう近くの棚たなが、戦せん斧ぷの一いち撃げきで落ちてくる。客が増えてきて物を置く場所が無いよと言ったアタシに、みんなが作ってくれた棚たなだ。

　アタシはテーブルの下をくぐって魔ま獣じゆうの爪つめをかわして逃にげた。棚たなごと落ちてきた重い酒の樽たるや麦粉が魔ま獣じゆうの上に降り注ぐ。すぐさまそれを撥はね飛とばした魔ま獣じゆうを、アタシはバーカウンターの上に立って睨にらみ返かえした。

「この店は、アタシらの想おもいが詰つまってんだけどな……」

　魔ま獣じゆうが舌を撃うってきた。アタシはカウンターの内側に転がり落ちて、避さける。そこには、ニーカがいた。

「クソ馬鹿な客への想おもいは、テメエに全部くれてやらぁ!!」

「しねー！」

　アタシら二人で、思い切りカウンターを持ち上げて宙へ投げ飛ばす。宙に浮ういたそれを、戦せん斧ぷと鉄てつ槌ついで魔ま獣じゆうに向かって叩たたき飛とばした。

　アタシら二人ならカウンターも投げ飛ばせる。冗じよう談だん交まじりに言ってたとおりに。

　鉄で補強まで施ほどこしてあるバーカウンターは、巨きよ木ぼくのような重量物と化している。まともに叩たたきつけられた魔ま獣じゆうは、人型部分が圧おし潰つぶされて店の壁かべに挟はさまった。さらにダメ押し。カウンターの裏にあった酒の棚たなも、中身ごと投げつけて人型の頭部に命中させる。

　すぐには動けない。そう判断したのか、魔ま獣じゆうは獣けものの口を開いた。鰐わにのような顎あごから、肉の鞭むちを吐はき出だしてアタシを打つ。

　棚たなを投げた直後のアタシは、それを避さけられなかった。

「ぐうぇっ────!!」

　腹を打つ重々しい衝しよう撃げきに、足が浮ういて体が吹ふっ飛とばされた。

　意識が遠のく。

　気付けばアタシは床ゆかに倒たおれてて、ニーカもアタシの上に降ってきた。

「やら、れ、たわー……」

　頭から血をだくだくと流しながら、ニーカが言う。アタシも似たような有あり様さまに違ちがいない。

　魔ま獣じゆうが強きよう烈れつな叫さけびを上げる。勝利の歓かん喜きか、アタシらへの嘲あざけりか。

　だけど、アタシらはアイツに反はん撃げきもしていた。咄とつ嗟さに投げつけた戦せん斧ぷは、きっちり奴やつの眼がん窩かに突つき立たっている。ニーカが投げた鉄てつ槌ついは、店の天てん井じようをぶち折って、さらなる材木を奴やつに降り注がせて自由を奪うばった。

　それでも、奴やつの勝利かもしれない。お互たがい動けなくなっても、アイツはまだ自在に動く舌がある。そして、アタシの居場所は呪のろいで感じ取られてしまう。

　奴やつの口から伸のびる肉の鞭むちが、鎌かま首くびをもたげる蛇へびのように持ち上がって──アタシを向いた。

　だから、アタシは言ってやった。

「一〇秒、稼かせげただろ──エルフ」

　舌がアタシに突つき刺ささる──直前に、横からそれを光が貫つらぬいた。
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　いやここまで無茶して稼かせげとは言ってないけどね!?

　さすがに口の中まで硬かたくなかったらしい。舌を矢で撃うち抜ぬくと、魔ま獣じゆうは首をぶんぶん振ふって肉の鞭むちを大暴れさせた。

「わっ、うわっ、うおぃっ」

　屈かがんで、跳とんで、弓で打ち返して、暴れる舌をどうにかいなしながら近づく。

　すぐそばにあるボクの気配を、目が見えずとも獣けものは察知した。もはや舌を忘れて、一気に鰐わに口ぐちで嚙かみついてくる。

　バグン、と、ボクの服が嚙かみつかれる。

　次の瞬しゆん間かん、燐りん光こうが魔ま獣じゆうの口を回って実体化。蔓つるの縄がぐるりと大おお顎あごを縛しばり上あげた。

「ディエナの酒場から、そいつはサービスだよ」

　ボクは上着だけを囮おとりに食いつかせて、逃にげていた。中に仕し込こんだミルティラの魔ま法ほうの鏃やじりが発動して、鰐わにの顎あごを閉じたまま開けさせなくしている。

　そして、仕し込こんであるのは鏃やじりだけじゃない。そっちはボクのお手製品。

　ボクは自分の腕うで輪わを一ひと撫なでして、指を鳴らした。顎あごの内側に、ママの優やさしい緑の燐りん光こうが吸い込まれていく。

「食ってみな。飛ぶぞ？」

　ボクはダッシュでその場を離はなれた。

　次の瞬しゆん間かん、瓦が礫れきとカウンターに押おし潰つぶされていた魔ま獣じゆうが全身を揺ゆさぶって、重量物をふるい落とし始める。

　そして、棚たなを撥はね飛とばした人型の目がボクを捉とらえた瞬しゆん間かん、吠ほえた。

　殺意の咆ほう吼こうを上げると同時に、獣けものの口にかかった蔓つるを自分の皮ごと鋭するどい爪つめで引ひき裂さいた。拘こう束そくを離はなれた大口が、がぱりと大きく開く。

「やべっ」

　ボクは咄とつ嗟さに近くのテーブルの陰かげに飛び込んだ。

　次の瞬しゆん間かん──強きよう烈れつな衝しよう撃げきが襲おそいかかり、テーブルごとボクは吹ふき飛とばされた。
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　一いつ瞬しゆんだった。

　アイシアの体が、目の前を転がっていく。

[image: ]

　そして、千切れたピンクの肉にく塊かいが、ぼたぼたと落ちてきた。

　それは──魔ま獣じゆうの一部だった。

「うぅうわわわぁああっ!?」

　思わず叫さけんでしまうほど強きよう烈れつな熱の空気がぶわりと店中を舐なめて、近くにあった瓦が礫れきも吹ふき飛とばされる。窓は内側から破は裂れつするように吹ふっ飛とんで、壁かべも天てん井じようも震ふるえて一部は砕くだかれた。

　強きよう烈れつな爆ばく発はつが、魔ま獣じゆうを中心に炸さく裂れつしていた。
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　もうもたないっす。

　魔ま獣じゆうの猛もう攻こうで、もはや隊列も保てずにみんな槍やりを使い切って、手にした鎚つちや斧おのを振ふるって、必死で生き残る為ために戦っていた。

　もうみんな、やられる。

　──そう思っていた時、聞いたことも無い轟ごう音おんが響ひびいた。

　広場で繰くり広ひろげられる乱戦が、一いつ瞬しゆんだけど止まるほどの強きよう烈れつな音。

「な、なんすか!?」

　びびって思わずそちらを振ふり向むくと、酒場のある方だと直感的に気付いた。

　あっちでいったい、なにが……？

　不安が胸をよぎって、目の前の魔ま獣じゆうのことを忘れてた。獣けものが鳴き声を上げてから、慌あわてて危険を思い出し、そっちを振ふり返かえる。

　けれど、

「あ、あれ……？」

　魔ま獣じゆうたちは、威い嚇かくというより呼びかけみたいな声で仲間同士に鳴き合って、じりじりとドワーフたちから離はなれていく。

　やがて、戦っているドワーフは一人もいなくなった。敵がいなくなったからだ。

「どういうことだ……？」

「いったい……？」

　顔を見合わせるドワーフたちは、ふと、先ほどの轟ごう音おんがした方を振ふり向むく。

「……姐あねさんがやったっすよ！　きっと！」

　あたしが言うと、みんなははっとうなずき合って酒場に向かって走り出した。

「野や郎ろう共ども！　また泣かれる前に、姐あねさんの無事を確かく認にんするぞ！」

「応よッ！」

「ばっ、バカ言わないで！」

　あたしも駆かけ出だしたけど、にやにや笑う男たちが見てきてすっごい恥はずかしかったっす。










　ドワーフのみんなで酒場に向かうと、そこには酷ひどい光景があった。

　燃え上がる瓦が礫れきの山と、吹ふき荒あれる炎ほのお。その熱で爆はぜた酒さか瓶びんがバリンと砕くだけ散ちり、炎ほのおを青く彩いろどりながら一層激しくしている。

　みんなの憩いこいの酒場が燃え上がり、傾かたむき、みるみるとその姿を変へん貌ぼうさせていた。

「ひ、ひでえ……」

　誰だれかが呟つぶやいた。

　その破は滅めつの火事場を前に、三人の女が倒たおれていた。

　偽にせエルフと、ドワーフ。

　まるで三人とも、死んだみたいに動かない。

「姐あねさん！」

　けれど、

「……………………そっちも、無事だったかい」

「おつかれー」

「死ぬかと思ったよう……」

　あたしたちが見たかった三人は、きちんと生きててくれていた。

　なんでか酒の大おお樽だるにもたれかかって座り込んでた姐あねさんが、ぐったり倒たおれたニーカとアイシアが、呼びかけに応えてぱちりと目を開けてくれた。

　あたしはやっぱり涙なみだが溢あふれてしまって、みんなにからかわれた。
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「呪のろいが消えたみたいデスね」

「ようやくか……」

　まるで潮が引くように、魔ま獣じゆうたちが退いていく。

　魔ま獣じゆうとエルフと俺で刻んだ戦いの跡あとで荒あれた森の中で、絶え間なく動かしていた足をようやく止められて、思わず座り込みそうになった。

　手にした剣けんと折れた槍やり。どちらも捨てそうになってから、剣けんは鞘さやに収めることに成功した。

　返り血と脂あぶら汗あせでどろどろになった顔を、手で拭ぬぐう。ミルティラも、ぱたぱたと自分の服を引っ張って、風を送り込んでいた。涼すずしい顔をしているが、激しい戦せん闘とうの後で彼女もだいぶ乱れた髪かみになっている。

「何度も助けられたよ。ありがとう」

「いえ、別に」

　声をかけた瞬しゆん間かん、ぱっと髪かみを手て櫛ぐしで整える。綺き麗れい好ずきなエルフらしい癖くせだった。

　俺は苦く笑しようして、懐ふところを探さぐる。そこに収めたものは、ぎりぎり無事だった。

「エルフには、必要なんだろ？」

　と、手ハン巾カチを取り出して差し出してみる。ミルティラはきょとんとした後、口元を緩ゆるめた。

「人間にしては、気が利ききマスね？」

「偽にせだけど、エルフの妹がいてな。あと本物の師し匠しようも」

　お互たがい、ちょっと笑ってしまった。

「ところで──魔ま獣じゆうたちは、どこに行くんだ？」

「そんなの、決まってるデスよ」

　ミルティラは手ハン巾カチで汗あせを拭ぬぐいつつふーっと調息の呼吸をしてから、虚こ空くうを見上げて呟つぶやいた。

「はねのけられた呪のろいは、それをかけた人に返ります」

　だから触さわりたくもなかったんデスよね、と謎なぞの独り言も呟つぶやきながら。

　魔ま獣じゆうたちは、一いつ斉せいに移動を始めていた。別の目的が、いきなりできたように。
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　──これは後日の話になる。

　森の中で、無む惨ざんに食い殺された一行の痕こん跡せきが見つかった。

　数十人の男たちが、誰だれ一人ひとりとして逃のがれられずに、魔ま獣じゆうに嬲なぶられ、生きたまま食われた。それを調べた兵士たちは、そう結論づける。

　その一行が運んでいた荷物は、武具と、毛皮。

　ローダイゼルから逃にげようとした、ゲラージオのものだった。兵士が捜そう索さくして見つけられたのは、血まみれになった彼の衣服の一部だけだった。
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　堆たい肥ひを作る際に、家か畜ちくの糞ふん尿にようが溜たまった土から硝しよう石せきを取り出しておいた。硝しよう石せきは優良な肥料として使えるからだ。

　そして砂糖。しつこいほど精製して真っ白な砂糖は、実は燃料になる炭化水素の塊かたまりだ。

　その二つを小麦粉よりも小さい粒つぶの粉にして、混ぜ合わせる。

　すると、燃料と燃ねん焼しようする為ための酸素を備えた、自じ己こ燃ねん焼しよう性せいを持つ燃ねん焼しよう剤ざいになるのだ。

　ドワーフに渡わたした樽たるには、燃ねん焼しよう剤ざいと油を入れ、粘ねん土どで噴ふん出しゆつ口こうを整えておいた。飛ひ沫まつとして噴ふん射しやされる油は容易に引火する。それがドワーフに持たせた混ぜ物カクテルの正体だ。

　一方、酒場で使った瓶びんの方は、アンモニアがひと味足されてる。密閉された瓶びんの中でも燃ねん焼しようを続け、発生した可燃ガスはその中で膨ぼう張ちようし続ける。それはある点を超こえると一気に容器を突つき破やぶり──爆ばく発はつを引き起こす。

　爆ばく発はつの威い力りよくは、容器の強度と比例する。頑がん丈じような容器で圧縮された爆ばく薬やくこそ、強い爆ばく発はつになるわけだ。だから、ボクはあの時、ママの腕うで輪わが持つ防護の魔ま法ほうを瓶びんに移した。

　その結果、黒色火薬すら目じゃないほどの威い力りよくで爆ばく発はつし、魔ま獣じゆうの体は吹ふき飛とんだというわけだ。アルコールをたっぷり体に引っかけられていた魔ま獣じゆうは同時に炎えん上じようも引き起こし、店中を舐なめる炎ほのおと衝しよう撃げきに、ボクは悲鳴を堪こらえながら転がり回るはめになったわけだが。

「って、ボクの説明は誰だれも聞いてないね」

　ドワーフたちは広場でわいわいと騒さわぎながら、怪け我が人にんの治ち療りようにかかっていた。

「よく分かんねーけど、錬れん金きん術じゆつはやべえってことだろ」

「あ、うん。それでいいや」

　エドゥリカが、包帯であちこちぐるぐる巻かれた姿のまま、ボクに付き合ってくれていた。

　ボクも今回は細かい怪け我がをあちこちしてる。ママの防ぼう護ご魔ま法ほうが無かったせいかな。ぴえん。

「族長、みんな治ち療りようが終わりましたっす」

「そうかい。ご苦労さん」

　ゾーヤがやってきてそう言う。気付けばドワーフたちが、ぞろぞろと集まってきていた。

「店、燃えちゃったっすね……」

「ああ……」

　いつも明るいゾーヤには珍めずらしく、しんみりとした悲しみが、その声には込こめられていた。

　確かに今回、あいつに勝つには酒場を利用するしかなかった。けれど、それは苦く渋じゆうの決断だっただろう。エドゥリカにとって、あの酒場がどれほど重大な存在だったか。それはさすがにボクでも分かる。

　いや、エドゥリカだけじゃない。

　きっと、祝しゆく杯はいをあそこで飲みたいと考えなかったドワーフは、この中には誰だれ一人ひとりとしていないだろう。

　みんな、店の方で立ち上る煙けむりを見上げて、つらそうな顔をしていた。

「なあ、アイシアの姉あね御ご」

「ん？　おわ、なに？　え、なに？」

　エドゥリカが、いつの間にかボクを見て微笑ほほえんでいた。

「あの店はいくらで売ってくれる？」

「んん？　あの店って……あの店？」

　煙けむりの方を指差して言うと、エドゥリカは笑った。

「そうだよ。あの店さ」

　ドワーフたちが、ぽかんとした顔で族長を見ている。

「お前たち、なんて顔してるんだい。アタシはエルフと約束してたのさ。魔ま獣じゆうの群れを討とう伐ばつしたら、酒場をドワーフに売ってもらえるってね。もう聞いてた奴やつも、いっぱいいるだろう？　その話をしてもらってるだけさ」

「えっ、いや、姐あねさん、でも……店は……」

　煙けむりとエドゥリカをきょろきょろと見比べるゾーヤ。そんな困こん惑わくした妹分に向けて、エドゥリカはその肩かたを叩たたいた。

「ドワーフが酒場で会いに行ってたのは、酒やテーブルじゃないサ。最初はマムだった。でも、じきにゾーヤがそこにいた。それから、アタシやニーカが立った。ほら、こっち来なよ」

　戸と惑まどうゾーヤの腕うでを引っ張って自分の横に並べて、ニーカを手招きする。三人で並ぶと、仲間たちに手を広げた。

「ほら！　お前たち、酒場の綺き麗れいどころと、酒が揃そろったよ！」

　どかん、と自分と同じくらいの大きさの樽たるを引っ張り出して、エドゥリカは宣言した。

　その酒さか樽だるは、炎ほのおが広がる店内で「これだけは」と言い出したエドゥリカの頼たのみに、必死で三人がかりで持ち出した大おお樽だるだ。ゾーヤが用意していた、祝勝会の為ための酒である。

「あの店から持ち出せた最後の酒だ！　この祝しゆく杯はいに不満のある奴やつは、さっさと家で飲んだくれてな！　でも、アタシたちと一いつ緒しよに飲みたいなら──店じまいの酒を飲んでまた、一いつ緒しよに店を作ろうじゃないか！　勝利に、乾かん杯ぱいだ！」
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「かんぱーいー」「……カンパイっす！」

　三さん人にん娘むすめが拳こぶしを揃そろえて、樽たるの蓋ふたをぶち割る。

「「「ォォオオオオオオオオッ────────!!!!!!!!」」」

　酒で濡ぬれた手を大きく突つき上あげると、ドワーフたちも皆みな揃そろって拳こぶしを突つき上あげて、雄お叫たけびを上げた。そして、我先にと酒さか樽だるの前で大きく口を開ける。

　三人のドワーフが、笑いながら酒を手で掬すくって、男たちに向かって撒まき散ちらしていた。

　酒を浴びながら、ドワーフたちは吠ほえた。

　それはようやくもたらされた、地ドワ精ーフ族ぞくとしての勝かち鬨どきだった。

　ボクはそんな乱らん痴ち気き騒さわぎに思わず笑いながら、エドゥリカに言った。

「お店は、お安くしとくよう」

「助かるヨ。ほら、アイシアもやってくれ！　野や郎ろう共ども！　エルフの酒だぞー!!」

「えっ、ボクも？」

　エドゥリカに引っ張られて樽たるに手を突つっ込こむと、ドワーフたちからさらなる叫さけびが上がった。

「「「うおおおおおっ──!!」」」

「ワシにもくれー！」「飲ませろー！」「舐なめさせろー！」

　なんかもう……なるようになれだ。

「うおりゃー!!　たっぷり飲めやー！」

　ざばーっと、手の中の酒をぶちまけるのは、思ったより楽しかった。










　ローダイゼルの地ドワ精ーフ族ぞくたち。世代を経て受うけ継つがれていた魔ま獣じゆうとの戦いは、エルフと人間の参戦と、そして、獣じゆう人じん族ぞくの酒の力で、ようやく終結を迎むかえた。











終章　ブルータス、またお前なのか









「食べられる土って、まさかとは思ったけど珪けい藻そう土どだったんだ」

　戦いが終わって数日後。

　旧ドワーフ村の産出物──食べられる土とやらを掘ほってきてもらって、ボクとミルティラは顔を見合わせていた。

　大地の精せい霊れいがどうのはよく分からないけど、そこで掘ほり出だされる土にはなにか力があるかと期待はしてた。

　そして持ち帰られたのは、珪けい藻そう土どという通常のものとは違ちがう土だった。一見するとただの土だけど、実はこれには重要な利用価値がある。

「砂糖の濾ろ過か材ざいに使ったら、ずいぶん作業が楽になりましたよ。色素まで抜ぬけるのはすごいデスね。それに、お酒の濾ろ過か材ざいにも使えるかと」

　濾ろ過かに使える素材。もちろん、それだけじゃない。

「焼いてレンガになるだけじゃなかったんだ……」

　ボクが知ってるのはむしろそっちなわけだけど。

　珪けい藻そう土どは最初から固まった土みたいになってる。四角く掘ほり出だして、そのまま焼くだけで建材になるというわけだ。しかも、通常のレンガよりずっと軽くて、水に浮うくほどの比重なのに、多た孔こう質しつでふんだんに空気を孕はらむ為ため、断熱性や耐たい火か性せいもある。

「それじゃあ、ドワーフたちに良いいこと言えそうデスね」

　ミルティラの言葉に、ボクの異論は無かった。










「じゃ、じゃあ……ひょっとして、土を掘ほるだけで稼かせげる、ってことかい？」

　エドゥリカがびっくりした顔で言う。ボクは首を縦に振ふった。

「変な言い方をすると、そうなるかな。ドワーフの得意分野でしょ。坑こう道どうを掘ほって、レンガを切り出して焼く。削けずり出だす時に出た大量のクズは、そのまま濾ろ過か材ざいや研けん磨ま材ざいとして取引する。それだけで、わりとこの邑むらどころか、ウッドフェローズまで需じゆ要ようがあるよ」

　遂ついにこの土地から、鉱物資源が発見されたというわけだ。鉄や貴金属と違ちがってそのままお金に換かえにくいけど、地味に助かる素材ではある。

「だから、旧村落の復興をするならエルフフェアー商会もスヴァーラング家も出資するし、事業の目め処どもある。しばらくはローダイゼルの事業に専念して、珪けい藻そう土どの方はたぶん切り出したり焼いたりの作業場だけかもしれないけど、いずれそっちも村を作るよ」

　そう告げると、エドゥリカは天を仰あおいだ。

「なんてこった……アタシらの父祖は、正しかったね……」

　大地の精せい霊れいのお告げ、とやらを若いドワーフは感じたことが無いらしい。

　ここではそれが弱いと言っていたから、さもありなんというところ。

「これから邑むらの立て直しに、建材は必要でしょ。どんどん使うといいよ」

「……アタシらを、売り物の実験台にするつもりだね？」

「あっはは、鋭するどくなったね。ドワーフのくせに」

「誰だれかさんに鍛きたえられたんでね」

　ボクが笑うと、エドゥリカも笑った。










「お姉様のお料理が、魔ま獣じゆうを爆ばく発はつさせたって聞きました。キアンも爆ばく発はつするんですか……？」

「ガウくん。ちょっと来なさい。怖こわくないから。マジで。おい。こっち来い。来いや」

　目を潤うるませながら泣く寸前の顔で訊きいてきたキアンちゃんに、そんな話を吹ふき込こんだであろうおバカを呼ぶ。

「ほ、ほんとにそう聞いたんだからしょうがないじゃん！　お姉様の料理ガチすげえっておれ感動したのに！」

「なにに感動してるんだバカ！」

　最も痛い鼻へのでこぴんで少年を制裁してから、キアンちゃんの誤解を解いた。

　ニューゲート少年団は、全員を世話できるように手配が完かん了りようしたので、これからは幼育院でみんな暮らしてもらうことになる。

　ガウくんみたいな酒造職人は働きながらだけど、食べて遊んで勉強できるようにはなる。

「お勉強、頑がん張ばります！　キアンはお姉様みたいになりたいです！」

「それは世界一頭良くならないと無理だぜ」

「じゃあ世界一になります！　だから、時々、キアンのこと思い出してくださいね、お姉様」

「成績表とか、ちゃんと送ってもらうよ。文字を覚えたら手紙が書けるし。頑がん張ばってね」

「はいっ！」

　獣じゆう人じん族ぞくの子どもたちは、すでにローダイゼルの一員として腰こしを据すえて未来を見ていた。










「砂糖の輸出も始められるし、これでローダイゼルの事業は一通り終わったよう」

「アイシア様、お疲つかれさまですわ」

　役所でソファに座ってひと息つくと、すかさず熱いお茶をそっと置いてくれるディエナさんがいる。今日は以前渡わたした水セー兵ラー服ふくだ。ようやく着てくれる気になったらしい。

　それにしてもずいぶんメイドとして育ってしまった。あわあわしてるのが可か愛わいかったのに。

　すーっとお茶を飲んでみると、ボクの好きな香りが気持ち良く鼻を通る。

　まあでも、これはこれでいいかもしれない。可か愛わいい熟女の敏びん腕わんメイド。ありだな。

「結局、俺の言うとおりドワーフたちと揉もめに揉もめたよな」

　ダリオスがそんなことを言ってくる。

「見事に解決して、今や戦友だよ。問題無いでしょ」

「無法なギャンブルで若者をハメて、多額の借金を背負わせて強制労働だろ。ヘタすれば魔ま族ぞくを奴ど隷れい化かしたって言われて、ここだけの話じゃ済まなかったかもしれない」

「やだなあダリオス。人間社会ではよくやってるじゃん。人間の奴ど隷れい」

「否定できないのが悔くやしい……」

　前イギ世リスはガチ奴ど隷れい使って貿易してたんだ。この世界でそれが無いとは言わせない。

「まあこれで、数年もすればボクは砂糖商人として悠ゆう々ゆう自じ適てきの生活が待ってる。今回もちょーっと死にかけたけど、やっただけの見返りはあったね！　いやっほう！」

　そうなったらエルフの里に凱がい旋せんして、リリステラママに甘えよう。たまに人里に下りて遊ぶだけ遊んで、気が済んだら綺き麗れいなママの所に戻もどる。

　これがボクの素す晴ばらしい人生。第二の人生最高。あと七〇年？　いやいや、今回はもっと長生きしちゃうぞう。だって一〇〇まで生きてもエルフには子ども！

「でゅへへ……」

「キモい顔してる」

「おうダリオス。そろそろ誰だれかと結けつ婚こんしたら？　あの女神官も呼ぼうぜ！　こんな辺境で魔ま獣じゆうを何体もぶっ殺してたら婚こん期きを逃のがさないか、お姉ちゃん心配だよ」

「やらせた張本人が言うなよ、兄に向かって」

「神官……？」

　ディエナさんが首を傾かしげる。

「あれ、ほら、グレンディルさんが寄よ越こしたダリオスの嫁よめ候こう補ほ」

「……あの方は高位の神官を補佐する、書記官様ですわよ？　神しん殿でんが記録したアイシア様や殿でん下かのご活かつ躍やくを、視察に来られただけですわ」

「っていう建前で？」

「いえ、そのままで」

　……違ちがうの？

　わざわざ急ぎで大量の予算を組んで命いのち懸がけでやったのに？

「だから言っただろ。バカ妹」

「姉あね弟で子しを敬え弟おとうと弟で子しちゃん！」

　勢いで誤ご魔ま化かす。

　いいんだ。結果良ければそれでヨシ！

　ボクはとにかく事業を成功させた。軌き道どうに乗せた。これで晴れて、億万長者への成功ロードを成なし遂とげたんだ！

「ところで、アイシア様」

「ん、なに？」

「私わたくしの実家が、ここでエルフの砂糖や酒が造れるなら、ぜひともその事業を買い取ってこいと言い出しまして」

「…………へ？」

　いきなりなにを言い出すの？　ディエナさん？

「私わたくしも実家から資金を引き出せるなら、と承しよう諾だくしましたわ。私わたくしに、お砂糖とお酒をお任せくださいまし」

「いやいやいやいや？　今ようやく作った事業だよ？　売らないよ？　売るとしてもすっごい高値だよ？　いずれ売る気だったけど、今じゃないんだよう!?」

「残念ですが、そうもいかないのですわ。ほら、これをご覧くださいまし」

　そっとディエナさんが差し出した紙には、エドゥリカ族長以下、ドワーフ全員の総意の下、

「『ディエナ・エステ・スヴァーラングが求めた場合、全ての労働を中止します』……え？」

　それはつまり、ディエナさん次し第だいでドワーフが生産活動を中止するということでは？

　ボクの事業を簡単に潰つぶせるのでは？

「な、な、なんでこんなものを!?」

「私わたくし、この邑むらに来てからというもの、心を入いれ替かえて地道に働きましたもの。アイシア様に言われたとおりの、この格好で」

　微笑ほほえみを浮うかべながら、力を込こめてそんなことを言う。ミニスカの水セー兵ラー服ふくで。

　あるぇ!?

「も、もしかして……怒おこってりゅ？」

「うふふ、そう見えますかしら？　いやですわ、もう」

　否定しねえ！

「さて、アイシア様……私わたくしに、事業を売っていただけますわね？　もちろん、少年団のこともお引き受けいたしますわ。砂糖貿易の利益を見み込こんだ施し設せつ運うん営えいですものね。あんなに可か愛わいい少女のことを、お忘れになったりしませんものね？」

「あっ、あっ……」

　ボクの事業が。ボクの苦労が。研究開発が。

「大だい丈じよう夫ぶ。利益が出たら分配いたします。これからも、スヴァーラング家と懇こん意いにしてくだされば問題ありませんもの。よろしいですわよね」

「あうぅ……」

　ボクの、計画が。

「──私わたくしが、しっかり見ていますわよ？　アイシア様」

　全て、持って行かれる……？

「さあ、こちらで査定はしておきましたわ。公正な価格なのは、お約束いたします」

　ボクの手にそっとペンを握にぎらせて契けい約やく書しよにサインを要求するディエナさんは、めちゃくちゃ優やさしげ顔で微笑ほほえんでいた。……あ、悪あく魔まめ。

「どうしてこんなことになっちゃうんだよう────────!!」

「日ごろの行いだろ」










　ローダイゼルは復興した。

　そしてボクは──ちょっとだけ、日ごろの行いを反省することにした。
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あとがき






※このライトノベルはフィクションであり、実在するイギリス料理の味とは関係ありません。

　お買い上げありがとうございます。長田信織です。

　最初の注意書きは無視してください。ただのＭＩ６への命いのち乞ごいです。

　ところでオートミールが美お味いしいってみなさん知ってますか？

　オーツ麦のお粥かゆです。ダイエッターの間で話題のお手軽な朝食です。

　たいていオートミールの袋ふくろの裏側にはポリッジという、牛乳で煮に込こんだレシピがあります。オーツ麦に牛乳を加えて加熱し、よく混ぜて、ゆっくりと柔やわらかくします。

　仕上げにはフルーツやハチミツなどを少しあしらうと良いいでしょう。私も何回か作って食べたことがあります。

　無味。マジで無味。

　どこぞの国ではこんなジョークがあるらしいです。

「おい、ここらで一番美お味いしいフィッシュアンドチップスの店って聞いたんだが？　味が全くしないじゃないか」

「ああそうさ、だから最高の味なんだ。好きな味にできるだろう？」

　そして差し出されるたくさんの調味料。自分の好きな調味料の味にしろ、と。

　あっはっは！　なるほど！　ってなりましたね。

　牛乳をやめて水にして、カレー粉でカレー味にしたら美お味いしかったです。カレーの味しかしませんから。ポリッジ美お味いしいです。それはカレー？　いいからそう書かせてくれ。

　さて、今回も様々な人の手を借りて２巻ができました。

　可か愛わいらしい絵え柄がらで頭いかれてると評判のヒロインを可か愛わいくしてくれるにゅむさん、ありがとうございます。

　まさか２巻であの人を再臨させるとは思わなかったはず。なんでお前は可か愛わいいママとかもいるのによりによってそういうことするのか。にゅむさんを信しん頼らいしているからです。

　迷える長田を導く担当編集のＳさん。ありがとうございます。

　果たしてこの作品はこの路線で良いいのかと悩なやんでましたが、担当さんの助言で突つき進すすみました。あと〆しめ切きりもヤバい方に突つき進すすみましたが怒おこらずに対応してくださいました。ハレーみたい。

　出版、流通に携たずさわる関係者の方には、このご時世でもお仕事を続けてくださることに感謝の念が絶えません。

　そしてやはり、手に取ってくださった読者の皆みなさまへ。本当にありがとうございます。





二〇二二年　長田信織
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